家なき子 

(上) 


楠 山 正 雄 訳 


生い立ち 

わたし は 捨て子だった。 

でも 八つの 年まで は ほかの 子どもと 同じように、 母 

親が あると 思って いた。 それ は、 わたしが 泣けば きつ 

やさ 

と 一 人の 女が 来て、 優しく だきしめて くれた からだ。 

その 女が ねかしつけに 来て くれる まで、 わたし は 

けっして ねどこに はは いらなかった。 冬の あらしが だ 

まど 

ん ごのよう な 雪 を ふきつけて 窓ガラス を 白く する じ ぶ 

ん になる と、 この 女の人 は 両手の 間に わたしの 足 をお 

さえて、 歌 を 歌いながら 暖めて くれた。 その 歌の 節 


もんく  わす 

も 文句 も、 いまに 忘れずに いる。 

わたしが 外へ 出て 雌牛の 世話 をして いるう ち、 急に 

夕立が やって来 ると、 この 女 はわた し を 探しに 来て、 

麻の 前 かけで 頭からす つぼり くるんで くれた。 

あそ  なかま 

ときどき わたし は 遊び仲間と けんか をす る。 そうい 

うとき、 この 女の人 はじ ゆうぶん わたしの 言い分 を 聞 

やさ 

いて くれて、 たいていの 場合、 優しい ことばで なぐさ 

めて くれる か、 わたしの 肩 を もって くれた。 

それや これ やで、 わたしに 物 を 言う 調子、 わたし を 

やさ 

見る目つ き、 あまやかして くれて、 しかるにしても 優 

しくし かる 様子から 見て、 この 女の人 はほんと うの 母 


親に ちがいな いと 思って いた。 

ところで それが ひ よんな 事情から、 この 女の人が、 

fo> しな  お.？ 

じつは 養 い 親で しかなかった という ことが わかった 

の だ。 

わたしの 村、 もっと 正しく 言えば わたしの 育てられ 

た 村 は —— というの が、 わたしに は 父親 や 母親と いう 

者がない と 同様に、 自分の 生まれた 村と いう ものが な 

かった の だから —— で、 とにかく わたしが 子どもの 時 

代 を 過ごした 村 は、 シャヴ アノンと いう 村で、 それ は 

フランスの 中部 地方で もい ちばん びんぼうな 村の 一 つ 

であった。 


なにしろ 土地が いたって やせて いて、 どうに もしよ 

うのない 場所であった。 どこ を 歩いて みても、 すきく 

わの はいった 田畑と いう もの は 少なくて、 見 わたす か 

ぎり ヒ ー ス やえに しだの ほか、 ろくに しげる ものの な 

い 草原で、 その あれ 地 を 行きつ くす と、 がさがさした 

砂地の 高原で、 風に ふきた わめら れ たやせ 木立ちが、 

所 どころ ひょろひょろと、 いじけて よじ くれたえ だ を 

のばして いる ありさま だ つ た。 

おい 

そんな わけで、 木ら しい 木 を 見ようと すると、 丘 を 

見捨てて 谷間へ と 下りて 行かねば ならぬ。 その 谷川に 

ぼくそう 

のぞんだ 川べ りに はちよ つと した 牧草 も あり、 空 をつ 


くような かしの 木 や、 ごつごつした くりの 木が しげつ 

ていた。 

その 谷川の 早い 瀬の 末が ロア— ル 川の 支流の 一 つへ 

流れ こんで 行く、 その 岸の 小さな 家で、 わたし は 子 ど 

もの 時代 を 送った。 

八つの 年まで、 わたし はこの 家で 男の 姿と いう も 

の を 見なかった。 そのく せ、 『おつか あ』 と 呼んで いた 

おっと  いしく 

人 はや もめではなかった。 夫と いうの は 石工で あつ 

ろうどうしゃ 

たが、 このへんの たいていの 労働者と 同様 パリへ 仕事 

ものごころ 

に 行って いて、 わたしが 物心 ついて このかた、 つ い 一 

度 も 帰って来た ことはなかった。 ただおり ふしこの 村 


なかま  たよ 

へ 帰って来る 仲間の 者に、 便り を ことづけて は 来た。 

「バルブ レンのお つか あ、 こっちの も たっしゃ だよ。 

相変わらず かせいで いる、 よろしく 言つ て くれと 言つ 

て、 このお 金 を 預けて よこした。 数えて みて ください」 

これ だけの ことであった。 おつか あ も、 それだけの 

たよ  まんぞく  ていしゅ 

便りで 満足して いた。 ご 亭主が たっしゃで いる、 仕事 

も ある、 お金が もうかる  と、 それだけ 聞いて、 

まんぞく 

満足して いた。 

この ご 亭主の バルブ レンが いつまでも パリへ 行って 

いると いうので、 おかみ さんと 仲が 悪い の だと 思って 

る す 

はならない。 こうやって 留守に している の は、 なにも 


気まず い ことがある ためで はない。 パリに 滞在して い 

るの は 仕事に 引き留められ ている ためで、 やがて 年 を 

取れば また 村へ 帰って来て、 たん まりかせ いで 来たお 

金で、 おかみ さんと 気楽に くらす つもりであった。 

十一月の ある 日の こと、 もう 日の くれに、 見知らな 

い 一人の 男が かきねの 前に 立ち止まった。 そのと きわ 

かどぐち  お 

たし は、 門口で そだ を 折って いた。 中にはい ろうと も 

しないで、 かきねの 上から ぬつ と 頭 を 出して のぞきな 

がら、 その 男 はわた しに、 「バルブ レンのお つか あのう 

ち はこ こかね」 とたず ねた。 

わたし は、 「おはいん なさい」 と 言った。 


男 は 門の 戸 をき いきい 言わせながら は い つ て 来て、 

のつ そリ、 うちの 前につつ 立った。 

こんな よごれく さった 男 を 見た ことがなかった。 な 

にしろ、 頭の てっぺんから 足の つま 先まで 板 を 張った 

ように どろをかぶ つていた。 それ も 半分 まだ かわきき 

らず にいた。 よほど 長い あいだ、 悪い 道 を やって来た 

にちがいない。 

話し声 を 聞いて、 バルブ レンのお つか あは かけだし 

て 来た。 そして、 この 男が しきいに 足 を かけよう とす 

ると ころへ、 ひょっこり 顔 を 出した。 

「パリから ことづかって 来たが」 と 男 は 言った。 


それ はごくなん でもない ことばだった し、 もうこれ 

まで も 何 べんと なく、 それ こそ 耳に たこので きる ほど 

聞き慣れた ものだった が、 どうも それが 『ご 亭主 はた つ 

しゃで いるよ。 相変わらず かせいで いるよ』 という、 

いつもの ことばと は、 なんだか ちがって いた。 

「おやおや。 ジ エロ— ム がどう かしまし たね」 

と、 おつか あは 両手 を もみながら 声を立てた。 

「ああ、 ああ、 どうもとんだ ことで ね。 ご 亭主 はけが 

をして ね。 だが 気 を 落としな さんな よ。 けが はけが だ 

ベ つじよう 

が 命に は 別状がない。 だが、 かたわぐ らいに はなる 

かもしれ ない。 いまのところ 病院に はいって いる。 わ 


たし はちょう ど 病室で となり 合わせて、 今度 国へ 帰る 

について、 ついでに これ だけの 事 を ことづけて くれと 

たのまれた のさ。 ところで、 ゆっくりして はいられな 

い。 まだ これから 三 里 (約 十二 キロ) も 歩かなくて は 

ならない し、 もうお そ くもなって いるから ね」 

でもお つか あは、 もっとく わしい 話が 開きたい ので、 

やつ まん 

ぜひ 夕飯 を 食べ て 行く ようにと 言つ てた のんだ。 道 は 

悪い し、 森の 中にはお おかみが 出る というう わさ も あ 

る。 あしたの 朝 立つ ことにした ほうがいい。 

しょうち  ろ 

男 は 承知して くれた。 そこで 炉の すみに すわりこん 

で、 腹 いっぱい 食べながら、 事件の くわしい 話 をした。 


バ ルブ レン は くずれた 足場の 下にし かれて 大 けが を し 

た。 そのく せ、 そこ はだれ も 行く 用事の ない 場所で 

しょうげん  たてもの うけおいにん 

あつたと いう 証言が あつたので、 建物の 請負人 は 一 

ばいしょうきん 

文の 賠償金 もし はらわない というの である。 

ていしゅ  き 

「ご 亭主 も 気の どくな。 運が 悪かった のよ」 

と、 男 は 言った。 

「まったく、 運が 悪かった のよ。 世間に はわ ざと こん 

たね  れに ちゅう 

な こと を 種に、 しこた ませし める ずるい 連中 も ある 

の だが、 おまえさんの ご 亭主と きて は、 一 文に もなら 

ない の だからな」 

「まったく 運が悪い」 と 男 はこの ことば をく り 返しな 


がら、 どろで つ っぱリ 返って いる ズボン を かわかして 

いた。 その 口ぶりで は、 手足の 一本ぐ らい たたきつぶ 

されても、 お金に なれば いいと いうらし かった。 

うけおいにん  あいて  さいばんしょ 

「なんでも これ は、 請負人 を 相手 どって 裁判所へ 持ち 

出さなければ うそ だと、 おれ は 勧めて おいた よ」 

男 は 話の しまいに、 こう 言った。 

「まあ。 でも 裁判なん という こと は、 ずいぶん お金の 

要る ことでしょう」 

「そうだよ。 だが 勝てば いいさ」 

バルブ レンのお つか あは、 パリまで 出かけて 行こう 

かと 思った。 でも、 それ はずい ぶんたい へんな こと 


だった。 道 は 遠い し、 お金が かかる。 

そうだん 

その あくる 朝、 わたし は 村へ 行って ぼうさんに 相談 

した。 ぼうさん は、 まあ 向こうへ 行って 役に立つ かど 

うか、 それが よく わかった うえに しないと、 つまらな 

いと 言った。 それでぼう さんが 代筆 をして、 バルブ レ 

じけい  しさい 

ンの はいって いる 慈恵 病院の 司祭に あてて、 手紙 を 出 

す ことにした。 その 返事 は 二、 三日して 着いた が、 バ 

ルブ レンのお つか あは 来る に はおよ ばない、 だが、 ご 

ていしゅ さいなん  あいて  にゅうひ 

亭主が 災難 を 受けた 相手に かけ 合う に ついて、 入費の 

お金 を 送っても らいたい というの であった。 

それから いく 日 もい く 週間 もた つた。 ときおり 手紙 


が 届いて、 そのたん びに もっと 金 を 送れ 金 を 送れと 

言って 来る。 いちばんお しまいに は、 これまでの 手紙 

めうし 

より また ひどくな つて、 もう 金がないなら、 雌牛の ル 

セット を 売っても、 ぜひ 金 を こしらえ ろと 言って 来た- 

ひゃくしょう  なかま 

いなかで 百 姓 の 仲間に はい つ てく らした 者で なけ 

れば、 『雌牛 を 売れ』 という この ことばに、 どんなにつ 

らい、 悲しい 思いが こもって いるか わからない。 百姓 

にと つて、 雌牛の ありがた さは、 一とお りの もので は 

力な I 

なかった。 いかほど びんぼう でも、 家内が 多くても、 

ともかくも 雌牛が 飼って ある あいだ は、 飢えて 死ぬ こ 

と はない はず だ。 


それにう ちの 雌牛 は、 なにより 仲よ しのお 友 だち で 

あった。 わたしたちが 話 をした リ、 その 背中 を さすつ 

て キッス をして やったり すると、 それ はよ く 聞き分け 

やさ 

て、 優しい 目で じっと見た。 つまり わたしたち はおた 

がいに 愛し 合って いたと 言えば、 それで じゅうぶん だ。 

けれども いま は その 雌牛と も、 わたしたち は 別れな 

ければ ならなかった。 『雌牛 を 売る』 それでなければ、 

ていしゅ まんぞく 

もうご 亭主 を 満足させる こと はでき なか つ た。 

そこでば くろう (馬 売買の 商人) が やって来て、 細 

かく 雌牛の ル セット をい じくり 回した。 いじく り 回し 

ながらし じゅう 首 を ふって、 これ はまる で 役に立たな 


い。 乳 も 出ない し バタ ー も 取れない と、 さんざんなん 

くせ をつ けて おいて、 つまり 引き取る に は 引き取る が 

それ もお つか あが 正直な、 いい 人で 気の どく だから、 

引き取って やる の だとい うのであった。 

かわいそうに、 ル セット も、 自分が どうされ るか さ 

とった ものの ように、 牛小屋から 出る の を いやがって 

鳴き 始めた。 

「後ろへ 回って、 たたき 出せ」 とばくろう はわた しに 

言って、 首の 回りに かけて いたむ ち を わたした。 

「いいえ、 そんな こと をして はいけ ない」 とおつ か あ 

はさ けんだ。 


それで ル セットの はづな (馬の 口につ けて 引く つな) 

やさ 

をつ かまえながら、 優しく 言った。 

「さあ、 おまえ 出て おくれ。 ねえ、 いい かい」 

ル セット は それ を こばむ ことができなかった。 それ 

で 往来へ 出る と、 ばくろう はル セット を 車の 後ろに し 

ばりつ けた。 馬が とこと こかけ だすと、 ル セット はい 

やで も あとから ついて 行かなければ ならなかった。 

わたしたち はう ちの 中にはい つたが、 しばらくの あ 

いだ まだ ル セットの 鳴き声が 聞こえて いた。 

ちち 

もう 乳 もなければ バタ— もない。 朝 は 一 きれの パン、 

晚は塩 をつ けた じ やがい もの ごちそうであった。 


め-つし  しゃにくさい 

雌牛 を 売って から 四、 五日す ると、 謝肉祭が 来た。 

一年 まえの この 日に は、 バルブ レンのお つか あが、 わ 

や  あ 

たしに どら 焼きと 揚げ りん) J の ^ ちそう を- しらえ て 

くれた。 それでた くさん わたしが 食べる と、 おつか あ 

は ごきげんで、 にこに こして くれた。 

あ  もの ころも  こ  ちち 

けれど そのと き は 揚げ物の 衣 がパ ン粉 をと かす 乳 

や、 揚げ物の 油の バタ ー を くれる ル セットが いた。 

ちち 

もう ル セット もい ない、 乳 もない、 バタ— もない、 

しゃにくさい 

これで は、 謝肉祭 もな にもない と、 わたし はつ まらな 

ひと ごと 

そうに 独り言 を 言った。 

ところが おつか あは わたし をび つくり させた。 おつ 


か あはい つも 人から 物 を 借りる こと をし ない 人で は 

あつたが、 おとなり へ 行って 乳 を 一 ぱい もらい、 もう 

一 けんから バタ— を 一 かたまり もらって 来て、 わたし 

がお 昼 ごろうち へ 帰って来 ると、 おつか あは 大きな 土 

なべに パン粉 を あけて いた。 

「おや、 パン粉」 とわたし は そばへ 寄って 言った。 

「ああ、 そうだよ」 と、 おつか あは にっこりしながら 

答えた。 「上等な パン粉 だよ、 ご覧、 ルミ、 いいかおり 

だろう」 

わたし はこの パ ン粉 をなん にす るの か 知りたい と 

ゆうき 

思った が、 それ をお してたず ねる 勇気がなかった。 そ 


しゃにくさい 

れ にきよう が 謝肉祭 だとい うこと を 思い出させて、 

おつか あ を ふゆかいに させたくなかった。 

「パン粉で なに を こさえ るの だった けね」 とおつ か あ 

はわた しの 顔 を 見ながら 聞いた。 

「パン さ」 

「それから ほかに は」 

「パンが ゆ」 

「それから まだ あるだろう」 

「だ つ て …… ぼく 知らない や」 

「な あに、 おまえ は 知っていても、 かしこい 子 だから 

しゃに くさ い 

それ を 言おうと しないの だよ。 きょうが 謝肉祭で、 ど 


や 

ら焼 きを こしらえる 日 だとい うこと を 知つ ていても、 

バタ— とお 乳がない と 思って、 言いだ さずに いるの だ 

よ。 ねえ、 そうだろう」 

「だって、 おつか あ」 

しゃにくさい 

「まあと にかく、 きょうの せっかくの 謝肉祭 を、 そん 

なにつ まらな くないよ うにした つもり だよ。 このは こ 

の 中 を ご覧」 

ちち 

わたし はさつ そく ふた を あける と、 乳と バタ— と 

たま ど 

卵と、 おまけに りんごが 三つ、 中にはい つていた。 

わたしが りんご を そぐ (小さく 切る) と、 おつか あ 

たまご  こな  ま  ころも  ちち 

は 卵 を 粉に 混ぜて 衣 を しらえ、 乳 を 少しずつ 混ぜて 


いた。 

衣が すっかり 練れる と、 土な ベの まま、 熱 灰の 上に 

のせた。 それで どら 焼きが 焼け、 揚げ りんごが 揚がる 

ま」 しょく 

までに は、 晚食 のとき まで 待たなければ ならなかった。 

正直に 言う と、 わたし は それからの 一 日が、 それ は そ 

れは 待ち遠し くって、 何度も、 何度も、 おさらに かけ 

ぬの 

た 布 を 取って みた。 

ころち 

「おまえ、 衣に かぜをひかして しまうよ。 そうする 

とう まく ふくれな いからね」 とかの 女 はさ けんだ。 け 

れど、 言う そばから それ はずん ずん ふくれて、 小さな 

たまご ちち 

あわが 上に 立ち 始めた。 卵と 乳が ぶんとう まそう な 


におい を 立てた。 

「そだ を 少し 持って おいで」 とお つ か あが 言った。 「い 

い 火 を こしらえよう」 

とうとう 明かりが つ いた。 

「まきを 炉の 中へ お入れ」 

かの 女が この ことば を 一 一度と くり 返す まで もな く、 

わたし はさつ きから この ことばの 出る の をい まか いま 

かと 待ち かまえて いたのであった。 さっそく 赤い ほの 

おが どんどん 炉の 中に 燃え上がり、 この 光が 台所 じゅ 

う を 明るく した。 

あ  はず 

そのと きおつ か あは、 揚げな ベ をく ぎから 外して 火 


の 上に のせた。 

「バタ ー をお 出し」 

ナイフの 先で かの 女 は バタ ー をく るみく らいの 大き 

さに 一 きれ 切って なべの 中へ 入れる と、 じりじり とけ 

出して あわ を 立てた。 

もうしば らくこの におい も かがなかった。 まあ、 そ 

の バタ ー のい いに おいといったら。 

わたしが その じりじり こげる あまい 音楽に むちゅう 

で 聞き ほれて いたと き、 裏庭で こっこつ 人の 歩く 足音 

がした。 

せっかくの ときに だれが じゃまに 来たの だろう。 


き つ とおと なりから まきを もらいに 来たの だ。 

わたし はそんな ことに 気を取られる どころ ではな 

かった。 ちょうど そのと き バルブ レンのお つか あが、 

大きな 木の さじ を はちに 入れて、 衣 を 一 さじ、 おなべ 

の 中に あけて いたの だもの。 

すると だれかつ えで ことこと ドア をた たいた。 ばた 

んと 戸が 開け放された。 

「どなた だね」 とおつ か あは ふり 向き もしない でたず 

ねた。 

一人の 男がぬ つと はいって 来た。 明るい 火の 光で、 

力た 

わたし は その 男が 大きな つえ を片 わきに ついてい るの 


を 見つけた。 

「やれやれ、 祭りの ごちそう か。 まあ、 やる がいい」 

とその 男 はがさつな 声で 言 つ た 。 

「おやおや まあ」 と バルブ レンのお つか あが、 あわて 

てさげな ベ を 下に 置いて さけんだ。 

「まあ ジ エロ ー ム、 おまえさんだった の」 

そのと きおつ か あは わたしの うで を 引っ張って、 戸 

口に 立ちはだかつ たままで いた 男の 前へ 連れて行った 

「おまえの とつ つ あんだよ」 


養父 

お つ か あは ご 亭主に だきついた。 わたし も その あと 

から 同じ こと をしょう とすると、 かれはつ え をつ き 出 

して わたし を 止めた。 

「なんだ、 こいつ は …… おめえ いまなん とか 言った つ 

けな」 

「ええ、 そう、 でも  ほんとう はそう ではない けれ 

ど …… その わけ は …… 」 

「ふん、 ほんとうな もの か。 ほんとうな もの か」 

かれはつ え を ふり 上げた まま わたしの ほうへ 向か つ 


て 来た。 思わず わたし は 後 じさり をした。 

なに を わたしが したろう。 なんの 罪が あると いうの 

だ。 わたし はた だ だきつこう としたの だ。 

わたし はおず おず かれの 顔 を 見上げた が、 かれは 

おつか あの ほう を ふり 向いて 話 をして いた。 

しゃにくさい  いわ 

「じゃあ 感心に 謝肉祭の お祝い をす るの だな、 まあ 

はら  へ  ばんめし 

けっこうよ。 おれ は 腹が減って いるの だ。 晚飯 はなん 

の ごちそう だ」 とかれ は 言った。 

や  あ  もの 

「どら 焼き とりん) ^ の 揚げ物 を こしらえ ている ところ 

です よ」 

とおみち 

「そうら しいて。 だが 何 里 も 遠道 を かけて 来た 者に、 


や 

まさか どら 焼きで ごめん をこう むる つもりで は ある ま 

い」 

「ほかになん にもな いんです よ。 なにしろお まえさん 

が 帰る と は 思わな か つ たからね」 

「なんだ、 なんにもない。 夕飯に はなに もない のか」 

とかれ は 台所 を 見回した。 

「バタ ー が ある ぞ」 

てんじょう  しお 

かれは 天井 を あお 向いて 見た。 いつも 塩ぶ たが か 

かっていた かぎが 目に はいった が、 そこに はもう 長ら 

くなんに も かかって はいなかった。 ただね ぎと にんに 

くが 二、 三本な わで しばって つるして ある だけで あつ 


た。 

「ねぎが ある」 とかれ は 言って、 大きな つえで なわ を 

たたき 落とした。 「ねぎが 四、 五本に バタ— が 少し あ 

れば、 けっこうな ス ー プが できる だろう。 どら 焼きな 

ぞは 下ろして、 ねぎ をな ベで いためろ」 

どら 焼き をな ベ から 出して しまえと いうの だ。 

ていしゅ 

でも 一 言 も 言わずに バ ルブ レンのお つ か あは ご 亭主 

の 言う とおりに、 急いで 仕事に 取り かかった。 ご 亭主 

は炉 のす みのい すに こし を かけて いた。 

わたし はかれが つえの 先で 追い立てた 場所から、 そ 

え  しょくたく  なか 

のま ま 動き 得なかった。 食卓に 背中 を 向けた まま、 


わたし はかれの 顔 を 見た。 

かれは 五十ば かりの 意地悪ら しい 顔つき をした、 ご 

つ ごつ した 様子の 男であった。 その 頭 はけが をした た 

力た 

め、 少し 右の 肩の ほうへ 曲がって いた。 かたわに なつ 

にんそう 

たので、 よけい この 男の人 相 を 悪く した。 

バルブ レンのお つか あは またお なべ を 火の 上に のせ 

た。 

「おめえ、 それつ ばかりの バタ ー でス— プを こしらえ 

るつ もリ か」 とかれ は 言いながら、 バタ— の はいった 

さら をつ かんで、 それ を みんなな ベの 中へ あけて し 

まった。 もう バタ— はなくな つた …… それで、 もう ど 


ら焼 きも なくなつ たの だ。 

これが ほかの 場合 だったら、 こんな 災難に 会えば、 

どんなにく やしかった かしれ ない。 だが、 わたし はも 

や  あ もの 

うどら 焼き もりん ごの 揚げ物 も 思わなかった。 わたし 

の 心の中に いっぱい になって いる 考え は、 こんなに 意 

地の 悪い 男が、 いったい どうして わたしの 父親だろう 

かとい うこと であった。 

「ぼくのと つつ あん」  うっとり とわたし はこの こ 

とば を 心の中で くり 返した。 

いったい 父親と いう もの は どんな ものだろう、 それ 

を はっきりと 考えた ことはなかった。 ただ ぼんやり、 


それ はつ まり、 母親の 声の 大き いのくら いに 考えて い 

た。 ところが、 いま 天から 降って 来た この 男 を 見る と 

わたし は ひじょうにい やだった し、 こわら しかった (お 

そろし かった)。 

わたしが かれに だきつこう とすると、 かれはつ えで 

わたし をつ きのけ た。 なぜ だ。 これが おつか あなら、 

だきつこう とする 者 をつ きのけ るよう な こと はしな 

かった。 どうして、 おつか あは いつだつ てわたし を 

し つ かりと だきしめて くれた。 

「これ、 でくのぼう のように そんな 所につつ 立って い 

ないで、 来て、 さらで もなら ベろ」 とかれ は 言った。 


わたし は あわてて そのと おりに しょうとして、 危な 

くた おれ そこなった。 ス ー プ はでき 上がった。 バルブ 

レンのお つ か あは それ を さらに 入れた。 

ろ  しょくたく 

すると かれは 炉ば たから 立ち上がって、 食卓の 前 

にこし を かけて 食べ 始めた。 合い 間合い 間に は、 じろ 

じろ わたしの 顔 を 見る のであった。 わたし は それが 気 

味が 悪く つて、 食事が のどに 通らなかった。 わたし も 

横目で かれ を 見た が、 向こうの 目と 出会う と、 あわて 

て 目 を そらして しま つ た。 

「こいつ はいつ もこの くらいし か 食わない のか」 とか 

れ はふい にこう たずねた。 


「き つ とおな かが い いんです よ」 

「しょうが ねえ やつ だな あ。 こればかりし かはいら な 

いよう じゃあ」 

バルブ レンのお つか あは 話 をした がらない 様子で 

あった。 あちらこちらと 働き 回って、 ご 亭主 の お 

きゅうじ 

給仕ば かりして いた。 

「てめ え、 腹 は 減らね えの か」 

「ええ」 

「うん、 じゃあす ぐと こへ はいって ねろ。 ねたら すぐ 

ねつけよ。 早く しないと ひどい ぞ」 

お つ か あは わたしに、 なにも 言わずに 言う とおりに 


しろと 目で 知らせた。 しかし この 警告 を 待つ まで もな 

かった。 わたし は ひと 言 も 口答え をしょう と は 思わな 

かった。 

たいていの びんぼう 人の 家が そうで あるよう に、 わ 

たした ちの 家の 台所 も、 やはり 寝 部屋 を かねていた。 

炉の そばに は 食事の 道具が 残らずあった。 食卓 もパ 

しょっき  へや 

ンの はこ もな ベ も 食器 だな もあった。 そうして、 部屋 

かど 

の 向こうの 角が 寝 部屋であった。 一 方の 角に バルブ レ 

ン のおつ か あの 大きな 寝台が あった。 その 向こうの 角 

のく ぼんだお し 入れの ような 所に わたしの 寝台が あつ 

て、 赤い 模様の 力— テンが かかって いた。 


わたし は 急いでね まきに 着かえ て、 ねどこに もぐり 

こんだ。 けれど、 とても 目が くっつく もので はな かつ 

た。 わたし は ひどく おどかされて、 ひじょうに ふゆ か 

いであった。 

どうして この 男が わたしの とつつ あんだろう。 ほん 

とうにそう だったら、 なぜ 人 を こんなに ひどく あっか 

うのだろう。 

わたし は 鼻 を かべに つけた まま、 こんな こと を 考え 

るの はきれ いに やめて、 言いつ かった とおり、 すぐね 

まね  お 

むろうと 骨 を 折った が だめ だ つ た。 まるで 目が さえて 

ねつかれない。 こんなに 目の さえた ことはなかった。 


どのくらい たった かわからない が、 しばらくして だ 

れ かが わたしの 寝台の そばに 寄って 来た。 そろそろと 

引きずる ような 重苦しい 足音で、 それが おつか あで な 

いという こと はすぐ にわかった。 

わたし は ほおの 上に 温かい 息 を 感じた。 

「てめ え、 もうね むった のか」 とする どい 声が 言った。 

わたし は 返事 をし ないよう にした。 「ひどい ぞ」 と 

言った おそろしい ことばが、 まだ 耳の 中で がんがん 聞 

こえて いた。 

「ねむって いるんで すよ」 とおつ か あが 言った。 「あ 

の 子 はと こに はいると すぐに 目が くつ つくの だから、 


だいじょうぶ なに を 言つ て も 聞こえ やしま せんよ」 

わたし はむ ろん、 「いいえ、 ねむって いません」 と 言 

わねば ならない はずで あつたが、 言えなかった。 わた 

し はね むれと 言い つけられた。 それ を まだね むらずに 

いた。 わたしが 悪かった。 

「それでお まえさん、 裁判の ほう はどうな つたの」 と 

おつか あが 言った。 

「だめよ。 裁判所で はおれが 足場の 下にいた のが 悪い 

しょくたく 

と言うの だ」 そう 言つ て かれは こぶしで 食卓 を ご つ 

んと 打って、 なんだか わけの わからな いこと を 言って、 

しきりにの のしって いた。 


さいばん 

「裁判に は 負ける し、 金はなくなる し、 かたわに はな 

るし、 びんぼうが じろ じろ 面 を ねめつけて (にらみつ 

けて) いる。 それだけ でも まだ 足りね えつ もり か、 う 

ちへ 帰って来れば がきが いる。 なぜ おれが 言った とお 

りに しなかった の だ」 

「でもで きなかった もの」 

I 孤児院へ 連れて行く ことができなかった のか」 

「だ つ て あんな 小さな 子 を 捨てる こと はで きないよ。 

自分の 乳で 育てて かわいく なつ ている の だもの」 

「あいつ はてめ えの 子 じゃあね えの だ」 

「そうさ。 わたし もお まえさん の 言う とおりに しょう 


と 思った の だけれ ど、 ちょうど そのと き、 あの 子が 

加減が 悪くな つたので」 

「加減が 悪く」 

「ああ、 だから どうに も あすこへ 連れて は 行けな かつ 

たの だよ。 死んだ かもしれ ないから ねえ」 

「だが よくな つてから、 どうした」 

「ええ、 すぐに はよ くなら なかった しね、 やっとい い 

と 思う と、 また 病気に なつたり した もの だから。 かわ 

いそうに それ は ひどく せき をして、 聞いて いられない 

よう だ つ た。 うちの 二 コ ラ ぼう も そんな ふうに して 死 

ん だの だからね え。 わたしが この 子 を 孤児院に 送れば 


やっぱり 死んだ かもしれ ない よ」 

「だが …… あとで は」 

「ああ、 だんだん そのうちに 時が たって、 延び延びに 

な つ て しまったの だよ」 

「いったい いくつに なった の だ」 

「八つ さ」 

「うん、 そうか。 じゃあ、 これから でもい いや。 どう 

せもつと 早く 行く はずだった の だ。 だが、 いま じゃあ 

行く の も いやがる だろう」 

「まあ、 ジ エロ ー, ^ おまえさん、 いけない …… そん 

な こと はしない でおくれ」 


「いけない、 なにが いけない の だ。 いつまでも ああし 

お 

てうちに 置け ると 思う か」 

しばらく 二人とも だまり 返った。 わたし は 息 もで き 

なかった。 のどの 中に かたまりが できた ようであった。 

しばらくして. バルブ レンのお つか あが 言 つ た 。 

「まあ、 パリへ 出て、 おまえさん もずい ぶん 人が 変わつ 

たねえ。 おまえさん、 行く まえに はそんな こと は 言わ 

ない 人だった がね え」 

「そうだった かもしれ ない。 だが、 パリへ 行って おれ 

の 人が 変わった かしれ ない が、 そこ はおれ を 半殺しに 

+6 た ら 

もした。 おれ はもう 働く こと はでき ない。 もう 金 は 


ない。 牛 は 売って しまった。 おれたちの 口 を ぬらす こ 

とさえ おぼつかな いのに、 おた がいの 子で もない がき 

やしな 

を 養 うこと がで きる か」 

「あの 子 はわた しの 子 だよ」 

「あいつ はおれの 子で もない が、 きさまの 子で もない 

ぞ。 それに ぜんたい 百姓の 子ども じゃあない。 びん 

ぼう 人の子 ども じゃあない。 きゃしゃ すぎて 物 もろく 

に 食えない し、 手足 も あれ じゃあ 働け ない」 

きりょ う 

「あの 子 は 村で いちばん 器量よ しの 子ども だよ」 

「器量が よくない と は 言い やしない。 だが じょうぶな 

力た 

子で はない と言うの だ。 あんな ひょろひょろした 肩 を 


した こぞうが 労働者に なれる と 思う か。 あり や あ 町の 

お  せき 

子ども だ。 町の 子ども を 置く 席 はない の だ」 

「いいえ、 あの 子 はいい 子です よ。 りこうで、 物が わ 

やさ 

かって、 それで 優しい の だから、 あの 子 はわた したち 

また ら 

のために 働 いて くれます よ」 

「だが、 さし 当た リは、 おれたちが あいつの ために 働 

いて やらなければ ならない。 それ は まっぴら だ」 

「もし か あの 子の ふた 親が 引き取りに 来たら どうし ま 

す」 

「あいつの ふた 親 だと。 いったい あいつに はふた 親が 

あつたの か。 あれば いままでに 訪ねて 来そう な もの だ。 


あいつの ふた 親が 訪ねて 来て、 これまでの 養育 料 を 

はら つ て 行くな どと 考えた のが、 ずいぶんば かげき つ 

ていた。 気ち がいじみ ていた。 あの 子が レ— ス のへり 

うぶき 

つきの やわらかい 産着 を 着て いたから といって、 ふた 

親が あい つ を 訪ねに 来る と 思う ことができ るか。 それ 

に、 もう 死んで いるの だ。 きっと」 

「いいや、 そんな こと はない。 いっか 訪ねて 来る かも 

しれない …… 」 

ごうじょう 

「女と いう やつ は なかなか 強情な もの だな あ」 

「でも 訪ねて 来たら」 

「ふん、 そうな り や 孤児院へ 差し向けて やる。 だが も 


う 話 はたく さんだ。 おれ は あした は 村長さん の 所へ あ 

つ  そラ だん 

い つ を 連れて行って 相談す る。 今夜 はこれ から フラン 

スァの 所へ 行って 来る。 一時間ば かりしたら 帰って来 

るから な」 

その あいだに わたし はさつ そく 寝台の 上で 起き 上 

がって、 おつか あ を 呼んだ。 

「ねえ、 おつか あ」 

かの 女 はわた しの 寝台の ほうへ かけて やって来た。 

「ぼく を 孤児院へ やる の」 

「いいえ、 ルミぼう、 そんな こと はない よ」 

かの 女 はわた しに キッス をして、 しっかりと うでに 


だきしめた。 そうすると わたし もうれ しくな つて、 ほ 

おの 上の なみだが かわいた。 

「じゃあお まえ、 ねむって はいなかった の だね」 とか 

やさ 

の 女 は 優しく たずねた。 

「ぼく、 わざとし たんじ やない から」 

「わたし は、 おまえ をし かってい るので はない。 じ や 

あ、 あの人の 言った こと を 聞いたろう ねえ」 

「ええ、 あなた は ぼくのお つか あで はな いんだって… 

…そして あの人 も ぼくのと つ つ あんで はな いんだつ 

て」 

この あとの ことば を、 わたし は 同じ 調子で は 言わな 


かった。 なぜと いうと、 この 婦人が わたしの 母親で な 

なさ 

いこと を 知った の は 情けなかった が、 同時に あの 男が 

とくい 

父親で ない ことが わかった の は、 なんだか 得意で うれ 

むじゅん 

しかった。 この わたしの 心の中の 矛盾 はおの ずと 声に 

あらわ 

現 れ たが、 お つ か あは それに 気が つ かないら しか つ た。 

「まあ わたし はお まえに ほんとう のこと を 言わな けれ 

ばなら ない はずであった けれど、 おまえが あまり わた 

しの 子どもに なりす ぎた もの だから、 つい ほんとうの 

母親で ない と は 言いだ しにく か つたの だよ。 おまえ、 

ジ ェ 口 ー ムの 言った こと をお 聞きだった ろう。 あの人 

なみき どお 

がお まえ を ある 日 パリの プルチ ュ ノ -— 町の 並木 通りで 


拾って 来たの だよ。 二月の 朝早くの ことで、 あの人が 

な 

仕事に 出かけようと するとち ゆうで、 赤ん ぼうの 泣き 

ごえ  かどぐち 

声 を 聞いて、 おまえ を ある 庭の 門口で 拾って 来たの だ。 

あの人 はだれ か 人 を 呼ぼうと 思 つ て 見回しながら、 声 

を かける と、 一 人の 男が 木の かげから 出て 来て、 あわ 

てて にげ 出した そうだよ。 おまえ 〔# 「おまえ」 は 底本 

す  みと ど 

では 「おえ 匕 を 捨てた 男が、 だれか 拾う か 見届けて い 

たと みえる。 おまえが そのと き、 だれか 拾って くれる 

人が 来たと 感じた もの か、 あんまり ひどく 泣く もの だ 

から、 ジ エロ ー ムも そのまま 捨てても 帰れなかった。 

こま 

それで どうしようかと あの人 も 困って いると、 ほかの 


しょくにん  よ  けいさつ とど 

職人た ち も 寄って 来て、 みんな はお まえ を 警察へ 届 

ける ことに 相談 を 決めた。 おまえ は いつまでも 泣き や 

まなかった。 かわいそうに 寒かった にちがいない。 け 

れど、 それから 警察へ 連れて行って、 暖かく して あげ 

て もま だ 泣いて いた。 それで 今度 はおな かが 減って い 

るの だろうと いうので、 近所のお かみさん をた のんで 

ちち 

乳 を 飲ました。 まあ、 まったく おなかが 減って いたの 

だよ。 

やっとお なかがいつ ぱいに なると、 みんな は 炉の前 

へ 連れて行って、 着物 をぬ がして みると、 なにしろき 

うぶぎ 

れいな うす もも 色 をした 子どもで、 りっぱな 産着に く 


る まっていた。 警部さん は、 こり や あ りっぱな うちの 

子 をぬ すんで 捨てた もの だと 言って、 その 着物の 細か 

いこと、 子どもの 様子な ど をい ちいち 書き留めて、 い 

つどう いう ふうに して 拾い上げた かとい うことまで 書 

き 入れた。 それで だれか 世話 をす る 者がなければ、 さ 

しずめ 孤児院へ やらなければ なるまい が、 こんなり つ 

ぱ なしつ かりした 子ども だ、 これ を 育てる の はむ ず か 

しく はない。 両親 も そのうち きっと 探しに 来る だろう。 

探し 当てれば じゅうぶんの お礼 もす るだろう から、 と 

しょちよ， つ 

署長 さんがお 言いな すった。 この ことばに ひかれて、 

ジ ェ 口 ー ム はわた しが 引き取りましょうと 言った の だ 


よ。 ちょうど その じぶん、 わたし は 同い年の 赤ん ぼう 

を 持って いたから、 二人の 子ども を 楽に 育てる ことが 

できた。 ねえ、 そういう わけで、 わたしが おまえの おつ 

か あにな つたの だよ」 

「まあ、 おつか あ」 

みつき  すえ 

「ああ、 ああ、 それで 三月 目の 末に わたし は 自分の 子 

ども を 亡くした。 そこで わたし はいよ いよお まえが か 

わいくな つて、 もう 他人の 子 だなん という 気がしな く 

なりました。 でも ジ エロ ー ムは 相変わらず それ を 忘れ 

ないで いて、 三年 目の 末にな つても、 両親が 引き取り 

に 来ない というので、 もうお まえ を 孤児院へ やる と 


言って 聞かない ので 困った よ。 だから なぜ わたしが あ 

の 人の 言う とおりに しなかった、 と言われ ていたの を 

お聞き だ つ たろう」 

「まあ、 ぼく を 孤児院へ なんか やらないで ください」 

とわたし はさ けんで、 かの 女に かじりついた。 

ごしょう 

「どうぞ どうぞお つか あ、 後生 だから 孤 児院 へやら な 

いでく ださい」 

「いいえ、 おまえ、 どうして やる もの か、 わたしが よ 

くす るから ね。 ジ エロ— ム はそんな にいけ ない 人で は 

くろう 

ない の だよ。 あの人 は あんまり 苦労 をた くさん して、 

気 むずかしく なって いる だけな の だからね。 まあ、 わ 


たした ち は せっせと 働きましょう。 おまえ も 働く の 

だよ」 

「ええ、 ええ、 ぼく はしろ という こと はなんでも きつ 

とします から、 孤児院へ だけ はやらないで ください」 

「おお、 おお、 それ はやり はしない から、 その代わり 

すぐね むる と 言って やくそく をお し。 あの人が 帰って 

来て、 おまえの 起きて いると ころ を 見る といけ ないか 

らね」 

おつか あは わたしに キッスして、 かべの ほうへ わた 

しの 顔 を 向けた。 

わたし はねむ ろうと 思った けれども、 あんまり ひど 


く 感動 させられ たので、 静かに ねむりの 国に はいる こ 

とがで きなかった。 

やさ 

じゃあ、 あれほど 優しい バルブ レンのお つか あは、 

わたしの ほんとうの 母さんではなかった のか。 すると 

いったい ほんとうの 母さん はだれ だろう。 いまの 母 さ 

ん よりもつ と 優しい 人 かしら。 どうして そんな はずが 

ありそう もな い。 

だが ほんとうの 父さんなら、 あの バルブ レンの よう 

に、 こわい 目で にらみつけた リ、 わたしに つえ を ふり 

上げたり しゃしない だろうと 思った …… 。 

あの 男 はわた し を i 児院 へやろうと している。 母 さ 


んに はほんと うに それ を 引き止める 力が あるだろう か _ 

この 村に 二人、 孤児院から 来た 子どもが あった。 こ 

の 子た ち は、 『孤児院の 子』 と 呼ばれて いた。 首の 回り 

なまり ふだ 

に 番号の はいった 鉛の 札 を ぶら下げ ていた。 ひどい 

みなり をして、 よごれく さって いた。 ほかの 子た ちが 

まよ いぬ 

みんなでから かって、 石 をぶ つけた リ、 迷い 犬 を 追つ 

て 遊ぶ ように 追い回し たりした。 迷い 犬に だれも 加勢 

する 者がない の だ。 

ああ、 わたし はそう いう 子どもの ようにな りたくな 

い。 首の 回りに 番号札 を 下げられたくない。 わたしの 

歩いて 行く あとから、 『やい やい 孤児院の がき、 やい や 


い 捨て子』 と 言って ののしられたくない。 

さむけ 

それ を 考えた だけで も、 ぞっと 寒気が して、 歯が が 

たがた 鳴り だす。 わたし はねむ る ことができなかった。 

やがて バルブ レン も、 また 帰って来 るだろう。 

でも 幸せと、 ずっとお そくまで かれは 帰って来な 

かった。 そのうち にわたし もとろ ろと ねむ 気がさして 

来た。 


ヴィ タリス 親方の 一 座 


ばん  こじいん  つ 

その 晚 一晩、 きっと 孤児院へ 連れて行かれた ゆめば 

かり を 見て いたにち がいない。 朝早く 目 を 開いても、 

だ ゝ 

自分が いつもの 寝台に ねて いるよう な 気がしなかった 

わたし は 目が 覚める とさつ そく 寝台に さわったり、 そ 

こら を 見回したり、 いろいろ 試して みた。 ああ、 そう 

だ、 わたし はや はり バルブ レンのお つか あのうち にい 

た。 

バルブ レン は その 朝 じゅう、 なにも わたしに 言わな 

かった。 わたし はかれが もう 孤児院へ やる 考え を 捨て 

たの だと 思うよう にな つた。 きつ とバ ルブ レンのお つ 

か あが、 あくまで わたし をう ちに 置く ことに 決めた の 


であろう。 

けれども お昼 ごろに なると、 バルブ レンが わたしに、 

ぼうし を かぶ つ て ついて 来い と 言った。 

すく  もと 

わたし は 目つ きで 母さんに 救い を 求めて みた。 かの 

女 も ご 亭主に 気がつかない ようにして、 い つ しょに 行 

けと 目く ばせ した。 わたし は 従った。 かの 女 は 行き 

がけに わたしの 肩 をた たいて、 なにも 心配す る こと は 

ないから と 知らせた。 

なにも 言わずに わたし はかれに ついて 行った。 

うちから 村まで はちよ つと 一時間の 道であった。 そ 

のとち ゆう、 バルブ レン は ひと 言 も わたし に 口 をき か 


なかった。 かれは びっこ 引き 引き 歩いて 行った。 おり 

ふし ふリ 返って、 わたしが ついて 来る かどう か 見よう 

とした。 

どこへ い つたい わたし を 連れて行く つもりで あろう- 

ぎもん 

わたし は 心の中で たびたび この 疑問 をく リ返 してみ 

た。 バルブ レンのお つ か あがい くらだい じょうぶ だと 

目く ばせ して 見せて くれても、 わたしに はなに か 一 大 

事が 起こり そうな 気がして ならない ので、 どうしてに 

げ 出そうかと 考えた。 

わたし はわ ざと のろのろ 歩いて、 バルブ レンに つか 

まらない ように はなれて いて、 いざと なれば ほりの 中 


にで もとび こもうと 思 つ た。 

はじめは かれ も、 あとから わたしが とこと こついて 

来る のて、 安心して いたらし かった。 けれども まもな 

みやぶ 

く、 かれは わたしの 心の中 を 見破った らしく、 いきな 

リ わたしの うで 首 を とらえた。 

わたし はい やで も いっしょ にくつ ついて 歩かな けれ 

ばなら なかった。 

そんな ふうに して、 わたしたち は 村に はいった。 す 

まる 

れ ちがう 人が みんな ふり 返って 目 を 丸く した。 それ は 

まるで、 山犬が つなで 引かれて 行くて いさいであった。 

わたしたちが 村の 居酒屋の 前 を 通る と、 入口に 立つ 


ていた 男が バルブ レンに 声をかけて、 中には いれと 

言った。 バルブ レン はわた しの 耳 を 引っ張って、 先に 

わたし を 中へ つっこんで おいて、 自分 も あとから は 

いって、 ドア を ぴしゃりと 立てた。 

わたし は ほ つ とした。 

きけん  せん 

そこ は 危険な 場所と は 思われなかった。 それに 先 か 

ら わたし は、 この 中が いったい どんな 様子に なって い 

るの だろうと 思って いた。 

旅館 御 料理 カフェ— • ノ— トルダ ー ム。 中 は どんな 

にきれ いだろう。 よく 赤い 顔 をした 人が よろよろ 中 か 

ら 出て 来る の を わたし は 見た。 表の ガラス戸 は 歌 を 歌 


う 声 や 話し声で、 いつもが たがた ふるえて いた。 この 

赤い 力 ー テンの 後ろに は どんな ものが あるの だろうと 

いつも ふしぎに 思って いた。 それ をい ま 見ようと いう 

ので ある …… 

バルブ レン はい ま 声をかけた 亭主と、 食卓 に 向か 

い 合って こし を かけた。 わたし は炉 ばた にこし を かけ 

て そこら を 見回した。 

わたしの いたす ぐ 向こうの すみに は、 白い ひげ を 長 

せい  ろうじん 

く 生やした 背の 高い 老人が いた。 かれはき みょうな 着 

物 を 着て いた。 わたし はま だ こんな 様子の 人 を 見た こ 

とがなかった。 


長い 髪の毛 を ふつ さりと 肩まで 垂らして、 緑と 赤の 

^ ね  ま， う 

羽根で かざ つ たねず み 色の 高い フ ェ ルト帽 を かぶ つ て 

いた。 ひつじの 毛皮の 毛の ほう を 中に 返して、 すつ か 

りから だに 着 こんでいた。 その 毛皮 服に は そで はな 

ガ た  あな 

かった が、 肩の 所に 二つ 大きな 穴 を あけて、 そこから、 

もとは 録色だ つた はずの ビロ ー ドの そで をぬ つ と 出し 

ていた。 ひつじの 毛の ゲ— トル を ひざまで つけて、 そ 

れを おさえる ために、 赤い リボン をぐ るぐ る 足に 巻き 

つけて いた。 

かれは 長な がと いすの 上に 横にな つて、 下 あご を 左 

ささ 

の 手に 支えて、 その ひじ を 曲げた ひざの 上に のせて い 


た。 

しず 

わたし は 生きた 人で、 こんな 静かな 落ち着いた 様子 

の 人 を 見た ことがなかった。 まるで 村のお 寺の 聖徒の 

像の ようであった。 

ろうじん  かた 

老人の 回りに は 三び きの 犬が、 固まって ねて いた。 

白い ちぢれ 毛の むく 犬と、 黒い 毛深い むく 犬、 それに 

はい  めすいぬ 

おとなしそう なくり くりした 様子の 灰色の 雌犬が 一 ぴ 

じゅんさ  ぼう 

き。 白い むく 犬 は 巡査の かぶる 古い かぶと 帽を かぶ つ 

て、 皮の ひも を あごの 下に 結えつ けて いた。 

ろうじん 

わたしが ふしぎ そうな 顔 をして この 老人 を 見つめて 

いる あいだに、 バルブ レンと 居酒屋の 亭主 は 低い 声で 


こそこそ 話 をして いた。 わたしの こと を 話して いるの 

だとい うこと がわかった。 

バルブ レン はわた し を これ か ら 村長 のうちへ 連れて 

行って、 村長から 孤児院に 向かって、 わたし をう ちへ 

お  よういく リ よう  せいきゅう 

置く 代わりに 養育 料 が 請求 しても らうつ もり だと 

言った。 

これ だけ を、 や つ と あの 気の どくな バ ルブ レン の 

おっと  と  しょうだく 

おつか あが 夫に 説いて 承諾 させた のであった。 けれ 

ど わたし は、 そうして バルブ レンが いくらか でも 金が 

もらえれば、 もうな にも 心配す る こと はない と 思 つ て 

いた。 


ろうじん 

その 老人 はいつ かすつ かり わきで 聞いて いたと みえ 

て、 いきなり わたしの ほうに 指さし して、 耳 立つ ほど 

の 外国な まりで バルブ レンに 話しかけた。 

「その子 どもが おまえさんの やっかい 者な のかね」 

「そうだよ」 

「それでお まえさん は 孤児院が 養育 料 をし はらう と 

思って いるの かね」 

「そうと も。 この 子 は 両親が なくって、 そのため にお 

れ はずい ぶん 金を使わされた。 お 上から いくらでも は 

ら つ て もらう の は 当たり前 だ」 

「それ はそう でない と は 言わない。 だが、 物 は 正しい 


からと い つ てきつ とそれ が 通る ものと はか ぎらない」 

「それ はそう さ」 

のぞ 

「それ そのと おり。 だからお まえさん が 望んで おいで 

の もの も、 すらすらと 手に はいろうと はわた しに は 思 

えない の だ」 

こじいん  やしな 

「じゃあ 孤児院へ やって しまう だけ だ。 こちらで 養 

ほう リ つ 

いたくな いもの を、 なんでも 養えと いう 法律 はない の 

だ」 

「でもお まえさん は はじめに あの 子 を 養います と い つ 

て 引き受け たの だから、 その やくそく は 守らなければ 

ならない」 


「ふん、 おれ はこの 子 を 養いた くないの だ。 だから 

どのみ ち どこ へ でも やっかいばらい をす るつ もりで い 

る」 

「さあ、 そこで 話 だが、 やっかいばらい をす るに も、 

ろうじん 

手近な しかたが あると 思う」 老人 はしば らく 考えて、 

「おまけに 少し は 金に もなる しかたが ある」 と 言った。 

「そのし かた を 教えて くれれば、 おれ は 一 ぱい 買うよ」 

「じゃあ さ つ そく 一  ぱい 買う さ。 もう 相談 は 決ま つ た 

から」 

「だいじょう ぶかえ」 

「だいじょうぶよ」 


ろうじん  せき 

老人 は 立ち上が つ て、 バルブ レンの 向こうに 席 をし 

めた。 ふしぎな ことに は、 老人が 立ち上が ると、 ひつ 

じの 毛皮 服が むずむず 動いて、 むつく り 高くな つた。 

たぶん、 もう 一 ぴき犬 をう での 下に かかえて いるの だ 

とわたし は 思った。 

この 人た ち は、 いったい わたし を どうしょう という 

しんぞう 

のだろう。 わたしの 心臓が またはげ しく 打ち 始めた。 

ろうじん 

わたし はちつ とも 老人から 目 を はなす ことができな 

かった。 

「おまえさん はこの 子の ために だれか 金 を 出さな い 

以上、 自分のう ちに 置いて 養って いる こと はい や だ 


という、 それにち がいない のだろう」 

「それ は そのと おりだ …… その わけ は …… 」 

「いや、 わけ はどうで もよ ろしい。 それ はわた しに か 

かわった ことで はない。 それでも うこの 子が 要らない 

というの なら、 すぐ わたしに ください。 わたしが 引き 

受けよう じ やない か」 

「おや、 おまえさん はこの 子 を 引き受け る と 言う の か 

ね」 

「だ つ てお まえさん はこの 子 を ほう リ出 したいん だろ 

う」 

「おまえさんに こんなき れいな 子 を やる のかえ。 この 


子 は 村で もい ちばん かわいい 子 だ。 よく 見て くれ」 

「よく 見て いるよ」 

「ルミ、 ここへ 来い」 

わたし は 食卓に 進み 寄った。 ひざ はふる えていた。 

ろうじん 

「これこれ ぼうや、 こわがる こと はない よ」 と 老人 は 

言った。 

「さあ、 よく 見て くれ」 と バルブ レン は 言った。 

「わたし はこの 子 をい やな子 だと は 言い やしない。 ま 

た それならば 欲しい とも 言わない。 こっち は 化け物 は 

欲しく はない の だ」 

「いやはや、 こいつが いっそ 二つ 頭の 化け物 か、 また 


い つ すん ぼうし 

は 一 寸 法師で でもあった なら …… 」 

「だいじに して 孤き にやり はしないだろう。 香具師 

に 売っても 見世物に 出しても、 その 化け物の おかげで 

お金もう けがで きょうさ。 だが 子ども は 一 寸 法師で も 

なければ、 化け物で もない。 だから 見世物に する こと 

はでき ない。 この 子 は ほかの 子どもと 同じように でき 

ている。 なんの 役に も 立たない」 

「仕事 はでき るよ」 

「いや、 あまり じょうぶ ではない からな あ」 

「じょうぶ でない と、 とんでもない 話 だ。 …… だれに 

だって 負け はしない の だ。 あの 足 を 見なさい。 あのと 


ぉリ しっかり している。 あれより すらりと した 足 を 見 

た ことがあ るかい …… 」 

バルブ レン はわた しの ズボン を まくり上げた。 

「やせす ぎている」 と 老人 は 言った。 

「それから うで を 見ろ」 と バルブ レン は 続けた。 

「うで も 同様 だ。 —— まあ これで もい いが、 苦しい こ 

とや、 つらい ことに はた えられそう もない」 

「なに、 たえられない。 ふん、 手で さわって 調べて み 

るが いい」 

ろうじん 

老人 はやせ こけた 手で、 わたしの 足に さわって みな 

がら、 頭 を ふったり、 顔をしかめ たりした。 


このまえ、 ばくろうが 来たと きも、 こんな ふうで あ つ 

たこと を、 わたし は 見て 知っていた。 その 男 もや はり 

牛のから だ を 手で さわったり つねった りして みて、 頭 

を ふった。 この 牛 はろ くでもない 牛 だ、 とても 売り物 

に はならない、 などと 言った が、 でも 牛 を 買って 連れ 

て 行った。 

ろうじん 

この 老人 もた ぶん わたし を 買って 連れて行 くだろう _ 

ああ バ ルブ レンのお つか あ。 バルブ レンのお つか あ。 

不幸に もこ こに はおつ か あはい なかった。 だれも わ 

たしの 味方に なって くれる 者がなかった。 

わたしが 思い切った 子なら、 な あにきの うは バルブ 


レン も、 わたし を 弱い 子で、 手足が か 細くて 役に立た 

ぬと 非難した ので はない かと 言って やる ところで あつ 

た。 でも そんな こと を 言ったら、 どなりつけられて、 

げんこ をいた だくに 決まって いるから、 わたし はなに 

も 言わなかった。 

「まあつ まり 当たり前の 子ども さね。 それ はそう だが 

やはり 町の 子 だよ。 百姓 仕事に はたし かに 向いて は 

いないよ うだ。 試しに 畑 を やらして ごらん、 どれほど 

続く かさ」 

「十 年 は 続く よ」 

「な あに ひと 月 も 続く もの か」 


「まあ、 このと おりだ。 よく 見て くれ」 

わたし は 食卓 の はしの、 ちょうど バルブ レンと 

ろうじん 

老人の 間にす わって いた もの だから、 あっちへ つかれ、 

こっちへ おされて、 いいように こづき 回された。 

ろうじん  さいご 

「さあ、 まず これ だけの 子どもと して」 と 老人 は 最後 

に 言った。 「つまり わたしが 引き受ける ことにしよう。 

もちろん 買い切る ので はない、 ただ 借りる の だ。 その 

借り賃に 年に 一 一十 フラン 出す ことにしよう」 

「たった 一 一十 フラン」 

「どうして 高す ぎる と 思うよ。 それ も 前 ばら いに する 

きんか  まい 

からね。 ほんとうの 金貨 を 四 枚に ぎった うえに、 やつ 


ろうじん 

かいばら いがで きる の だからね」 と 老人 は 言った。 

「だが この 子 をう ちに 置けば、 孤児院から 毎月 十フラ 

ンず つくれる からな」 

「まあ くれても せいぜい 七 フラン か 十 フラン だね。 そ 

れは よく わかって いるよ。 だが その代わり 食べさせな 

ければ ならない からね」 

はたら 

「その代わり 働 きもす る さ」 

「おまえさん がほんと にこの 子が 働け ると 思うなら、 

なにも 追い出したがる ことはないだろう。 ぜんたい 捨 

て 子 を 引き取る というの は、 その 養育 料 を はらって 

もらうた めで はない、 働かせる ためな の だ。 それ か 


ら金を 取り上げ こそ すれ、 給金な しの 下男 下女に 使 

うの だ。 だから それだけの 役に立つ ものなら、 おまえ 

さん はこの 子 をう ちに 置く ところな の だ」 

「とにかく、 毎月 十 フラン はもら える の だから」 

「だが 孤児院で、 いや、 そんなら この 子 はお まえさん 

あず 

に は 預けない、 ほか へ 預ける と 言ったら どうします。 

つまりなん にもお まえさん は 取れない ではない か。 わ 

たしの ほうに すれば そこ は 確か だ。 おまえさんの 苦労 

はた だ 金 を 受け取る ために、 手 を 出し さえ すれば いい 

の だ」 

老人 はかくし を 探って、 なめし 皮の 財布 を 引き出し 


まいき んか  しょくたく 

た。 その 中から 四 枚、 金貨 をつ かみ 出して、 食卓の 上 

になら ベ 、 わざとら しく チヤ ラ チヤ ラ音を させた。 

「だが 待てよ」 と バルブ レンが 言った。 「いっか この 

子の ふた 親が 出て くる かもしれ ない」 

「それ はかまわない じ やない か」 

「いや、 育てた 者の 身に なれば なにも かまわなく はな 

いさ。 また それ を 思わなければ、 初めつ からだれ が 世 

話 をす る もの か」 

「それ を 思わなければ 初め つ からだれ が 世話 をす る も 

のか」 —— この ことばで、 わたし はいよ いよ バルブ レ 

ン がきら いに なった。 なんという 悪い 人間だろう。 


「なるほど、 だが この 子の ふた 親が もう 出て 来な い だ 

ろうと あきらめ たから こそ、 おまえさん もこの 子 を ほ 

うり 出そう と言うの だろう。 ところで、 どうかした 

ひょうしで このの ちその ふた 親が 出て 来たと して、 そ 

れは おまえさんの 所へ こそ まっすぐに 行こう が、 わた 

しの 所へ は 来ないだろう。 だれも わたし を 知らないの 

ろうじん 

だから」 と 老人 は 言った。 

「でもお まえさん がその ふた 親 を 見つけ 出したら どう 

する」 

リぇき 

「なるほど そういう 場合に は、 わたしたちで 利益 を 分 

ける の だね。 ところで、 ひとつ、 きばって さしあたり 


三十 フラン 分けて あげよう よ」 

「四十 フランに しても らおう」 

「いいや、 この 子の 使い道 は そこいらが 相応な 値段 だ」 

「おまえさん、 この 子 をなん に 使おうと いうの だ。 足 

といえば このと ぉリ しっかり したいい 足 をして いるし 

うでと いえば このと おり りっぱない いうで をして いる _ 

いま 言った こと を どこまで もくり 返して 言う が、 この 

子 をい つたい どうしょう というの だ」 

そのと き 老人 は あざける ように バ ルブ レンの 顔 を 見 

て、 それから ちびちび コップ を 干した。 

「つまり わたしの 相手に なっても らうの だ。 わたし は 


年を取って きたし、 夜なん ぞ はまこと にさび しくな つ 

た。 くたびれた ときなん ぞ、 子どもが そばに いて くれ 

ると い いおとぎ になる の だ」 

「なるほど、 それに はこの 子の 足 はじ ゆうぶん たつ 

しゃ だから」 

「おお、 それだけで はだめ だ。 この 子 はまた おどり を 

おどって、 はね 回って、 遠い 道 を 歩かなければ ならな 

いちざ 

い。 つまり この 子はヴ イタ リス 親方の 一座の 役者に な 

るの だ」 

「その 一 座 は どこに ある」 

「もうご 推察 あろうが、 その ヴィ タリス 親方 はわた し 


だ。 さっそく ここで 一座 をお 目に かけよう」 

こう 言つ て かれは ひつじの 毛皮 服の ふところ を 開け 

て、 左のう でに おさえて いたきみ ような 動物 を 引き出 

した。 それが、 さっきから たびたび 毛皮 を 下から 持ち 

そうぞう 

上げた 動物で あ つ たの だ。 だが それ は 想像した ように、 

犬ではなかった。 

はじ 

わたし はこの きみょうな 動物 を 生まれて 初めて 見た 

とき、 なんと 名のつ けよう もなかった。 

わたし はび つ くりして ながめて いた。 

きんすじ 

それ は 金筋 をぬ いっけた 赤い 服 を 着て いたが、 うで 

と 足 はむ き 出しの ままであった。 実際 それ は 人間と 同 


じうで と 足で、 前足ではなかった。 黒い 毛む くじ やら 

の 皮 を かぶって いて、 白く もも も 色で もなかった。 に 

ぎり こぶし ぐら いの 大きさの 黒い 頭 をして、 縦に つ 

まった 顔 をして いた。 横へ 向いた 鼻の 穴が 開いて いて、 

くちびるが 黄色かった。 けれども とりわけ わたし をお 

どろ かした の は、 くち やくち やとく つついて いる 二つ 

の 目で、 それ は 鏡の ように ぴかぴかと 光った。 

「いや あ、 みっともな いさる だな」 と バルブ レンが さ 

けんだ。 

ああ、 さる か。 わたし はいよ いよ 大きな 目 を 開いた。 

それで はこれ がさる であった のか。 わたし はま ださる 


を 見た ことはなかった が、 話に は 聞いて いた。 じゃあ 

この 子どもの ような ちつ ぼけな 動物が、 さるだった の 

ゝ o 

力 

いちざ  はながた 

「さあ、 これが 一 座の 花形で」 とヴ イタ リス 親方が 言つ 

た。 「すなわち ジョ リク— ル 君であります。 さあさあ 

ジョ リク— ル君」 と 動物の ほう を 向いて、 「お 客 さまに 

おじぎ をし ないか」 

さる は 指 を くちびるに 当てて、 わたしたちに 一人 一 

人 キッス を あたえる まね をした。 

「さて」 とヴ イタ リス はことば を 続けて、 白の むく 犬 

の ほうに 手 を さしのべた。 「つぎは カピ 親方が、 ご 


りんせき  きひんし よくん  いちざ  しょうかい 

臨席の 貴賓 諸君に 一 座の もの を ご 紹介 申し あげる 

光栄 を 有せられる でしよう」 

このまぎ わまで ぴくりと も 動かな か つ た 白の むく 犬 

が、 さっそく とび 上がって、 後足で 立ちながら、 前足 

を 胸の 上で 十文字に 組んで、 まず 主人に 向かって てい 

じゅんさ  ぼう 

ねいに おじき をす ると、 かぶって いる 巡査の かぶと 帽 

が 地べたに ついた。 

けいれい  なかま 

敬礼が すむ とかれ は 仲間の ほう を 向いて、 かたつ ぼ 

の 前足で やはり 胸 をお さえながら、 片足 を さしのべ て、 

みんな そばに 寄る ように 合図 をした。 

白 犬の する こと を じっと見 つめていた 一 一 ひきの 犬 は、 


すぐに 立ち上がって、 おた がいに 前足 を 取り合って、 

交際社会 (社交界) の 人た ちがす るよう に 厳 かに 六 歩 

前へ 進み、 また 三 足 あとへ もどって、 代わり ばんこに 

りんせき  きひんし よくん 

ご 臨席の 貴賓 諸君に 向か つ てお じぎ をした。 

そのと きヴ イタ リス 親方が 言 つ た 。 

「この 犬の 名 をカピ と言うの は、 イタリア 語の カピ 

タ ー ノを つめたので、 犬の 中の 頭と いう ことです。 

め、 a  、 

いちばん かしこく つて、 わたしの 命令 を 代わって ほか 

の ものに 伝えます。 その 黒い むく 毛の 若い ハイカラ さ 

こう  ゆうび 

んは、 ゼ ルピノ 侯です が、 これ は 優美と いう 意味で、 

よく 様子 を ご 覧な さい、 いかにも その 名前 のとお り だ _ 


めすいぬ 

さて あのお しとやかな ふう をした 歌い 雌犬 は ドル ス 

ふじん  だね  やさ 

夫人です。 あの 子 は イギリス 種で、 名前 は あの 子の 優 

しい 気 だてに ちなん だもの だ。 こういう りっぱな 芸人 

ぞ ろいで、 わたし は 国 じゅう を 流して 回って くらし を 

立てて いる。 いいこ ともあれば 悪い こと も ある、 まあ 

何事 も その ときどきの 回り 合わせさ。 おお カピ …… 」 

カピと 呼ばれた 犬 は 前足 を 十文字に 組んだ。 

「力 ピ、 あなた、 ここへ 来て、 ぎょうぎの いいと ころ 

きじん 

をお 目に かけて ください。 わたし はこの 貴人た ちに い 

つもて いねいな ことば を 使って います —— さあ、 この 

まる 

玉の ような 丸い 目 をして あなた を 見て ござる 小さい お 


子さん に、 いま は 何時 だか 教えて あげてく ださい」 

カピは 前足 を ほどいて、 主人の そばへ 行って、 ひつ 

じの 毛皮 服の ふところ を 開け、 その かくし を 探って 大 

きな 銀時計 を 取り出した。 かれはし ばらく 時計 をな が 

めて、 それから 二 声し つかり 高く、 ワンワンと ほえた 

それから、 今度 は 三つ 小声で ちょいと ほえた。 時間 は 

一 一時 四十 五分であった。 

「はいはい、 よくで きました」 とヴ イタ リス は 言った 

「ありがとう ございます、 カピ さん。 それで 今度 は、 ド 

ルス 夫人に なわとび おどり をお 願いして もらい ましよ 

うか」 


カピ はまた 主人の かくし を 探って 一 本のつな を 出し、 

軽く ゼ ルピノに 合図 をす ると、 ゼ ルピノ はすぐ にかれ 

まむ  ざ 

の 真向かいに 座 をし めた。 カピ がな わの はし を ほうつ 

て やる と、 二 ひきの 犬 は ひどく まじめくさって、 それ 

を 回し 始めた。 

きそく  わ 

つなの 運動が 規則正しく なった とき、 ドル スは 輪の 

やさ  けいかい 

中に とびこんで、 優しい 目で 主人 を 見ながら 軽快に と 

んだ。 

「このと ぉリ ずいぶんり こうです」 と 老人 は 言 つ た。 

「それ も 比べ る ものが できる となお さらり こうが 目 

なかま 

立 つ て 見える。 たとえば ここに あれら と： a 間にな つ て、 


つと  ねう 

ばかの 役 を 務める 者が あれば、 いっそう それらの 値 打 

ちがわ かるの だ。 そこで わたし はお まえさん のこの 子 

どもが 欲しい というの だ。 あの 子にば かの 役 を 務めて 

もらって、 いよいよ 犬た ちのりこう を 目立た せる よう 

にす るの だ」 

「へえ、 この 子が ばか を 務める のかね」 と バルブ レン 

が 口を入れた。 

ろうじん 

老人 は 言った。 「ばかの 役 を 務める に は、 それだけ 

りこうな 人間が 入りよう なの だ。 この 子なら 少しし こ 

ため 

めばやって のけよう。 さっそく 試して みる ことにし ま 

す。 この 子が じゅうぶん りこうな 子なら、 わたしと 


いっしょ にいれば この 国ば かり か、 ほかの 国ぐ にまで 

見て 歩け る ことが わかる はず だ。 だが このまま この 村 

ばん  ぼくじょう 

にいた ので は、 せいぜい 朝から 晚 まで 同じ 牧場で 牛 

やひつ じの 番人 をす る だけ だ。 この 子が わからない 子 

だったら、 泣いて じだんだ を ふむ だろう。 そうすれば 

わたし は 連れて は 行かない。 それで 孤児院に 送られて、 

またら 

ひどく 働かされて、 ろくろく 食べる 物 も 食べられな 

いだろう」 

わたし も、 そのく らいの ことが わかる だけに はかし 

こかった。 それに この 親方のお 弟子た ち はと ぼけて い 

て なかなか おもしろい。 あれら といつ しょに 旅 をす る 


の は、 ゆかいだろう。 だが バルブ レンのお つか あは… 

…おつか あに 別れる の はつらい な あ …… 

でも それ をい や だと 言つ て みたところで、 バ ルブレ 

ン のおつ か あと この 先い る こと はでき ない。 やはり 

孤 旧 《院に 送られなければ ならな い。 

なさ 

わたし はほんと に 情けなく なって、 目に いっぱいな 

ろうじん 

みだ をう かべて いた。 すると ヴィ タリス 老人が 軽くな 

みだの 流れ出した ほお をつつ いた。 

「はは あお y /ぞうさん、 大 さわぎ を やらな いのは わけ 

むね  しあん 

がわ かってい るの だな。 小さい 胸で 思案 をして いるの 

だな。 それで あした は …… 」 


「ああ、 おじさん、 どうぞ ぼく をお つか あの 所へ 置い 

てくだ さい。 どうぞ 置いて ください」 とわたし はさけ 

んだ。 

カピが 大きな 声で ほえた ので、 じゃまされ てわたし 

は それから 先が 言えなかった。 そのと たん 犬はジ ヨリ 

ク ー ルの すわ つていた 食卓 の ほうへ とび 上がった。 

例の さる は みんなが わたしの ことで 気を取られて いる 

すき を ねらって、 す 早く 酒 を いっぱい ついで ある 主人 

の コップ をつ かんで、 飲み干そう としたの だ。 けれど 

も カピは 目早く それ を 見つけて 止めた のであった。 

きび 

「ジ ョ リク ー ル さん」 とヴ イタ リスが 厳し い 声で 言つ 


た。 「あなた は 食い しんぼうの うえに どろぼうです。 

あそこの すみに 行つ て かべ の ほう を 向いて いなさい。 

ゼ ルピノさん、 あなた は 番をして おいでなさい。 動い 

たらぶ つてお やり。 さて カピ さん、 あなた はいい 犬で 

あくしゅ 

す。 前足 をお 出しなさい。 握手 をし ましょう」 

さる は息づ まつ たような 鳴き声 を 出して、 すごすご 

とくい 

すみの ほうへ 行った。 幸せな 大は 得意な 顔 をして 前足 

を 主人に 出した。 

ろうじん  せんこく 

「さて」 と 老人 はことば をつ いで、 「先刻の 話に もどり 

ましょう。 では この 子に 三十 フラン 出す ことにしよ 

う」 


「いや、 四十 フラン だ」 

ろうじん 

そこでお し 問答が 始まった。 だが 老人 は まもなく や 

めて、 「子どもに はお もしろ くない 話です。 外へ 出て 

遊ばせて やる がよ ろしい」 と 言った。 そうして バルブ 

レ ンに 目く ばせ をした。 

「よし、 じゃあ 裏へ 行って いろ。 だが にげるな。 にげ 

ると ひどい 目に会わせ るから」 

バ ルブ レンが こう 言う と、 わたし は そのと おりに す 

る ほかはなかった。 それで 裏庭へ 出る に は 出た が、 遊 

ぶ 気に はなれない。 大きな 石に こし を かけて 考え こん 

でいた。 


あの人た ち はわた しのこと を 相談して いる。 どうす 

る つもりだろう。 

心配な のと 寒い のとで わたし はふる えていた。 二人 

は 長い あいだ 話して いた。 わたし はす わって 待って い 

たが、 かれこれ 一 時間 もた つて バルブ レンが 裏へ 出て 

来た。 

かれは 一人であった。 あの じいさん にわたし を 手 わ 

たす つもりで 連れて来 たの だな。 

「さあ 帰る の だ」 とかれ は 言った。 

なに、 うちへ 帰る。  そうすると バルブ レンの 

おつか あに 別れないでも すむ のかな。 


わたし はそう 言って たずねたかった けれども、 かれ 

が ひどく きげんが 悪そう なので えんりょした。 

それで …… だまって うちの ほうへ 歩いた。 

けれども うちまで 行き着く まえに、 先に 立って 歩い 

ていた バルブ レン はふい に 立ち止まった。 そうして 

らんまう 

乱暴に わたしの 耳 をつ かみな がらこう 言った。 

「 いい かき さま、 ひと 言で もき よう 聞いた こと をし や 

べつたら ひどい 目に会わせ るから。 わかった か」 

おつか あの 家 


「おや」 と バルブ レンのお つか あは わたしたち を 見て 

言った。 「村長さん はなん と 言い ましたえ」 

「会わなかった よ」 

「どうして 会わなかった のさ」 

「うん、 おれ はノ ー トルダ— ムで友 だち に 会った。 外 

へ 出る ともう おそくな つた。 だから あした また 行く こ 

とに した」 

それで は バルブ レン は 犬 を 連れた じいさんと 取り 引 

きをす る こと はやめた とみえる。 

うちへ 帰え る 道み ち も わたし はこれ が この 男の 手で 


はない かと 疑って いたが、 いまの ことばで その 疑い 

は 消えて、 ひとまず 心が 落ち着いた。 また あした 村へ 

行って 村長さん を 訪ねる というの では、 きっと じい さ 

ん との やくそく はでき なかった にちがいない。 

バルブ レンに はいくら おどかされても、 わたし は 一 

人に さえな つたら、 おつか あにきよ うの 話 をしょう と 

思って いたが、 とうとう バルブ レン は その 晚ー 晚 じゅ 

きかい 

うう ち を はなれな い ので 話す 機会が なか つ た。 

す， } J す， } J ねどこ にもぐ リ なが ら、 あした は 話し て み 

ようと 思つ ていた。 

す 力た 

けれど その あくる 日 起き上が ると、 おつか あの 姿 


が 見えない。 わたしが その あと を 追って うちじゅう を 

くるくる 回って いるの を 見て、 なに をして いると バル 

ブ レン は 聞いた。 

「おつか あ」 

ひるす 

「ああ、 それなら 村へ 行った。 昼過ぎで なければ 帰る 

もの か」 

ばん 

おつか あは まえの 晚、 村へ 行く 話 はしなかった。 そ 

れで なぜと いう わけはな いが、 わたし は 心配に なって 

きた。 わたしたちが 昼過ぎから 出かける というのに、 

どうして 待って いないの だろう。 わたしたちの 出かけ 

る まえにお つ か あは 帰つ て 来る かしらん。 


なぜと いうし つかりした わけはな いの だが、 わたし 

はたい へん おどおど しだした。 

バルブ レンの 顔 を 見る とよけ いに 心配が 積もる ばか 

りであった。 その 目つ きから にげる ために わたし は 裏 

や さ ヽ ま， -こけ 

の 野菜畑へ かけこんだ。 

畑と いっても たいした ものではなかった。 それへ な 

やさい もの  のこ 

ん でもう ちで 食べ る 野菜 物 は 残らず じ やがい もで も 

キヤべ ッ でも、 にんじんでも、 かぶで も 作り こんで あつ 

た。 それ はちよ つとの 空き地 もなかつ たので あるが、 

それでも おつか あは わたしに 少し 地面 を 残して おいて 

くれたので、 わたし は そこへ 雌牛 を 飼いながら 野で つ 


んで 来た 草 や 花 を、 ごたごた 植え こんだ。 わたし は そ 

れを 『わたしの 畑』 と 呼んで だいじに していた。 

わたしが いろいろな 草花 を 集めて は、 植えつ けたの 

は 去年の 夏の ことであった。 それが 芽 を ふくの はこの 

春の ことであろう。 早 ざき の もので も 冬の 終わる の を 

待たなければ ならなかった。 これから 続いて おいおい 

芽 を 出し かけて いる。 

もう 黄ず いせん もつ ぼみ を 黄色く ふくらま していた 

し、 リラの 花 も 芽 を 出して いた。 さくらそう もし わ だ 

ら けな 葉の 中から かわいい つぼみ を のぞかせ ている。 

どんな 花が さくだろう。 


それ を 楽しみにして、 わたし は 毎日 出て みた。 

それから また わたしの だいじに していた 畑の 一 部に 

やさい 

は、 だれかに もらった めずらしい 野菜 を 植えて いる。 

それ は 村で ほとんど 知っている 者の ない 『きくい も』 

という ものであった。 なんでも いい 味の もので、 じ や 

がい もと、 ちょうせん あざみと、 それから いろいろの 

やさ い 

野菜 を いっしょにした 味が する のであった。 わたし は 

そっと この 野菜 を じょうずに 作って、 おつか あ をお ど 

ろかそうと 思って いた。 ただの 花 だと 思わせて おいて、 

そっと 実の なった ところ を 引きぬ いて、 ないしょで 

料哩 をして、 いつも 同じよう なじ やがい もに あきあき 


している おつか あに 食べさせて、 『まあ ルミ、 おまえ は 

きょう 

なんて 器用な 子だろう』 と 感心 させて やろう。 

こんな- J と を 思い 思 い ザ J のとき も、 まだ 芽が 出な い 

かと 思って、 種の まいて ある 地べたに 鼻 を くっつけて 

調べて いた。 ふと 気が つくと バルブ レンが かんしゃく 

声で 呼びた てて いるので、 びっくりし てうちへ はいつ 

た。 まあ どうだろう。 おどろいた ことに は、 炉の 前に 

ろうじん 

ヴィ タリス 老人と 犬た ちが 立って いるで はない か。 

すぐと わたし はバ ルブ レンが わたし を どうす るつ も 

り だとい うこと がわかった。 老人が やはり わたし を 連 

れて 行く の だ。 それ をお つか あが じゃまし ないように 


村へ 出して やった の だ。 

もう バ ルブ レンに なに を 言つ て みても むだ だと いう 

ろうじん 

ことが わかって いるから、 わたし はすぐ と 老人の ほう 

へ かけ 寄った。 

つ  ごしょう 

「ああ、 ぼく を 連れて行かないで ください。 後生です 

から、 連れて行かないで ください」 とわたし はしく し 

く 泣き だした。 

ろうじん やさ 

すると 老人 は 優しい声で 言った。 「なに さ、 ぼうや、 

わたしと いればつ らい こと はない よ。 わたし は 子ども 

なかま 

をぶ ち はしない。 仲間に は 犬 もい る。 わたしと 行く の 

が なぜ 悲しい」 


「おつか あが …… 」 

「どうせき さま はこ こに は 置け ない の だ」 と バルブ レ 

ンは あらあらしく 言って、 耳 を 引っ張った。 

「この だんなに ついて 行く か、 孤児 t 院へ 行く か、 どち 

ら でもい いほうに しろ」 

「いや だい や だ、 おつか あ、 おつか あ」 

「やい、 それ だと おれ はどうす るか 見ろ」 と バルブ レ 

ンが さけんだ。 「思う さま ひっぱたいて、 このうち か 

ら 追い出して くれる ぞ」 

「この 子 は 母親に 別れる の を 悲しがって いるの だ。 そ 

やさ 

れを ぶつ もので はない。 優しい 心 だ。 いいこと だ」 


「おまえさんが いたわる と、 よけい ほえ やが る」 

「まあ、 話 を 決めよう」 

ろうじん  きんか  まい 

そう 言いながら、 老人 は 五 フランの 金貨 を 八 枚テ— 

ブルの 上に のせた。 バルブ レン は それ を さらい こむ よ 

うにして かくしに 入れた。 

「この 子の 荷物 は」 と 老人が 言った。 

「ここに ある さ」 と バルブ レンが 言って、 青い もめん 

の ハ ンケチ で 四す み をし ば つ た 包み を わたした。 

まい  あさ 

中には シャツが 二 枚と、 麻の ズボンが 一 着 ある だけ 

であった。 

「それで はやく そくが ちがう じ やない か。 着物が ある 


という 話だった が、 これ は ぼろば かりだね」 

「こいつ は ほかに はなに もない の だ」 

「この 子に 聞けば、 き つ とそうで はない と言うに ちが 

あらそ 

いないが、 そんな こと を 争って いる ひまがない。 も 

う 出かけなければ ならない からな。 さあお いで、 こぞ 

うさん、 おまえの 名 はなん と言うんだ つけ」 

「ルミ」 

「そうか、 よしよ し、 ルミ。 包み を 持って おいで。 先 

へお いで、 カピ。 さあ、 行こう、 進め」 

あいそ  ろうじん 

わたし は 哀訴す るよう に 両手 を 老人に 出した。 それ 

から バルブ レンに も 出した。 けれども 一 一人と も 顔 を そ 


むけた。 しかも、 老人 はわた しのうで 首 をつ かまえよ 

うとした。 

わたし は 行かなければ ならな い。 

ああ、 このうち にもお 別れ だ。 いよいよ そのし きい 

を またいだ とき、 からだ を 半分 そこへ 残して 行く よう 

にわたし は 思った。 

なみだ を いっぱい 目に うかべて 〔# 「うかべて」 は 底 

本で は 「うがべ て 匕 わたし は 見回した が、 手近に はだれ 

も わたしに 加勢して くれる 者がなかった。 往来に も だ 

ぼくじょう 

れも いなかった。 牧場に も だれもい なかった。 

わたし は 呼び 続けた。 


「おつか あ、 おつか あ」 

けれど だれも それに 答える 者はなかった。 わたしの 

声 は すすり泣きの 中に 消えて しまった。 

わたし は 老人に ついて 行く ほかはなかった。 なにし 

ろうで 首 をし つ かリ おさえられて いるの だから。 

「さようなら、 ごきげんよう」 と バルブ レンが さけん 

だ。 

かれはう ちの 中へ はいった。 

ああ、 これでお しまいで ある。 

ろうじん 

「さあ、 行こう、 ルミ、 進め」 と 老人が 言って。 わた 

しの ひじ をお さえた。 


わたしたち はならん で 歩いた。 幸せと かれはそう 早 

く 歩かなかった。 たぶん わたしの 足に 合わせて 歩いて 

くれたの であろう。 

わたしたち は 坂 を 上がって 行った。 ふり 返る と バル 

ブ レンのお つか あのうち がま だ 見えた が、 それ はだん 

だんに 小さく 小さくな つてい つた。 この 道 はたびた び 

歩いた 道 だから、 もうしば らく はう ちが 見えて、 それ 

さいご 

から 最後の 四つ角 を 曲がる ともう 見えなくなる こと を 

わたし はよ く 知っていた。 行く先 は 知らない 国で ある。 

後ろ を ふり 返れば きょうの 日まで 幸福な 生活 を 送った 

うちが あった。 おそらく 二 S とそれ を 見る こと はない 


であろう。 

ちょうじょう 

幸い 坂道 は 長かった が、 それ もい つか 頂 上に 来た。 

ろうじん 

老人 はお さえた 手 を ゆるめな か つ た。 

「少し 休まして くださいな」 とわたし は 言った。 

「うん、 そうだな あ」 とかれ は 答えた。 

かれは やっと わたし を はなして くれた。 

けれど カピに 目く ばせ をす ると、 犬 も それ を さとつ 

た 様子が わたしに は 見えた。 

それです ぐと、 ひつじ 飼いの 犬の ように、 一座の 先 

頭から はなれて わたしの そばへ 寄って 来た。 

わたしが にげ 出しで も すれば、 すぐに かみつい てく 


るに ちがいない。 

わたし は 草深い 小山の 上に 登つ てこし を かける と、 

犬 も 後ろに ついていた。 

わたし はなみ だに くもった 目で、 バルブ レンのお つ 

か あのうち を 探した。 

ぼくじょう 

下に は 谷が あって、 所 どころ に 森 や 牧場が あった。 

それから はるか 下にい ままで いたう ちが 見えた。 黄色 

いさ さやかな けむりが、 そこの けむり 出しから まつす 

ぐに 空へ 立ちのぼって、 やがて わたしたちの ほうへ な 

びいて 来た。 

気の 迷い か、 そのけ むり はう ちの かまどの そばで か 


) 葉のに おいが する ようであった。 

それ は 遠方で も あり、 下の ほうに なって はいたが、 

なにもかも はっきり 見えた。 ただな にかが たいへん 小 

さく 見えた の は 言うまでもない。 

ちり づ かの 植えに うちの 太った めんどり がかけ 回つ 

ていたが、 いつもの ように 大きく は 見えなかった。 う 

ちの めんどり だとい うこと を 知っていなかったら、 小 

さな はと だと 思った かもしれ ない。 うちの 横に は、 わ 

たしが 馬に していつ も 乗った 曲がった なしの 木が、 小 

川の こちらに は、 わたしが 水車 をし かけよう として 大 

さ わぎ をして きずき かけた ほりわりが 見えた。 まあ、 


その 水車に はずい ぶん ひま を かけた が、 とうとう 回ら 

なかった。 わたしの 畑 も 見えた。 ああ、 わたしの だい 

じな 畑が。 

わたしの 花が さいても だれが 見る だろう。 わたしの 

『きくい も』 を だれが 食べる だろう。 きっと それ はバ 

くと 1 つ 

ルブ レン だ。 あの 悪党の バルブ レン だ。 

あしおう らい 

もう 一足 往来へ 出れば、 わたしの 畑 も なにもかも か 

くれてし まう の だ。 

ふと 村から わたしの うちの ほうへ 通う 往来の 上に、 

白い ボンネットが 見えて、 木の間に ちらちら 見えたり 

かくれたり していた。 


それ はずい ぶん 遠方であった から、 ぼつち り 白く、 

春の ちょうちょう のように 見えた だけで あつ た。 

けれど 目よりも 心 はする どく もの を 見る もの だ。 わ 

たし は、 それが バルブ レンのお つか あで ある こと を 

知った。 確かにお つか あだ、 とわたし は 思い こんでい 

た。 

ろうじん 

「さて 出かけよ うか」 と 老人が 言った。 

ごしょ ラ 

「ああ、 いいえ、 後生です から も 少し」 

「じゃあ 話と はちがつて、 おまえ は、 から (ぜんぜん)、 

足が だめ だな。 もうつ かれて しまった のか」 

わたし は 答えなかった。 ただながめ ていた。 


やはり それ は バルブ レンのお つか あであった。 それ 

はおつ か あの ボンネットであった。 水色の 前 だれで 

あった。 足早に、 気がせいて いるよう に、 うちに 向かつ 

て 行く のであった。 

白い ボンネット は まもなく うちの 前に 着いた。 戸 を 

おし 開けて、 急いで 庭に はいって 行った。 

わたし はすぐ にと び 上がって、 土手の 上に 立ち上 

がった。 そばに いた カピ がお どろいて とびついて 来た _ 

おつか あはい つまで もうち の 中にはい なかった。 ま 

もな く 出て 来て、 両 うで を 広げながら、 あちこちと 庭 

の 中 を かけ 回って いた。 


かの 女 はわた し を 探して いるの だ。 

わたし は 首 を 前に 延ばして、 ありったけの 声で さけ 

んだ。 

「おつか あ、 おつか あ」 

けれども その さけび 声 は 空に 消えて しまった、 小川 

の 水 音に 消されて しまった。 

「どうしたの だ。 おまえ、 気が ちがった のか」 とヴィ 

タリス は 言った。 

わたし は 答えなかった。 わたしの 目 はまた バルブ レ 

ン のおつ か あ を じっと見 ていた。 けれども 向こうで は 

わたしが 上に いると は 知らないから、 あお 向いて は 見 


なかった。 そうして 庭 をぐ るぐ る 回って、 往来へ 出て 

きょろきょろ していた。 

はじ 

もっと 大きな 声で わたし はさ けんだ。 けれども、 初 

めの 声と 同様にむ だであった。 

ろうじん 

そのうち 老人 もやつ とわかった とみえて、 やはり 土 

手に 登って 来た。 かれ も まもなく 白い ボンネット を 見 

つけた。 

ひと ごと 

「かわいそうに、 この 子 は」 とかれ は そっと 独り言 を 

言った。 

「おお、 わたし を 帰して ください」 と、 わたし はい ま 

やさ  の  な ごえ 

の 優しい ことばに 乗って、 泣き声 を 出した。 


けれども かれは わたしの 手首 をお さえて、 土手 を 下 

りて 往来へ 出た。 

「さあ、 だいぶ 休んだ から、 もう 出かける の だ」 と、 

かれは 言った。 

わたし はぬけ 出そうと もがいた けれども、 かれは 

しっか リ わたし をお さえて いた。 

「さあ カピ、 ゼ ルピノ」 と、 かれは 犬の ほう を 見なが 

ら 言った。 

二 ひきの 犬が ぴったり わたしに くっついた。 カピは 

後ろに、 ゼ ルビ ノは 前に。 

二足 三 足 行く と、 わたし はふり 向いた。 


わたしたち はもう 坂の 曲がり角 を 通 りこした。 もう 

谷 も 見えなければ 家 も 見え なくなった。 ただ 遠い かな 

とおやま  は 

たに 遠山が うすく 青く かすんで いた。 果てし もない 空 

まよ 

の 中に わたしの 目 は あてどな く 迷う のであった。 

とちゅう 

四十 フラン 出して 子ども を 買った からといって、 そ 

の 人 は 鬼で もなければ、 その子 どもの 肉 を 食べようと 

ろうじん 

する ので もなかった。 ヴィ タリス 老人 はわた し を 食べ 


よく 

ようとい う 欲 もなかつ たし、 子ども を 買った が、 その 

人 は 悪人ではなかった。 

わたし は まもなく それが わかった。 

ちょうど ロア ー ル 川と ドル ド— ニュ 川と、 二つの 谷 

を 分かった 山の頂 上で、 かれは ふたたび わたしの 手 

首 をに ぎった。 その 山 を 南へ 下り 始めて 十五 分 も 行つ 

たころ、 かれは 手 を はなした。 

「まあ あとから ぼつぼつ おいで。 にげる こと はむ だ だ 

よ。 力 ピとゼ ルピノが ついている からな」 

わたしたち はしば らくだ まって 歩いて いた。 

わたし はふと ため息 を 一 つした。 


ろうじん 

「わしに はお まえの 心持ち はわ かってい るよ」 と 老人 

は 言った、 「泣きたい だけお 泣き。 だが まあ、 これが お 

まえの ために はい いこと だとい うこと を 考える ように 

して ごらん。 あの人た ち はお まえの ふた 親で はない の 

やさ 

だ、 おつか あはお まえに 優しく はして くれたろう。 そ 

れで おまえ も 好いて いたから、 それで そんなに 悲しく 

思う のだろう。 けれども あの人 は、 ご 亭主が おまえ を 

うちに 置きた くないと 言えば、 それ を 止める こと はで 

きなかった の だ。 それに あの 男 だって、 なにも そんな 

に 悪い 男と いうので もない かもしれ ない。 あの 男 はか 

らだを 悪く して、 もう ほかの 仕事が でき なくなつ てい 


まね  お 

る。 かたわの からだで は 食べて ゆく だけに 骨が折れる 

の だ。 そのうえ おまえ を 養って いて は、 自分た ちが 

飢えて 死ななければ ならない と 思って いるの だ。 そこ 

でお まえに ひとつ 心得ても らいたい ことがある。 世の 

せんそう 

中 は 戦争の ような もので、 だれでも 自分の 思うよう に 

は ゆかない もの だとい うこと だ」 

そうだ、 老人の 言った こと はほんとう であった。 

とうと  けいけん  くん げん 

貴 い 経験から 出た 訓言 (教訓) であった。 でも その 訓 

言よりも もっと 力強い 一 つの 考えし か、 わたし は その 

とき 持って いなかった。 それ は 『別れの つら さ』 とい 

うこと であ つ た。 


わたし はもう 二度と この 世の中で、 いちばん 好き 

だった 人に 会う ことができな いの だ。 こう 思う とわた 

し は 息苦しい ように 感じた。 

「まあ、 わたしの 言 つ たことば をよ く 考えて ごらん。 

ふ リぁゎ 

おまえ はわた しと いれば 不幸せな こと はない よ」 と 

老人 は 言った。 「孤児院な ど へ やられる より はいくら 

まし だか しれない。 それで 言って おくが、 おまえ はに 

げ 出そうと しても だめ だよ。 そんな こと を すれば、 あ 

ひろの はら 

のとお リの 広野 原 だ。 力 ピとゼ ルピノが すぐと おまえ 

を つかまえ るから」 

こうげん 

こう 言つ て かれは 目の前の あれた 高原 を 指さした。 


そこに はやせ こけた えに しだが、 風の まに まに 波の よ 

うにう ね つ ていた。 

にげ 出す  わたし はもう そんな こと をしょう と は 

思わなかった。 にげて いったい どこへ わたし は 行こう。 

せ い  ろうじん  しんせ つ 

この 背の 高い 老人 は、 ともかく 親切な 主人で あるら 

しい。 

わたし は 一息に こんなに 歩いた ことはなかった。 ぐ 

るりに 見る もの は あれた 土地と 小山ば かりで、 村 を 出 

たらば 向こう は どんなに 美し かろうと 思 つた ほど、 こ 

の 世界 は 美しく はな か つ た。 

老人 はジョ リク ー ルを 肩の 上に 乗せたり、 背嚢の 中 


きそく 

に 入れたり して、 しじゅう 規則正しく、 大 またに 歩い 

ていた。 三び きの 犬 は あとから くっついて 来た。 

やさ 

ときどき 老人 はかれら に 優し いことば を かけて いた _ 

フランス語で 言う こと もあった し、 なんだか わからな 

いことば で 言う こと も あ つ た。 

かれ も 犬た ちもくた びれ た 様子がなかった。 だが わ 

たし はっかれ た。 足 を 引きずって、 この 新しい 主人に 

くっついて 歩く のが 精 いっぱいであった。 けれども 休 

ませて くれと は 言いだ し 得なかった。 

「おまえが くたびれ るの は 木の くつの せいだよ」 とか 

れは 言った。 「いずれ ュ ッ セルへ 着いたら くつ を 買つ 


て やろう」 

この ことば はわた しに 元 気をつけて くれた。 わたし 

はし じゅうく つが 欲しい と 思って いた。 村長の むすこ 

も、 はたご やの むす こもくつ を 持って いた。 それ だか 

ら 日曜と いうと かれら はお 寺へ 来て 石の ろうか をす ベ 

るよう に 走った。 それ を われわれ ほかの いなかの 子 ど 

も は、 木ぐ つで がたがた、 耳の 遠くなる ような 音 を さ 

せた もの だ。 

「ュ ッ セルまで はま だ 遠 いんです か」 

ましね  わら 

「はは あ、 本音 を ふいた な」 とヴ イタ リスが 笑いな が 

ほ 

ら 言った。 「それで はくつ が 欲し いんだな。 よしよ し、 


わたし はやく そく をしょう。 それ も 大きな くぎ を 底に 

打った やつ をな あ。 それから ピロ ー ドの 半ズボンと 

チョッキ とぼう しも 買って やる。 それでな みだが 引つ 

こむ ことになるだろう。 な あ、 そうして もら おうじゃ 

ないか。 そして あと 六 マイル (約 四十 キロ) 歩いて く 

れ るだろう な あ」 

そこ  どくい 

底に くぎ を 打った くつ、 わたし は 得意で たまらな 

かった。 くつ を はく こと さええ らい ことなのに、 お ま 

わす 

けにく ぎ を 打って ある。 わたし は 悲しい こと も 忘れて 

しまった。 

くぎ を 打った くつ、 ビロ ー ドの 半ズボンに、 チヨ ッ 


キに、 ぼうし。 

まあ バルブ レンのお つか あがわた し を 見たら どんな 

とくい 

に うれしが るだろう。 どんなに 得意になる だろう。 

けれども、 なるほど くつと ビロ— ドが これから 六 マ 

ィル 歩けば もらえる という やくそく はいいが、 わたし 

の 足 はそんな 遠方まで 行けそう にもなかった。 

わたしたちが 出かけた ときに 青 あおと 晴れて いた 空 

が、 いつのまにか 黒い 雲に かくれて、 細かい 雨が やが 

て ぼつぼつ 落ちて 来た。 

ヴィ タリス は そ つ くり ひつじの 毛皮 服に くるま つ て 

いるので、 雨 もしの げたし、 さるの ジョ リク ー ルも、 


一 しずく 雨が かかる とさつ そく かくれ 家に にげこんだ。 

けれども 犬と わたし はなん にも かぶる ものがない ので、 

まね 

まもなく 骨まで 通る ほど ぬれた。 でも 犬 は ぬれても と 

きどき しずく を ふり 落とす くふう も あ つ たが、 わたし 

はそんな こと はでき なかった。 下着まで じくじく にぬ 

れ 通って、 骨まで 冷えき つていた。 

「おまえ、 じき かぜをひく か」 と 主人 は 聞いた。 

お ま 

「知りません。 かぜをひいた 覚えが ないから」 

「それ はたの もしい な。 だが このうえ ぬれて 歩いても 

しょうがな いこと だから、 少しで も 早く この 先の 村へ 

行って 休む としょう」 


ところが この 村に は 一 けん も 宿屋と いう もの はな 

かった。 当たり前の 家で はじいさん のこ じきの、 しか 

も 子どもに 三び きの 犬まで 引き連れて、 ぬれねずみに 

ど ぅぜ い 

な つ た 同勢 をと めようと いう 者 はな か つ た。 

やどや 

「うち は 宿屋 じ やない よ」 

こう 言つ て どこでも 戸 を 立てき つ た。 わたしたち は 

一 けん一 けん 聞いて 歩いて、 一 けん一 けん 断られた。 

これから 四 マイル (約 六 キロ) ュッ セルまで 一休み 

もしないで 行かなければ ならない のか。 暗 さは 暗し、 

つめ  ほねみ 

雨 はいよ いよ 冷たく 骨身に 通った。 ああ、 バルブ レン 

のおつ か あのうち が こいしい。 


やっとの ことで 一 けんの 百姓家が いくらか 親切が 

なや  しょうち 

あって、 わたしたち を 納屋に とめる こと を 承知して く 

れた。 でもね る だけ はねても、 明かり をつ ける こと は 

ならない という 言い わたしであった。 

「おまえさん、 マッチ を 出しなさい。 あした たっとき 

返して あげる から」 とその 百姓家の 主人 はヴィ タリ 

ろうじん 

ス 老人に 言った。 

それでも とにかく、 風雨 を 防ぐ 屋根 だけ はでき たの 

であった。 

ろうじん  しょく リ よう  ふちゅうい 

老人 は 食 料な しに 旅 をす るよう な 不注意な 人で は 

なかった。 かれは 背中に しょって いた 背嚢から 一 かた 


まりの パン を 出して、 四 きれに ちぎった。 

さて このと きわたし は はじめて、 かれが どういう ふ 

なかま  きりつ 

うにして、 仲間の 規律 を 立てて いるかと いう こと を 

やど さが 

知った。 さっき われわれ がー けん一 けん 宿 を 探して 歩 

いたと き、 ゼ ルピノが ある 家に はいった が、 さっそく 

かけ 出して 来たと き、 パンの 切れ を 口に くわえて いた。 

ろうじん 

そのと き 老人 はた だ、 

お ま 

「よしよ し、 ゼ ルピノ …… 今夜 は 覚えて いろ」 とだけ 

言った。 

わす 

わたし はもう ゼ ルピノの どろぼう をした こと は 忘れ 

て、 ヴィ タリスが パン を 切る 手先 を ぼんやり 見て いた。 


ゼ ルピノ はしかし ひどく しょげて いた。 

ヴィ タリスと わたし はとな リ 合つ てジ ョ リク ー ルを 

まん 中に 置いて、 二つ ある わらの たばの 上、 かれ 草の 

たばの 上に こし を かけて、 三び きの 犬 は その 前になら 

ん でいた。 力 ピとド ルス は 主人の 顔 を じっと見 つめて 

いるのに、 ゼ ルビ ノは耳 を 立てて しつ ぼ を 足の 間に 入 

れて 立って いた。 

ろうじん めいれい 

老人 は 命令す るよう な 調子で 言 つ た。 「どろぼう は 

なかま 

仲間 を はずれて、 すみに 行かなければ ならん ぞ。 夕食 

なしにね むらなければ ならん ぞ」 

せき 

ゼ ルビ ノは席 を 去つ て、 指さされ たほうへ すごすご 


出て 行った。 それで かれ 草の 積んで ある 下に もぐりこ 

す 力た 

んで、 姿が 見え なくなつ たが、 その 下で 悲しそう にく 

ん くん 泣いて いる 声が 聞こえた。 

老人 は それから わたしに パン を 一 きれ くれて、 自分 

の 分 を 食べながら、 ジョ リク— ルとカ ピとド ルスに、 

小さく 切つ て 分けて やった。 

どんなに わたし は バルブ レンのお つか あの ス —プが 

こいしくな つたろう。 それに バタ— はなく つても、 

暖かい 炉の 火が どんなに いい 心持ちであった ろう。 

夜着の 中に 鼻 をつ つ こんで ねた 小さな 寝台が こいしい 

な 


もうす つかりく たびれ きって、 足 は 木ぐ つで すれて 

いた  つめ 

痛んだ。 着物 は ぬれし よ ぼ たれて いるので、 冷たく つ 

てから だが ふるえた。 夜中に な つ て もね むる どころ で 

はなかった。 

「歯 をが たがた 言わせて いるね。 おまえ 寒い か」 と 

老人が 言った。 

「ええ、 少し」 

わたし はかれが 背囊を 開ける 音 を 聞いた。 

「わたし は 着物 もたん とないが、 かわいた シャツに 

チョッキが ある。 これ を 着て まぐ さの 下に もぐって お 

いで。 じきに 暖かに なって ねむられ るよ」 


ろうじん 

でも 老人が 言 つたよう にそう じき 暖かに はなら な 

かった。 わたし は 長い あいだ わらのと この 上で ご そご 

そしながら、 苦しく つてね むられ なかった。 もうこれ 

から 先 はい つも こんな ふうに くらす のだろう か。 ざ あ 

ふ  ものお 

ざ あ 雨の 降る 中 を 歩いて、 寒さに ふるえながら、 物置 

力た 

きの 中に ねて、 夕食に はたった 一 きれの 固 パン を 分け 

て もらう だけであろう か。 ス ー プ もない。 だれも かわ 

いがって くれる 者 もない。 だきしめて くれる 者 もない _ 

バ ルブ レンのお つ か あ ももうな い の だ。 

わたしの 心 はまった く 悲しかった。 なみだが 首 を 流 

れ 落ちた。 


そのと きふと 暖かい 息が 顔の 上に かかる ように 

思 つ た。 

わたし は 手 を 延ばす と、 カピの やわらかい 毛が 手に 

さわった。 かれは そっと 草の 上 を 音の しないよ うに 歩 

いて、 わたしの 所へ やって来 たの だ。 わたしの におい 

やさ  かみ け 

を 優しく かぎ 回る 息が、 わたしの ほおに も 髪の毛に も 

、 、 r\  二  o 

力 力った 

この 犬 はなに をしょう というの であろう。 

ころ 

やがて かれは わたしの すぐそばの わらの 上に 転げて、 

それ はごく 静かに わたしの 手 をな め 始めた。 

わたし もうれ しくな つて、 わらのと この 上に 半分 起 


つめ 

き 返って、 犬の 首を両 うでに かかえて、 その 冷たい 鼻 

に キッスした。 かれは わずか 息の つまった ような 泣き 

ノ  J え  あず 

声を立て たが、 やがて 手早く 前足 を わたしの 手に 預け 

て、 じっとお となし くして いた。 

わす 

わたし はっかれ も 悲しみ も 忘れた。 息苦しい のどが 

からつ として、 息が すうす うでき るよう になった。 あ 

あ、 わたし はもう 一人ではなかった。 わたしに は 友 だ 

ちがあった。 

初舞台 


その あくる 日 は 早く 出発した。 

空 は 青 あおと 晴れて、 夜中のから 風がぬ かるみ を か 

わかして くれた。 小鳥が 林の 中で おもしろそう にさえ 

ずって いた。 三び きの 犬 はわた したち の 回りに もつれ 

ていた。 ときどき カピが 後足で 立ち上がって、 わたし 

の 顔 を 見て は 二、 三度 続けて ほえた。 かれの 心持ち は 

わたしに はわ かっていた。 

「元気 を 出せ、 しっかり、 しっかり」 

こう 言つ ている ので あつ た。 

かれはり こうな 犬であった。 なんでも わかる し、 人 


にわから せる こと も 知っていた。 この 犬の 尾の ふり 方 

した  いじょう  とんち  のうべん 

に はたいて いの 人の 舌 や 口で 言う 以上の 頓知と 能弁が 

ふくまれ ていた。 わたしと カピの 間に はことば は 要ら 

なかった。 初めての 日から おた がいの 心持ち はわ かつ 

ていた。 

わたし はこれ まで 村の 外に は 出た ことがなかった し、 

W めて 町 を 見る の はなに より 楽しみであった。 

でも ュ ッ セルの 町 は 子どもの 目に そんなに 美しく は 

とう  たてもの 

なかった し、 それに 町の 塔 や 古い 建物な どよりも、 もつ 

と 気になる の はくつ 屋の 店であった。 

ろうじん 

老人が やくそく をした くぎ を 打 つたく つ の ある 店 は 


どこだろう。 

わたしたちが ュッ セルの 古い 町 を 通って 行った とき、 

わたし はきよ ろき よろ そこら を 見回した。 ふと 老人 は 

巿 場の 後ろの 一 けんの 店に はいった。 店の 外に 古い 

て つ ぽぅ 

鉄砲 だの、 金モ— ルの ヘリの ついた 服 だの、 ランプ だ 

の、 さびた かぎだの がつ るして あった。 

わたしたち は 三 段 ほど 段 を 下りて はい つてみ ると、 

それ はもう 屋根が ふけて からのち、 太陽の 光が つい ぞ 

一 度 もさし こまなかった と 思われる 大きな 部屋に は 

いった。 

くぎ を 打った くつなん ぞを、 どうして こんな 気味の 


悪い 所で 売って いるだろう。 

けれども 老人に はわ かっていた。 それで まもなく わ 

ま 、. 

たし は、 これまでの 木ぐ つの 十倍 も 重たい、 くぎ を 打つ 

たくつ を はく ことにな つた。 うれしい な。 

なさ 

老人の 情け は それだけではなかった。 かれは わたし 

に 水色 ビロ— ドの 上着と、 毛織りの ズボンと、 フェル 

ト ぼうしまで 買って くれた。 かれの やくそくし ただけ 

の 品 は 残らず そろった。 

あさ 

まあ、 麻の 着物の ほか 着た ことのなかった わたしに 

とって、 ビロ ー ドの 服の めずらしかった こと。 それに 

くつ は。 ぼうし は。 わたし はたし かに 世界 じゅうで い 


ちばん 幸福な、 いちばん 気前の いい 大金 持ちであった。 

ろうじん 

ほんとう にこの 老人 は 世界 じゅうで いちばん いい 人で 

なさ 

いちばん 情け深い 人 だと 思われた。 

もっとも その ビロ ー ドは油 じみて いたし、 毛織りの 

ズボン はかなり 破れて いた。 それに フェルト ぼうしの 

フェルト もした たか 雨に よごれて、 もとの 色が なんで 

あつたか わからない くらいであった。 けれども わたし 

はむ やみに うれしく つて、 品物の よしあし など はわ か 

ら なかった。 

やどや 

ところで 宿屋に 帰って から、 さっそく このき れいな 

着物 を 着たい と あせつ ていた わたし をび つくり させ も 


ろうじん 

し、 つまらなく もさせた こと は、 老人が はさみで その 

ズボンの すそ を わたしの ひざの 長さまで 切って しま つ 

たこと であった。 

わたし は 丸い 目 をして かれの 顔 を 見た。 

「これ はお まえ を ほかの 子どもと 同じように 見せない 

ためだよ。 フランス ではお まえ は イタリアの 子どもの 

ような ふう をす るの だ。 イタリア では フランスの 子 ど 

せつめい 

ものよう な ふう をす るの だ」 とかれ は 説明した。 

わたし はいよ いよび つくりして しま つ た。 

「わたしたち は 芸人だろう。 な あ。 それ だから 当たり 

前の 人の ような ふう をして はならない の だ。 われわれ 


が ここらの いなかの 人間の ような ふう をして 歩いたら 

だれが 目 をつ ける と 思う か。 わたしたち は どこでも 立 

ち 止まれば、 回りに 人 を 集めなければ ならない。 困つ 

たこと に は、 なんでも ていさい を 作る という ことが、 

この 世の中で かんじんな ことなの だよ」 

こういう わけで、 わたし は 朝まで は フランスの 子 ど 

ばん 

もで あつたが、 その 晚 はもう イタリアの 子どもに なつ 

ていた。 

とど  ろうじん 

ズボン はやつ とひ ざまで 届いた。 老人 はくつ 下に ひ 

も をぬ いっけて、 フェルト ぼうしの 上に はいつ ぱいに 

むす 

赤い リボン を 結びつけた。 それから 毛糸の 花で おか ざ 


り をした。 

わたし は ほかの 人が どう 思う か は 知らないが、 正直 

に 言えば 自分ながら なかなか りっぱに な つたと 思 つ た。 

親友の カピも 同じ 考えであった から、 しばらく わたし 

まん そく 

の 顔 を じっと見て、 満足した ふうで 前足 を 出した。 

さんせい  え 

わたし は カピの 賛成 を 得た ので うれしかった。 それ 

と いうの が、 わたしが 着物 を 着かえ ている 最中 、 例の 

ジョ リク— ル めが、 わたしの まん 前にべ つたり すわつ 

て、 大げさな 身ぶ りで、 さんざん ひとの するとお りの 

まね をして、 すっかり 仕度が できる と、 今度 はおし り 

わら 

に 手 を 当て、 首 を ちぢめて、 あざける ように 笑った の 


さんせ いしゃ 

で、 一 方に そういう 実意の ある 賛成者の できた のがよ 

けいに うれしかった ので ある。 

いったい さるが 笑う か 笑わない かとい うこと は、 学 

問 上の 問題 だそう だ。 わたし は 長い あいだ ジョ リク ー 

ルと 仲よ くくらし ていたが、 かれはた しかに 笑った。 

わら かた 

しかも どうかす ると 人 をば かにした 笑い 方 をした もの 

だ。 もちろん かれは 人間の ように は 笑わなかった。 け 

れ どもな にかお もしろ い ことがあ ると、 口 を 曲げて、 

チこら 

目 を くるくる やって、 あのし つぼ をす 早く 働かせる。 

そうして まつ 黒な 目 は ぴかぴか光って、 火花が とび 出 

すかと 思われた。 


「さあ 仕度が できたら」 と 最後に ぼうし を 頭に かぶる 

ろうじん 

と 老人が 言った。 「わたした ちはいよ いよ 仕事に かか 

ら なければ ならない。 あした は巿の 立つ 日 だから、 お 

まえ は 初舞台 を 務めなければ ならない」 

初舞台。 初舞台と は どんな ことだろう。 

ろうじん 

老人 は そこで、 この 初舞台と いうの は、 三び きの 犬 

とジ ョ リク ー ルを 相手に 芝居 をす る こと だと 教えて く 

れた。 

しばい 

「でも ぼく、 どうして 芝居 をす るの か 知りません」 と 

わたし は おどおどしながら さけんだ。 

「それ だから、 わたしが 教えて あげよう というの だよ 


教わらな けり やわ かりやし ない。 この 動物 ども もい つ 

しょう けんめい 自分の 役 をけ いこした もの だ。 カピが 

後足で 立つ ので も、 ド ルスが なわとびの 芸当 を やる の 

お ま  まね 

でも、 みんなけ いこ をして 覚えた の だ。 ずいぶん 骨の 

折れた ことで はあった が、 その代わり ご覧、 あのと お 

リ かしこく なって いる。 おまえ も、 これから いろいろ 

の 役 を 覚える ために はよ ほど 勉強が 要る。 とにかく 仕 

事に かかろう」 

これまで わたし は 仕事と いえば、 畑に くわ を 入れる 

とか、 石 を 切る とか、 木 を かると かいう ほかに はない 

ように 思つ ていた。 


きょうげん  し 

「さて わたしたちの やる 狂言 は、 『ジョ リク ー ル 氏の 

家来、 一 名 とんだ あほうの 取りち がえ』 というの だ。 

それ はこうい う 筋 だ。 ジョ リク— ル氏 はこれ まで 一 人 

家来 を 使って いた。 それ はカピ という 名前で、 ジ ヨリ 

まんぞく 

ク ー ル氏 はこの 家来に 満足して いたの だが、 年を取つ 

たので ひま を 取ろうと する。 それで カピは 主人に ひま 

を 取る まえに、 代わりの 家来 を 見つける やくそく をす 

る。 さて その後が まの 家来と いうの は、 犬で はなく つ 

て 子どもな の だ。 ルミと 名乗る いなかの 子どもな の 

だ」 

「や あ、 ぼくと 同じ 名前の …… 」 


「いや、 同じ 名前で はない、 それが おまえ なんだ。 お 

し  ほうこうぐち さが 

まえ はジョ リク— ル 氏の 所へ 奉公口 を 探しに いなか か 

ら 出て 来たの だ」 

「おさる に 家来はないでしょう」 

「そこが 芝居 だよ。 さてお まえ はいきな り 村から とび 

出して 来た。 それでお まえの 新しい 主人 はお まえ を あ 

ほう だと 思う」 

「おお、 ぼく、 そんな ことい やです」 

「人が 笑い さえ すれば、 そんな こと はどうで もい い 

じ やない か。 さてお まえ は 初めて この だんなの 所へ 家 

来に な つ て やって来た。 そして 食事の テ— ブル ごしら 


しばい 

え を 言いつけられる。 それ、 ちょうど そこに、 芝居に 

使う テ— ブルが ある。 さあ、 仕度に おかかり」 

この テ— ブルの 上に は、 おさらに、 コップに、 ナイ 

ま い 

フが 一 本、 フォ— クが 一 本、 白い テ— ブル かけが 一 枚 

置いて あった。 

どうして これ だけの もの をなら ベ ようか。 

わたし は それ を 考えて、 両手 を つき出して テ— ブル 

によつ かかって、 ぼかんと 口 を 開けた まま、 なにから 

手 をつ けて いい か 困って いると、 親方 は 両手 を 打って 

腹 を かかえて 笑いだ した。 

「うまい うまい。 それ こそ 本物 だ」 とかれ はさ けんだ 


せん  こうかつ 

「わたしが 先に 使って いた 子ども は 狡猾そう な 顔つき 

で、 どう だ、 あほうの まね はう まかろうと 言わない ば 

しぜん 

かりであった。 おまえの は それが いかにも 自然で いい。 

どうしてす ばらしい もの だ」 

「でも ぼく、 どうしてい いのかわ からな いんです」 

「それ だから そんなに うまく やれる の だ。 おまえに 

芝居が わかる とかえ つて、 いま 思って いるよう な こと 

を わざとす るよう になる だろう。 なんでも いまの どう 

していい かわからずに 困って いる 心持ち を 忘れない よ 

しょうね 

うにして やれば、 いつも 上出来 だよ。 つまり 役の 性根 

は、 さると 人間が、 主人と 家来と 身分 を 取り かえた つ 


いでに、 ば かをりこうと 取り かえて、 とんだ あほうの 

取りち がえ、 これが 芝居のお かしい ところな の だ」 

し  ぢ おしまい 

『ジョ リク ー ル 氏の 家来』 は大 芝居と いうので はな 

かった から、 二十 分より 長く は 続かなかった。 ヴ イタ 

リス はわた したち にたび たび それ をく り 返させた。 わ 

たし は 主 人がず いぶん しんぼう 強いので おどろいた。 

これまで 村で よく 動物 をし こむ ところ を 見た が、 ひど 

くしかったり、 ぶったり してやつ としこむ のであった。 

ずいぶん けいこ は 長く やった が、 親方 は 一 度 もお こ つ 

たこと もなければ、 しかった こと もなかった。 

きび 

「さあ、 もう 一 度 やり直し だ」 とかれ は 厳しい 声で 言つ 


て、 いけない ところ を 直した。 「力 ピ、 それ はいけ ませ 

ん。 ジョ リク— ル、 気をつけない としかり ます ぞ」 

これが すべてであった。 しかし それで じゅうぶんで 

あった。 

わたし を 教えながら かれは 言った。 「なんでも けい 

こに は 犬 をお 手本に する がいい。 犬と さると を 比べて 

ごらん。 ジョ リク— ル はなる ほど はしつ こいし、 ちえ 

じゅうじゅん 

も ある けれども、 注意 もしない し、 従順で もない の 

だ。 かれは 教えられ たこと はわけ なく 覚える が、 すぐ 

それ を 忘れて しまう。 それに かれは 言われた こと を わ 

ざと しない。 かえって あべこべな こと をしたがる。 そ 


れ はこの 動物の 化 質 だ。 だから わたし は あれに 対して 

はお こらない。 さる は 犬と 同じ 良心 を 持たない。 あ 

ぎ む 

れには 義務と いう ことばの 意味が わかって いない。 そ 

れが 犬に おとる ところ だ。 わかった かね」 

「ええ」 

「おまえ はりこう で 注意深い 子 だ。 まあなん によらず 

すなおに、 自分の しなければ ならない こと を いっしょ 

お ま 

うけんめ いに する の だ。 それ を 一生 覚えて おいで」 

ゆうき 

こういう 話 をして いるう ち、 わたし は 勇気 を ふるい 

起こして、 芝居の けいこの あいだな により わたし を 

しつもん 

びっくり させた ことにつ いて かれに 質問した。 どうし 


て かれが 犬 やさる やわた しに 対して あんなに しんぼう 

強く やれる のであろう か。 

わら  ひゃくしょう 

かれは にっこり 笑った。 「おまえ は 百姓た ちの 

なかま 

仲間に いて、 手 あらく 生き物 を 取り あっかって は、 言 

ぼう 

うこと を 聞かない と 棒で ぶ つような ところば かり 見て 

きたの だろう。 だが それ は 大きな まちがい だよ。 手 あ 

やさ 

らく あっかった ところで いっこう 役に立たない。 優し 

くして やれば たいてい はう まく ゆく もの だ。 だから わ 

たし は 動物た ちに 優しくする ようにし ている。 むやみ 

にぶてば かれら は おどおどす るば かりだ。 もの を こわ 

がると ちえが にぶる。 それに 教える ほうで かんしゃく 


を 起こして は、 ついい つもの 自分と はちがつ たものに 

なる。 それで はい まお まえに 感心され たような しん ぼ 

う 力 は 出なかった ろう。 他人 を 教える もの は 自分 を教 

える もの だとい うこと が これで わかる。 わたしが 動物 

きょ うくん 

たちに 教訓 を あたえる の は、 同時に わたしが かれら 

から 教訓 を 受ける ことになるの だ。 わたし は あれら の 

ひんせい 

ちえ を 進めて やった が、 あれら はわた しの 品性 を 作つ 

て くれた」 

わたし は 笑った。 それが わたしに はきみ ように 思わ 

れた。 でも かれはな お続けた。 

「おまえ は それ をき みょう だと 思う か。 犬が 人間に 


教訓 を 授ける の はきみ ようだろう。 だが これ はほん 

とうだよ。 

すると 主 人が 犬 をし こもうと 思えば、 自分 のこと を 

かえりみなければ ならない。 その 飼い 丈 を 見れば 主人 

の 人が らも わかる もの だ。 悪人の 飼って いる 犬 はや は 

ごうと う 

リ悪 もの だ。 強盗の 犬 は どろぼう をす る。 ばかな 

ひゃくしょう 

百姓が 飼い犬 はばかで、 ものの わからな いもの だ。 

れいぎ  きしつ 

親切な 礼儀正しい 人 は、 やはり 気質の いい 犬 を 飼って 

いる」 

わたし は あしたお ぉぜ い の 前に 現れる という こと 

むね 

を 甲 5 うと、 胸が どきどきした。 犬 やさる はまえ から も 


う 何百 べんと なく やりつけて いるの だから、 かえって 

わたしより えらかった。 わたしが うまく 役 を やらな 

かったら、 親方 はなん と言うだろう。 見物 はなん と 言 

うだろう。 

わたし はくよ くよ 思いながら うとうと ねいった。 そ 

の ゆめの 中で、 おおぜいの 見物が、 わたしが なんてば 

かだろう と 言つ て、 腹 を かかえて 笑う ところ を 見た。 

あくる 日になる と、 いよいよ わたし は 心配で おどお 

しばい 

どしながら、 芝居 をす る はずの さかり 場まで 行列 を 

作って 行った。 

親方が 先に 立って 行った。 背の 高い かれは 首 を まつ 


すぐに 立て、 胸 を 前へ つき出して、 おもしろ そうに ふ 

ひょう-し 

えで ワルツ を ふきながら、 手足で 拍子 をと つて 行った。 

つづ  たいしょう ぐんぷく 

その後ろ に カピが 続いた。 イギリスの 大将の 軍服 を 

まねた 金モ ー ルで へり をと つた 赤い 上着 を 着、 鳥の 

羽根で かざった かぶと を かぶった ジョ リク ー ル がその 

背中に いばって 乗って いた。 

ゼ ルピノと ド ルスが、 ほどよく はなれて その あとに 

続いた。 

わたしが しんがり を 務めて いた。 わたしたちの 行列 

てきとう 

は 親方の 指図 どおり 適当な 間 をへ だてて 進んだ ので、 

かなり 人目に 立つ 行列に なった。 


ね 

なによりも 親方の ふく するどい ふえの 音に ひかれて、 

みんなう ちの 中から かけ 出して 来た。 とちゅうの 家の 

まど 

窓 という 窓 は 力— テンが 引き上げられた。 

子どもたちの 群れが あとから かけて ついて 来た。 や 

がて 広場に 着いた じぶんに は、 わたしたちの 行列に、 

はるか 多い 見物の 行列が つながって、 たいした 人 だか 

りであった。 

わたしたちの 芝居小屋 はさつ そく できあがった。 四 

むす 

本の 木に なわ を 結び 回して、 その 長方形の まん 中に わ 

じんど 

たした ち は 陣取った ので ある。 

番組の 第一 は 犬の 演じる いろいろな 芸当であった。 


わたし は 犬が なに をして いるか まるっきり わからな 

かった。 わたし はもう 心配で 心配で 自分の 役 を 復習 

きおく 

する ことにば かり 気を取られ ていた。 わたしが 記憶し 

ていた こと は、 親方が ふえ を そばへ 置き、 ヴ アイ オリ 

ンを 取り上げて、 犬の おどりに 合わせて ひいた ことで、 

それ は ダンス 曲で ある こ ともあれば、 静かな 悲しい 調 

子の 曲で ある こと もあった。 なわ 張りの 外に 見物 はぞ 

ろぞろ 集まって いる。 わたし は こわごわ 見回す と、 数 

知れない ひとみの 光が わたしたちの 上に 集まって いた。 

一 番の 芸当が 終わる と、 カピが 歯の 間に ブリキの ぼ 

んを くわえて、 お 客 さまが たの 間 をぐ るぐ る 回り を始 


めた。 見物の 中で 銭 を 入れない 者が あると、 立ち 止 

まって 一 一本の 前足 を このけ ちんぼう なお 客の かくしに 

当てて、 三度 ほえて、 それから 前足で かくし を 軽く た 

たいた。 それ を 見る とみんな 笑いだ して、 うれしがつ 

てと きの 声 を 上げた。 

ちょうしょう 

じょうだん や、 嘲 笑の ささやきが そこ ここに 起 

こった。 

「どうもり こうな 犬 じ やない か。 あいつ は 金 を 持って 

いる 人と いない 人 を 知っている」 

「そら、 ここに 手 を かけた」 

「出す だろう よ」 


「出す もんか」 

「おじさんから 遺産 を もらった くせに、 けちな 男 だな 

あ」 

ぎんか  まい  ふか 

さてとう とう 銀貨が 一 枚お く 深い かくしの 中から ほ 

り 出されて、 ぼんの 中にはい る ことにな つた。 その あ 

いだ 親方 は 一 言 ももの は 言わずに、 カピ のぼん を 目で 

見送りながら、 おもしろ そうに ヴァイオリン を ひいた 

とく い 

まもなく カピが 得意ら しく ぼんに いっぱ いお 金 を 入れ 

て 帰って来た。 

いよいよ 芝居の 始まりで ある。 

「さて だんな さまが たおよ び おくさまが たに 申し上げ 


ます」 

親方 は、 片手に 弓、 片手に ヴァイオリン を 持って、 

こうじょう  の 

身ぶ り をしながら 口上 を 述べ だした。 

「これより 『ジョ リク— ル 氏の 家来。 一名 とんだ あほ 

きげき 

うの 取りち がえ』 と 題し まする ゆかいな 喜劇 を ごらん 

にいれ たてまつります。 わたくし ほどの 芸人が、 手前 

きょうげん  こうのう  いちざ 

みそに 狂言の 功 能 をなら ベたり、 一座の 役者の ちょ 

ひん 

うちん 持ち をして、 自分から 品 を 下げる ような こと は 

ごん 

いたし ませぬ。 ただ 一 言 申します る こと は、 どうぞよ 

くよ くお 目 止められ、 お 耳 止められ、 お 手拍子 ごかつ 

さいの ご用 意 を 願って おく こと だけで ございます。 lg 


まリ」 

きげき 

親方 は ゆかいな 喜劇 だと 言った が、 じつは だんまり 

きょうげん 

の 身ぶ り 狂言 にす ぎな か つ た。 それ も その はずで、 

た て やく し や 

立 役者の 二人まで、 ジョ リク ー ルも、 カピも ひと 言 も 

口 はきけなかった し、 第三の 役者の わたし も ふた 言と 

は 言う ことが なか つ た。 

けれども 見物に 芝居 をよ くわから せる ために、 親方 

せつめい 

は 芝居の 進む につれ て、 かど かど を 音楽 入りで 説明し 

た。 

いさ  せんそう 

そこでた とえば 勇ましい 戦争の 曲 を ひきながら、 か 

れ はジョ リク— ル 大将が 登場 を 知らせた。 大将 はィ 


こうみょう  あらわ 

ンドの 戦争で たびたび 功名 を 現して、 いまの 高い 

地位に のぼった ので ある。 これまで 大将 はカピ という 

犬の 家来 を 一人 使って いたが、 出世して いてお 金が 取 

れて、 ぜいたくが できる ようにな つたので、 人間の 家 

来 を かかえようと 思って いる。 長い あいだ 動物が 人間 

の奴隸 であった けれども、 それが あべこべに なるとき 

が 来たので ある。 

は ま 

家来の 来る の を 待つ あいだに、 大将 は 葉巻き を ふか 

しながら あちこちと 歩き回る。 見物の 顔に かれが たば 

みもの 

このけ むり を ふっかける ふうと いったら、 見物で あつ 

た。 なかなか 来ない ので じれて、 人間が かんしゃく を 


起こす ときの ように 目玉 を くるくる 回し 始める。 くち 

びる を かむ。 じだんだ を ふむ。 三度 目に じだんだ を ふ 

ん だとき に、 わたしが カピに 連れられて 舞台に 現れ 

る - とになる。 

わたしが 役 を 忘れて いれば 犬が 教えて くれる はずに 

なって いた。 

やがて ころ 合いの じぶんに、 かれは 前足 を わたしの 

たいしょう  しょうか い 

はう へ 出して、 大将が わたし を 紹介した。 

た い しょ う 

大将 はわた し を 見る と、 がっかりした ふうで 両手 

を 上げた。 なんだ、 これが わざわざ 連れて来た 家来 か 

い。 それから かれは 歩いて 来て、 わたしの 顔 をぶ えん 


りよに ながめた。 そうして 肩 を そび やかしながら、 わ 

たしの 回り を 歩き回つ ていた。 その 様子が それ はこつ 

けいな ので、 だれも ふき 出さずに はいられなかった。 

見物が なるほど、 この さる はわた し を あほう だと 思 つ 

ているな となつ とくする。 そうして 見物 もや はり わた 

し を あほう だと 思い こんで しまう。 

芝居が また いかにも わたしの あほう さの 底が 知れな 

いように できて いた。 する ことなす ことにさる はかし 

こかった。 

しけん  すえ  たいしょう 

いろいろ とわたし を 試験 をして みた 末、 大将 はか 

あさめし  た 

わい そうにな つて、 とにかく 朝飯 を 食べさせる ことに 


する。 かれはもう 朝飯の 仕度ので きている テ— ブル を 

指さして、 わたしに すわれと いって 合図 をした。 

「大将の 考えで は、 この 家来に まあな にか 食べる もの 

でも 食べさしたら、 これほど あほうで もなくなる だろ 

うとい うのです が、 さて、 どんな もので しょうか」 と 

こ-つじよ-つ 

ここで 親方が 口上 を はさんだ。 

わたし は 小さな テ— ブルに 向か つ てこし を かけた。 

しょっき 

テ— ブルの 上に は 食器が ならんで、 さらの 上に ナプキ 

ンが 置いて あった。 この ナプキン を わたし はどう すれ 

ばいい のだろう。 

カピ がその 使い方 を 手 まねで 教えて くれた。 しばら 


くしげ しげと ながめた あとで、 わたし は ナプキンで 鼻 

をかん だ。 

t こいしよう  まら  おおわら 

そのと き 大将が 腹 を かかえて 大笑い をした。 そう 

して カピ はわた しの あほうに あきれ 返って、 四つ足で 

でんぐり返し を 打った。 

わたし はやり そこなった ことが わかった ので、 また 

ナプキン を ながめて、 それ を どう すれば いい かと 考え 

ていた。 

まる 

やがて 思いついた ことがあって、 わたし は それ を 丸 

ま  たいしょう  わら 

く 巻いて ネクタイ にした。 大将が もっと 笑った。 力 

ピ がまた でんぐり返し を 打った。 


そのうちとうと うがまん がし きれ なくなって、 大将 

がわた し をい すから 引きずり 下ろして、 自分が 代わり 

にこし を かけて、 わたしの ために ならべられ ている 

あさめし 

朝飯 を 食べ だした。 

ああ、 かれの ナプキン を あっかう ことのう まいこと _ 

いかにも 上品に 軍服の ボタンの 穴に ナプキン を はさん 

で ひざの 上に 広げた。 それから パン を さいて、 お 酒 を 

ゆうび 

飲む 優美な しぐさと いったらない。 けれどい よいよ 食 

きょう 

事が すんで、 かれが 小よう じ を 言いつけて、 器用に 歯 

をせ せって (つ ついて) 見せた とき、 割れる ほど 大 かつ 

さいが ほうぼうに 起こって、 芝居 はめで たくまい 納め 


た。 

「なんという あほうな 家来だろう。 なんという かしこ 

いさる だろう」 

やどや 

宿屋に 帰る 道み ち、 親方 はわた し を ほめて くれた。 

きげき やくしゃ 

わたし はもう りっぱな 喜劇 役者に なって、 主人から お 

ほめの ことば をいた だいて、 得意になる ほどに なった 

ので ある。 

読み書きの けいこ 


ヴィ タリス 親方の 小さな 役者の 一 座 は、 どうしてな 

かな かたつし ゃぞ ろい にはちが いなかつ たが、 その 曲 

目 はそう たくさんはなかった から、 長く 同じ 町に いる 

こと はでき なかった。 

ュッ セルに 着いて 三日 目に は、 また 旅に 出る ことに 

なった。 

今度 は どこ へ 行く のだろう。 

だいたん  しつもん 

わたし はもう 大胆に なって、 こう 質問 を 親方に 発し 

てみ た。 

「おまえ はこの へんの こと を 知ってい るか」 と、 かれ 

はわた しの 顔 を 見ながら 言った。 


「いいえ」 

「じゃあ なぜ、 どこへ 行く と 言って 聞く の だ」 

「知りたい と 思って」 

「なに を 知りたい の だ」 

わたし はなん と 答えて いいかわ からない ので、 だ 

まっていた。 

「おまえ は 本 を 読む こと を 知つ ている か」 

かれはし ばらく 考え深そう にわたしの 顔 を 見て、 こ 

うたず ねた。 

「いいえ」 

「本に はこれ から わたしたちが 旅 をして 行く 土地の 名 


やむ かしあった いろいろな ことが 書いて ある。 一度 も 

そこへ 来た ことが なくっても、 本 を 読めば まえから 知 

る ことができる。 これから 道み ち 教えて あげよう。 そ 

れは おもしろ いお 話 を 聞かせても らうよう な もの だ」 

わたし はまる つきり もの を 知らずに 育った。 もっと 

もた つた ひと 月 村の 学校に 行った ことがあった。 けれ 

ど その 月 じゅう わたし は 一 度 も 本 を 手に 持った こと は 

なかった。 わたしが ここに 話 をして いる 時代に は、 フ 

ランスに 学校の ある こと を じまんに しない 村が たくさ 

ん あった。 よし 学校の 先生の いる 所で も、 その 人 はな 

ん にも 知らない か、 さもなければ なに かほ かに 仕事が 


あずか 

あって、 預 つた子 どもの 世話 をろ くろくしない 者が 

多 か つ た。 

わたしたちの 村の 学校の 先生が やはり それであった。 

それ は 先生が もの を 知らないと いうので はない が、 わ 

たしが 学校に 行って いる ひと 月 じゅう かれはた だの 一 

課 を すら 教えなかった。 かれは ほかにす る ことがあつ 

た。 その 先生 は 商売が くつ 屋 であった。 いや だれも そ 

こから 皮の くつ を 買う 者が なか つたから、 ほんとう は 

木ぐ っ屋 だと 言った ほうがいい。 かれは 一 日 こしかけ 

にこし を かけて 木ぐ つ にす るけ やき やくる みの 木 をけ 

ずって いた。 そういう わけで わたし はなに も 学校で は 


教わらなかった し、 ABC を すら 教わらなかった。 

「本 を 読む つて むずかしい ことで しょうか」 

わたし はしば らく 考えながら 歩いて、 こう 聞いた。 

「頭のに ぶい 者に は むずかし いが、 それよりも 習いた 

い 気のない 者に はも つとむず かしい。 おまえの 頭 はに 

ぶい かな」 

「ぼく は 知りません。 けれども 教えて くだされば 習い 

たいと 思います」 

「よしよ し、 考えて みょう。 まあ、 ゆっくり 教えて あ 

げ よう。 たっぷり ひま は あるから ね」 

たっぷり ひまが あるから ゆっくり やろう。 なぜす ぐ 


に 始めない のだろう。 わたし は 本 を 読む こと を 習う の 

が どんなに むずかし いか 知らなかった。 もう 本 を 開け 

れば すぐに 中に 書いて ある ことが わかる ように 思 つ て 

いた。 

その あくる 日歩いて 行く とちゅう、 親方 はこし を か 

がめ て、 ほこり を かぶった 板 きれ を 拾い上げた。 

「はら、 これが おまえの 習う 本 だ」 とかれ は 言った。 

なに この 板 きれが 本 だと は。 わたし はじょう だん を 

言って いるの だろうと 思って、 かれの 顔 を 見た。 けれ 

どかれ はいつ こうに まじめな 顔 をして いた。 わたし は 

木 ぎれ を じ つ と 見た。 


それ はう でぐ らい 長さが あって、 両手 をなら ベた く 

らい はばが あった。 そのうえに は 字 も 絵 も 書いて はな 

かった。 

わたし はから かわれる ような 気がした。 

「あすこの 木の かげへ 行って 休んで からにしょう。 そ 

こで どういう ふうに わたしが これ を 使つ て、 本 を 読む 

こと を 教える か、 話して あげよう」 と 親方 は 言って、 

わたしの びっくりし たような 顔 を 笑いながら 見た。 

わたしたち は 木の かげへ 来る と、 背嚢 を 地べたに 下 

ろして、 そろそろ ひなぎくの さいている 青草の 上に す 

わった。 ジョ リク ー ル はくさり を 解いて もらった ので、 


さっそく 木の 上に かけ 上がって、 くるみ を 落とす とき 

のように、 こちらの えだから あちらの えだ を ゆすぶ つ 

まる 

て さわいで いた。 犬た ち は くたびれて 回りに 丸くな つ 

ていた。 

親方 はかくし から ナイフ を 出して、 いまの 板 きれの 

り よ うが わ 

両側 をけ ずって、 同じ 大きさの 小 板 を 十二 本 こしら 

えた。 

「わたし はこの 一 本 一 本の 板に 一 つず つの 字 を ほ つ て 

あげる」 とかれ はわた しの 顔 を 見ながら 言った。 わた 

し はじつ とかれから 目 を 放さなかった。 「おまえ はこ 

お ま 

の 字 を 形で 覚える の だ。 それ を 一 目 見て なんだ という 


ことが わかれば、 それ を いろいろに 組み合わせ てこと 

ばに する けいこ をす るの だ。 ことばが 読める ようにな 

れば、 本 を 習う ことができ るの だ」 

やがて わたしの かくし は その 小さな 木 ぎれ で いっぱ 

アベ セ  お ぼ 

いに なった。 それで ABC の 字 を 覚える のに ひま はか 

からなかった けれども、 読む こと を 覚える の は 別の 仕 

事であった。 なかなか 早く はいかな いので、 ときには 

なぜ こんな もの を 教わりた いと 言いだ した かと 思 つ て 

後悔した。 でも これ は、 わたしが なまけ 者で もな く、 

負けお しみが 強かった からで ある。 

わたしに 字 を 教えながら 親方 は、 それ を いっしょに 


カピ にも 教えて みようかと 思い立った。 犬 は 時計から 

さが  お ぼ 

時間 を 探し出す こと を 覚えた くらいだ から、 文字 を覚 

えられない ことはなかった。 それで カピ とわたし は 同 

級 生に なって、 いっしょに けいこ を 始めた。 犬 はもち 

ろん 口で 言え ないから、 木ぎ れが 残らず 草の 上に まき 

散らされ ると、 かれは 前足で、 言われた 文字 を その 中 

から 拾い出して 来なければ ならなかった。 

はじめは わたし もカピ より はずつ と 進歩が 早かった。 

リ かい  ものお ぼ 

けれど わたし は 理解 こそ 早かった が、 物覚え は、 犬の 

ほうがよ かった。 犬 は 一度 物 を 教わる と、 いつも それ 

を 覚えて 忘れる ことがなかった。 わたしが まちがう と 


親方 は ， ^ う 言う ので ある。 

「カピ の はう が 先に 読む こと を 覚える よ、 ルミ」 

そう 言う とカピ はわ か つたら しく、 得意に な つ て 

しつ ぼ を ふ つ た。 

そこで わたし はくやし くな つて 気 を 入れて 勉強した。 

それで 犬が や つ と 自分の 名前の 四つ の 字 を 拾い出して 

つづる ことし かで きないのに、 わたし はとうとう 本 を 

読む こと を 覚えた。 

「さて、 おまえ はことば を 読む こと は 覚えた が、 どう 

だね、 今度 は譜を 読む こと を 覚えて は」 と 親方が 言つ 

た。 


お ま 

「譜を 読む こと を 覚える と、 あなたの ように 歌が 歌え 

ます か」 とわたし は 聞いた。 

「ああ。 そうすると おまえ も わたしの ように 歌が 歌い 

たいと 思う のかい」 と 親方が 答えた。 

「とても そんなに よく はでき そう もな い と 思います け 

れ ども、 少し は 歌いたい と 思います」 

「じゃあ わたしが 歌 を 歌う の を 聞く の は 好き かい」 

「ええ、 わたし は、 なにより それが 好きです。 それ は 

うぐいすの 歌より ずっと 好きです。 けれども まるでう 

ぐいす の 歌と はちが いますね。 あなたが 歌って おいで 

な 

になる と、 ぼく は 歌のと おりに 泣きた くなる こと も あ 


るし、 笑いた くなる こと もあります。 ばか だと 思わな 

しず 

いでく ださい。 あなたが 静かに さびしい 歌 をお 歌いに 

なると、 わたし はまた バルブ レンのお つか あの 所へ 

帰った ような 気がする のです。 目 をふさいで 聞いて い 

ると、 また うちにい るお つか あの 姿が 目に うかび ま 

すけれ ども、 歌 は イタリア 語 だから わかりません」 

わたし は あお 向いて かれ を 見た。 かれの 目に はなみ 

だが あふれて いた。 そのと きわたし はことば を 切って 

「気にさ わった のです か」 とたず ねた。 

かれは 声 を ふるわせながら 言った。 「いいや、 気に 

さわる なんとい うこと はない よ。 それ どころ かお まえ 


は、 わたし を 遠い 子どもだった むかしに もどして くれ 

た。 そうだ、 ルミ や、 わたし は 歌 を 教えて あげよう。 

なさ 

そうして おまえ は 情け深い たちだから、 やはり その 歌 

で 人 を 泣かせる こと もで きる し、 人に ほめられ るよう 

にもなる だろう」 

かれは 言い かけて ふと やめた。 わたし はかれが その 

とき、 そのうえに 言う こと を 好まない らし い のが わ 

かった。 わたしに はかれが そんなに 悲しく 思う わけが 

わからなかった。 でも あとに なって、 それ は ある 悲し 

じじょう  はじ 

い 事情から 初めて わかった。 いずれ わたしの 話の 進ん 

だとき、 それ を 言う おりが あるで あるう。 


その あくる 日、 かれは 小さく 木 を 切って 文字 を 作つ 

ぉレぷ 

たと 同様に 音譜 を こしらえた。 

音譜 は ABC より 入り くんで いた。 今度 は 習う のに 

まね  お 

もい つそう 骨 も 折れた し、 たいくつで もあった。 あれ 

ほど 犬に 対して しんぼうの いい 親方 も、 一度なら ず わ 

たしに はかん にんの 緖を 切った こと もあった。 かれは 

さけんだ。 

ちくしょう 

「 畜生 に対して は、 かわいそうな、 口の きけ ない もの 

だと 思って がまんす る けれど、 おまえで はまった く 気 

しばい 

ちがいに させられる」 と、 こうかれ は 言って、 芝居の 

ように 両手 を 空に 上げて、 急に また 下に 下ろして、 は 


自分が おもしろ いと 思う と、 まね をして はお もしろ 

がって いる ジョ リク ー ルは、 今度 も 主人の 身ぶ り を ま 

ねて いた。 毎日 わたしの けいこの ときに、 さる はいつ 

も そばに いるので、 わたしが つかえで もす ると、 その 

たんびに がっかりした 様子 をして、 かれが 両 うで を 空 

に 上げて、 また 下に 下ろして は、 もも を 打つ ところ を 

見る と、 わたし はしょげ ずに はいられなかった。 

「ご覧、 ジョ リク— ル までが、 おまえ をば かにして い 

る」 と 親方が さけんだ。 

わたしが 思い切った 子なら、 さるが ばかにし ている 


の は 生徒ば かりで はなく、 先生まで もば かにして いる 

しつれい 

の だと 言って やりたかった。 けれども 失礼 だと 思った 

し、 こわさ もこ わい のでえん りよして、 心のう ちで そ 

まんぞく 

う 思う だけで 満足した。 

とうとう 何 週間 もけい こ を 続けて、 わたし は 親方が 

書いた 紙から、 曲 を 読む ことができる ようになった。 

もう 親方 も、 両手 を 空に 上げなかった。 それ どころ か 

かえって、 歌う たんびに ほめて くれて、 この 調子で た 

ゆまず やって ゆけば、 きっとえ らい 歌うたい になれ る 

と 言つ て くれた。 

むろん これ だけの けいこが 一 日で できあがる はず は 


なかった。 何 週間の あいだ 何 か 月の あいだ、 わたしの 

かくし はいつ も 小さな 木 ぎれ で、 いっぱい になって い 

た。 

かぎょう 

しかし、 わたしの 課業 は 学校に はいって いる 子ども 

きそく 

の それの ように、 規則正しい ものではなかった。 親方 

が 課業 を 授けて くれる の は、 その ひまな 時間 だけで 

あった。 

毎日 決まった 道のり だけ は 歩いて 行かなければ なら 

なかった。 もっとも その 道の リは 村と 村との 間が 遠い 

か 近い か、 それによ つて 長 くもなり 短 くもなった。 い 

しゅうにゅう  きかい 

くら かで も、 仅 入の ある 機会 を 見つけし だい、 そこ 


しばい 

で 止まって 芝居 をうた なければ ならなかった。 犬た ち 

し  ふくしゅう 

ゃジ ョ リク— ル 氏に 役々 の 復習 を もさせなければ な 

あさめし ひるめし 

ら なかった。 朝飯 も 昼飯 もてん でんに 自分で 用意し な 

ければ ならなかった。 読書な り 音楽な りの 仕事 は、 つ 

まりそう いう ものの すんだ あとの ことであった。 まあ 

きゅうけい 

いちばん よく 教えても ちった の は、 休憩の 時間で、 木 

の 根 かた や、 小 砂利の 山の 上 や、 または 芝生な り、 道 

ばた の 草の 上が、 みんな わたしの 木 ぎれ をなら ベる 

机が 代わりに なった。 

きょういくほう 

この 教育法 はふ つうの 子どもの 受ける それと は、 

少しも 似た ところがなかった。 ふつうの 子どもなら、 


ただ 勉強す る ほかに 仕事 はない し、 それでも かれら は 

しじゅう あたえられた 宿題 を やる 時間がない とい つ 

て、 ぶつ ぶ つ 言う ので ある。 

けれど、 勉強に 使う 時間の あるな しよりも、 もっと 

せんねん 

たいせつな ものが あった。 それ は その 仕事に 専念す る 

さず  かぎょう お ぼ 

という ことであった。 授かった 課業 を 覚える の は、 覚 

える ために 費され る 時間で はなく つて、 それ は 覚え 

たいと 思う 熱心であった。 

幸いに わたし は、 ぐるりに 起こる 出来事に 心 をう ば 

われる ことなしに、 むちゅうに 勉強ので きる たちで 

あった。 もし その じぶん わたしが、 部屋の 中に 閉じ こ 


もって、 両手で 耳 をふさいで、 目 を 本に はりつけ たよ 

うにして いるので なければ、 勉強ので きない 生，" 徒の よ 

うで あったら、 わたしに なにが できたろう、 なにもで 

き はしない。 なぜと いうに、 わたしに は、 閉じこもる 

部屋 もなかった。 往来に 沿って 前へ 前へ と 進みながら、 

ときどきもう つまずいて たおれそう になる ほど 痛い 足 

の 先 を、 見つめ 見つめして ゆかなければ ならなかった。 

お ま 

だんだん わたし はお かげで いろんな こと を 覚えた。 

さず  かぎょうい じょう  ゆうえき 

と 同時に 親方の 授けて くれた 課業 以上に 有益な 長い 旅 

行 をした。 わたしが バルブ レンのお つか あの 所に いた 

じぶんに は、 ごくやせ つぼち な 子どもであった。 みん 


なが わたし を 見て 言った ことばで、 その 様子 はよ くわ 

かる。 「町の 子ども だ」 と、 バルブ レン は 言った し、 「ひ 

どく ひょろひょろした 手足の 子 だ」 と 親方 は 言った。 

ところが 親方の あとに ついて、 広い 青空の 下に 困難 

な 生活 を 続けて いる あいだに、 わたしの 手足 は 強くな 

り、 肺臓 は 発達し、 皮膚 は 厚くな り、 ちょうど かぶと 

を かぶ つたよう に 寒さ を も 暑さ を もしの ぐ ことができ 

るよう にな つ た。 

で ししゅぎ よう 

こうして、 このつ らいお 弟子 修業のお かげで、 わた 

し は 少年 時代に、 たいていの 困難に 打ち勝って ゆく 力 

を 養う ことので きたの は、 あとで 思えば ひじょうな 


幸福であった。 


山 こえて 谷 こえて 

ちゆうおう 

わたしたち は フランスの 中央 の 一 部、 たとえば 口  — 

ヴ エルニュ、 ル. ヴ レ—、 ル. リヴァ レ—、 ル • ケル 

シ ー、 ル • ル —エルダ、 レ • セヴェ ンネ、 ル • ラング 

ドックと いうよう な 土地 土地 をめ ぐって 歩いた。 

わたしたちの 流行 はしごく 簡単であった。 どこでも 

かまわず まっすぐに 出かけて 行って、 あまり びんぼう 


でない 町 だと 見る と、 まず 行列 を 作る 用意 を 始めて、 

犬た ちに 着物 を 着せ かえて ゃリ、 ド ルスの 髪に くし を 

入れて やる。 カピが 老兵の 役 を やって いると き は、 目 

ほうたい  さいご 

の 上に 包帯 をして やる。 最後に いやがる ジョ リク ー ル 

に 大将の 軍服 を 着せる。 これが なにより いちばん 

やっかいな 仕事であった。 なぜと いうに この さる は、 

これが 仕事に かかる まえぶれ だとい うこと を 知りす ぎ 

る ほど 知っていて、 なんでも 着物 を 着させまい とする 

ために、 それ はお かしな 芸当 を 考え出す のであった。 

そこで わたし はしかた がない から カピを 加勢に 呼んで 

来て、 一 一人が かりで どうやらこう やらお さえつけ て、 


言う こと を 聞かせる ので あ つ た。 

さて 一 座 残らずの 仕度が できあが ると、 ヴィ タリス 

親方 は 例の ふえで マ ー チを ふきながら 村の 中へ はいつ 

て 行く。 

そこで われわれの あとから ついて 来る 群衆 の 数が 

相応に なると、 さっそく 演芸 を 始める が、 ほんの 二、 

三人 気まぐれな 冷やかしのお 客 だけ だとみ ると、 わざ 

わざ 足 を 止める 値打ち もない ので、 かまわず ずんずん 

進んで 行く。 

一 つの 町に 五、 六日 も 続けて 滞留いて いるよう な 

ときには、 カピ がつ いてい さえ すれば、 親方 はわた し 


を 一人 手放して 外へ 出して くれた。 親方 はつ まり わた 

し を カピに 預けた ので ある。 

「おまえ は 同じ年 ごろの 子どもが たいがい 学校に 行つ 

ている 時代に、 ひ よんな ことから フランスの 国 じゅう 

を 歩く 回り合わせ になって いるの だ」 と 親方 は あると 

きわたし に 言った。 「だから 学校へ 行く 代わりに、 自 

お ま 

分で 目 を 開いて、 よくもの を 見て 覚える の だ。 見て わ 

し つもん 

からない ものが あったら、 かまわずに わたしに 質問す 

るが いい。 わたし だってなんでも 知っている わけで は 

まんぞく 

ない が、 一 とおりお まえの 知りたい 心 を 満足させる だ 

けの こと はでき るだろう。 わたし もい まの ような 人間 


でば かりはなかった。 かなりむ かし はいろ いろ ほかの 

気の きいた こと も 知っていた」 

「どんな こと を」 

「それ はまたい つか 話そう よ。 ただ まあ、 むかしから 

犬 やさる の 見世物 師 でもな か つたこと だけ 知って もら 

えば よい。 なんでも 人間 は 心がけし だいで、 いちばん 

ひく  いち  いち 

低い 位置から どんなに も 高い 位置に 上る ことができる。 

お ま 

これ も 覚えて いても らいたい。 それでお まえが 大きく 

おんがくし 

なった とき、 どうか まあ、 気の どくな 旅の 音 楽師が 自 

やしな おや 

分 を 養 い 親の 手から 引き さら つ て 行 つた ときには、 

つらく もこ わく も 思った ような もの も、 つまり それが 


よろこ 

よかった の だと 思って、 喜んでくれ ると きがあれば 

きょうぐう  か 

いいと 思う の だ。 まあ、 こうして 境遇の 変わる のが、 

つまり はお まえの ために 悪く はない かもしれ ない の だ 

からな」 

いったい この 親方 はもと はなんで あったろう、 わた 

し は 知りたい と 思った。 

さて わたしたち はだん だん めぐりめ ぐ つて 行って、 

口 ー ヴ エルニュから ケルシ —の 高原に はいった。 これ 

はお そろし くだ だつ 広く つて あれて いた。 小山が 波の 

ようにう ねって いて、 開けた 土地 もなければ、 大きな 

じゅち く 

樹木 もなかつ たし、 人通り はごく 少なかった。 小川 も 


なければ 池 もない。 所 どころ 水が かれきって、 石ば か 

りの 谷川が 目に はいる だけであった。 その 原っぱの ま 

ん 中に バス チ ー ド • ミュ ラ— という 小さな 村が あった。 

やどや  ものお  す 

わたしたち はこの 村の ある 宿屋の 物置きに 一 夜 を 過ご 

した。 

「そうだ、 この 村だった よ」 とヴ イタ リス 親方が 言つ 

た。 「しかも この 同じ 宿屋だった かもしれ ない が、 の 

ぐんぜい  ひき  たいしょう 

ちに 何 万と いう 軍勢 を 率いる 大将が ここで 生まれた 

の だ。 初めはう まやの こぞうから 身 を 起こして、 

こうしゃく 

公爵が なり、 のちに は 王 さまになった。 名前 をミュ 

ラ ー と 言った。 みんなが その 人 を 英雄と 呼んで、 この 


村 を も その 名前で 呼ぶ ことにな つた。 わたし は その 男 

を 知っていた。 たびたび いっしょに 話 をした こと も 

あった」 

わたし もさす がに ことば を はさまずに はいられな 

かった。 

「うまやの こぞう だ つ たと きに です か」 

「いいや」 と 親方 は 笑いながら 答えた。 「もう 王 さま 

はじ 

だった じぶんに だよ。 今度 初めて わたし はこの 地方に 

やって来 たの だ。 わたし は その 男が 王 さまだった ナポ 

きゅうでん 

リの 宮殿 で 知り合い になった の だ」 

「あなた は 王 さまと 知り合い なのです か」 


わたしの こうい つた 調子 は 少し こっけいで あつたと 

みえて、 親方 はさ も ゆかい そうに 笑いだ した。 

わたしたち はう まやの 戸の 前の こしかけ にこし を か 

けて、 昼間の 太陽の ぬくもりの まだ 残って いるかべ に 

背中 をお しっけて いた。 われわれの 頭の 上に おつかぶ 

さ つてい る 大きない ちじくの 木の 中で 夕ぜ みが 鳴いて 

おもや  まんげつ 

いた。 母屋の 屋根の 上に は、 いま 出た ばかりの 満月が 

静かに 青空に 上が つ ていた。 その 日 は 昼間 こげる よう 

に 暑かった ので、 それが いっそう 心持ちよ く 思われた。 

「おまえ、 とこに はいりた いか」 と 親方 はたず ねた。 

「それとも ミュ ラ— 王の 話で もしても らいたい と 思う 


か」 

「ああ、 どうぞ そのお 話 をして ください」 

そこで 親方 はわた しと こしかけの 上に いる あいだ、 

長物 語 をして くれた。 親方が 話 をして いるう ちに、 だ 

ん だん 青白い 月の 光が ななめに さしこん できた。 わた 

し はむ ちゅうに なって 耳 を 立てた。 両方の 目 をす えて 

じ つ と 親方の 顔 を 見て いた。 

わたし はまえ にこん なむ かし 物語な ど を 聞いた こと 

がなかった。 だれが そんな 話 をして 聞かせよう。 バル 

プレンの おつか あは とても 話す わけがない。 かの 女 は 

そんな 話 は 少しも 知らなかった。 かの 女 はシャ ヴァノ 


ンで 生まれて、 たぶん は そこで 死ぬ のだろう。 かの 女 

の 心 は 目で 見る かぎり を こえて 先へ は 行かな か つ た。 

いただき 

それ も アンドゥ— ズ 山の 頂 から 見晴らす 地平線 上に 

かぎ 

限られて いた。 

わたしの 親方 は 王 さまに 会った ことがある。 その 王 

さま はかれと 話 をした。 いったい この 親方 は 若い とき 

なんであった ろう。 それが どうして この 年に なって、 

いまの ような 身の上に な つたの だろう …… 

え いびん  はたら  おさな そうぞう  こうきしん 

わたしの、 活発に 鋭敏に 働く 幼い 想像と 好奇心 は、 

この 一 つの ことにば かり 働いた。 


七 里ぐ つ を はいた 大男 

南部 地方の 高原の かわきき つた 土地 を はなれて のち、 

わたしたち は、 いつも 青 あおとした 谷間の 道 を 通って、 

旅 を 続けた。 これ はド ルド— ニュ 川の 谷で、 わたした 

ち は 毎日 少しずつ この 谷 を 下りて 行った。 なにしろ こ 

ゆた  じゅうみん したが  ふうき 

の 地方 は 土地が 豊かで、 住民 も 従って 富貴であった 

こうぎょう  れ い 

から、 わたしたちの 興行 の 度数 もし ぜん 多くな リ、 例 

のカピ のお ぼんの 中へ もなかな かたく さんのお 金が 投 

げこ まれた。 


きリ 

ふと 空中に、 ふう わりと ちょうど 霧の 中に くもの 糸 

でつ り 下げられ たように、 橋が 一 つ、 大きな 川の 上に 

かかって いた。 川 は その 下に ごく おだやかに 流れて い 

た —— これ は キュブ ザ ックの 橋で、 川はド ルド— ニュ 

川であった。 

あれた 町が 一 つ、 そこに は 古いお ほり も あり、 岩屋 

とう  しゅうどう いん 

も あり、 塔 もあった。 修道院の あれた へいの 中には、 

そうき 

せみが 雑木の 中で、 そこ ここに 止まって 鳴いて いた I 

I これ は セン テ ミリオン 寺であった。 

きおく 

けれど それ もこれ もみん なわた しの 記憶の 中で こん 

がらが つて、 ぼやけて しまって いるが、 その のちほど 


いんしょう  けしき  あらわ 

なく、 ひじょうに 強い 印象 を あたえた 景色が 現れた。 

それ は 今日で も ありあり と、 全体のう きぼりが さなが 

ら 目の前に 現れる くらい あざやかであった。 

わたしたち は ある ごく びんぼうな 村に 一 夜 を 明かし 

て、 あくる 日夜の 明けない うちから 出発した。 長い あ 

いだ わたしたち は、 ほこりつ ぼい 道 を 歩いて 来て、 

りょうがわ 

両側 に はし じゅうぶ どう 畑ば かり を 見て 来たの が、 

ふと、 それ は あたかも 目 を さえぎつ ていた 窓 かけが ぱ 

らリと 落ちた ように、 眼界が 自由に 開けた。 

大きな 川が 一 つ、 わたしたちの そのと き 行き着いた 

丘の ぐるり を ゆるやかに 流れて いた。 この 川の はるか 


ふきそく 

向こうに 不規則に ゆがんだ 地平線まで は、 大都市の 屋 

しょ うろう  つ づ  ち 

根 や 鐘楼が 続いて 散らばつ ていた。 どれが 家だろう。 

どれが えんとつだろう。 中で いちばん 高い、 いちばん 

細い のが、 五、 六 木、 柱の ように 空につつ 立って、 そ 

の てっぺん からまつ 黒な けむり を ふき 出して は、 風の 

まう え 

なぶる ままに、 たなびいて、 町の 真上に 黒い ガスの 雲 

を わかして いた。 川の 上に は、 ちょうど 中 ほどの 河岸 

そ  てい はく 

通りに 沿って 数 知れない 船が 停泊して、 林の ようにな 

まま 〕 ら  また 

らんだ 帆柱 や、 帆づ なや、 それに いろいろの 色の 旗 を 

風にば たばた 言わせながら おし 合いへ し 合いして いた。 

がんがん ひ びく 銅 や 鉄 の 音 やつち の 音、 そういう 物音 


の 中に、 河岸 通り をから から 走って 行く たくさんの 車 

の 音が 交じ つ て 聞こえた。 

「 ザ J れがボ ル ド— だ」 と 親方が わたし に 言 つ た。 

わたしの ような 子どもに と つ て は  その 年まで せ 

いせい クル— ズ のびん ぼう 村 か、 道み ち 通って 来たい 

くつ かのちつ ぼけな 町の ほかに 見た ことのない 子ども 

にと つて は、 これ はおとぎ 話の 国であった。 

なに を 考える ともなく、 わたしの 足 はし ぜんと 止 

まった。 わたし はじつ と 立ち止まった まま、 前の ほう 

を ながめたり、 後ろの ほう を ながめたり、 ただもう ぼ 

ん やり そこら を 見回して いた。 


しかし、 ふと わたしの 目 は 一点に とどまった。 それ 

は 川の面 をふさいで いる おびただしい 船であった。 

つまり それ はなんだ かわけ の わからない、 ごたごた 

した 活動で あつたが、 それが 自分で も はっきり つかむ 

きょうみ 

ことので きない、 ひじょうに 強い 興味 を わたしの 心に 

ひき 起こした。 

いくそう かの 船 は 帆 を いっぱいに 張って、 一方に か 

たむ きながら、 ゆうゆうと 川 を 下って 行く と、 こちら 

から は 反対に 上って 行った。 島の ように 動かずに 止 

まって いるもの も あれば、 どうして 動いて いるか わか 

ら ないで、 くるくる 回って いる 始 もあった。 最後に も 


まま しら 

う 一 つ、 帆柱 もなければ、 帆 もな しに、 ただえん とつ 

の 口から 黒い けむりの うず を 空に 巻きながら、 黄ばん 

だ 水の 上に 白い あわの あぜ を 作りながら、 ずんずん 

走って いるもの もあった。 

まんちょう 

「ちょうど いまが 満潮 だ」 と 親方 はこ ちらから 問い 

かけ もしない のに、 わたしのお どろいた 顔に 答えて 

言った。 

こうか い 

「長い 航海から 帰って来た 船 も ある。 ほら、 ペンキが 

はげて さびついた ようになって いるだろう。 あすこへ 

は 港 を はなれて 行く 船が ある。 川の まん 中に いる 船が 

満潮に かじ を 向ける ような ふうに、 いかりの 上で くる 


くる 回って いる。 けむりの 雲の 中 を 走って 行く 船 は 引 

き 船 だ」 

わたしに とって はなん という ことばであろう。 なん 

と いう 目新しい 事実であろう。 

わたしたちが、 パス チ ー ドとボ ルド— を 通じてい る 

橋の 所へ 来る までに、 親方 はわた しが 聞きたい と 思つ 

しつもん 

た 質問の 百 分の 一 に 答える だけの ひま もなかった。 

これまで わたしたち はけつ してと ちゅうの 町で 

ながとう リ ゆう 

長 逗留 をす る ことはなかった。 なぜと いうに、 しじゅ 

ひつよう  こうぎょう 

う 見物 を かえる 必要から、 しぜん 毎日 興行 の 場所 を 

も 変えなければ ならなかった。 それに 『名高い ヴ イタ 


いちざ  きょうげん げいだい 

リス 親方の 一座』 の 役者で は、 狂言の 芸題を いろいろ 

にかえて ゆく 自由が きかなかった。 『ジョ リク ー ル氏 

たいしょう  せいぎ  しょう：：'  げざい 

の 家来』 『大将の 死』 『正義の 勝利』 『下剤 を かけた 病 

し ゆ  しば い 

人』、 そのほか 三、 四 種の 芝居 を やって しまえば、 もう 

い ち ざ  げぃ  た ねぎ 

おしまいであった。 それで 一座の 役者の 芸は 種切れで 

あった。 そこで また 場所 を 変えて、 まだ 見ない 見物の 

きょうげん  あいか 

前で、 これらの 狂言 を、 相変わらず、 『下剤 を かけた 

病人』 か、 『正義の 勝利』 を やらなければ ならなかった。 

しかし、 ボ ルド— は 大都会で ある。 見物 は 容钋に 入 

►  J うぎ よ う 

れ かわったし、 場所 さえ 変える と 毎日 三、 四 回の 興行 

をす る ことができた。 それでも カオ ー ルに 行った とき 


のように、 『い つで も 同じ ことば かりだ』 とど なられる 

ような ことはなかった。 

ボ ルド— を 打ち上げてから、 わたしたち はポ ー へ 行 

かなければ ならなかった。 そのと ちゅうで は 大きな さ 

ばく を こえなければ ならな か つ た。 さばくは ボ ルド ー 

の 町の 門から ピ レネ— の 連山まで 続いて いて、 『ラン 

ド』 という 名で 呼ばれて いた。 

もう わたし もお とぎ 話に ある 若い はつかねずみ のよ 

きょうたん  きょう、.^  たね 

うに、 見る もの 聞く ものが 驚嘆 や 恐怖の 種になる と 

いうよう な ことはなかった。 それでも わたし はこの 旅 

行の 初めから、 親方 を 笑わせる ような 失敗 を 演じて、 


ポ ー に 着く まで、 そのため なぶられ どお しに なぶられ 

る ほかはなかった。 

わたしたち は 七、 八日の ちボ ルド ー を 出発した。 ガ 

えんがん 

ロン ヌ川 沿岸の 土地 を 回った のち、 ランゴンで 川 を は 

なれて、 モン • ド • マル サンへ 行く 道 をと つた。 その 

道 はつ ま 先 下がりに 下がって いった。 もうぶ どう 畑 も 

ぼくじょう  かじゅえん 

なければ、 牧場 もない。 果樹園 もない、 ただ まつと 

かんぼく 

灌木の 林が ある だけであった。 やがて 人家 も だんだん 

少なくな り、 だんだん みすぼらしく なった。 とうとう 

わたしたち は 大きな 高原の まん 中に いた。 所 どころ 

こうてい  とど  はたち 

高低 はあって も、 日の 届く かぎり 野原であった。 畑地 


もなければ 森 もない、 遠方から 見る とた だ 一色の ねず 

りょうがわ 

み 色の 土地であった。 道の 両側が うす 黒い こけ や、 

かんぼく 

しなびき つた 灌木 や、 いじけた えに しだで おおわれて 

いた。 

「わたしたち は ランドの 中に 来たの だ」 と 親方が 言つ 

た。 「この さばくの まん 中まで 行く に は 二十 里 か 二十 

五 里 (八十 キロ か 百 キロ) 行かなければ ならない。 し 

つかり 足に 元 気をつけ るの だぞ」 

元 気をつけなければ ならな い の は 足 だけで はな か つ 

むね 

た。 頭に も、 胸に も、 元 気をつけなければ ならな かつ 

た。 なぜと いって、 もう 終わる 時の ないように 広い さ 


ばくの 道 を 歩いて 行く とき、 だれでもばん やりして、 

わけの わからない 悲しみと、 がっか リ したよう な 心 持 

ちに 胸が ふさがる のであった。 

そのの ち も わたし はたびた び 海上の 旅 をした が、 い 

つも 大洋の まん 中で 帆 かげ 一 つ 見えない とき、 わたし 

むじん 

はや はりこの 無人の 土地で 感じた とおりの 言いよう も 

ない 悲しみ を、 また 経験した ことがあった。 

大洋の 中に いると 同様に、 わたしたちの 日 は 遠い 

あきぎ り  とど 

秋 霧の 中に 消えて いる 地平線まで 届いて いた。 ひたす 

こうばく  たんちょう  はいいろ 

ら 広漠と 単調が 広がって いる 灰色の 野の ほかに、 な 

にも 目 を さえぎる ものが なか つ た。 


つづ  きかいてき 

わたしたち は 歩き続けた。 でも 機械的に ときどきぐ 

るりと 見回す と、 やはり いつまでも 同じ 場所に 立ち 止 

まった まま、 少しも 進んで いないよ うに 思われた。 目 

けしき  あいか 

に 見える 景色 はいつ でも 同じ ことであった。 相 変わら 

かんぼく 

ずの 灌木、 相変わらずの えに しだ、 相変わらず のこけ 

であった。 風が ふくと やわらかな わらび の 葉が なよ な 

よと 動いて、 まるで 波の 走る ように 高く 低く 走った。 

ずいぶん 長い あいだをおいて、 たまさか、 わたした 

ち はちよ いとした 森 を 通りぬ ける ことがあ つたが、 そ 

き ± う 

の 森 はふつ うの 森の ように、 とちゅうの 興 を そえる 

ような ものではなかった。 いつも まつの 木の 森で、 そ 


みき 

のえ だは こずえまで 風に 打ち落とされ ていた。 幹に 長 

きず 

く、 深い 傷が えぐれて いた。 その 赤い 傷口から すきと 

おった まつやにの なみだが 流れ出し ていた。 風が 傷口 

から ふきこむ と、 いかにも 悲しそう な 音楽 を 奏して、 

この 気の どくな ま つがみ ずから 痛み をう つ たえる 声の 

ように 聞かれた。 

わたしたち は 朝から 歩き続け ていた。 親方 は 夜まで 

に は どこかと まれる 村に 着く はず だと 言つ ていた。 け 

れど 夜に なっても、 その 村ら しい もの は 見えなかった 

し、 人家に 近い こと を 知らせる けむり も 上がらな かつ 

た。 


わたし はくた びれ たし、 ねむたかった。 わたしたち 

は 前途 はた だ 原っぱ を 見る だけで あ つ た。 

親方 もや はりく たびれ ていた。 かれは 足 を 止めて 道 

ばた に 休もうと した。 

わたし は それよりも、 左手に あった 小山に 登って、 

村の 火が 見える かどう か 見た い と 思 つ た。 

わたし は カピを 呼んだ が、 カピ もや はり くたびれて 

いたので、 呼んでも 聞こえな いふり をして いた。 これ 

は い つで も 言う こと を 聞きたくない ときに カピの やる 

ことで あ つ た。 

「おまえ、 こわい のか」 とヴ イタ リス は 言った。 


しつもん  ふんぱつ 

この 質問が すぐに わたし を 奮発 さして、 一 人で 行く 

気 を 起こさせた。 

夜 はすつ かり 垂れ まく を 下ろした。 月 もなかった。 

空の 上に は 星の 光が うす もやの 中に ちらちらして いた。 

歩いて 行く と、 そこらの さまざまな 物が ぼんやりした 

光の 中で きみょうな 幽霊 じみた 形 をして いるよう に 見 

えた。 野生の えに しだが、 頭の 上に ぬつ と 高く 延びて、 

まるで わたしの ほうへ 向かって 来る ように 見えた。 上 

へ 登れば 登る ほど いばら や 草 むら はいよ いよ 深くな つ 

て、 わたしの 頭 を こして、 上で もつれ 合って いた。 と 

きどき わたし は その 中 をく ぐ つ てぬ けて 行かなければ 


ならなかった。 

ちょうじょう 

けれど わたし はぜ ひも 頂 上 まで 登らなければ なら 

ない と 決心した。 でも やっとの こと 登って みれば、 ど 

ちら を 見ても 明かり は 見えなかった。 ただもう きみよ 

じゅもく 

うな 物の 形と、 大きな 樹木が、 いまにも わたし をつ か 

もうと する ようにう で を 延ばして いる だけで あ つ た。 

めうし 

わたし は 耳 を 立てて、 犬の 声 か、 雌牛のう なり 声で 

も 聞こえ はしない かと 思った が、 ただもう しんと 静ま 

り 返って いた。 

どうかして 聞き取ろうと 思う から、 耳 をす ませて、 

自分の 立てる 息の 音 さええん りよ をして、 わたし はし 


ばらく じ つ と 立 つていた。 

ふと わたし は ぞくぞく 身ぶ るいが しだした。 この さ 

ひとけ  あらの はら  しず 

びし い、 人気の ない 荒野 原の 静けさが、 わたし をお び 

やかした のであった。 なんに わたし はおび えたので 

あつたか、 たぶん あまり 静かな ことが …… 夜が …… と 

きょうふ 

にかく 言いよう のない 恐怖が わたしの 心に のしかかる 

しんぞう 

ようにした のであった。 わたしの 心臓 は、 まるで そこ 

きけん 

になに か 危険が せまった ように どきつ いた。 

わたし は こわごわ あたり を 見回した。 すると そのと 

き、 遠方に 大きな 姿 をした ものが 木の 中で 動いて い 

るの を 見た。 それと いっしょ にわたし は 木の えだの が 


さがさい う 音 を 聞いた。 

む リ  まよ 

わたし は 無理に、 それ は 自分の 気の 迷いだ と 思い こ 

かんぼく 

もうと した。 きっと それ は 木の えだ か 灌木の かげ かな 

んぞ だった の だ。 

けれど、 そのと き 風 は、 木の葉 を 動かす ほどの 軽い 

風 も ふいて はいなかった。 はげしい 風で ふかれる か、 

だれかが さわらない かぎり 動く はずはなかった ので あ 

る。 

「だれか しら」 

いや、 この 自分の ほう を 目 ざして やって来る 大きな 

か げぼ う し 

影法師が 人間で ある はずがなかった —— わたしの まだ 


知らないな にかの けもの か、 または おそろしい 大きな 

夜鳥 か、 大きな ばけぐ もが 木の 上 を とびこえて 来る の 

だ。 なんにしても 確かな こと は、 この 化け物 はお そろ 

しく 長い 足 をして いて、 ばかばかしく 早く 飛んで 来る 

と いう ことで あ つ た。 

それ を 見る とわたし は あわてて、 あと を も 見ずに、 

まか 

足に 任せて 小山 を かけ 下りて、 ヴィ タリスの いる 所 ま 

で にげよう とした。 

けれどき みょうな ことに、 登る とき だけに 早く わた 

しの 足が 進まなかった。 わたし はい ばら や、 雑草の や 

ころ 

ぶの 中に 転がって、 二足 ごとに ひっかかれた。 


ちくち くす るい ばらの 中から はい 出して、 わたし は 

ふと 後ろ を ふり 向いて みた。 怪物 はいよ いよ 近くに せ 

まっていた。 もう いまにも 頭の 上に とびかか りそうに 

なって いた。 

運よく 野原 はそう いばらがなかった ので、 いままで 

より は、 早く かけだす ことができた。 

そく リょく  きょうそう 

でも わたしが ありったけの 速力で、 競争しても、 

その 怪物 はずん ずん 追いぬ こうと していた。 もう 後ろ 

ひつよう  せなか 

を ふり 返る 必要はなかった。 それが わたしの すぐ 背中 

にせ ま つてい る こと はわ かっていた。 

わたし は 息 もっけなかった。 競争で つかれき つてい 


た。 ただ は あすう、 は あすう 言って いた。 しかし 最後 

の大 努力 を やって、 わたし は 転げ こむ ように 親方の 足 

もとに かけこんだ。 三び きの 犬 は あわてて はね 起きて、 

大声で ほえた。 わたし はやつ と 二つの ことば をく り 返 

した。 

「化け物が、 化け物が」 

犬た ちのけた たましい ほえ 声よりも 高く、 はちきれ 

そうな 大笑いの 声 を 聞いた。 それと 同時に 親方 は 両手 

力た  もリ 

で わたしの 肩 をお さえて、 無理に 顔 を 後ろに ふり 向け 

た。 

「おばかさん」 とかれ はさ けんで、 まだ 笑い やめな かつ 


た。 「まあよ く 見なさい」 

そういう ことばよりも、 そのけ たたまし い 笑い声が 

わたし を 正気に 返らせた。 わたし は 片目ず つ 開けて み 

た。 そうして 親方の 指さす ほう を ながめた。 

あれほど わたし をお どかした 怪物 はもう 動かな く 

なって、 じっと 往来に 立ち止ま つていた。 

す 力た 

その 姿 を 見る と、 正直の 話 わたし はまた ふるえだ 

した。 けれど 今度 はわた しも 親方 や 犬た ちの そばに い 

ひと 

るの だ。 草 やぶの しげった 中に 独りぼっち いるので は 

なかった …… わたし は 思い切って 目 を 上げて、 じっと 

その 姿 を 見つめた。 


けものだろう か。 

人だろう か。 

人の ようで も あつ て、 胴 は あるし、 頭も両 うで も あつ 

た。 

けものら しく も ある。 けれども かぶって いた 毛む く 

じ やらな 身の 皮と、 それ をのせ ている らしい 二 本の 長 

細い すね は、 それらし い。 

かげぼうし 

夜 はいよ いよ 暗かった が、 この 黒い 影法師 は 星 明か 

リには つ きりと 見えた。 

わたし はしば らく、 それが なんだか まだ わからずに 

いたので あつたが、 親方 はやが て その 影法師に 向かつ 


て 話 をし かけた。 

「まだ 村に はよ ほど 遠いで しょうか」 と、 かれはて い 

ねいに たずねた。 

話 をし かける ところから 見れば 人間だった か。 

だが それ は 返事 はしないで、 ただ 黙った。 その 笑い 

声 は 鳥の 鳴き声め いていた。 

するとけ もの かな。 

主人 はや はリ 問い を 続けた。 

こうなる と、 それが 今度 口 をき いて 返事 をしたら、 

やはり 人間に ちがいな か つ た。 

ところで わたしの びっくりした ことに は、 その S 物 


は、 この 近所に は 人家 はない が、 ひつじ 小屋 は 一 けん 

あるから、 そこへ 連れて行って やろうと 言った。 

おやおや、 口が きけ るのに、 なぜけ ものよう な 前足 

が あるの だろう。 

ゆうき 

わたしに 勇気が あったら、 その 男の そばへ 行って、 

どんな ふうに 前足が できて いるか 見て 来る ところで 

あった ろうが、 わたし はま だ 少し こわかった。 そこで 

划冃囊 をし よい 上げて ひと 言 も 言わずに 親方の あとに つ 

いて 行った。 

「これでお まえ、 正体が わかったろう」 と 親方 は 言つ 

て、 道み ち 歩きながら も 笑って いた。 


「でも ぼく はま だなん だか わかりません。 じゃあ この 

へんに は 大男が いるので すか」 

「そうさ。 竹馬に 乗って いれば 大男に も 見える さ」 

せつめい  すなじ 

そこで かれは わたしに 説明して くれた。 砂地 や 

しょうたく  ぬまち 

沼沢 か 多い ランド 地方の 人 は、 沼地 を 歩く とき 水に 

ぬれない ように、 竹馬に 乗って 歩く というので あった。 

なんて わたし はばかだった のであろう。 

「これで このへんの 人が、 七 里ぐ つ を はいた 大男に 

なって、 子ども を こわがらせ たわけが わか つ たろう ね」 


さいばんしょ 

きおく 

ポ— 巿には ゆかいな 記憶が ある。 そこ は 冬 ほとんど 

風の ふかない 心持ちの いい 休み場であった。 

わたしたち は そこに 冬 じゅういた。 金 もずい ぶんた 

くさん 取れた。 お 客 はたい てい子 どもた ちで あつたか 

ら、 同じ 演芸 を 何度も 何度もく り 返して やっても あき 

る ことがなかった。 金持ちの 子どもたちで、 多く はィ 

ギリス 人と アメリカ人の 子どもであった。 ぼち やぼ 

やさ 

ちゃと かわいらしく 太った 男の子、 それに、 大きな 優 

しい、 ド ルスの 目の ような 美しい 目 をした 女の子た ち 


であった。 そういう 子どもたちの おかげで わたし はァ 

か し  お ぼ 

ル バ —ト だの ハン トリ だのと い う 菓子の 味 を 覚えた。 

なぜと いうに 子どもた ちはい つで も かくしに い つ ぱい 

お菓子 を つめこんで 来て は、 ジョ リク ー ルと 犬と わた 

しに 分けて くれたから であった。 

けれども 春が 近くなる に 従って、 お 客の 数 はだん 

だん 少なくな つた。 芝居が すむ と 一 人ず つまた 二人ず 

つ、 子どもたち はやって 来て、 ジョ リク— ルと カピと 

あくしゅ 

ド ルスに 握手 をして 行った。 みんな さようなら を 言い 

に 来たので あった。 そこで わたしたち もまた なつかし 

い 冬の 休息所 を 見捨てて、 またもや 果て 知れない 


ひょうはく 

漂泊の 旅に 出て 行かなければ ならなかった。 それ は 

いく 週間と 知らない 長い あいだ、 谷間 をぬ け 山 を こえ 

れんざん 

た。 いつも ピ レネ— 連山の むらさき 色の みね を 横に 見 

た。 それ はう ずた かく もり 上がった 雲の かたまり のよ 

うに 見えて いた。 

さて ある 晚 わたしたち は 川に 沿った 豊かな 平野の 中 

にある 大きな 町に 着いた。 赤 れんがの みっともない 家 

が 多かった。 とんがった 小 砂 # を しきつめた 往来が、 

一 日 十二 マイル (約 十九 キロ) も 歩いて 来た 旅行者の 

足 をな やました。 親方 はわた しに、 ここが ッ— ル ー ズ 

の 町 だと 言つ て、 しばらく ここに 滞留 する はず だと 


\s ン」 こ。 

一一 11 口， （ -  / 

れい  はじ 

^によ つて そ y  J に 着いて いちばん 初めに する こと は 

こうぎょう  さが 

あくる 日の 興行 につごう のい い 場所 を 探す ことで 

あった。 

つごうの いい 場所 はけつ して 少なく はなかった が、 

きんぼう  しば； 

とりわけ 植物園の 近傍 (近所) のきれ いな 芝生に は、 

じゅち く 

大きな 樹木が 気持ちの いい かげ を 作って いて、 そこへ 

なみきみち 

広い 並木道が ほうぼうから 集まって いた。 その 並木道 

こうぎょう 

の 一 つで 第一 回の 興行 がする ことにした。 すると 

しょにち  きず 

初日から もう 見物の 山 を 築いた。 

ところで 不幸な ことに、 わたしたちが 仕度 をして い 


る あいだ、 巡査が 一人 そばに 立って いて、 わたしたち 

の 仕事 を 不快ら しい 顔で 見て いた。 その 巡査 はお そら 

く 犬が きらいで あつたか、 あるいは そんな 所に われ わ 

ちかよ 

れの 近寄る こと を ふ つごうと 考えた のか、 ひどく ふき 

げんで わたしたち を 追い はらおう とした。 

追い はらわれる ままに わたしたち はすな おに 出て 行 

けばよ かった かもしれ なかった。 わたしたち は 巡査に 

たて をつ く ほどの 力 はない ので あつたが、 しかし 親方 

はそう は 思わなかった。 

つ  ►  J うぎ よ う 

かれはた かが 犬 を 連れてい なか を 興行 いて 回る 

みせものし  ろうじん  きぐらい 

見世物 師の 老人で はあった が、 ひじょうに 気位が 高 


けんり  しそう 

かった し、 権利の 思想 を じゅうぶんに 持って いたかれ 

ほう リ つ  けいさつ  きリ つ  そむ 

は、 法律に も 警察の 規律に も 背かない かぎり かえ つ て 

ま ご 

警察 から 保護 を 受けなければ ならない はず だと 考えた。 

じゅんさ 

そこで 巡査が 立ちの いて くれ と言うと、 かれは それ 

きょ ぜ つ 

を 拒絶した。 

もっとも 親方 は ひじょうにて いねいであった。 親方 

が あまり はげしく おこらな いとき、 または 他人 をす こ 

ぐろ-つ 

し 愚弄 (ばかにする) しかける ときす るく せで、 まつ 

い ん ぎん 

たく かれは その イタリア 風の 慇憝 (ばかていねい) を 

きょくたん もち 

極端に 用いて いた。 ただ 聞いて いると、 かれはな に 

こうき  ゆうりょく  おうたい 

か 高貴な 有力 な 人物と 応対して いるよう に 思われた 


かもしれ なかった。 

「 権力 を 代表せられ ると ころの 閣下よ」 とかれ は 言つ 

じゅんさ 

て、 ぼうし をぬ いでて いねいに 巡査に おじぎ をした。 

「閣下 は 果たして、 右の 権力より 発動し まする ところ 

の ご 命令 を も つて、 われわれ ごとき あわれむべき 

たびげいにん  ぎげい  えん 

旅芸人が、 公園に おいてい やしき 技芸 を 演じます る こ 

きんし 

と を 禁止せられ よう と言うので ございま しょうか」 

じゅんさ  ぎろん  ひつよう 

巡査の 答え は、 議論の 必要 はない、 ただ だまって わ 

たした ち は 服従 すれば いいと いうので あった。 

「なるほど」 と 親方 は 答えた。 「わたくし はた だ あな 

たがい かなる 権力に よって、 この ご 命 あ をお 発しに 


しょうち 

なった か、 それさえ 承知いた しま すれば、 さっそくお 

おせつ けに 服従 いたし ますこと を、 つ つ しんで 誓言 

いたし まする」 

じゅんさ  せなか 

この 日 は 巡査 も 背中 を 向けて 行って しまった。 親方 

はぼう し を 手に 持って こし を 曲げた まま、 にゃにゃし 

はた  ま  しりぞて き  けいれい 

ながら、 旗 を 巻いて 退く 敵に 向かって 敬礼した。 

けれど その 翌日 も、 巡査 はまた やって来た。 そうし 

てわたし たちの 芝居小屋の 囲いの なわ を とびこえて、 

こ * つぎよう 

興行な かばに かけこんで 来た。 

くちわ 

「この 犬 どもに 口輪 を はめん か」 と、 かれは あらあら 

しく 親方に 向か つ て 言った。 


「犬に 口輪 を はめろ とおつ しゃる ので ございま すか」 

ま， ぅリっ 

「それ は 法律の 命ずる ところ だ。 きさま は 知っている 

はず だ」 

このと き はちょう ど 『下剤 を かけた 病人』 という 

芝居 を やつ ている 最中 でッ— ル ー ズ では 初めての 

きょうげん 

狂言な ので、 見物 もい つしょう けんめい になって いた。 

じゅんさ  かんしょう 

それで 巡査の 干渉 に対して、 見物が こごと を 言い 

始めた。 

「じゃま をす るない」 

「芝居 を させろ よ、 おまわりさん」 

親方 は そのと きまず 見物の さわぐ の をと どめて、 さ 


て 毛皮の ぼうし をぬ ぎ、 その かざりの 羽根が 地面の 砂 

と、 すれすれに なるほど、 三度まで 大げさな おじぎ を 

じゅんさ 

巡査に 向か つ てした。 

「権力 を 代表 せられる 令名 高き 閣下 は、 わたくしの 

いちざ  はいゆう  くちわ  めいれい 

一 座の 俳優 どもに、 口輪 を はめろ という ご 命令で ござ 

レます 力」 

とかれ はたず ねた。 

「そうだ。 それ もさつ そくする の だ」 

くちわ 

「なに、 カピ、 ゼ ルピノ、 ド ルスに 口輪 を はめろ とおつ 

じゅんさ 

しゃる か」 親方 は 巡査に 向かって 言う よりも、 むしろ 

見物に 対して 聞こえよ がしに さけんだ。 「さてさて こ 


れは 皮肉な お考えで すな。 なぜと 申せば、 音に 名高き 

ぎみ 

大 先生た るカピ 君が、 鼻の 先に 口輪 を かけて おり まし 

て は、 どうして 不幸なる ジョ リク— ル 氏が 服すべき 

げざ い 

下剤の 調合 を 命ずる ことができましょう。 物 もあろう 

くちわ  いし  しょくぎょう 

に 口輪な どと は、 氏が 医師た る 職業が ふさわしから 

ぬ 道具であります」 

えんぜ つ  わら 

この 演説が 見物 を いっせいに 笑わした。 子どもたち 

の 黄色い声に 親た ちのに ごった 声 も 交じった。 親方 は 

かっさい を 受ける と、 いよいよ 図に 乗って 弁じ 続けた。 

か ん ご ふ  じょう 

「さて また かの 美しき 看護婦 ド ルス 嬢に いたし まし 

て も、 ここに 権力の 残酷なる 命令 を 実行いた しまし 


こうみょう  べんぜつ 

た あかつきに は、 いかにして あの 巧妙 なる 弁舌 を もつ 

すす  くつう  やわら  げざ い 

て、 病人に 勧めて よく その 苦痛 を 和ぐ る 下剤 を 服用 

けんめい  かんきゃく しょくん 

させる ことができましょう や。 賢明なる 観客 諸君の 

ま （：- 1 こレ 

ご 判断 を あおぎた てま つります」 

見物人の 拍手 かっさいと 笑い声で、 しかし その 答え 

さんせい  じゅんさ 

はじ ゆうぶんであった。 みんな は 親方に 賛成して 巡査 

ちょ ラろラ 

を 嘲弄した。 とりわけ ジョ リク ー ル がかげ でし か 

めつ 面 をす るの をお もしろ がって いた。 この さる は 

けんりょく  れいめい  かっか  まう し  ざ 

『 権力 が 代表 せられる 令名 高き 閣下』 の 真後ろに 座 を 

かまえて こっけいな しかめつ 面 をして 見せ ていた。 

じゅんさ 

巡査 は両 うで を 組んで、 それから また 放して、 げんこ 


つ を こしに 当てて、 頭 を 後ろに 反らせて いた。 そのと 

おり を さる はやって いた。 見物人ら はお かしがって、 

き や つ き や つ と 言 つで いた。 

巡査 は そのと きふと なに を おもしろが つてい るの か 

見ようと して 後ろ を ふり 向いた。 すると しばらくの あ 

いだ さると 人間と はたが いに にらみ 合わなければ なら 

なくなった。 どちらが 先に 目 を ふせる か 問題であった。 

群衆 は おもしろが つ て 金切り声 を 上げて いた。 

か  いぬ  くちわ 

「きさまの 飼い犬が あす も 口輪 をして いなかつ たらす 

ぐき さま を 拘引す る。 それだけ を 言い わたして おく」 

「さようなら 閣下。 ごきげんよ ろしゅう。 いずれ 明 


日」 と 親方 は 言って 頭 を 下げた。 

じゅんさ 

巡査が 大 またに 出て 行く と、 親方 はこし を ほとんど 

地べたに つく ほどに 曲げて、 からかい 面に 敬礼して い 

た。 そして 芝居 は 続けて 演ぜられた。 

くちわ 

わたし は 親方が 犬の 口輪 を 買う かと 思って いた けれ 

ども、 かれは まるで そんな 様子はなかった。 その 晚は 

巡査と けんか をした ことに ついては 一 言の 話 もな しに 

過ぎた。 

わたし はとうとう がまんが しきれ なくなって、 こち 

ら からき り だした。 

しばい  さいちゅう  くちわ 

「あした もし カピが 芝居の 最中に、 口輪 を 食い切る 


ような ことがある といけ ません から、 まえから それ を 

はめて おいて 慣らして やらない でもい いでし ようか。 

わたしたち はカピ によく はめて いるよう に 教え こむ こ 

とがで きる でしよう」 

「おまえ は あれら の 小さな 鼻の 上に そんな 物 をのせ た 

いとわた しが 思って いると いうの か」 

じゅんさ 

「でも 巡査が やかましく 言います から」 

ひゃくしょう 

「おまえ はんの いなかの 子ども だな。 百姓ら しくお 

まえ は 巡査 を こわがつ ている のか。 心配す るな よ。 わ 

たし は あしたうまい 具合に 取り計らって、 巡査が わた 

し をつ かまえる ことので きないよ うにす るし、 そのう 


え 犬が ふゆかいな 目に会わない ように してやる つもり 

じゅんさ 

だ。 それに 見物 も 少し は うれしが るだろう。 この 巡査 

はお かげで わたしたちに よけいな 金もうけ を させて く 

れる ことになるだろう。 おまけに あいつ は、 わたしが 

しばい  どうけ やく  えん 

あい つの ためにし くんで おいた 芝居で 道化 役 を 演じる 

ことになるだろう。 さて あした は、 おまえ は あそこへ 

ジョ リク ー ル だけ を 連れて行 くの だ。 おまえ はなわ 張 

リ をして、 ハ— ブで 二、 三回 ひくの だ。 やがてお ぉぜ 

じゅんさ 

い 見物が 集まって 来れば、 巡査め さっそく やって来る 

だろう。 そこへ わたし は 犬 を 連れて 現れる ことにす 

る。 それから 茶番が 始まる の だ」 


わたし は その あくる 日 一 人で 行きたい こと は 少しも 

ふくじゅう 

なかった けれども、 親方の 言う ことに は 服従し なけ 

れ ばなら ない と 思った。 

さて わたし はいつ もの 場所へ 出かけて、 囲いの なわ 

を 回して しまう と、 さっそく 曲 を ひき 始めた。 見物 は 

ぞろぞろ ほうぼうから 集まって 来て、 なわ 張りの 外に 

群が つ た。 

お ぼ 

このごろで はわた しも ハ— プを ひく こと を 覚えた し、 

なかなか じょうずに 歌 も 歌った。 とりわけ わたし はナ 

こうた  お ぼ  は く 

ポリ 小唄 を 覚えて、 それが いつも 大 かっさい を 博した。 

けれども きょうだけ は 見物が わたしの 歌 を ほめる ため 


に 来たので ない こと はわ かっていた。 

じゅんさ  そうろん  のこ 

きのう 巡査との 争論 を 見物した 人た ち は 残らず 出て 

来たし、 おまけに 友 だち まで 引っ張って 来た。 いった 

ぃッ— ル— ズの 土地で も 巡査 はきら われ 者に なって い 

た。 それで 公衆 は あの イタリア 人の じいさんが どん 

な ふうに やる か。 「閣下、 いずれ 明日」 と 言った 捨て ぜ 

り ふの 意味が なんで あつたか、 それ を 知りたがって い 

たので ある。 

それで 見物の 中には、 わたしが ジョ リク ー ルと 二人 

だけな の を 見て、 わたしの 歌って いる 最中 口を入れて、 

イタリアの じいさん は 来る のかと 言つ てたず ねる 者 も 


あった。 

わたし はうな ずいた。 

じゅんさ 

親方 は 来ないで、 先に 巡査が やって来た。 ジ ヨリ 

ク ー ル がまつ 先に かれ を 見つけた。 

かれは さっそく げんこつ を こしの 上に 当てて、 こつ 

けいない ばリ くさった 様子で、 大 またに 歩き回った。 

ぐんしゅう  どうけし ぱい 

群衆 はかれの 道化 芝居 をお かしが つ て 手 をた たいた。 

巡査 はこ わい 目つ きをして わたし を にらみつけた。 

けつまつ 

いったい この 結末 はどうな るだろう。 わたし は 少し 

心配に なって きた。 ヴィ タリス 親方が いて くれれば、 

じゅんさ 

巡査に 答え る こと もで きょう。 巡査が わたしに 立ちの 


けと 命令したら、 わたし はなん と 言えば いいの だ。 

じゅんさ  ば 

巡査 はなわ 張りの 外 を 行ったり 来たりし ていた。 そ 

れも わたしの そば を 通る ときには、 なんだか 肩 ごしに 

わたし を にらみつける ようにした。 それでい よいよ わ 

たし は 気が 気でなかった。 

ジョ リク— ルは 事件の 重大な こと を 理解し なかった。 

ば  じゅんさ 

そこでお もしろ 半分な わ 張りの 中で 巡査と ならんで 歩 

いっきょ いちどう 

きながら、 その 一挙 一 動 を 身ぶ りお かしく まねて いた。 

おまけに わたしの そば を 通る ときには、 やはり 巡査の 

する ように 首 を 曲げて、 肩 ごしに にらみつけた。 その 

様子が いかにも こっけい なので、 見物 はなおの こと 


どっと 笑った。 

わたし は あんまり やりすぎ ると 思った から、 ジ ヨリ 

ク ー ルを 呼び寄せた。 けれども かれは とても 言う こと 

を 聞く どころ ではなかった。 わたしが つかまえようと 

すると、 ちょろちょろ にげ 出して、 す 早く 身 を かわし 

て は、 相変わらずと ことこ 歩いて いた。 

どうして そんな ことにな つた かわからなかった が、 

じゅんさ  はら 

たぶん 巡査 は あんまり 腹 を 立てて 気が ちがった ので あ 

ろう。 なんでも わたしが さる をけ しかけて いるよう に 

思った とみえて、 いきなり なわ 張りの 中へ とびこんで 

来た。 


と 思う まに かれは とびかかって 来て、 ただ 一打ちで 

わたし を 地べたの 上に たたきた おした。 

わたしが 目 を 開いて 起き上がろう とすると、 ヴ イタ 

リス 老人 は どこから とび 出して 来た もの か、 もう そこ 

じゅんさ 

に 立って いた。 かれはち ようど 巡査のう で をお さえた 

ところで あ つ た。 

「わたし は あなたが その子 ども を 打つ こと を 止めます _ 

なんという ひきょう なまね をな さるので す」 とかれ は 

さけんだ。 

しばらくの あいだ 一 一人の 人間 は にらみ 合って 立 つ て 

いた。 


巡査 はお こつ て むらさき 色に なって いた。 

親方 はどう どうと した 様子であった、 かれは 狐の 美 

しい しらが 頭 を まっすぐに 上げて、 その 顔に は 憤慨と 

いあつ  ひょうじょう 

威圧の 表情が うかべて いた。 その 顔つき を 見た だけ 

で 巡査 を 地の 下に もぐりこませ るに はじ ゆうぶんで 

あった。 

けれども かれは どうして、 そんな こと はしなかった。 

かれは 両 うで を 広げて 親方の のど 首 を つかまえて、 

らんぼう 

乱暴に 前へ おし 出した。 

ヴィ タリス 親方 は よろよろ としてた おれ かけた が、 

す 早く 立ち直って、 平手で 巡査のう で 首 を 打った。 


親方 はがん じょうな 人で はあった が、 なんとい つて 

ろうじん  じゅんさ 

も 老人であった。 巡査の ほう は 年 も 若い し、 もっとが 

ん じょうであった。 この けんかが どうなる か、 長く は 

取つ 組めまい と、 わたし ははら はらして いた。 

けれども 取つ 組む までに はならなかった。 

「あなた はどうしょう というの です」 

じゅんさ  こういん 

「わたしと いっしょに 来い」 と 巡査 は 言った。 「拘引 

する の だ」 

しつもん 

「なぜ あの 子 を 打った のです」 と 親方 は 質問した。 

「よけいな こと を 言うな。 ついて 来い」 

親方 は 返事 をし ないで、 わたしの ほう を ふり 向いた 


「宿屋へ 帰って おいで」 とかれ は 言った。 「犬と いつ 

しょに 待って おいで。 あとで" 口上で 言って 寄こす か 

ら (ことず て をす るから)」 

きか い 

かれは そのうえもう なにも 言う 機会が なか つ た。 

じゅんさ 

巡査 はかれ を 引きずって 行った。 

よきょう  きょうげん 

こんな ふうに して、 親方が 余興に しくんだ 狂言 は 

けつまつ 

あっけなく 結末が ついた。 

はじ 

犬た ち は 初め 主人の あとに つ いて 行こう としたけれ 

よ  ふくじゅう  な 

ども、 わたしが 呼び返す と、 服従に 慣らされて いるの 

で、 かれら はわた しの ほうへ もどって 来た。 気をつけ 

てみ ると かれら は 口輪 を はめて いた。 けれども それ は 


かなわ  きぬいと 

ふつうの 金 あみや 金輪で はなく つて、 ただ 細い 絹糸 を 

むす 

二、 三本、 鼻の 回りに 結びつけて、 あごの 下に ふさを 

た  もす 

垂らして あった。 白い カピは 赤い 糸 を 結んで いた。 黒 

ぃゼ ルピノ は 白い 糸 を 結んで いた。 そうして ねずみ 色 

のド ルス は 水色の 糸 を 結んで いた。 気の どくな 親方 は 

けん リ よく  めいれい  ぎゃく 

こんな ふうに して、 いかめしい 権力の 命令 を 逆に 

喜劇の 種に 利用しょう としてい たので ある。 

群衆 はさつ そく 散って しまった。 二、 三人 ひま 人 

のこ  じけん ろん 

が 残って いまの 事件 を 論じ 合って いた。 

「あの じいさんが もっとも だよ」 

「いや、 あの 男が まちがつ ている」 


じゅんさ 

「なんだ つて 巡査 は 子ども を 打った の だ。 子ども はな 

にもし やしなかった。 ひと 言 だって 口 をき き はしな 

かった」 

さいなん  はんこう  しょうめい 

「とんだ 災難 さ。 巡査に 反抗した こと を 証明 すれば、 

けいむしょ 

あの じいさん は 刑務所へ やられる だろう、 きっと」 

やどや 

わたし はが つ かりして 宿屋へ 帰った。 

わたし はこの ころで は 毎日 だんだんと 親方が 好き に 

なって いた。 わたしたち は 朝から 晚 までい つし よに く 

らして きた。 どうかす ると 夜から 朝まで も 同じ わらの 

ねどこに ねむって いた。 どんな 父親 だって、 かれが わ 

ゆ  とど 

たしに 見せた ような 行き届いた 注意 を その子 どもに 見 


せる こと はでき なかった。 かれは わたしに 字 を 読む こ 

とも、 計算す る こと も 教えて くれたし、 歌 を 歌う こと 

るろう 

も 教えて くれた。 長い 流浪の 旅の あいだに、 かれは こ 

のこと あの ことと いろいろに しこんで くれた。 たいへ 

ん 寒い 日に は、 毛布 を 半分 わけて くれたし、 暑い 日に 

はいつ も わたしの 代わりに 荷物 を かついで くれた。 そ 

れ から 食事のと きで も かれはけ つして、 自分が いい 所 

を 食べ て 悪い 所 を わたしに くれる というよ うな こと は 

しなかった。 それ どころ か、 かれはい い 所 も 悪い 所 も 

同じように 分けて くれた。 なるほど ときどき はわた し 

らんまう  ひ  ま 

がいやな ほど、 ひどく 乱暴に 耳 を 引っ張る こと も あつ 


たけれ ど、 わたしに 過失が あれば、 それ もし かたがな 

かった。 一 言で 言えば わたし はかれ を 愛して いたし、 

かれは わたし を 愛して いた。 

だから この 別れ はわた しに はなに よりつら いこと で 

あった。 

い つまた い つ しょに なれる だろう か。 

いったい どのくらい 牢屋へ 入れて おくつ もりな の だ 

ろう。 

その あいだ わたし はどうしたら いいだろう。 どうし 

て 生きて ゆこう。 

ヴィ タリス 親方 はい つもから だに 金 を つけて いる 


しゅうかん  ひ  ぱ 

習慣であった。 それが 引っ張られて 行く ときに なに 

も わたしに 置いて 行く ひまがなかった。 

わたし はかくし に 五、 六ス ー しか 持って いなかった。 

それだけで ジ ョ リク ー ルと 犬と わたしの 食べ る だけの 

物が 買えよう か。 

やどや 

わたし は それから 二日の あいだ、 宿屋から 外へ 出る 

気に もなら ずに、 ぼんやり くらして しまった。 さる も 

犬 もや はりす つかり しょげき つ ていた。 

とど 

やっとの ことで 三日 目に 一 人の 男が 親方の 手紙 を 届 

けて 来た。 その 手紙に よると、 親方 はこの つぎの 土曜 

けいさつけん はんこう  じゅんさ  とが 

日に、 警察権に 反抗し、 かつ 巡査に 手向かい をした 科 


さいばん 

で 裁判 を 受ける はずに な つていた。 

「わたしが かんしゃく を 起こした の は 悪かった」 と 手 

さいなん まね 

紙に 書いて あった。 「とんだ 災難 を 招いた がい まさら 

さいばんしょ  きょうくん 

いたしかた もない。 裁判所へ 来て ごらん、 教訓に な 

る ことがある であろう」 

こういって、 それから なお 二、 三の 注意 を 書き そえ 

て、 自分に 代わって 犬 やさる たち を かわいがって くれ 

るよう にと 書いて あった。 

わたしが 手紙 を 読んで いる あいだ、 カピ がわた しの 

両足の 間に はいって、 鼻 を 手紙に こすりつけて、 くん 

くん やって いた。 かれが 尾 を ふる 具合で、 わたし はか 


れが この 手紙が 主人から 来た こと を 知ってい ると 思つ 

た。 この 三日の あいだに かれが 少しで もうれ しそうな 

はじ 

様子 を 見せた の はこれ が 初めてであった。 

わたし は 土曜日の 朝早く 裁判所に 行って、 いの 一番 

ぼうちょうせき  じゅんさ  もくげき 

に 傍聴席に はいった。 巡査との けんか を 目撃した 人 

たちの 多くが やはり 来て いた。 わたし は 裁判所に 出る 

のがなん だか こわかった ので、 大きな スト— ブ のかげ 

に はいって かべに くっついて、 できるだけ 小さく から 

だ を ちぢめて いた。 

どろぼう をして 拘引され た 男 や、 けんか をして つか 

はじ  さ いばん  べんごにん  む ざ い  い 

ま つ た 男が 初めに 裁判 を 受けた。 弁護人 は 無罪 を 言い 


は  ゆうざい せんこく 

張って いた けれど、 それ は みんな 有罪 を 宣告され た。 

いちばんお しまいに 親方が 引き出された。 かれは 二 

人の 憲兵の 間に はさま つて こしかけ にかけ ていた。 

はじめに かれが なに を 言った か、 人び とが かれに な 

に をたず ねた か、 わたし は ひじょうに 興奮し きってい 

たので よく わからなかった。 

わたし はた だ じ つ と 親方 を 見て いた。 

かれは しらが 頭 を 後ろに 反らせて、 まっすぐに 立つ 

ていた。 かれは はじて 苦んで いるよう に 見えた。 

さいばんかん じんもん 

裁判官 は 尋問 を 始めた。 

「おまえ は、 おまえ を 拘引しょう とした 警官 を问回 も 


打った こと を 承認す るか」 と、 裁判官 は 言った。 

「何回も 打ち はいたし ません、 閣下」 と 親方 は 言った。 

「わたし はた だ 一度 手 を 上げました。 わたくし はいつ 

もの 演芸 をいた します る 場所に まいり ますと、 ちょう 

ど 警官が わたくしの 連れています 子ども を 地の 上に 打 

ちた おすと ころ を 見た ので ございます」 

「その子 はお まえの 子ではないだろう」 

「はい、 しかし わたくしの 実子 同様に かわいが つてお 

リ ます。 それで 警官が かれ を 打ちます ところ を 見て、 

わたし はか つ ととり のぼせまして、 警官が 打とうと す 

る 手 をお さえました」 


「おまえ は 警官 を 打ったろう」 

「警官が わたくしに 向か つ て 手 を あげました から、 わ 

たくし はも はや 警官と してで はない、 通常の 人と して 

これに 向かっての であります。 まったく いかりに 乗じ 

た 結果であります」 

「おまえぐ らいの 年輩で いかりに 乗ずる という こと は 

ない はず だ」 

「そうです。 そういう はず はない のです が、 人 はおう 

おう 不幸に して 過失に おちいり やすいの です」 

じゅんさ 

巡査 は それから 自分の 言い分 を 申し立てた。 それ は 

ちょ うろう 

打 たれた ことよりも、 より 多く 自分が 嘲弄 (あざける) 


された 事実に ついて であった。 

親方の 目 は その あいだ 部屋の 中 を 探す ようであった。 

それ はわた しがいる かどう か 探して いるの だとい うこ 

とがわ かってい たから、 わたし は 思い切って かくれ 場 

所から とび 出して、 おおぜいの 中 をお し 分けながら、 

せき 

前へ 出て、 いちばん 前の 列の、 かれの 席に 近い 所へ 出 

た。 かれの さびしい 顔 はわた し を 見る とかが やき だし 

た。 わたしの 目に もな みだが あふれ 出した。 

さいばん  きんこ 

まもなく 裁判 は 決まった。 かれは 二 か 月の 禁固と、 

ばっきん しょ 

百 フランの 罰金に 処 せられる ことにな つ た。 

きんこ 

ああ、 二 か 月の 禁固。 


ドア は 開かれた。 なみだに ぬれた 目の 中から わたし 

は、 かれが 憲兵の あとから ついて 行く の を 見た。 ドア 

は その後ろ からば たんと 閉ざされた。 ああ、 二 か 月の 

わか 

另， 

どこへ わたし は 行こう。 


船の 上 

やどや 

わたしが 重たい 心で、 赤い 目 を ふき ふき 宿屋に 帰る 

と、 ちょうど 亭主が 庭に 出て いた。 


わたし は 犬の いる 所へ 行こうと して その 前 を 通る と 

かれは わたし を 引き止めた。 

「どう だ、 親方 は」 とかれ は 言った。 

ゆうざい せんこく 

「有罪の 宣 告を 受け ま し た 」 

「どのくらい」 

きんこ 

「二 か 月の 禁固です」 

ばっきん 

「罰金 は どのくらい」 

「百 フラン」 

「二 か 月 ：：•• 百 フラン」 かれは 二、 三度く リ 返した。 

わたし はずん ずん 行こうと した。 すると かれは また 

引き止めた。 


「その 一 一か月の あいだお まえ はどうす るつ もり だ」 

「ぼく はわ かりません」 

「おや、 おまえ わからな いと。 おまえ、 とにかく 自分 

も 食べ て、 犬 やさる に 食べ物 を 買って やる お金が なけ 

れ ばなる まい」 

「いいえ、 ない のです」 

「じゃあ、 おまえ はわた しが 養って くれる と 思って 

いるの か」 

「いいえ、 わたし はだれ の やっかいに なろうと も 思い 

ません」 

それ はまった くであった。 わたし はだれ の やっかい 


にもなる つもりはなかった。 

「おまえの 親方 はこれ まで も、 もうず いぶん わたしに 

借りが ある」 とかれ は 言った。 「わたし は 二 か 月の あ 

いだ 金 を はら つ て もらえる かどう かわからずに、 お ま 

え をと めて おく こと はでき ない。 出て 行って もらわな 

ければ ならない の だ」 

「出て 行く。 どこへ 行ったら いいでしょう」 

「それ はわた しの 知った ことで はない。 わたし はお ま 

えのお やじで も 親方で もなんでも ないから な。 どうし 

てお まえの 世話 をして やれよう」 

しばらくの あ、，' だ わたし は 目が くらくら とした。 


亭主の 言う こと はも つ ともで あ つ た。 どうして かれが 

わたしの 世話 をして くれよう。 

「さあ、 犬と さる を 連れて 出て 行って くれ。 親方の 荷 

あず  けいむしょ 

物 は 預かって おく。 親方が 刑務所から 出て 来れば、 い 

よ  しま つ 

ずれ ここ へ 寄る だろう し、 そのと きこ ちらの 始末 もつ 

けても らおう」 

この ことばから、 ある 考えが わたしの 心に うかんだ。 

かんじょう 

「いずれ そのと き はお 勘定 を はらう ことになるで 

しょうから、 それまで わたし を 置いて はく ださい ませ 

んか。 その 勘定に わたしの ぶん も 加えて はらえば いい 

でしよう」 


しょ \/ りょう 

「おやおや、 おまえの 親方 は 二日 分の 食料ぐ らい は 

はらえる かもし れんが、 二 か 月な ど はとても とても だ 

そり や あまる で 別な 話 だよ」 

「わたし はいくら でも 少なく 食べます から」 

「だが、 犬 も いれば さる もい る。 いけない いけない。 

出て 行って くれ。 どこかい なかで 仕事 を 見つけて、 金 

を もら つ て 歩けば い い の だ」 

けいむしょ 

「でも 親方が 刑務所から 出て 来たと きに、 どうして わ 

たし を 探す でしよう。 きっと こちらへ 訪ねて 来る にち 

がいありません」 

「だからお まえ も その 日に ここ へ 帰って来れ ばい いの 


だ」 

とど 

「それでもし 手紙が 届いたら」 

「手紙 は 取って おいて やる よ」 

「でも わたしが 返事 を 出さなかったら …… 」 

「まあいつ までもう る さいな。 急いで 出て 行って くれ。 

五分 間の 猶予 を やる。 五分た つて わたしが 帰って来て 

しょうち 

も、 まだ ここに いれば 承知し ないから」 

わたし はこの 男と 言い合う の はむ だ だとい うこと を 

知っていた。 わたし は 出て 行かなければ ならなかった。 

わたし は 犬と ジョ リク ー ルを 連れに うまやへ 行った。 

かた  やど 

それから 肩に ハ— プを しょって、 宿 を 出た。 


わたし は 大急ぎで 町 を 出なければ ならなかった。 な 

くちわ  じゅんさ 

ぜ というに、 犬に 口輪が はめて ない の だから、 巡査に 

とがめられても なんと 答えよう もなかった。 わたしに 

は 金がないと いおうか、 それ はまった くであった。 わ 

たし はかくし にたった 十一 ス ー しか 持たなかった。 そ 

れ だけで は 口輪 を 買う にも 足りなかった。 巡査が わた 

し を 拘引す るか もしれ ない。 親方 も わたし も 二人とも 

けいむしょ 

刑務所に 入れられたら、 犬 やさる はどうなる だろう。 

い ち  せきにん 

わたし は 自分の 位置に 責任 を 感じて いた。 

わたしが 足早に 歩いて 行く と、 犬た ちが 顔 を 上げて 

ながめた。 その 様子 を どう 見 ちがえよう もなかった。 


かれら は 腹が減つ ていた。 

わたしの 背嚢に 乗って いた ジョ リク— ルは、 しじゅ 

うわた しの 耳 を 引っ張って 無理に 自分の 顔 を 見させよ 

うとした。 わたしが 顔 を 向ける と、 かれは せっせと 腹 

を かいて 見せた。 

あさめし 

わたし もや はり 腹が すいていた。 わたしたち は 朝飯 

を 食べなかった。 わたしの 持って いる 十一 ス ー では 昼 

ばんしょく 

食と 晚食を 食べる に は 足りなかった。 そこで わたし 

けんたい  まんぞく 

たち は 一食で 両方 兼帯の 昼食 を 食べて、 満足し なけれ 

ばなら なかった。 

じゅんさ 

わたしたち は 巡査に 出つ くわさない ように、 少しで 


も 急いで 巿中を はなれなければ ならなかった から、 ど 

の 道 を どう 行く なんてい うこと はかまわなかった。 ど 

の 道 を 歩いても 同じ ことであった。 どこへ 行っても 食 

い  やどや  やどせん 

ベる に は 金が 要る し、 宿屋へ とまれば 宿銭 を 取られる。 

それにね むる 場所 を 見つける くらい はたい した ことで 

あたた  きせつ 

はなかった。 このごろの 暖かい 季節で はわた したち 

は 野天に ねむる ことができた。 

さしせま つ ている の は 食物 だ。 

一休み もせずに、 わたしたち は 二 時間ば かり 歩き 続 

けた あとで、 やっと 立ち止まる ことができた。 その あ 

いだ 犬た ち はたの むような 目 つきでし じゅう わたしの 


顔 を 見た。 ジョ リク ー ルは耳 を 引っ張って、 絶えずお 

なか を さすって いた。 

とうとう、 わたし はこ こまで 来れば もうな にも こわ 

がる こと はない と 思う ところまで 来て しまった。 わた 

しはすぐ そこに あ つ たパ ン屋 にと びこん だ。 

きん はん 

わたし は 一 斤 半 パン を 切って くれと 言った。 

「おまえさん、 二 斤に おしな さいな。 二 斤の パン は ど 

うしても 要ります よ」 とおかみ さん は 言った。 「それ 

ど ぅぜ い 

でも それだけの 同勢に は たっぷりと は 言えない。 かわ 

ちくしょう 

いそうに、 畜生に はじ ゆうぶん 食べさして おやん な 


おお、 どうして、 むろん わたしの 同勢に は たっぷり 

ではなかった。 けれども わたしの 財布に は たっぷりす 

ぎた。 

きん 

パン は 一斤 五ス— であった。 二 斤 買えば 十ス ー にな 

る。 わたし は あした どうなる かわからない のに、 手 も 

と を 使いき るの はりこうな ことではなかった。 わたし 

はお かみさんに 打ち明けて 一 斤 半で たくさんだ という 

いじょう  き 

わけ を 話して、 それ 以上 を 切らない ようにて いねいに 

たのんだ。 

わたし は両 うでに し つ かり パ ンを かかえて 店 を 出た。 

犬た ちが うれしがって 回り をと び 回った。 ジョ リク— 


ルが 髪の毛 を 引っ張って うれしそうに くつくつと 笑つ 

た。 

わたしたち は そこから 遠くへ は 行かなかった。 

ま つ 先に 目に 当た つ た 道ば たの 木の 下で わたし は 

みき 

ハ ー プを 幹に よせかけて、 草の 上に すわった。 犬た ち 

はわた しの 向こうに すわった。 カピ はまん 中に、 ドル 

スとゼ ルピノ は その 両ゎ きにすわった。 くたびれ てい 

ない ジョ リク ー ルは、 きょろきょろ とうの 目た かの 目 

で、 なんでも まつ 先に 一 きれせ しめようと ねらって い 

た。 

パ ンを 同じ 大きさに 分ける の は むずかしい 仕事で 


あった。 わたし は できるだけ 同じ 大きさに して、 五き 

れに パン を 切った。 そのうえ いくつかの 小さな きれに 

割って 一 きれず つめい めいに 分けた。 

わたしたち よりず つ と 少食 だ つ たジ ョ リク ー ル はわ 

まんぷく 

りが よかった。 それで かれが すっかり 満腹して しまつ 

たと き、 わたしたち はや はリ 腹が すいていた。 わたし 

はかれの ぶんから 三 きれ 取って 背嚢の 中に かくして、 

あとで 犬た ちに やる ことにした。 それから まだ 少し 

残って いたので、 わたし は それ を 四つに ちぎって、 て 

ん でに 一 きれず つ 分けた。 それが 食後のお 菓子で あつ 

た。 


たくじょう えんぜ つ  ひ つよう 

この ごちそうが けっして 食後の 卓上 演説 を 必要と 

する ほど りっぱな もので はな か つたの はもち ろんで あ 

るが、 わたし は 食事が すんだ ところで、 いまが ちょう 

ど 仲間の 者に 二言 三 言いい わたす 機会 だと 感じた。 わ 

たし はし ぜん かれらの 首領で はあった が、 この 重大 

な 場合に 当たって、 かれらに 死生 をと もに する こと を 

のぞ  いぼう  た 

望む だけの 威望の 足りない こと を 感じて いた。 

カピ はお そらく わたしの 意中 を 察した のであろう。 

それで かれは その 大きな リ こうそうな 目 を、 じっと わ 

たしの 曰の 上に すえ て すわ つていた。 

「さて、 カピ、 それから ドル スも、 ゼ ルビ ノも、 ジョ 


リク— ルも、 みんなよ くお 聞き。 わたし はお まえた ち 

に 悲しい 知らせ を 伝えなければ ならない の だよ。 わた 

したち はこれ から 一 一か月 も 親方に 会う ことができない 

の だよ」 

「ワウ」 と カピが ほえた。 

こま 

「これ は 親方の ために も 困った こと だし、 わたしたち 

のために も 困った ことなの だ。 なぜと いって、 わたし 

たち は なにもかも 親方に たよって いたの だから、 それ 

がい ま 親方が いなく なれば、 わたしたちに はだい いち 

お金がない の だ」 

この 金と いう ことば を 言いだ すと、 カピ はよ く 知つ 


ていて、 後足で 立ち上がって、 ひょこひょこ 回り 始め 

た。 それ はいつ も 『ご 臨席の 貴賓 諸君』 から 金 を 集め 

て 回る ときに する ことで あ つ た。 

「ああ、 おまえ は 芝， 居 を やれと いうの だね。 カピ」 と 

わたし は 言った。 「それ はいい 考え だが、 どこまで わ 

たした ちに できる だろう か。 そこが 考え もの だよ。 う 

まく ゆかない 場合に は、 わたしたち はもうた つた 三 

ス ー しか 持って いない。 だから どうしても 食べずに い 

る ほか はない。 そういう わけ だから、 ここ はたい せつ 

なと き だと 思って、 おまえた ち は みんなお となし くぼ 

くの 言う こと を 聞いて くれなければ だめ だ。 そうすれ 


ばお たがいの 力で なに かで きる かもしれ ない。 おまえ 

たち は みんなして いっしょうけんめい、 ぼく を 助けて 

くれなければ ならない。 わたしたち はおた がいに たよ 

り 合って ゆきたい と 思う の だ」 

こういった わたしの ことばが、 残らず かれらに わ 

かった ろうと はわた しも 言わない が、 だいたいの 趣意 

は 飲み こめたら しかった。 かれら は 同じ 考えに なって 

はいた。 かれら は 親方の いなくな つたに ついて、 そこ 

になに か 大事 件が 起こった こと を 知っていた。 それで 

せつめい 

その 説明 を わたしから 聞こうと していた。 かれらが わ 

たしの 言つ て 聞かせた 残らず を 理解し なかった として 


も、 すくなくとも わたしが かれらの 身の上 を 心配して 

まんぞく 

やって いる ことに は 満足して いた。 それで おとなしく 

まんぞく 

わたしの 言う ことに 身 を 入れて 聞いて、 満足の 意味 を 

表して いた。 

なかま 

いやお 待ちなさい。 なるほど それ も、 犬の 仲間 だけ 

のこと で、 ジョ リク— ルに は、 いつまでも じっとして 

いる ことが 望めなかった。 かれは 一分 間と 一 つ 事に 心 

えんぜ つ はじ 

を 向けて いる ことができなかった。 わたしの 演説の 初 

しゅしょう  きょうみ 

めの 部分 だけ はかれ も 殊勝 らしく た い へ ん 興味 を 

持って 傾聴 していた が、 一 一十と ことば を 言わない う 

ちに、 かれは 一本の 木の 上に とび 上がって、 わたした 


ちの 頭の 上の えだに ぶら下がり、 それから つぎの えだ 

へと とび 回って いた。 カピが 同じ やり方で わたし を 

ぶじょく  じそんしん  きず 

侮辱したならば、 わたしの 自尊心 はずい ぶん 傷つ けら 

れ たにち がいなかった。 けれども ジョ リク ー ルが どん 

な こと をしょう と、 わたし はけつ して おどろか なかつ 

た。 かれはず いぶん 頭の 空つ ぼな、 軽はずみ なやつ 

だった。 

けれどそう はいう ものの、 少し は ふざけた いのも か 

れ として 無理はなかった。 わたし だって やはり 同じ こ 

と をしたかった と 思う。 わたし もや はりお もしろ 半分 

げん ざ い 

木登り をして みたかった。 けれども わたしの 現在の 


位置の 重大な ことが、 わたしに そんな 遊び を させな 

かった。 

しばらく 休んだ あとで、 わたし は 出発の 合図 をした。 

あおてんじょう 

わたしたち はどうせ、 どこかた だで とまる 青天井の 

下 を 見つけさえ すれば いいの だから、 なにより、 あし 

た の 食べ 物 を 買う 銭 を いくらか でももう ける ことが、 

さし 当た つての 問題であった。 

小 一 時間ば かり 歩く と、 やがて 一 つの 村が 見えて き 

た。 

びんぼう 村ら しくって、 あまりみ いりの 多い こと は 

のぞ  じゅんさ 

望めない が、 村が 小さければ 巡査 に 出会う こと も 少な 


かろうと 考えた。 

いちざ  ふくそう  ととの 

わたし はさつ そく 一座の 服装 を 整えて、 できる だ 

け りっぱな 行列 を 作りながら、 村へ はいって 行った。 

運悪く わたしたち は あの ふえがなかった し、 そのうえ 

ふうさ い 

ヴィ タリス 親方の りっぱな どうどうとした 風采が な 

ぐんがくたい  たいちょ * つ 

かった。 軍楽隊の 隊長の ような りっぱな 様子で かれ 

はいつ も 人目 を ひいて いた。 わたしに は 私の 高い とい 

リぇき 

う 利益 もない し、 あのり っぱなしら が 頭 も 持た なかつ 

た。 それ どころ かわた し はちつ ぼけで、 やせつ ぼちで、 

そのうえ ひどく やつれた 心配そう な 顔 をして いたにち 

、、ゝ ヽ に ゝ つ こ o 

カレる 力った 


行列の 先に 立って 歩きながら、 わたし は 右左 をき よ 

ろき よろ 見回して、 わたしたちが どういう 効果 を 村の 

人た ちに あたえて いるか、 見ようと した。 ごくわず か 

なさ 

—— と 情けない けれど 言わなければ ならなかった。 だ 

れ 一 人 あとから ついて 来る 者 もなかった。 

ちょっとした 広場の まん 中に 泉が あって、 木 かげ 

が こん もりして いる 所 を 見つける と、 わたし はハ ー プ 

を 下ろして ワルツ を 一曲 ひき 始めた。 曲 は ゆかいな 調 

子で あつたし、 わたしの 指 も 軽く 動いた。 けれども わ 

たしの 心 は 重かった。 

わたし はゼ ルピノと ド ルスに 向かって、 いっしょに 


ワルツ をお どるよう に 言い つけた。 かれら はすぐ 言う 

ひょうし 

こと を 聞いて、 拍子に 合わせて くるくる 回リ 始めた。 

けれども だれ 一 人出て 来て 見ようと する 者 もなかつ 

あ もの 

た。 そのく せ 家の 戸口で は 五、 六 人の 女が 編み物 をし 

たり、 おしゃべり をして いるの を 見た。 

わたし は ひき 続けた。 ゼ ルピノと ドル スは おどり 続 

けた。 

一人ぐ らい 出て 来る 者が あるだろう。 一人 来れば ま 

た 一人、 だんだん あとから 出て 来る にち がいなかった。 

わたし はあくまで ひき 続けた。 ゼ ルピノと ドル スも 

くるくる じょうずに 回って いた。 けれども 村の 人た ち 


はてんで こちら を ふり 向いて 見ようと もしな か つ た。 

けれども わたし はがつ かりし まいと 決心した。 わた 

しはい つ しょう けんめい ハ ー プの 糸が 切れる ほど はげ 

しく ひいた。 

ふと 一 人、 ごく 小さい 子が 初めて、 うちの 中から ちょ 

こちよ ことかけ 出して、 わたしたちの ほうへ やって来 

た。 

きっと 母親が あとから ついて 来る であろう。 その 母 

なかま 

親の あとから、 仲間が 出て 来る だろう。 そうして 見物 

がで きれば、 少しのお 金が 取れる であろう。 

わたし は 子ども を おびえさ せまいと 思って、 まえよ 


り は 静かに ひいた。 そうして 少しで も そばへ 引き寄せ 

の  かたあし 

ようとした。 両手 を 延ばして、 片足ず つよち よち 上げ 

て、 かれは 歩いて 来た。 もう 二足 か 三 足で、 子ども は 

わたしたちの 所へ 来る。 ふと、 その しゅんかん 母親 は 

ふり 向いた。 きっと 子どもの 姿の 見えない の を 見て、 

びっくりす るに ちがいない。 

でも かの 女 はやつ と 子どもの 行く え を 見つける と、 

わたしの 思った ようにす ぐ あとから かけて は 来ないで 

自分の ほうへ 呼び返した。 すると 子ども はおとな しく 

ふり 返って 母親の ほうへ 帰って 行った。 

きっと このへんの 人 は、 ダンス も 音楽 も 好かない の 


だ。 きっと そんな ことであった。 

わたし はゼ ルピノと ドル スを 休ませて、 今度 は、 わ 

たしの 好きな 小唄 を 歌い 始めた。 わたし はこん なに 

い つしょう けんめい になった ことはなかった。 

せつ  せびろ 

二 節目の 終わりに なった とき、 背広 を 着て、 ラシ ャ 

のぼう し を かぶった 男が 目に はいった。 その 男 はわた 

しの ほうへ 歩いて 来る らしかった。 

とうとう やって来 たな。 

わたし はそう 思って、 いよいよむ ちゅうに なって 

歌った。 

「これこれ こぞう、 ここでな に をして いる」 と、 その 


男 は どな つ た。 

わたし はび つくりして 歌 を やめた。 ぼかんと 口 を 開 

いたま ま、 そ はへ 寄って 来る その 男 を ぼんやり ながめ 

た。 

「なに をして いると いうの だ」 

「はい、 歌 を 歌って います」 

きょか  え 

「おまえ はこ こで 歌 を 歌う 許可 を 得た か」 

「いいえ」 

「ふん、 じゃあ 行け。 行かない と 拘引す るぞ」 

「でも、 あなた …… 」 

のうりん かんさ つかん 

「あなたと はなんだ、 農林 監察官 を 知らない か。 出て 


行け、 こじき こぞうめ」 

はは あ、 これが 農林 監察官 か。 わたし は 親方の 見せ 

けいかん かんさつかん はんこう 

たお 手本で、 警官 や 監察官に 反抗す ると、 どんな 目に 

会う かわかつ ていた。 わたし はかれに 二度と 命令 をく 

り 返させなかった。 わたし は 急いで わき 道へ にげだし 

た。 

こじき こぞう か、 ひどい 言いぐ さ だ。 わたし はこ じ 

き はしなかった。 わたし は 歌 を 歌った まで だ。 

五分と たたない うちに、 わたし はこの 人情の ない、 

かんし  とど 

そのく せいやに 監視の 行き届い ている 村 を はなれた。 

犬た ち は 頭 を 垂れて、 すごすご あとから ついて 来た。 


きっとつ まらない 目に会つ たこと を 知つ ていた。 

カピ はし じゅう わたしたちの 先頭に 立 つ て 歩いて い 

れい 

た。 ときどき ふり 向いて は 例の りこう そうな 目で、 

い つ たいどう したので すと 言いた そうに 見えた。 ほか 

の ものが かれの 位置に 置かれた の だったら、 きっと わ 

たしに それ をたず ねたであろう けれども、 カピ はそん 

ぷ さ ほ う 

な 無作法 をす るに は、 あんまり よくしつ けられて いた 

かれは ふに 落ちない の を、 いっしょうけんめい がま 

まんぞく 

ん している ふう を 見せる だけで 満足して いた。 

ずっと 遠く この 村から はなれた とき、 わたし は 初め 

て かれらに (止まれ) という 合図 をした。 それで 三び 


きの 犬 はわた しの 回りに 輪 を 作った。 そのまん 中には 

力 ピがじ つ とわたし に 目 をす えていた。 

わたし はかれら がわから ずに いる こと を、 ここで 

せつめい 

説明して やらなければ ならなかった。 「わたしたち は 

こうぎょう  きょか  え 

興行の 許可 を 得て いないから、 追い出され たの だよ」 

とわたし は 言った。 

「へえ、 それで はどうし ましょう」 と、 力 ピは首 を 一 

ふリふ つ てたず ねた。 

「だから わたしたち は 今夜 は どこか 野天で ねむって、 

ばんめし 

晚飯 なしに 歩く の だ」 

ばんめし 

晚飯 という ことばに、 みんな いちどに ほえた。 わた 


し はかれら に 三ス— の 銭 を 見せた。 

「知って ると おり、 わたしの 持って いるの はこれ だけ 

あさめし 

だ。 今夜 この 三ス ー を 使って しまえば、 あしたの 朝飯 

になに も 残らない。 きょうは とにかく 少しで も 食べた 

の だから、 これ は あしたまで とってお くほうが いいよ 

うだ」 こう 言って、 わたし は 三ス— を また かくしに 入 

れた。 

力 ピとド ルス は あきらめ たように 首 を 下げた。 けれ 

ども それほどすな おでなかった し、 そのうえ 大食らい 

であつ たゼ ルビ ノは、 い つまで もぶ うぶう うな つてい 

き  め 

た。 わたし はこ わい 目 をして かれ を 見た が、 効き目が 


なかった。 

「力 ピ、 ゼ ルピノに 言って お聞かせ。 あれ はわから な 

ちゅうじ つ 

いよう だから」 と、 わたし は 忠実な カピに 言った。 

カピ はさつ そく 前足で ゼ ルピノ をた たいた。 それ は 

いかにも 二 ひきの 犬の 間に 言い合いが 始まって いるよ 

うに 見えた。 言い合いと いうよう な ことば を 犬に 使う 

の は 少し 無理 だと 言う かもしれ ない が、 動物 だってた 

なかま  とくべつ 

しかに その 仲間に 通用す る 特別な ことばが あった。 犬 

だけで 言えば、 かれら は 話す こと を 知つ ている だけで 

はない、 読む こと も 知っていた。 かれらが 鼻 を 高く 空 

に 向けたり、 顔 を 下げて 地べた を かいだり、 やぶ や 石 


の 上 を かぎ 回ったり すると ころ を ご覧な さ い。 ふと か 

れら はと ある 草 むらの 前で 立ち止まる。 または かべの 

前で 立ち止まって、 しばらく はじつ と 目 をす えてい る 

わたしたちが 見て は その上に なにもな いが、 犬 はわた 

したち の 理解し ない ふしぎな 文字で 書かれた、 いろい 

ろの 変わ つたこと を そこに 読み 分ける ので ある。 

力 ピがゼ ルピノに 言った こと も わたしに はわから な 

かった。 なぜ と言うに、 犬に は 人間の ことばが わかつ 

て も、 人間 はかれら のことば を 理解 しないの だ。 わた 

しがた だ 見たところ では、 ゼ ルビ ノは 道理に 耳 を かた 

むける こと を こばんだ。 なんでも 三ス— のお 金 をす ぐ 


に 使って しまえと 言い張った ようであった。 力 ピは腹 

を 立てて 歯 をむ き 出す と、 少しお くびよう 者の ゼ ルビ 

ノは すごす) J だま つ てし ま つ た。 だまる という ことば 

せつめい い 

にも 少し 説明が 要る が、 ここで はころ りと 横になる こ 

と を 言う ので ある。 

のこ  やど 

そこで 残ったの は 今夜の 宿の 問題 だけ だ。 

時候 はよ し、 暖かい、 いい 天気であった。 だから 

あおてんじょう 

青天井 の 下にね むる こと はさして むずかしい ことで 

はなかった。 ただこの へんに 悪い おおかみ でもい るよ 

うなら、 それ を さける ように すれば よかった。 おおか 

のうりん かんさ つかん 

みよりも おそろしい 農林 監察官から さける こと もさら 


に 必要であった。 

わたしたち は 白い 道の 上 を ずんずん ま つ すぐに 進ん 

で 行った。 山の はしに 落ち かけた 赤い 夕日の 最後の 光 

やど もと  つづ 

が 空から 消える ころまで、 宿 を 求め て 歩き続けた が 、 

まだ 見つからなかった。 

もう 善悪な しに、 どうで もとまらなければ ならな 

かった。 やっと 林の 間に 出た。 そこ ここに 大きな 花 こ 

う 岩が 転が つていた。 この 場所 はずい ぶん あれた さび 

しい 所で あつたが、 それより いい 場所 は 見つからな 

かった。 それに 花こう 岩の 中にはい つてね むれば、 し 

めつ ぼい 夜風 を 防ぐ たしに もな ろうと 思った。 ここで 


わたしたち というの は、 さるの ジョ リク ー ル とわたし 

自身の こと を 言う ので、 犬た ち は 外で ねむった ところ 

で かぜをひく 気づかい もなかった。 わたし は 自分の か 

らだを だいじに しなければ ならなかった。 わたしの 

せきにん 

しょって いる 責任 は 重かった。 わたしが 病気に なった 

ら わたしたち みんな どうなる だろう。 また わたしが 

かんびょう 

ジョ リク— ルの 看病 をし なければ ならない よう だつ 

たら、 今度 はわた しが どうなる だろう。 

わたしたち は 石の 間に ほら 穴の ような 所 を 見つけた。 

そこに はまつ の 落ち葉が たまって いた。 これで、 上に 

は 風 を 防ぐ 屋根が あり、 下に はしいて ねる ふとんが で 


きた。 これ は ひじょうに 具合が よかった。 足りない の 

は 食べ物ば かりであった。 わたし はおな かの すいてい 

る こと を 考えまい と 努めた。 ことわざ にも 言う ではな 

いか、 『ねむる の は 食べる の だ』 と。 

いよいよ 横になる まえに、 わたし は カピに 張り番 を 

ちゅうじ つ 

たのむ と 言った。 すると この 忠実な 犬 はわた したち 

といつ しょに まつ 葉の 上で ねむろうと はしないで、 わ 

やえいち  ほしょう 

たしの 野営地の 入口に、 歩哨の ように 横にな つていた。 

わたし は カピが 番をして くれれば だれも 案内な しに 近 

づけない と 思った から、 落ち着いて ねむる ことができ 

た。 


でも これ だけ は 心配はなかった が、 すぐに はねむ り 

つけなかった。 ジョ リク ー ル はわた しの 上着の 中に く 

る まって、 そばで ぐっすり ねむって いた。 ゼ ルピノと 

ドル スは、 わたしの 足 もとで からだ をのば していた。 

けれども わたしの 心配 はから だ の つかれよりも 大き 

かった。 

この 旅行の 第一 日 は 悪かった。 あくる 日 は どんなで 

あろう。 わたし は 腹が減つ たし、 のどがかわいて いた。 

それでいて たった 三ス— しか 持って いなかった。 あし 

たいくら かで ももう けなかったら、 どうして みんなに 

食べ 物 を 買 つ て やる ことができよう。 それに 口輪 は ど 


きょか 

うしょう。 これから 歌 を 歌う 許可 は、 いったい どうし 

たらい いだろう。 許して くれる だろう か。 さもないと 

わたしたち は みんな、 やぶの 中で おなかが 減って 死ん 

でし まう だろう。 

ぎもん 

こういう みじめな、 あわれつ ぼい 疑問 を 心の中で く 

リ 返しく り 返しす るう ちに、 わたし は 暗い 空の 上に か 

が やいて いる 星 を 見た。 そよ との 風 もなかった。 どこ 

も かしこ もしん としていた。 木の葉の そよ ぐ 音 もしな 

い。 鳥の 鳴く 声 もしない。 街道 を 車の とろとろと 通る 

とど  かぎ 

音 もしない。 目の届く限り は 青白い 空が 広が つていた。 

ひと  す 

わたしたち は 独りぼっちであった。 世の中から 捨てら 


れ ていた。 

なみだ は 目の 中に あふれた。 バルブ レンのお つか あ 

はどうしたろう。 気の どくな ヴィ タリス は。 

わたし はう つぶしに なって、 顔 を 両手で かくして、 

しくしく泣 いていた。 すると ふと、 かすかな 息が 髪の 

毛に ふれる ように 思った。 わたし は あわてて ふり 向い 

た。 その ひょうしに 大きな やわらかな 舌が なみだに あ 

ふれた わたしの ほお をな めた。 それ はカピ が、 わたし 

るろう  はじ 

の 泣き声 を 聞きつ けて、 あの わたしの 流浪の 初めての 

日に して くれたよ うに、 今度 も わたし を なぐさめに 来 

て くれたの である。 


両手で わたし はかれの 首 をお さえて、 そのし めった 

鼻に キッスした。 かれは 二、 三度お し 殺した ような 悲 

しそうな 鼻声 を 出した。 それが わたしと いっしょに 泣 

いて くれる ものの ように 思われた。 

わたし はねむ つて 目が 覚めて みると、 もうす つかり 

明るくな つていた。 カピ はわた しの 前にす わった まま 

じっと わたし を 見て いた。 小鳥が 林の 中で 歌 を 歌って 

きとう 

いた。 遠方のお 寺で 朝の 祈禱 のかね が 鳴って いた。 太 

陽 はもう 空の 上に 高く 上 つ て、 つかれた 心と からだ を 

なぐさめる 光 を 心持ちよ く 投げ かけて いた。 

わたしたち はかね の 音 を 目当てに 歩き 出した。 そこ 


に は 村が あって、 パン屋 もき つと あるに そういな かつ 

た。 昼食 も 夕食 もな しにね どこに はいれば、 だれに 

だって 空腹が 『おはよう』 を 言いに 来る。 わたし は 思 

い 切って、 三ス— を 使って しまう 決心 をした。 その あ 

とで はどうな るか、 それ は そのと きのこと にしよう。 

ひ つ よう 

村に 着く と、 パン屋が どこ だと 聞く 必要 もなかった。 

わたしたちの 鼻が すぐに その 店に 連れて行って くれた。 

力ん かく 

におい を かぎつける わたしの 感覚 は、 もう 犬に 負けず 

に するどかった。 遠方から わたし は 温かい パンの、 う 

まそう なにお い を かぎつけた。 

一 斤 五ス— する パン を 三ス— ではたん と は 買えな 


かった。 わたしたち はてん でんに、 ほんの 小さな きれ 

あさめし 

を 分け合った。 それで 朝飯 も あっけなく すんで しまつ 

た。 

わたしたち はきょう こそ いくらか でももう けな けれ 

ばなら なかった。 わたし は 村の 中 を 歩いて、 どこか 

芝居に つごうの いい 場所 を 見つけよ うとした。 それに 

てき  さぐ 

村の 人び との 顔色 を 見て、 敵 か 味方 か 探ろうと した。 

わたしの 考え はすぐ に 芝居 を 始めようと いうので は 

なかった。 それに は 時間が あまり 早す ぎた。 けれどい 

い 場所が 見つかれば、 昼 ごろ 帰って来て、 わたしたち 

きか い 

の 運命 を 決する 機会 を とらえる つもりで あ つ た。 


わたしが この 考えに 心 を うばわれて いると、 ふと だ 

れか 後ろから とんきょうな 声 を 上げる 者が あった。 あ 

わて てわたし がふり 向く と、 ゼ ルピノが わたしの ほう 

へ 向かって かけて 来る。 その あとから 一人のお ば あさ 

んが 追つ かけて 来る の を 見た。 もうす ぐ 何事が 起こつ 

たかと いう こと はわかった。 わたしが ほかへ 気 を 取ら 

れ ている すき を ねらって、 ゼ ルビ ノはー けんの 家に か 

けこんで、 肉 を 一 きれ ぬすみだした のであった。 かれ 

はえ もの を 歯の 間に くわえた まま、 にげ 出して 来たの 

であった。 

「どろぼう、 どろぼう」 とおば あさん はさ けんだ。 「そ 


いつをつ かまえて おくれ。 そいつら みんなつ かまえて 

おくれ」 

おばあさん のこう 言う の を 聞いて、 わたし はとに か 

つみ 

く 自分に も 罪が ある。 いや すくなくとも ゼ ルピノの 

はんざい せきにん 

犯罪に 責任が あると 感じた。 そこで わたし はかけ 出し 

だいか  せいきゅう 

た。 もしおば あさんがぬ すまれた 肉の 代価 を 請求 じ 

たら、 なんと 言う ことができよう。 どうして 金 を はら 

うこと がで きょう。 それで わたしたちが つかまえられ 

けいむしょ 

れば、 きっと 刑務所に 入れられ るだろう。 

わたしが にげ 出して 行く の を 見て、 ド ルスと カピも 

さっそく わたしの 例に ならった。 かれら はわた しの か 


かとに ついて 走った。 ジョ リク ー ル はわた しの 肩に 

乗った まま、 落ちまい としてし つか リ 首に かじりつい 

た。 

だれか ほかの 者 もさ けんで いた。 待て、 どろぼう… 

なかま 

…そして ほかの 人た ち も 仲間に な つ て 追つ かけて いた。 

きょうふ 

けれども わたしたち は どんどん かけた。 恐怖が わたし 

そくりょく 

たちの 速力 を 進めた。 わたし はド ルスが こんなに 早 

く 走る の を 見た ことがなかった。 かの 女の 足 は ほ とん 

ど 地べたに ついていなかった。 横町 を 曲がって、 野原 

をつつ 切って、 まもなく わたしたち は 追っ手 を はるか 

ぬいて しまった。 けれども やはり どんどん かけ 続けて、 


いよいよ 息が つけなくな るまで 止まらなかった。 わた 

したち は 少なくとも 三 マイル (約 五 キロ) も 走った。 

ふり 返つ て 見る ともう だれも 追つ かけて 来なかった。 

力 ピとド ルス はや はり わたしの すぐ 後に つ いて 来た。 

ゼ ルピノ は 遠くに はなれて いた。 たぶんぬ すんだ 肉 を 

食べる ので 手間 を 取った のであろう。 

わたし はかれ を 呼んだ。 けれども かれは ひどい 刑罰 

に 会う こと を 知りす ぎる ほど 知っていた。 そこで わた 

しの ほうへ は 寄って 来ないで、 できるだけ 早く かけ 出 

したので ある。 かれは 飢えて いた。 それ だから 肉 をぬ 

こうじつ  ゆる 

すんだ の だ。 けれども わたし は それ を 口実と して 許す 


こと はでき なかった。 かれはぬ すみ をした。 わたしが 

なかま  きりった も  つみお か 

仲間の 間に 規律 を 保とうと すれば、 罪 を 犯した もの は 

罰せられなければ ならない。 それ をし なかったら、 つ 

ぎの 村へ 行って、 今度 はド ルスが 同じ 事 をす るで あろ 

ゆうわく 

う。 そうなる とカピ までが 誘惑に 負けない と は 言えぬ 

こうぜん けいば つ くわ 

わたし はゼ ルピノに 対し、 公然 刑罰 を 加えなければ 

ならなかった。 けれども それ をす るた めに はかれ をつ 

かまえなければ ならなかった。 それ はたやす いこと で 

はなかった。 

わたし は カピの ほうへ 向いた。 

「行って ゼ ルピノ を 探して おいで」 とわたし は 重お も 


しく 言った。 

かれは さ つ そく 言い つけられた とおりす るた めに 出 

て 行った。 けれども いつもの ような 元気の ない こと を 

わたし は 見た。 かれの 顔つき を 見て いると、 憲兵と し 

て かれは わたしの 言いつけ を 果たす よりも、 弁護人と 

して ゼ ルピノ を かば つ て やりたい ように 見えた。 

しゅうじん  つ 

わたし はかれが 囚人 を 連れて 帰って来 るの を、 ベ 

ん べんと こしかけて 待つ ほかはなかった。 気ち がいじ 

みた かけっこ をした あとで、 休息す るの が うれし かつ 

た。 わたしたちが 休んだ 所 はちょう どこん もりした 木 

リ ようが わ  ほりわり 

かげと、 両側に 広び ろと 野原の 開けた、 堀割の 岸で 


あった。 ッ ー ル— ズを 出て 初めて、 青 あおした、 すず 

しいい なか 道に 出た の だ。 

一時間た つたが、 犬た ち は 帰って来なかった。 わた 

ひと 

し は そろそろ 心配に なり だした とき、 やっと 力 ピが独 

リぼ つ ち 首 をうな だれた まま 帰 つ て 来た。 

「ゼ ルビ ノは どうした」 

カピは おどおどした 様子で、 平伏した。 わたし はか 

れ のかた つぼの 耳から 血の 出て いるの を 見た。 わたし 

は それで 様子 を さとった。 ゼ ルピノ はこの 憲兵に 戦 

い をし かけて きたので ある。 わたし はカピ がそう して、 

いやいや わたしの 命令に 従いながら も、 ゼ ルピノと 


の 格闘に わざと 負けて やった ことが わかった。 そして 

かくご 

そのため 自分 もや はりし かられる ものと 覚悟して いる 

らしく 思われた。 

わたし はかれ をし かる ことができなかった。 わたし 

はしかた がない から、 ゼ ルピノが 自分から 帰って来る 

ときを 待つ ことにした。 わたし はかれが おそ かれ 早 か 

れ 後悔して 帰って来て、 刑罰 を 受ける だろうと 思 つ て 

いた。 

わたし は 一 本の 木の下に、 手足 を ふみのば して 横に 

なった。 ジョ リク— ル はしつ かりとう でに だいて いた。 

なかま 

それ はこの さるまで がゼ ルピノと 仲間になる 気 を 起こ 


すと いけない と 思った からであった。 ド ルスと カピは 

わたしの 足の 下で ねむって いた。 時間が たった。 ゼル 

ビノは 出て 来なかった。 とうとう わたしもう とうとと 

ねむりこ けた。 

四、 五 時間た つて わたし は 目を覚ました。 日 かげで 

もう 時刻の よほどた つたこと がわかった が、 それ は 日 

かげ を 見て 知る まで もなかった。 わたしの 胃ぶ くろ は 

ひさ 

一 きれの パン を 食べて からもう 久しい 時間の たつこと 

を わめきたて ていた。 それに 二 ひきの 犬と ジョ リク— 

ルの 顔つき だけで も、 かれらの 飢えき つてい る こと は 

なさ 

わかった。 カピと ドル スは晴 けない 目つ きをして、 


じっと わたし を 見つめた。 ジョ リク— ル はしかめ つ 面 

をして いた。 

でも や は リゼル ビノは 帰って はいなかった。 

わたし はかれ を 呼びた てたり、 口ぶ え を ふいたり し 

たけれ どもむ だであった。 たぶん ごちそう をせ しめた 

ので、 すっかり 腹が ふくれて、 どこかの やぶの 中に 転 

がって、 ゆっくり 消化 させて いるので あろう。 

やっかいな ことにな つてき た。 わたしが ここ を 立ち 

去れば、 ゼ ルピノ はわた したち を 見つける ことができ 

ないから、 そのまま 行く え 知れずに なって しまう。 か 

といって ここに このままいて は、 少しで も 食べ物 を 買 


きかい 

うお 金 をもう ける 機会が まるでなかった。 

わたしたちの 空腹 はいよ いよ やりきれ なくなつ てき 

た。 犬た ち は 哀願す るよう な 目つ きをた えず わたしに 

向けた。 そして ジョ リク ー ル はおな か を さすって、 お 

こって、 き やっき やっと さけんで いた。 

それでも ゼ ルピノ はま だ 帰って来なかった。 もう 一 

度 わたし は カピを やって、 なまく らもの の 行く え を 探 

させた。 けれども 三十 分た つてから、 やはり カピ だけ 

ひと 

独リ ぼんやり 帰って来た。 

どうしたら い いであろう。 

つみ おか  かしつ 

ゼ ルピノ は 罪 を 犯した が、 また かれの 過失の ために 


わたしたち はこん な ひどい 目に会わされる ことにな つ 

たので あるが、 かれ をふリ 捨てる こと はでき なかった。 

まんぞく  つ 

三び きの 犬 を 満足に 連れて 帰らなかったら、 親方 はな 

ん と言うであろう。 それになん といっても、 わたし は 

あのいた ずら 者の ゼ ルピノ を かわいが つていた。 

わたし は晚 がた まで 待つ 決心 をした。 けれどな にも 

せずにい る こと はでき る ものではなかった。 わたした 

ち はなに かして いればき つと これほど ひどい 空腹が こ 

たえないで あろうと 思った。 

わたし はなに か 気 を まぎらす こと を 考え出したなら、 

さし 当たり これほど ひもじい思い を 忘れる かもしれ な 


レ 

なに をしたら よかろう。 

わたし はこの 問題 を いろいろ 考え 回した。 そのと き 

わたしが 思い出し たの は、 ヴィ タリス 親方が いっか 

ぐんたい  こうぐん  ひろう  がくたい 

言った ことに、 軍隊が 長い 行軍で 疲労し きる と、 楽隊 

えんそう  へいたい 

がそれ は ゆかいな 曲 を 演奏す る、 それで 兵隊の 疲労 を 

忘れさせる ようにす ると いうので あった。 

そうだ。 わたしが なに かゆ かいな 曲をハ ー プで ひい 

たら、 きっと 空腹 を 忘れる ことができる かもしれ ない 

わたしたち は みんな ひどく 弱りき つてい る。 でもな に 

かゆ かいな 曲 を ひいたら、 かわいそうな 二 ひきの 犬た 


ち も、 ジョ リク— ル といつ しょに おどり だして、 時間 

が 早く 過ぎる かもしれ ない。 

がっき 

わたし は 二 本の 木に よせかけ ておいた 楽器 を 取り 上 

ほりわり  せなか 

げて、 堀割の ほうに 背中 を 向けながら、 動物た ちの 列 

を 作って ならばせ、 ダンス 曲 を ひき 始めた。 

はじ 

初めのう ち は、 犬 もさる も ダンス をす る 気に も なれ 

よくぼう 

ない らしかった。 かれらの 欲望 は 食べ物の ほかにな 

かった。 そのい じらしい 様子 を 見る と、 わたしの 胸 は 

痛んだ。 けれども かわいそうに、 かれら も 空腹 を 忘れ 

なければ ならなかった。 わたし はいよ いよ 調子 を 高く 

早くと ひいた。 すると 少しずつ だんだんに、 音楽が そ 


の 偉力 を 現して きた。 かれら はお どり だした。 わた 

し は ひき 続けた。 

「うまい」 —— ふと わたし はすみ きった 子どもの 声で 

こうさけ ぶの を 聞いた。 その 声 はすぐ 後ろから 聞こえ 

た。 わたし は あわてて ふリ 向いた。 

ゆうせん ほ リゎリ  こぶね 

一せ きの 遊 船が 堀割の 中に 止まって いた。 その 小舟 

を 引っ張つ ている 二 ひきの 馬 は、 向こう岸に 休んで い 

た。 それ はきみ ような 小舟であった。 わたし はま だ こ 

んな ふうな 船 を 見た ことはなかった。 

くら 

それ は 堀割に うかんで いる ふ つうの 船に 比べて、 

ずっとた けが 短かった。 そして 水面から わずか 高い 


甲板の 上に は、 ガラスし ようじ をた てきった 船室が あ 

リ、 その 前に はきれ いなろう かがあって、 つたの 葉で 

レ^ 

わか きふじん 

そこに は 二人、 人が いた。 一人 はま だ 若い 貴婦人で、 

美しい、 そのく せ 悲しそう な 顔 をして いた。 もう 一人 

はわた しぐ らいの 年 ごろの 男の子で、 これ は あお 向け 

にね ている らしかった。 

「うまい」 と 声をかけ たの は、 あきらか にこの 子ども 

であった。 

わたし はかれら を 見つけて、 一度 はたい へんび つく 

りした が、 落ち着く と、 わたし はぼう し を 取って、 か 


しょうさん かんしゃ  ひょう 

れらの 賞賛 に 感謝の 意 を 表 した。 

「あなた はお 楽しみに やって おいでな のです か」 と、 

きふじん 

貴婦人 は 外国な まりの ある フランス語で 言った。 

「わたし は 犬 をし こんでいる のです。 それに …… 自分 

の 気晴らし にも」 

子ども はなに か 言った。 婦人 は その ほうに のぞきこ 

んだ。 

「あなた、 まだ やって もらえます か」 と、 そのと き 

きふじん 

貴婦人 はこ ちら を 向いて 言った。 

なに かやって くれる か。 やらな くって どうす る もの 

か。 こういう ところへ 来て くれたお 客の ために、 どう 


してやらずに いられよう。 わたし は それ を 一 一度と 言わ 

れ るまで も 待た なか つ た。 

きげき 

「ダンスに しまし ようか。 喜劇に しまし ようか」 とわ 

たし は 聞いた。 

「ああ、 喜劇 だ、 喜劇 だ」 と 子どもが さけんだ。 

きふじん 

けれども 貴婦人 は 口 を はさんで、 「まあ 先に ダンス 

を」 と 言った。 

「ダンス はだ つ て 短す ぎる もの」 と 子ども は 言った。 

「お 客 さまのお 望みと ございましたら、 ダンスの あと 

でちがった 番組 を いろいろ とりかえて ごらんに いれ ま 

しょう」 


こうじょう 

これ はう ちの 親方の 使う 口上の 一 つであった。 わ 

たし はなるべく かれと 同じような しかつめらしい 言い 

つと  きげき 

方で やろうと 努めた。 だが なおよく 考える と、 喜劇 を 

しょもう  けっきょく 

所望して くれなかった こと は 結局 ありがたかった。 

なぜと いって、 どうそれ を やる かく ふうがつ かな かつ 

ま い 

た。 ゼ ルピノと いう 役者が 一枚 足りない ばかりで はな 

し ぱい  いしょう 

い、 芝居 をす るに は 衣装 も 道具 もなかった。 

とにかく わたし はハ— プを 取り上げて、 まず ワルツ 

の 第一 節 を ひいた。 カピは 前足で ド ルスの こし を だい 

ひょうし 

て、 じょうずに 拍子 を 取りながら おどり 回った。 つぎ 

にジョ リク— ルが 一人でお どって、 それから それと わ 


たした ち は 順 々 に 番組 を 進めて いった。 もう 少しも 

くたびれ たと は 思わなかった。 かわいそうな 動物 ども 

ひるめし ほうしゅう 

は、 やがて 昼飯の 報酬 の 出る こと を 知って、 いっしょ 

うけんめ いに やった。 わたし も そのと おりであった。 

すると とつぜん、 みんなが いっしょ になって ダンス 

をして いる 最中 に、 ゼ ルピノが やぶの かげから 出て 

なかま 

来た。 そして 仲間が その そば を 通る と、 かれはず うず 

うしく も その 仲間に 割り こんで 来た。 

ハ— プを ひき ひき 役者た ちの 監督 をしながら、 わた 

し はとき どき 子どもの ほう を 見た。 かれは わたしたち 

えんぎ 

の 演技に ひじょうな ゆかい を 感じて いるら しく 見えた 


が、 からだ を 少しも 動かさなかった。 寝台の 上に あお 

はくしゅ 

向いた まま、 ただ 両手 を 動かして 拍手 かっさいした。 

はんしん-やず い  は 

半身不随 なのか しら、 板の 上に 張りつ けられた ように 

見えた。 

いつのまにか 風で 船が 岸に ふきつけられて いたので、 

いま は 子ども を はっきり 見る ことができた。 かれは 金 

茶色の 髪の毛 をして いた。 顔色 は 青白くて、 すきと 

ひ ふ  ひたい あおすじ 

お つ た 皮膚の もとに 額 の 青筋 すら 見える ほどで あ つ 

た。 その 顔つきに は 病人の 子どもら しい、 おとなし や 

かな、 悲しそう な 表情が あった。 

「あなたがたのお 芝居の さじき 料が いかほどで すね」 


きふじん 

と、 貴婦人 はたず ねた。 

「おなぐさみに 相応した 代 だけいた だきます」 

「じゃあ、 お 母 さま、 たんと おやりなさい」 と 子ども 

が 言った。 かれは そのうえな にかわた しに わからない 

くわ  きふじん 

ことばで つけ 加えて いた。 すると 貴婦人 は、 

なかま 

「ァ— サ がお 仲間の 役者た ち を そばで 見たい と言うの 

です よ」 と 言った。 

ぢぉょ 一 

わたし は カピに 目く はせ をした。 大喜びで かれは 

船の 中へ とびこんで 行った。 

「それから、 ほかの は」 とァ ー サと 呼ばれた この 子 ど 

も はさ けんだ。 


ゼ ルピノと ド ルスが カピの 例に ならった。 

「それから おさる は」 

ジ ョ リク— ルも わけなく とびこむ ことができたろう。 

でも わたし は 安心が ならなかった。 一度 船に 乗ったら、 

きふじん 

き つ となに か 貴婦人の 気に いらない ような 悪さ をす る 

かもしれ なかった。 

「おさる は 気があら いの」 と 貴婦人 はたず ねた。 

「いいえ、 そうではありません が、 なかなか 言う こと 

しつれい 

を 聞きません から、 失礼で も あると いけない と 思い ま 

す」 

「おや、 それで は あなた、 連れてお いでなさい」 


きふじん 

こう 言つ て 貴婦人 はか じの ほうに 立 つ ていた 男に 合 

図 をした。 この 人 は 出て 来て、 へさき から 岸に 板 を わ 

た ノ」 こ。 

力た 

肩に ハ ー プを かけて、 ジョ リク ー ルを うでに だいた 

まま、 わたし は 板 を わたった。 

「おさる だ。 おさる だ」 とァ ー サは さけんだ。 その子 

きふじん  よ 

ども を 貴婦人 はァ— サと 呼んで いた。 

わたし はかれの そばへ 寄って、 かれが ジョ リク— ル 

をな でたり さすったり している とき、 わたし は 注意し 

じっさい  まい 

て その 様子 を 見た。 実際に かれは 一枚の 板に 皮でから 

だ を 結びつけられ ていた。 


きふじん 

「あなた、 お父さん は あるの」 と 貴婦人 はたず ねた。 

ひと 

「いえ、 いま は 独りぼっちです」 

「いつまで」 

「二 か 月の あいだ」 

「二 か 月です つて、 まあ かわいそうに、 あなたぐ らい 

の 年 ごろに、 どうして 独りぼっち 置き去り にされ るよ 

うな ことにな つたの」 

「そんな 回り合わせ になった のです」 

「あなたの 親方さん はふた 月の あいだに たんと お金 を 

持って 帰れと 言いつけ たので はない のです か。 そうで 

しょう」 


「いいえ、 おくさん、 親方 はわた しにな にも 言いつけ 

はしません。 ただい 一座の の ものと いっしょに、 その 

あいだ 食べ て ゆかれ さえ すれば それでい いんです」 

「それで、 どれ だけお 金が 取れました か」 

わたし は 答えよう としてち ゆうちょした。 わたし は 

この美し い 婦人の 前で は J 衝の おそれ を 感じた けれど 

きふじん 

も、 貴婦人 は ひじょうに 親切に 話しかけて くれたし、 

やさ 

その 声 はいかに も 優しかった から、 わたし はほんとう 

のこと を 打ち明ける 決心 をした。 また それ をして なら 

ない 理由 はなに もなかった。 

きふじん 

そこで わたし は 貴婦人に 向かって、 ヴィ タリスと わ 


たしが 別れたい ちぶし じゅう を 話した。 ヴィ タリス 親 

ほ ご  けいむしょ  つ 

方が わたし を 保護す るた めに、 刑務所に 連れて行かれ 

たこと、 それから 親方が いなくな つてから、 金 を 取る 

ことができ なくなった 次第 を 話した。 

わたしが 話 をして いる あいだ、 ァ ー サは 犬と 遊んで 

いたが、 わたしの 言った ことば はよ く 耳に 止めて いた。 

「じゃあき みたち、 みんなず いぶんお なかが すいてい 

るだろう」 とかれ は 言った。 

この ことば を 動物た ち はよ く 知っていて、 犬 は 喜 

んで ほえ 始める し、 ジョ リク— ル ははげ しくお なか を 

こすった。 


「ああ、 お 母 さま」 とァ ー サが さけんだ。 

きふじん 

貴婦人 は 聞き 知らない ことばで、 半分 開けた ドアの 

すきから 頭 を 出し かけて いた 女中に、 なに か 一 一言 三 言 

いった。 まもなく 女中 は 食物 をのせ たテ— ブル を 運ん 

で 来た。 

「おかけ」 と 貴婦人 は 言った。 

わたし は 言われる ままに さっそく、 ハ ー プを わきへ 

置いて、 テ— ブルの 前の いすに こし を かけた。 犬た ち 

はわた しの 回りに 列 を 作って ならんだ。 ジョ リク— ル 

はわた しの ひざの 上で おどって いた。 

「きみの 犬 は パン を 食べる の」 とァ ー サ はたず ねた。 


「パ ンを 食べ る どころ です か」 

わたしが 一 きれず つ 切って やる と、 かれら は むさぼ 

るよう にして 見る まに 平らげて しま つ た。 

「それから おさる は」 とァ— サは 言った。 

ひつよう 

けれども、 ジョ リク— ル のこと で 気 を もむ 必要 もな 

かった。 わたしが 犬に やって いる あいだ、 かれは 横 合 

いから 肉 入りの パン を 一 きれさら つて、 テ— ブルの 下 

にもぐ つて、 息の つまる ほど ほおばつ ていた。 

わたし 自身 も パン を 食べた。 ジョ リク— ル のように 

のどに はつ まらせ なかった けれど、 同じよう にがつが 

つして、 もっとた くさん ほおばった。 


きふじん 

「かわいそうに、 かわいそうに」 と 貴婦人 は 言った。 

ァ— サ はなに も 言わなかった が、 大きな 目 を 見張つ 

てわたし たち を ながめて いた。 わたしたちの よく 食べ 

るのに びっくりした のであろう。 わたしたち はてんで 

んに腹 をす かしきつ ていた。 肉 をぬ すんで 少し は 腹に 

こたえの ある はずの ゼ ルピノまで が、 が つがつ してい 

た。 

ひるめし 

「きみ は ぼくたちに 会わなかったら、 きょうの 昼飯 は 

どうす るつ もりだった の」 とァ ー サ がたず ねた。 

「なに を 食べる か 当てがなかった のです」 

「じゃあ あした は」 


「たぶん あした はまた 運よく、 きょうの ような お 客 さ 

まに どこかで 会う だろうと 思います」 

ァ— サ はわた しとの 話 を 打ち切って、 そのと き 母親 

の ほうに ふり 向いた。 しばらくの あいだ かれら は 外国 

ちと 

語で 話 をして いた。 かれはな にか を 求めて いるら し 

はじ  しょうち 

かった が、 それ を 母親 は 初めのう ち 承知した がらない 

ように 見えた。 

する うち、 ふと 子ども はくる りと 向き 返った。 かれ 

のから だは 動かなかった。 

「きみ は ぼくたちと い つ しょに いるの はい やです か」 

とかれ はたず ねた。 


わたし はすぐ 返事 はしないで、 顔 だけ 見て いた。 わ 

しつもん 

たし はこの だしぬけの 質問に めんくらわされ ていた。 

「この 子が あなたが たにい つ しょに いてく だされば い 

きふじん 

いと 言って いるので すよ」 と 貴婦人が くり 返した。 

「この 船に です か」 

ゆわ 

「そうです よ。 この 子 は 病気で、 この 板にから だ を 結 

えつけ ていなければ ならない のです。 それで 昼間のう 

ち 少しで も ゆかいに くらせる ように、 こうして 船 こ 乗 

せて 外へ 出る のです。 それで あなたがたの 親方が 監獄 

に はいって おいでの あいだ、 よければ ここに わたした 

ちと いっしょにいて ください。 あなたの その 犬と おさ 


るが 毎日 芸 をして くれば、 ァ— サ とわたし が 見物に 

なって あげる。 あなた はハ— プを ひいて くれる でしよ 

う。 それで あなた はわた したち に 務めて くれる ことに 

なる し、 わたしたち はわた したち で、 あなたがたのお 

役に立 つ こと もありましょう」 

船の 上で。 わたし はま だ 船の 上で くらした ことが な 

ひさ  のぞ 

かった が、 それ はわた しの 久しい 望みであった。 なん 

という うれしい こと。 わたし は 幸福に 心の くらむ よう 

な 感じが した。 なんという 親切な 人た ちだろう。 わた 

し はなん と 言って いいかわから なかった。 

きふじん 

わたし は 貴婦人の 手 を 取って キッスした。 


やさ 

「かわいそうに」 とかの 女 は 優しく 言った。 

かの 女 はわた しの ハ— プを 聞きたい と 言った。 その 

くらい 手軽な なぐさみです むこと なら、 わたし はどう 

かして、 自分が どんなに ありがたく 思って いるか 見せ 

たいと 思った。 

がっき 

わたし は 楽器 を 手に 取って、 船のへ さきの ほうへ 

行って、 静かに ひき 始めた。 

きふじん  ぎん  よぶこ 

貴婦人 はふと くちびるに 小さな 銀の 呼子ぶ え を 当て 

て、 するどい 音 を 出した。 

わたし は なぜ 貴婦人が ふえ を ふいた ので あろうと 

思って、 ちょいと 音楽 を やめた。 それ はわた しの ひき 


方が 悪い からで あつたか、 それとも やめろ という 合図 

であった か。 

自分の 身の回りに 起こる どんな 小さな こと も 見の が 

さない ァ— サは、 わたしの 不安心ら しい 様子 を 見つけ 

た。 

「お 母 さま は 馬 を 行かせる ために、 ふえ を ふいたん だ 

よ」 とかれ は 言った。 

まったく そのと おりであった。 馬に 引かれた 小舟 は、 

きし  ほ リゎリ  しず 

そろそろと 岸 を はなれて、 堀割の 静かな 波 を 切って す 

りょうがわ 

べつて 行った。 両側に は 木が あった。 後ろに はしず 

んで 行く 夕日の ななめな 光線が 落ちた。 


「ひきた まえな」 とァ ー サが 言った。 

頭 を ちょっと 動かして かれは 母親に そばに 来い とい 

う 合図 をした。 かれは 母親の 手 を 取って、 しっかりに 

ぎった。 わたし はかれら のために、 親方の 教えて くれ 

た ありったけの 曲 を ひいた。 

さいしょ 

最初の 友 だち 

ァ— サの 母親 は イギリス 人であった、 名前 をミ リガ 

ン 夫人と 言った。 後家さん で、 ァ ー サは 一人っ子で 


あった。 少なくとも 生きて いるた だ 一人の 子ども だと 

考えられ ていた。 なぜと いうに、 かの 女 はふし ぎな 

じじょう 

事情の もとに、 長男 をな くした。 

むつき 

その子 は 生まれて 六月 目に 人に さらわれて しま つ た。 

それから どうした かかい もく 行く えがわから なかった。 

も つ とも その子が かどわかされ たころ、 ちょうど ミリ 

ふじん  たんさく 

ガン 夫人 はじ ゆうぶんの 探索 をす る ことので きな い 

きょうぐう  おっと 

境遇であった。 かの 女の 夫 は 死に かかって いたし、 

なによりも かの 女 自身が ひどく わずらって、 身の回り 

にどん な ことが 起こって いるか、 まるっきり わからず 

いしき 

にいた。 かの 女が 意識 を 取り返した ときには、 夫 は 死 


ん でいた し、 赤子 はい なくなつ ていた。 かの 女の 実の 

弟に 当たる ジ エイムズ • ミリガン 氏 は イギリス はもち 

ろん、 フランス、 ベル ギ ー、 ドイツ、 イタリア とほう 

さが  けっきょく 

ぼうに 子ども を 探させた が、 結局 行く え は 知れな かつ 

た。 そうなる と あとつぎの 子どもがない ので、 この 人 

ざいさん  そうぞく 

がに い さんの 財産 を 相続す る つもりで いた。 

ところが やはり、 ジ エイムズ • ミリガン 氏 は、 にい 

さんから なにも 相続す る ことができなかった。 なぜと 

いうに、 夫人の 夫 の 死後 七 か 月 目に、 夫人の 二番目の 

むすこの ァ ー ザが 生まれた のであった。 

けれどもお 医者た ち はこの 病身な、 ひよわな 子ども 


の 育つ 見 こみ はない と 言った。 かれはい つ 死ぬ かもし 

れ なかった。 その子が 死んだ 場合に は、 ジ エイムズ- 

し  ざ：：' さん  そうそく 

ミリガン 氏 は 財産 を 相続す る ことになるであろう。 

そう 思つ て かれは あてに して 待って いた。 

よげん  じつげん 

けれども 医者の 予言 は なかなか 実現され なかった。 

ァ ー サは なかなか 死ななかった。 もう 二十 度 も 追つ か 

やまい 

け 追つ かけ、 なんぎな 病と いう 病に かかって、 それで 

も 生きて いた。 そのたん びに この 子 を 生かした もの は 

母親の 看護の 力であった。 

最後の 病 は腰疾 (こしの 病気) であった。 それに は 

しじゅう 板に ねかして おくがいい というので、 板の 上 


にから だ を 結えつ けて 動け ないよう にした。 けれど そ 

れを そのまま うちの 中に 閉じ こめて おけば、 今度 は 

きう つ 

気鬱と 空気の 悪いた めに 死ぬ かもしれ ない。 

そこで かの 女 は 子どもの ためにき れいな、 ういて 動 

く 家 を こしらえて やつ て、 フランスの 国 じゅうの いろ 

けしき 

いろな 川 を 旅行して いるので あった。 その 両岸の 景色 

は、 病人の 子どもが ねながら、 ただ 目 を 開いて いさえ 

すれば、 目の前に 動いて 行く のであった。 

きふじん 

もちろん この イギリスの 貴婦人と むすこに つ いて、 

のこ  はじ  き 

わたし はこれ だけの こと を 残らず、 初めての 日に 聞い 

たのではなかった。 わたし はとき どき かの 女と いる あ 


いだに 少しず つ 細かい 話 を 聞 い た。 

わたしが 初めの 日に 聞いた こと は、 ただこの 船の 名 

が 白鳥 号と いう こと、 それから わたしが 部屋と 定めら 

れた 船室が どんな ものである かとい うこと だけで あつ 

た。 

わたし は 高さ 七 尺 (約 ニメ ー トル)、 はば 三、 四 尺 

(約 〇 • 九 〜一 •  ニメ— トル) の かわいらしい 船室 を 一 

つ 当てが われた。 それ はなん という ふしぎな 部屋に お 

も われた であろう。 部屋の どこに もしみ 一 つついて い 

なかった。 

その 船室に 備えつ けたた つた 一 つの 道具 は、 が 装 戸 


ね だ、 

だな であった。 けれどなん という 戸 だな だろう。 寝台 

とふ とんと まくらと 毛布と がその 下から 出て 来た。 そ 

して 寝台に ついた 引き出しに は、 はけ やくしゃい ろい 

ろな ものが はいって いた。 いす ゃテ ー ブルと いうよう 

な もの も 少なくとも ふ つうの 形 をした もの はな か つ た 

が、 かべに 板が ぴったりつ いている、 それ を 引き出す 

と 四角な テ ー ブルと いすに なった。 この 小さな 寝台に 

よろこ 

ねむる こと を どんなに わたし は 喜んだ であろう。 生 

まれて 初めて わたし は やわらか いしき 物 を はだに 当て 

た。 バルブ レンのお つか あのうち の は ひじょうに 固 

くって、 いつも あらく ほお を こすった。 ヴィ タリス 


老人と わたし はた いていし き 物な しでね むった。 

きちんやど 

木賃宿に ある もの は、 みんな バルブ レンのお つか あの 

うちのと 同様に ごり ごり していた。 

いちざ  れんじゅう ひとばん 

わたし はあくる 朝早く 起きた。 一座の 連中が ー晚 

どんな ふうに 過ごした か 知りたかった からで ある。 

見る とかれら は みんな まえの 晚 入れて やった 所に い 

て、 このき れいな 小舟 はもう 何 か 月 も かれらの 家で 

あつたかの ようによ くねい つていた。 犬た ち はわた し 

かため 

が 近づく と はね 起きた が、 ジョ リク ー ルは 片目 を 開い 

ている くせに 動かなかった。 かえって ラッパの ような 

大 いびき を かき 始めた。 


わたし はすぐ に その わけ を さとった。 ジョ リク— ル 

はたい へんお こりつ ぼかった。 かれは 一度 腹 を 立てる 

と、 長い あいだむ くれていた。 いまの 場合 は、 ゆうべ 

わたしが かれ を 船室に 連れて行かなかった の をお もし 

ろく 思わなかった ので、 わざと ふてね をして、 ふきげ 

しめ 

んを 示して いたのであった。 

わたし は なぜかれ を 甲板の 上に 置いて 行かなければ 

せつめい 

ならなかった か、 その わけ を 説明す る ことができな 

かった。 それで 少なくとも 外見 だけで も、 わたし はか 

れ にす まなか つたと 感じて いる ふう を 見せる ために、 

かれ をう でに だいて、 なでたり さすった りして やった。 


はじ 

初めは かれ もむ くれた ままで いたが、 まもなく、 気 

が 変わ リ やすい 性質 だけに、 なに かほ かのこと に 考え 

うつ  さんぽ  つ 

が 移って、 手 まねで、 よし、 外へ 散歩に 連れて行くな 

しめ 

ら、 かんべんして やろうと いう 意 を 示した。 

甲板 をそう じして いた 男が、 気軽に 板 を わたして く 

れ たので、 わたし は 部下 を 連れて 野原へ 出た。 

犬と かけっこしたり、 ジョ リク ー ル をから かったり、 

ほり を とんだ リ、 木登り をしたり して 遊んで いるう ち 

に 時間が たった。 帰って みると、 馬 はは こやなぎの 木 

につな がれて、 すっかり 仕度が できて いて、 小舟 はい 

つ でも 出発す るよう にな つていた。 


わたしたちが みんな 船の 上に 乗って しまう と、 まも 

なく 船 をつな いだ 大づな は 解かれて、 船頭 はか じ を、 

ぎょしゃた  かっしゃ 

御者 は手づ なを 取った。 引 きづ な の 滑車が ぎ い ぎ い 

鳴って、 馬 は 引き船の 道 を カッパ カッパ 歩き だした。 

これで も 動いて いるかと 思う は ど 静かに 船 は 水の 上 

をす べつて 行った。 そこに 聞こえる もの は 小鳥の 歌と 

船に 当たる 水の 音、 それから 馬の 首に つけたす ずの 

チャラン チャラン だけであった。 

所 どころ 水 はこい 緑色に 見えて たい へん 深いよう で 

すいしょう 

あった。 そうかと 思う と 水晶の ようにす みきって い 

て、 水の 底で きらきら 光る 小石 だの、 ビロ— ド のよう 


な 水草 をす かして 見る ことができた。 

わたしが 水の 中 を じっと のぞきこんで いると、 だれ 

かが わたしの 名前 を 呼んだ。 それ はァ ー ザであった。 

かれは 例の 板に 乗せられて 運び出され ていた。 

「きみ、 よく ねられた かい、 野原に ねむる よりも」 と 

かれは たずねた。 わたし は 半分、 ミリガン 夫人に あい 

さっする ように、 ていねいに よくね むられ たこと を 話 

した。 

「犬 は」 ァ —ザが 聞いた。 

わたし はかれら を 呼んだ。 かれら はジョ リク ー ルと 

いっしょに かけて 来た。 この さる はいつ も 芝居 を やら 


つら 

される と 甲 3 うとき する ように、 しかめつ 面 をして いた- 

ミリガン 夫人 は むすこ を 日 かげに 置いて、 自分 も そ 

の そばに すわった。 

「それで は、 あちらへ 犬と さる を 連れて行って くださ 

かぎよ う 

い。 わたしたち は 課業が あります から」 とかの 女 は 

言った。 

れんじゅう  つ  しりぞ 

わたし は 連中 を 連れてへ さきの ほうへ 退 いた。 

かぎよ う 

あの 気の どくな 病人の 子どもに、 どんな 課業が でき 

るの だろう。 

わたし はかれの 母親が 手に 本 を 持って、 むすこに 課 

業 を 授けて いるの を 見た。 


お ぼ  こんなん 

かれは それ を 覚える のが なかなか 困難で あるら しく 

やさ  せ 

見えた。 しじゅう 母親 は 優しく 責めて いたが、 同時に 

なかなか 手 ごわかった。 

「いいえ」 とかの 女 は 最後に 言った。 「ァ— サ、 あなた 

お ま 

はまる で 覚えて いません」 

「ぼく、 できません。 お 母 さま、 ぼく、 ほんと にで き 

な いんです」 とかれ は 泣く ように、 言った。 「ぼく 病気 

なんです」 

「あなたの 頭 は 病気ではありません。 ァ— サ、 病人 だ 

からといって、 だんだんば かになる ような 子 を わたし 

は 好きません」 


これ はずい ぶん 残酷な ように わたしに は 思われた。 

やさ 

けれど かの 女 はあくまで 優しい 親切な 調子で 言った。 

なさ 

「なぜ、 あなた はわた しに こんな 情けない 思い を させ 

るでしょう。 あなたが 習いた がらない のが、 どんなに 

わたしに は 悲しい かわかる でしよう」 

「ぼく、 できません、 お 母 さま、 ぼくで きないん です」 

こう 言って かれは 泣き だした。 

けれど も ミ リガ ン 夫人 は 子 ど ものな みだに 負かされ 

はしなかった。 そのく せかの 女 は ひじょうに 感動して、 

ますます 悲しそう にな つていた。 

「わたし もけ さあな た を ルミ や 犬た ちと 遊ばせて あげ 


お ま 

たいの だけれ ど、 すっかりお 話 を 覚える まで は 遊ばせ 

る こと はでき ません」 こう 言つ て かの 女 は 本をァ ー サ 

にわたして、 一 人 置き去り にした まま 向こうへ 行った。 

わたしの 立って いた 所まで かれの 泣き声が 聞こえた。 

あれほどまでに 愛して いるら しい 母親が どうして こ 

の かわいそうな 子どもに これほど 厳格に なれる ので あ 

ろう。 ァ —ザの 覚えられな いのは 病気の せいな の だ。 

やさ 

かの 女 は 優しい ことば 一 つかけ ないで はいって しまう 

のであろう か。 

しばらくた つ て かの 女 はも ど つ て 来た。 

「もう 一度 二人で やって みまし ようね」 とかの 女 は 優 


しく 言った。 

かの 女 は 子どもの わきに こし を かけて、 本 を 手に 

取って、 『おおかみと 小 ひつじ』 というお 話 を 読み 始め 

た。 ァ ー サは その 読み 声に ついて 文句 をく り 返した。 

三度 初めから しまいまで 読み返して、 それから 本 を 

ァ ー サに 返して、 あと は 一人で 習うよう に 言いつけて 

船の 中にはい つ てし まった。 

わたし はァ ー サの くちびるの 動く の を 見た。 

かれはた しかに いっしょうけんめい 勉強して いた。 

けれども まもなく 目 を 本から はなした。 かれのく ち 

びる は 動か なくなった。 かれの 目 はきよ ろき よろ と あ 


てもなく 迷った が、 本に はも どって 来なかった。 

ふと かれの 目 はわた しの 目 を 見つけた。 

かぎょう  つづ 

わたし は 課業 を 続けて やる ように かれに 目く ばせ し 

かんしゃ  びしょう 

た。 かれは 注意 を 感謝す るよう に 微笑した。 そして ま 

た 本 を 読み 始めた。 けれども まえのよう にや はリ かれ 

は 考え を 一 つに 集める ことができなかった。 かれの 目 

まぶ 

は 川の こちらの 岸から 向こう岸 へと 迷い 始めた。 ちょ 

うど そのと き 一 羽の かわせみが 矢の ように 早く 船の 上 

を かすめて、 青い 光 を ひらめかしながら 飛んだ。 

ァ— サは頭 を 上げて その 行く え を 見送った。 鳥が 

行って しまう と、 かれは わたしの ほう を ながめた。 


お ま 

「ぼく、 これが 覚えられない」 とかれ は 言った。 「でも 

お ぼ 

ぼく、 覚えた いんだ」 

わたし はかれの そばへ 行った。 

「この 話 はそんな に むずかしく はありません よ」 とわ 

たし は 言った。 

「うん、 むずかしい。 …… たいへん むずかし いんだ」 

やさ 

「ぼくに はずい ぶん 易しい と 思えます よ。 あなたのお 

母 さまが 読んで いら つ しゃる ときに 聞いて いて、 ぼく 

お ま- 

はたいて い 覚えました」 

しん  びしょう 

かれは それ を 信じない ように 微笑した。 

「言つ てみ ましょう か」 


「できる もんか」 

「やって みまし ようか。 本 を 持って いらっしゃい」 

かれは また 本 を 取り上げた。 わたし は その 話 を 

あんしょう  かんぜん お ぼ 

暗唱し 始めた。 わたし は ほとんど 完全に 覚えて いた。 

「や あきみ、 知ってい るの」 

「そんなに よく は 知りません。 けれど このつ ぎのと き 

までに は、 一 つもち がえずに 言える でしよう」 

お ま 

「どうして 覚えた の」 

「あなたのお 母 さまが 読んで いらっしゃる あいだ、 ぼ 

く は 聞いて いました。 ただいつ しょうけん めいに、 そ 

こらの 物 を 見向した りなん ぞ せずに、 聞いて いたので 


す」 

かれは 顔 を 赤く した、 そして 目 を そらした。 

「ぼく もき みのよう にやつ てみ よう」 とかれ は 言った。 

お ま 

「けれど 一 々のことば を どうしてそう 覚えた か、 言つ 

て 聞かして くれた まえ」 

せつめい 

わたし は それ を どう 説明して いいかわから なかった。 

そんな こと を 考えて みた ことはなかった。 けれど やれ 

る だけ は 説明して みた。 

「このお 話 はなん の 話でしょう」 とわたし は 言った。 

「ひつじの ことでしょう。 ねえ、 だからな により 先に 

ぼく は ひつじの こと を 考えました。 それから ひつじ は 


なに をして いるか 考えます。 『多くの ひつじ は 安全な 

おりの 中で 住んで いました』 というの だから、 ひつじ 

がお りの 中で 安心して 転が つてね むって いると ころが 

わす 

見えて きます。 そういう ふうに 目に うかべ ると 忘れ ま 

せん」 

「そうだ そうだ」 とかれ は 言った。 「ぼく は 見える よ。 

こうし 

黒い ひつじ だの、 白い ひつじ だの、 おり も、 格子 も 見 

える」 

「ひつじの 番をする の はなんで すか」 

「犬 さ」 

「ひつじが おりの 中に いて 番をしないで すむ とき、 犬 


はなに をす るでしょう」 

「なんにも 仕事 はない」 

「では 犬 はねむ つても いいでしょう。 ですから、 『犬 

はねむ つてい ました』 と言うの です」 

「そうだ。 わけはない」 

「ええ、 わけはな いのです とも、 今度 は ほかの ことに 

移ります。 では 犬と いっしょに 番をする の はだれ で 

す」 

「ひつじ 飼い さ」 

「その 犬 やひつ じ 飼い は、 ひつじが だいじょうぶ だと 

思う となに をして いたでしょう」 


「犬 は、 ねむって いたの さ、 ひつじ 飼い は、 遠くの ほ 

うへ 行って、 ほかの ひつじ 飼いた ちと ふえ を ふいて 遊 

ん でいた」 

「あなた は それが 見えます か」 

フぇ 、ス」 

「どこに います」 

「にれ の 木の かげに」 

「 一 人です か」 

「いいえ、 近所の ひつじ 飼いと いっしょに」 

「そら ひつじ やおり や 犬 やひつ じ 飼いの こと を 考えて 

ごらんなさい。 それが できれば、 このお 話の 初めの ほ 


あんしょう 

うは 暗唱 がで きる でしよう」 

「ええ」 

「やって ごらんなさい」 

「多くの ひつじ は 安全な おりの 中に おりました から、 

犬 はみ なね むって いました。 ひつじ 飼い も 大きな にれ 

の 木の かげに、 近所の ひつじ 飼いた ちと ふえ を ふいて 

お ま  お ま 

遊んで いました。 —— 覚えて いた、 覚えて いた、 まち 

がいはなかった」 

ァ— サは 両手 を 打って さけんだ。 

「あと もそう いう ふうに して 覚えたら どうです」 

「そうだな、 きみと い つ しょに やれば き つ と 覚えられ 


よろこ 

る。 ああ、 お 母 さまが どんなに 喜ぶ だろう」 

ァ— サ はやが てお 話 残らず を 心の 目に うかべ るよう 

せつめい 

になった。 わたし は できるだけ 一 々の 細かい 話 を 説明 

きようみ 

した。 かれが すっかり 興味 を 持って きたと きに、 わた 

もんく 

したち はいつ しょに 文句 を さらった。 そして 十五 分 あ 

そつぎょう 

とで は、 かれはす つかり 卒業いて いた。 

やがて 母親 は 出て 来たが、 わたしたちが いっしょに 

いるので ふきげんら しかった。 かの 女 はわた したち が 

遊んで いたと 思った。 けれど ァ ー サ はかの 女に 口 をき 

かせる いとま を あたえなかった。 

お ま. え 

「ぼく、 覚えました」 とかれ はさ けんだ。 「ルミが 教 


えて くれました」 

ミリガン 夫人 は、 びっくりして わたしの 顔 を 見た。 

けれど かの 女が わけ を 問う さきに、 ァ— サは 『おおか 

あんしょう 

みと 小 ひつじ』 のお 話 を 暗唱し だした。 わたし はミ 

リガン 夫人の 顔 を 見た。 かの 女の 美しい 顔 は 微笑に ほ 

ころびた。 そのうち わたし はかの 女の 目に なみだが う 

かんだ と 思った。 けれど かの 女 は あわてて むすこの ほ 

う を のぞきこんで、 そのから だに 両 うで を かけた。 か 

の 女が 泣いて いたか どうか 確かではなかった。 

「ことばに は 意味が な い の だから、 目に 見える 事 がら 

を 考えなければ いけない のです。 ルミ は ぼくに ふえ を 


ふいて いる ひつじ 飼いだ の、 犬 だの ひつじ だの、 それ 

からお おかみ だの を 考えさせて くれました。 おまけに 

ひつじ 飼いの ふいて いた 節まで 聞こえる ようになり ま 

した。 お 母 さま、 ぼく、 歌 を 歌って みまし ようか」 

こう 言って かれは、 イギリス 語の 悲しい ような 歌 を 

歌った。 

今度 こそ ミリガン 夫人 はほんと うに 泣いて いた。 な 

せき 

ぜ なら かの 女が 席 を 立った とき、 わたし はァ— サのほ 

おが かの 女の なみだで ぬれてい るの を 見た。 そのと き 

夫人 はわた しの そばに 寄って、 わたしの 手 を 自分の 手 

やさ 

の 中に おさえて、 優しくしめ つけた。 


「あなた はいい 子です」 とかの 女 は 言った。 

わたしが このち よいと した 出来事 を 長な がと 書く に 

やど 

はわけ が ある。 ゆうべまで はわた しも 宿な しのこ ぞう 

いちざ  つ 

で、 一座の 犬 やさる たち を 連れて、 船の そばへ やって 

来て、 病人の 子ども を なぐさめる だけの 者であった。 

かぎょう 

けれど この 課業の ことから、 わたし は 犬 やさる から 引 

き はなされて、 病人の 子どもの 相手に なり、 ほとんど 

友 だち になった ので ある。 

もう 一 つ 言つ てお かなければ ならない ことがある。 

それ はずつ と あとで 知った ことで あるが、 ミリガン 

ふじん  じっさい  ものお ぼ 

夫人 は 実際 この むすこの 物覚えの 悪い こと、 もっと 正 


しく 言えば なにも 物 を 覚えな い こと を 知 つ て、 ふさぎ 

きっていた。 病人の 子で はあって も、 勉強 はさせ てお 

きたいと 夫人 は 思 つ た。 それに は 病気が 長び くだろう 

しゅうかん 

から、 いまのう ち 物 を 習う 習慣 をつ けて おいて、 いつ 

か 回復した とき、 むだに なった 時間 を 取り返す ことが 

できる ようにし たいと 考えた ので あ つ た。 

ところが その 日まで も かの 女 は それが 思うよう にな 

ら ないで いた。 ァ ー サ はけつ して 勉強す る こと をい や 

だと は 言わな かった が、 注意 と 熱心が まるでが けて い 

た 。 書物 を 手に のせれば いやと は 言わず に 受け取 つ た 。 

手 は 喜んで それ を 受け取ろ うとして 開いた が、 心 は 


きかい 

まるで 開かなかった。 ただもう 機械の ように 動いて、 

しいて 頭に おしこまれ たことば を 空に くり 返して いる 

と いう だけであった。 

しつぼう  た 

そういう わけで むすこに 失望した 母親の 心に は、 絶 

ま 

え 間の ない 物思いが あった。 

お ぼ 

だから、 ァ ー ザが いまたった 半時 間で お 話 を 覚えて、 

あんしょう 

一 時 をち がえず 暗唱して 聞かせる の を 聞いた とき、 

かの 女の うれし さとい う ものはなかった。 それ はもつ 

ともなわけ であった。 

わたし はい ま 思い出しても、 この 船の 上で、 ミ リガ 

ン 夫人 や ァ ー ザと 過ごした あの じぶんが、 少年 時代で 


いちばん ゆかいな ときで あ つたと 思う。 

あつ  ゆうじょう  よ 

ァ— サ はわた しに 熱い 友情 を 寄せて いた。 わたし 

の ほうで も わざとで なしに、 また 気の どくと いう 

どうじょう 

同情 からでな しに、 しぜんと かれ を 兄弟の ように 思つ 

ていた。 二人 はけん か 一 つした ことはなかった。 かれ 

に はかれの ような 身分に ありがちない ばったと ころ は 

みじん もなかった。 わたしの ほう も 少しも ひけめ は感 

じなかった。 また ひけめ を 感じなければ ならない など 

と 思った こと すらなかった。 

これ はきつ とわたし が 子どもで、 世の中 を 知らない 

ためであった ろう。 しかし それに はたし かに、 ミ リガ 


ふじん  ゆ  とど 

ン 夫人の 行き届いた 親切のお かげ もあった。 かの 女 は 

たいてい 自分の 子どもの ようにして わたしに 話しかけ 

た。 

それに この 船の 旅が わたしに はじつ にお もしろ か つ 

た。 一時間と たいくつし たこと もなければ、 つかれた 

と 思う こと もなかった。 朝から 晚 まで わたしの 心 はい 

じゅうじ つ 

つも 充実 しきって いた。 

鉄道が できて 以来、 フランス 南部 地方の 運河 を 見に 

来る 人 もなければ、 知る 人 すらない ようにな つたが、 

でも これ はや はり フランス 名物の 一 つであった。 

わたしたち は 口  — ラゲ— のヴィ ー フラン シ ュ から、 


ァヴィ 二 オン ヌ まで 行つ て、 ァヴィ 二 オン ヌ から ノ— 

ル ー ズの 岩まで 行った。 ノ  — ル ー ズに はこの 運河の 

かいさく しゃ  きねんひ  たいせいよう 

開鑿 者で ある リケの 記念碑が、 大西洋に 注ぐ 水と 

ちちゅうかい  ぶんすいれい いただき た 

地中海に 落ちる 水と が 分かれる 分水嶺の 頂 に 建てら 

れ てあつた。 

それから わたしたち は 水車の 町で ある カステル ノ— 

ダリ を 下って、 中世の 都会であった カル カツ ソン ヌへ、 

ちょすいこう  こうもん 

それから 貯水 溝の めずらしい フス ランヌの 閘門 (船 を 

高低の 差の ある 水面に 上げたり 下ろした りする しかけ 

の ある 水門) をぬ けて ベジエ ー ルに 下った。 

おもしろい 所では わたしたち はたい そう ゆっくり 船 


けしき 

を 進めた。 けれど 景色が つまらなく なると 馬 は 引き船 

の 道 を 早足に と つと つ とかけ た。 

いつ どこで とまって、 いつまでに どこまでへ 着かな 

ければ ならない という こと もなかった。 毎日 同じ 決 

まった 食事の 時間に 露 ム，. 口の 上に 集まって、 静かに 両岸 

けしき 

の 景色 を ながめながら 食事 をした。 日が しずむ と 船 は 

止まった。 日が のぼると 船 はまた 動き 出した。 

雨で も 降る と、 わたしたち は 船室の 中にはい つて、 

いきお  も  ま 

勢いよ く 燃えた 火 を 取り巻いて すわる。 病人の 子 ど 

もが かぜをひかない ためであった。 そういう とき、 ミ 

リガン 夫人 はわた したち に 本 を 読んで 聞かせたり、 画 


帳 を 見せたり、 美しい お 話 をして 聞かせた りした。 

それから 夜、 晴れた 日に は、 わたしに は 一 つ 役目が 

あった。 船が 止まった ときわた し はハ— プを おかに 

持って 下りて、 少し 遠く はなれた 木の かげに こし を か 

ける。 それから 木の えだの しげった 中に かくれて、 

いっしょうけんめいに ひいた リ、 歌 を 歌ったり する の 

である。 静かな 晚 など、 ァ ー サは、 だれが ひいて いる 

か 見えない ようにして、 遠くの 音楽 を 聞く こと を 好ん 

だ。 そこで わたしが ァ —ザの 好きな 曲 を ひくと、 かれ 

は 「アン コー ル」 (もっと) と 声をかける。 それで わた 

し は 同じ 曲 を 一 一度く り 返して ひくので ある。 


それ は バルブ レンのお つか あの 炉ば たに 育ち、 ヴィ 

ろうじん  か いどう  るろう 

タリス 老人と ほこりつ ぼい 街道 を 流浪して 歩いたい な 

か 育ちの 少年に と つ て は 思いがけない 美しい 生活で 

あった。 

ようぼ  しお 

あの 気の どくな 養母が こしらえて くれた 塩の じ やが 

いもと、 ミリガン 夫人の 料理番の こしらえる くだもの 

入りのう まいお 菓子 や ゼリ— や クリ— ム やまん じゅう 

くら 

と 比べる と、 なんというそう いであろう。 

あの ヴィ タリス 親方の あとから とぼとぼ くつ ついて 

ぬま 

沼の ような 道 や、 横 なぐりの 雨 や、 こげつく ような 太 

陽の 中 を 歩き回る のと、 この美し い 小舟の 旅と 比べて 


は、 なんというそう いであろう。 

料理 はう まかった。 そうだ、 まったく すばらし かつ 

た。 腹 も 減らない し、 くたびれ もしない し、 暑す ぎ も 

せず、 寒す ぎ もしなかった。 けれど ほんとうに 正直な 

こと を 言えば、 わたしが いちばん 深く 感じた の は、 こ 

ふじん  あいじょう 

の 夫人と 子どもの、 めずらしい 親切と 愛情であった。 

あ 、 

一 一度 も わたし はわた しの 愛して いた 人た ちから 引き 

さいしょ 

はなされた。 最初 はなつ かしい バルブ レンのお つか あ 

から、 それから ヴィ タリス 親方から、 わたし は 犬と さ 

ると いっしょに 空腹で、 みじめな まま 捨てられた。 

そこへ 美しい 夫人が わたしと 同じ年 ごろの 子ども を 


連れて 現れた。 わたし をむ かえて、 まるで わたしが 

兄弟で でも あるよう にあつ かつ て くれた。 

たびたび わたし はァ ー ザが 寝台に 結えつ けられて、 

青い 顔 をして ねむって いると ころ を 見る と、 わたし は 

かれ を うらやんだ。 健康と 元気に 満ちた わたしが、 か 

え つ て 病人の 子ども を うらやんだ。 

それ はわた しが うらやむ の は、 この 子 を 引き 包んで 

いる ぜいたくではなかった。 美しい 小舟ではなかった。 

それ はかれの 母親であった。 ああ、 どのくらい わたし 

は 自分の 母親 を 欲しが つ ている だろう。 

かれの 母 はいつ でも かれに キッスした。 そして、 か 


れ はいつ でもしたい ときに、 両 うでに かの 女 を だく こ 

やさ  ふじん 

とがで きた。 その 優しい 夫人の 手 はたまた まわたし に 

向けられる こと もあって も、 わたしから は 思い切って 

それに さわり 得ない ので はない か。 わたし は 自分に 

キッスして くれる 母親、 わたしが キッスす る ことので 

き る 母親 を 持た な いこと を 悲しい と 思った。 

あるいはい つかまた わたし も バルブ レンのお つか あ 

に は 会う ことがある かもしれ ない。 それ は どんなに か 

うれしい ことであろう。 でも わたし はもう かの 女 を 母 

親と 呼ぶ こと はでき ない。 なぜなら かの 女 はわた しの 

ほんとうの 母親で はない の だから。 


ひと 

わたし は 独りぼっちだった。 わたし はいつ でも 独り 

ぼつち でい なければ ならない …… だれの 子どもで もな 

いの だ。 

わたし はもう この 世の中 は、 そうなんでも 思うよう 

になる 所でない こと を 知る だけに 大きくな つていた。 

それで わたし は 母親 もない し、 家族 もない から、 友 だ 

ちで も あれば どんなに うれしい だろうと 思 つ ていた。 

だから この 小舟に 来て、 わたし は 幸福であった。 ほん 

とうに 幸福であった。 けれど、 ああ、 それ は 長く 続け 

る こと はでき なかった。 わたしが またむ かしの 生活に 

返る 日 はおい おいに 近づいて いた。 


捨て子 

ひかず  けいむしょ 

旅の 日数の たつの は 早かった。 親方が 刑務所から 出 

て 来る日が ずんずん 近づいて いた。 船が だんだん ッ— 

ル— ズ から 遠くなる に 従って、 わたし はこの 考えに 

心 を 苦しめられ ていた。 

船の 旅 はこのう えなく おもしろかった。 なんの 苦労 

もなければ、 心配 もなかった。 これが せっかく 水の 上 

を 気楽に 通って 来た 道 を、 今度 は 足で とぼとぼ 歩いて 


帰らな けれ はならない ときが じき 来る の だ。 

これ はた まらな くお もしろ くない ことであった。 そ 

0! だヽ 

うなれば もう 寝台 もなければ、 クリ— ム もない。 お 

菓子 もな けれ は、 テ ー ブル を 取り巻いた 楽しい 夜会 も 

なくなる の だ。 

でも それよりも これよりも いちばん つら いのは、 ミ 

リガン 夫人と ァ ー サ とに 別れる ことであった。 わたし 

ゆうじょ ラ 

はこの 人た ちの 友情 から はなれなければ ならないで 

あろう。 その つら さは バルブ レンのお つ か あに 別れた 

ときと 同じ ことであろう。 

わたし は ある 人び と をした つたり、 その 人び とから 


かわいがられ ると、 もう 一生 その 人た ちと いっしょに 

くらした いと 思う。 それが あいにく いつも じきその 人 

たちと 別れなければ ならない ようになる。 いわばち よ 

あ 、 

うど その 人た ちと 別れる ために、 愛し 愛された りする 

ような ものであった。 

このごろの 楽しい 生活の あいだに、 ただ 一 つ この 

心痛が わたしの 心 をく もらせた。 

ある 日とうと うわた し は 思い切って、 ミリガン 夫人 

に、 ッ— ル— ズへ 帰る に は どのくらい かかる だろうと 

けいむしょ 

聞いた。 親方が 刑務所から 出る 日に、 わたし は 刑務所 

の 戸口で 待って いようと 思った ので ある。 


ァ— サ はわた しが 帰って 行く という 話 を 聞く と、 急 

にさけ び だした。 

「帰つ ちゃい や だ、 ルミ。 行って しまって はい や だ」 

かれは すすり泣 きをして いた。 

わたし はかれに、 自分が ヴィ タリス 親方の ものに 

なって いる こと、 かれが 金 を 出して 両親から わたし を 

借りて いる こと、 用の あるとき いつでも 帰って 行かな 

ければ ならない こと を 話した。 

わたし は 両親の こと を 話した。 けれども それが ほん 

とうの 父親で も 母親で もない こと は 話さなかった。 わ 

たし は 自分が 捨て子で ある こと を はじに ES つ た  


おうらい  はくじょう 

往来で 拾われた 子ども だとい うこと を 白状 する こと 

を はじに 思った。 わたし は 孤児院の 子どもと いう もの 

が どんなに あなどられる もので あるか 知っていた。 世 

の 中で 捨て子で あると いう ことほ どい やな ことがあろ 

うと は、 わたしに は 思えなかった。 それ を ミリガン 

夫人 ゃァ— サに 知られる こと を 好まなかった。 それ を 

知られたら、 あの人た ち はわた し をき らうよう になる 

だろう。 

「お 母 さま、 ルミ はどうしても 止めて おかなければ だ 

めです よ」 とァ ー サは 言い 続けた。 

「わたし も ルミ を ここへ 止めて おく こと はたい へん 


け つ こうだと 思う けれど」 と ミリガン 夫人 は 答えた。 

「わたしたち はずい ぶん あの 子が 好きな の だからね。 

でも これに は 二つ やっかいな ことがある。 第一 にはル 

ミ がいた が つてい るか どうか ：：： 」 

「ああ、 それ はいます とも、 いますと も」 とァ ー サが 

さけんだ。 「ねえ ルミ、 行きた かないね え、 ッ— ル ー ズ 

へなん か」 

「第二に は」 と、 ミリガン 夫人が かまわず 続けた。 「こ 

の 子の 親方が 手放す だろう か、 どうかと いう ことです 

よ」 

「ルミが 先です。 ルミが 先です」 とァ— サは 言い張つ 


た。 

ヴィ タリス はいい 親方であった。 かれが わたしに も 

の を 教えて くれた ことに 対して は、 わたし は ひじょう 

に 感謝して いた。 けれども かれと くらす のと、 ァ ー サ 

ひかく 

とこうして くらす のとで はとても 比較に はなら なか つ 

そんけい  ふじん 

た。 同時に 親方に 持つ 尊敬と、 ミリガン 夫人と その 病 

身の 子どもに 対して 持 つ 愛着 と は 比較に はなら な 

かった。 わたし はこうい う 外国人 を、 世話になった 親 

方より ありがた いものに 思う の はまちが つてい ると 感 

じていた。 けれども それ は そのと おりに ちがいな かつ 

た。 わたし は ミリガン 夫人と ァ— サを 心から 愛して い 


た。 

「ルミが わたしたちの 所に いても、 いいこと ばか リは 

ないで しょう」 と ミリガン 夫人 は 続けた。 

「この 船に だって 遊び半分で はいられません。 ルミ も 

やはり あなたと 同じように たくさん 勉強 をし なければ 

なりません。 とても 青空の 下で 旅 をして 回る ような 自 

きょ うが い 

由な 境涯 ではない でしよう」 

「ああ、 ぼくの 思って いる ことが おわかり でしたら… 

〜」 とわたし は 言い かけた。 

「ほら ほらね、 お 母 さま」 とァ— サが 口を出した。 

「では わたしたちが これからし なければ ならない こと 


ふじん  しょうだく 

は」 と ミリガン 夫人が 言った。 「この 子の 親方の 承諾 

を 受ける ことです。 わたし はま あ 手紙 を やって ここへ 

来ても いように たのんで みましょう。 こちらから ッ ー 

きしゃちん 

ル ー ズへは 行かれな いからね。 わたし は 汽車賃 を 送つ 

てあげて、 なぜ こちらから 汽車に 乗って 行かれな いか、 

その わけ をよ く 書いて あげましょう。 つまり こちらへ 

よ  しょうち 

呼ぶ ことになるの だが、 たぶん 承知して くださる こと 

だろうと 思う から、 それで 相談した うえで、 親方が こ 

ちらの 申し出 を 承知して くだされば、 今度 は あなたの 

ご 両親と 相談す る ことにしましょう。 むろんだ ま つ て 

いる こと はでき ないから ね」 


この 最後の ことばで、 わたしの 美しい ゆめ は 破れた。 

両親に 相談す る。 そうしたら かれら はわた しが 

ないしょう 

内証 にしよう として いる こと をす ぐ 言いた てる だろ 

う。 わたしが 捨て子 だとい うこと を 言いた てるだろう。 

ああ 捨て子。 そう なれば ァ ー サも ミリガン 夫人 も わ 

たし をき らうよう になる だろう。 

まあ 自分の 父親 も 母親 も 知らない 子どもが、 ァ— サ 

の 友 だち であった か。 

わたし は ミリガン 夫人の 顔 を まともに ながめた。 な 

んと 言って いい か、 わたし はわから なかった。 かの 女 

はび つくりして わたしの 顔 を 見た。 わたしが どうした 


のか、 かの 女 はたず ねようと したが、 わたし は それに 

答え もで きずに いた。 たぶん 親方が 帰って来る という 

てんと-つ 

考えに 気が 転倒して いると 考えたら しく、 かの 女 は そ 

のうえ しいて は 問わなかった。 

幸いに じきね むる 時間が 来たので、 ァ —ザから いつ 

まで も ふしぎ そうな 目で 見られずに すんだ。 や つ と 心 

配しながら 自分の 部屋に 一 人 閉じこもる ことができた。 

いらい はじ 

これ はわた しが 白鳥 号に 乗り合わせて 以来 初めての ふ 

ゆかいな 晚 であった。 それ は おそろしく ふゆかいな、 

ねつびょう 

長い 熱病 を わずらつ たような 心持ちであった。 わた 

し はどうしたら いいだろう。 なんと 言えば いいの だ。 


たぶん 親方 はわた し を 手放さない であろう。 それな 

れば かれら はどうした つ てほんと うのこと は 知らずに 

いよう。 かれら は、 わたしの 捨て子 だとい うこと を 知 

らず にす むだろう。 素性 を 知られる ことにつ いての わ 

しゅうち きょうふ 

たしの 羞恥と 恐怖が あまり ひどかった ので、 もう ァ— 

サ 母子と 別れても、 しかたがない。 ヴィ タリスが なん 

しゅち ょラ  さ ぼ 1 つ 

でも 自分と いっしょに 来い と 主張 する こと を 希望し 

始めた くらいであった。 そう なれば 少なくとも かれら 

はこの のち わたし を 思い出す たんびに いやな 気がしな 

い であろう。 

それから 三日た つ て ミリガン 夫人 はヴ イタ リスに 


送った 手紙の 返事 を 受け取った。 かれは 夫人の 文意 を 

よく くんで、 向こうから来て かの 女に 会おうと 言って 

来た。 つぎの 土曜日の 二 時の 汽車で、 セットへ 着く は 

ずに する からと言って 来た。 わたし は 犬た ちと ジ ヨリ 

ク— ルを 連れて、 かれに 会いに 停車場まで 行く こと 

ゆる 

を 許された。 

その 朝になる と、 犬た ち はなに か 変わった ことで も 

起こる と 思った か、 ひどく はしゃい でいた。 ジ ヨリ 

ク ー ル だけ は 知らん顔 をして いた。 わたし は ひじょう 

に 興奮して いた。 きょうこ そわた しの 運命が 決められ 

ゆうき 

る 日であった。 わたしに 勇気が あったら、 親方に たの 


んで 捨て子 だとい うこと を ミリガン 夫人に 言つ て もら 

わない ようにた のむ ことができた であろう。 けれども 

わたし はかれに 対して すら 『捨て子』 という ことば を 

口に 出して 言う ことができな いような 気がして いた。 

わたし は 犬 を ひもで つないで、 ジョ リク— ルは 上着の 

ていしゃじょう かた 

下に 入れて、 停車場の 片 すみに 立って 待って いた。 

わたし は 身の回りに 起こ つてい る こと は ほとんど 目に 

はいらなかった。 汽車の 着いた こと を 知らせて くれた 

の は 犬であった。 かれら は 主人のに おい を かぎつけた。 

ふと わたしの おさえて いる ひも を 前に 引く ものが 

あった。 わたし はう つかり 見張り を ゆるめて いたので、 


かれら はぬけ 出した のであった。 ほえながら かれら は 

前へ とび 出した。 わたし はかれら が 親方に とびかかる 

の を 見た。 ほかの 二 ひきに 比べて ははげ しくし かもし 

たたかに カピ が、 いきなり 主人のう でに とびかかった。 

ゼ ルピノと ド ルスが その 足に とびかかった。 

親方 はわた し を 見つける と、 手早く カピを どけて、 

両 うで を わたしの からだに 投げ かけた。 初めて かれは 

わたしに キッスした。 

「ああよ く 無事で いて くれた」 とかれ はたびた び 言つ 

た。 

親方 はこれ まで わたしに つらく はなかった が、 こん 


やさ  な 

な ふうに 優しく はなかった。 わたし は それに 慣れて い 

なかった。 それで わたし は 感動して、 思わずな みだが 

目の 中に あふれた。 それにい まの わたしの 心持ち はた 

やすく 物に 動かされる ようにな つていた。 わたし はか 

けいむしょ 

れの顔 を ながめた。 刑務所に はいって いるまに かれは 

ひじょうに 年を取った。 背中 も 曲がった し、 顔 は 青い 

し、 くちびるに 血の気はなかった。 

「ルミ、 わたし は 変わったろう。 な あ」 とかれ は 言つ 

けいむしょ 

た。 「刑務所 はけつ して ゆかいな 所ではなかった。 そ 

くろう 

れに 苦労と いう もの は、 たちの 悪い 病気の ような もの 

だ。 けれどもう 出て 来れば だいじょうぶ だ。 これから 


はよ くなる だろう」 

それから 話の 題 を 変えて かれは 言い 続けた。 

「わたしの 所へ 手紙 を 寄こした おくさん のこと を 話し 

ておくれ。 どうして その おくさんと 知り合い になった 

の だ」 

ほりわり 

わたし はこ こで、 どうして 白鳥 号に 乗って 堀割 を こ 

いでいた ミリガン 夫人と ァ ー ザに 出会った か、 それ か 

ら わたしたちの 見た こと、 した ことにつ いてく わしく 

話した。 わたし は 自分で もな に を 言って いるの かわか 

ら ない ほど、 のべつ まくな しに 話 をした。 こうして わ 

たし は 親方の 顔 を 見る と、 これから 別れて ミリガン 


夫人の 所に いたいと 言いだ す 気に はなれなかった。 

わたしたち はま だ 話の すっかり すまない うちに、 ミ 

リガン 夫人のと まっている ホテルに 着いた。 親方 は 夫 

人が 手紙で なんと 書いて 来た か、 それ は 言わなかった 

から、 わたし はかの 女の 申し出が どんな もので あるか 

なんにも 知らなかった。 

「そのお くさん はわた し を 待って いられる のかな」 と、 

わたしたちが ホテルに はいった ときに かれは 言った。 

へ や あんない 

「ええ、 ぼくが いまおく さんの 部屋に 案内し ましょう」 

とわたし は 言った。 

「それに はおよ ばない よ」 とかれ は 答えた。 「わたし 


は 一人で 上がって 行く。 おまえ はこ こで ジョ リク ー ル 

や、 犬た ちと いっしょ にわたし を 待って おいで」 

じゅうじゅん 

わたし は、 いつでも かれに 従順であった けれども、 

この場合 はかれと いつ しょに ミリガン 夫人の 部屋に 行 

しぜん 

くこと が、 わたしと してむ ろん 正当で もぁリ 自然な こ 

とだと 思って いた。 けれども 手 まねで かれが わたしの 

くちびるに 出か かってい る ことば をお さえる と、 わた 

しはい やい や 犬 やさる といつ しょに 下に 残って いなけ 

れ ばなら なかった。 

どうして かれは ミリガン 夫人と 話 をす るのに わたし 

この  しつもん 

のい る こと を 好まなかった か。 わたし はこの 質問 を 心 


の 中で くり 返しく り 返したず ねた。 それでも まだ 明快 

な 答えが 得られずに 考え こんでいた ときに かれは も 

ど つ て 来た。 

「行って おくさんに、 さようなら を 言って おいで」 と 

かれは ことば 短に 言った。 「わたし はこ こで 待って い 

て やる。 あと 十分の うちにた つの だから」 

わたし はかみ なりに 打 たれた ような 気がした。 

「それ」 とかれ は 言った。 「おまえ はわた しの 言った 

ことが わからな いか。 なに を 気の ぬけた 顔 をして 立つ 

ている。 早くし ないか」 

かれは まだ こんな ふうに あら つぼく もの を 言った こ 


きかいてき  ふくじゅう 

とがなかった。 機械的に わたし は 服従して、 立ち上 

がった。 なにがなんだかわからない ような 顔 をして い 

た。 

「あなた はおくさん になん とお 言いに …… 」 二足 三 足 

行き かけて わたし は 問い かけた。 

「わたし はお まえがなくて ならない し、 おまえに も わ 

たし は 必要な の だ。 従って わたし はお まえに 対する 

わたしの 権利 を 捨てる こと はでき ません と 言った のさ 

行って 来い。 いとまごいが すんだら すぐ 帰れ …… 」 

わたし は 自分が 捨て子だった という 考えば かりに 気 

を 取られて いたから、 わたしが これです ぐに 立ち去ら 


なければ ならない というの は、 きっと 親方が わたしの 

素性 を 話した からだと ばかり 思って いた。 

ミリガン 夫人の 部屋に はいると、 ァ ー サが なみだ を 

流して いる。 その そばに 母の 夫人が 寄り そってい ると 

ころ を 見た。 

「ルミ、 きみ 行って はい や だよ。 ねえ、 ルミ、 行かな 

な 

いと 言って くれた まえ」 とかれ は すすり泣 きをした。 

わたし はものが 言えなかった。 ミリガン 夫人が わた 

しの 代わりに 答えた。 つまり わたしが いま 親方に 言わ 

れた とおりに しなければ ならない こと を、 ァ ー サに 

言って 聞かせた。 


「親方さん にお 願いし ましたが、 あなた を このまま わ 

しょ-つち 

たした ちに くださる こと を 承知して くださいませんで 

した」 と ミリガン 夫人 は、 いかにも 悲しそう な 声で 言つ 

た。 

「あの人 は 悪い 人 だ」 とァ —ザが さけんだ。 

「いいえ、 あの人 は 悪い 人ではありません」 とミ リガ 

ン 夫人 は 言った。 「あの人に は あなたが だいじで 手放 

せない わけが あるので す。 それに あの人 は あなた を か 

わい がって いられる …… あの人 は ああい う 身分の 人の 

ようで はない、 どうして りっぱな 口の きき 方 をなさい 

ました。 お断りになる 理由と して あの人の 言われた 


の は  そう、 こうです、  わたし は あの 子 を 愛し 

ている、 あの 子 も わたし を 愛して いる。 わたしが あれ 

さず  しゅぎょう 

に 授けて いる 世間の 修業 は、 あれに とって、 あなたが 

たといる よりも ずっとい い、 はるかに いいの だ。 あな 

たは あれに 教育 を 授けて くださる でしよう。 それ は ほ 

ん とうだ。 なるほど あなた は あれのち え を 養って は 

くださる だろう、 だが あれの 人格 は 作れません。 それ 

を 作る ことので きる の は 人生の 艱難ば かりです。 あれ 

は あなたの 子に はなれません。 やはり わたしの 子ども 

です。 それ は どれほど あれに とって 居心地が よかろう 

とも、 あなたの 病身のお 子さん のお もちやに なって い 


るより は、 はるかに ましです。 わたし も できるだけ あ 

の 子ども を 教える つもりで すから  とこうお 言いに 

なる のです よ」 

「でも あの人、 ルミの 父さんで もない くせに」 とァ— 

サは さけんだ。 

「それ はそう です。 でも あの人 は ルミの 主人です。 ル 

ミは あの人の ものです。 さし 当たり ルミ は あの人に 

従う ほかはありません。 この 子の 両親が 親方さん に 

お金で 貸した のです から。 でも わたし は ご 両親に も 手 

紙 を 書いて、 やれる だけ はやって みましょう」 

「ああ、 いけません。 そんな こと をして はいけ ません」 


とわたし はさ けんだ。 

「それ はどうい うわけ です」 

「いいえ、 どうかよ してく ださい」 

「でも そのほかに しかたがな いんです もの」 

「ああ、 どうぞよ してく ださい」 

ミ リガ ン 夫人が 両親 のこと を 言 いださなかったなら、 

いじよ ラ 

わたし は 親方が くれた 十分の 時間 以上 を さようなら を 

言うた めに 費 したであろう。 

「ご 両親た ち は シャヴ アノンに いるんで しょう」 とミ 

リガン 夫人 はたず ねた。 

それに は 答えないで、 わたし はァ ー サの ほうへ 行つ 


て、 両 うで を かれの からだに 回して、 しばらく はしつ 

かりだき しめていた。 それから かれの 弱い うでからの 

がれて、 わたし はふり 向いて ミリガン 夫人に 手 を さし 

延べた。 

「かわいそうに」 と、 かの 女 はわた しの 額に キッスし 

ながら つぶやいた。 

わたし は 戸口へ かけて 行った。 

あ 、 

「ァ— サ、 わたし は いつまでも あなた を 愛します」 と 

わたし は 言って、 こみ上げて 来るな みだ を 飲み こんだ。 

「おくさん、 わたし はけつ してけ つして あなた を 忘れ 

ません」 


「ルミ、 ルミ …… 」 とァ ー サが さけんだ。 その後の こ 

とば はもう 聞こえな か つ た。 

わたし は 手早く ドア を 閉じて 外に 出た。 一 分 間の の 

ち、 わたし はヴ イタ リスと いっしょにな つていた。 

「さあ 出かけよう」 とかれ は 言った。 

さいしょ  わか 

こうして わたし は 最初の 友 だち から 別れた。 

ふぶきと おおかみ 

いた かた 

また わたし は 親方の あとに ついて 痛い 肩に ハ ー プを 


むす  ふ  て 

結びつけた まま、 雨が 降っても、 日が 照りつ けても、 

るろう 

ちリ やどろ に まみれて、 旅から 旅へ 毎日 流浪して 歩か 

なければ ならなかった。 広場で あほうの 役 を 演じて、 

わら  な  りんせき  きひんし よくん 

笑ったり 泣いたり して 見せて、 「ご 臨席の 貴賓 諸君」 の 

むす 

ごきげん をと リ結 ばなければ ならな か つ た。 

長い 旅の あいだ 再三 わたし は、 ァ ー サ やその 母親 や 

白鳥 号の こと を 考えて 足が 進まない ことがあった。 き 

たなら しい 村に はいると、 わたし は あのき れいな 小舟 

きちんやど 

の 船室 を どんなに 思い出したろう。 それに 木賃宿の ね 

どこの どんなに 固い ことであろう。 (もう 二度と ァ— 

やさ 

サ とも 遊べない し、 その 母親の 優しい声 も 聞く こと は 


できない) それ を 考える だけで もお そろし かった。 

これほど 深い、 しつつ こい 悲しみの 中で、 うれしい 

ことに は、 一 つの なぐさめ があった。 それ は 親方が ま 

えより はずつ と 優しく、 温和に なった ことであった。 

かれの わたしに 対する 様子 はすつ かり 変わって いた。 

いじよ ラ 

かれは わたしの 主人と いうより 以上の ものであるよう 

に 感じた。 もう たびたび 思い切って、 かれに だきつき 

たいと 思う ほどの ことがあった。 それほど にわたし は 

あいじょう  もと 

愛情 を 求めて いた。 けれども わたしに は それ をす る 

ゆうき 

勇気がなかった。 親方 はそう いう ふうに なれなれしく 

ゆる 

する こと を 許さない 人で あ つ た。 


はじ  きょうふ 

初めは 恐怖が わたし を かれ か ら 遠ざけた けれど 、 ザ J 

の ごろ はなん と は 知れない が、 ぼんやりと、 いわば 

そんけい  に  かんじょう 

尊敬に 似た 感情が かれと わたし をへ だてて いた。 

わたしが いよいよ 村の 家 を 出る じぶんに は、 ふつう 

かいきゅう 

のびん ぼうな 階級 の 人た ちと 同じように 親方 を 見て 

いた。 わたし は 世間な みの 人から かれ を 区別す る こと 

がで きずに いたが、 ミリガン 夫人と 一 一か月く らした あ 

いだに、 わたしの 目 は 開いた し、 ちえ も 進んだ。 よく 

気をつけて 親方 を 見る と、 態度で も 様子で も、 かれに 

こラ. *J 

は ひじょうに 高貴な ところが あるよう に 見えた。 かれ 

の 様子に は ミリガン 夫人の それ を 思い出させる ところ 


があった。 

そんなと きわたし は、 ばかな、 親方 はたかが 犬 やさ 

みせものし  ふじんき ふじん 

るの 見世物 師 という だけ だし、 ミリガン 夫人 は 貴婦人 

である、 それが 似 かよった ところが ある はずがない と 

思 つ た。 

だが そう 思いながら、 よくよく 見る と、 わたしの 目 

がまち がわない ことが 確かにな つた。 親方 はそう なろ 

う と 思えば、 ミ リガ ン 夫人が 貴婦人で あると 同様に 

紳士になる ことができた。 ただち がう こと は、 ミ リガ 

ン 夫人が いつでも 貴婦人で あるのに 反して、 親方が あ 

る 場合 だけ 紳士で あると いう ことであった。 でも 一せ 又 


そう なれば、 それ は りっぱな 紳士に なりきって、 どん 

な 向こう見ずな、 どんな 乱暴な 人間で も、 その 威勢に 

おされて しまう のであった。 

だから もともと 向こう見ず でも、 乱暴で もなかった 

わたし は、 よけい 威勢に 打 たれて、 言いたい こと も 言 

え  やさ 

い 得ずに しまった。 それ は 向こうから 優しい ことばで 

さそい 出して くれる ときで もそう であ つ た。 

セット をた つてから のち、 しばらく わたしたち はミ 

リガン 夫人の こと や、 白鳥 号に 乗って いた あいだの こ 

と を 口に 出す こと をし なかった。 けれども だんだんと 

それが 話の種になる ようになって、 まず 親方が いつも 


話の 口 を 切った。 そうして それから は 一日 も、 ミ リガ 

ン 夫人の 名前の 口にの ぼらない 日 はない ようになった。 

「おまえ は 好いて いたの だね、 あのお くさん を」 と 親 

方が 言った。 「そうだろう、 それ はわた しも わかって 

いる。 あの人 は 親切であった。 まったく おまえに は 親 

切であった。 その 恩 を 忘れて はならない ぞ」 

その あとで かれはい つも 言い足した。 

「だがし かたがなかった の だ」 

こう 言う 親方の ことば を、 初めは わたし もなん のこ 

とだか わからなかった。 する うちだん だん それ は、 ミ 

リガ ン 夫人が そば へ 置きた いとい う 申し出 を こばんだ 


こと を さして 言う の だと わか つ た。 

親方が しかたがなかった と 言った とき、 こういう 考 

えに なって いたの は 確かであった。 そのうえ この こと 

こうかい  に 

ばの 中には 後悔に 似た 心持ちが ふくまれて いたよう に 

思われた。 かれは ァ —ザの そばに わたし を 残して おき 

たいと 思った のであろう。 けれど それ はでき ない こと 

だった というの である。 

ふじん  しょうち 

でも なぜかれ が ミリガン 夫人の 申し出 を 承知す る こ 

とがで きなかった か、 よく はわから なかった し、 あの 

とき 夫人が くり 返し 言って 聞かして くれた 説明 も、 あ 

こうか い 

まりょく はわから ずに しまったが、 親方が 後悔して い 


そこ  まんぞく 

ると いう ことが わかって、 わたし は 心の底に 満足した。 

しょうち 

もうこれ では 親方 も 承知して くれる だろう。 そうし 

きぼう  もくひょう 

てこれ はわた しにと つて 大きな 希望の 目標 になった。 

それにしても、 なぜ 白鳥 号に は 出会わな いので あろ 

、つ。 

それ は 口  — ヌ川を 上って 行く はずであった。 そうし 

てわたし たち は その 川の 岸に 沿って 歩いて いた。 

りょうがわ かぎ 

それで 歩きながら わたしの 目 は 両側 を 限つ ている 

おか  ほうじょう 

丘 や、 豊饒な 田畑よりも、 よけい 水の 上に 注がれて い 

た。 

わたしたちが アルルと か、 タラスコン とか、 ァヴィ 


二 オン、 モンテ リマ ー ル、 ヴァラ ンス、 ッ— ル ノン、 

ヴ イエ ンヌ など、 という 町に 着いた ときに、 いちばん 

先に わたしの 行って みるの は、 波止場 か 橋の 上で、 そ 

こから 川の 上流 を 見たり、 下流 を 見たり、 わたしの 目 

さが  き リ 

は 白鳥 号 を 探した。 遠方に 半分、 深い霧に かくれて ぼ 

ん やりした 船の かげで も 見つける と、 それが 白鳥 号で 

あるかな いか、 見分けられる ほど 大きくな るの を 待つ 

のであった。 

でも それ はい つも 白鳥 号ではなかった。 

ときどき わたし は 思い切って 船頭に 聞いて みた。 わ 

たしの 探す 美しい 船の 模様 を 話して、 そういう 船 を 見 


なかった かとたず ねた。 でも かれら はけつ してそう い 

う 船の 通る の を 見た ことがなかった。 

このごろ では 親方 も、 わたし を ミリガン 夫人に わた 

そうぞう 

そうと 決心して いた。 少なくとも わたしに はそう 想像 

された から、 もはや わたしの 素性 を 告げた リ、 バルブ 

レンのお つ か あに 手紙 を やった リ される おそれが なく 

なった。 その ほうの 事件 は 親方と ミリガン 夫人との 間 

の 相談で うまく まとめて くれる だろう。 そう 思って、 

しょり 

わたしの 子どもら しい ゆめで いろいろに 事件 を 処理し 

てみ た。 ミリガン 夫人 はわた し を そばに 置きたい と 言 

うだろう。 親方 はわた しに 対する 権利 を 捨てる こと を 


承知して くれる だろう。 それで いっさい 事ず みだ。 

わたしたち は 何 週間 も リヨンに 滞在して いた。 その 

あいだ ひま さえ あれば いく 度 も わたし は 口— ヌ 川と、 

ソ ー ヌ 川の 波止場に 行って みた。 おかげで ェ ー ネ—、 

チルジット、 ラ. ギヨ ッ チェ ー ル、 口 テル. デュ ー な 

どと いう 橋の こと は、 生えぬ きの リヨン 人 同様によ く 

知っていた。 

しかし やはり わからなかった。 とうとう 白鳥 号 を 見 

つける こと はでき なか つ た。 

わたしたち はとうとう リヨン を 去らなければ ならな 

かった。 そして ディジョンに 向かった。 それで わたし 


ふじん  きぼう  す 

はもう ミリガン 夫人に 一 一度と 会う 希望 を 捨てなければ 

ならなかった。 それ は リヨンで フランス 全国の 地図 を 

調べて みたが、 どうしても 白鳥 号が ロア ー ル 川に 出る 

に は、 これより 先へ 川 を 上って 行く ことので きない こ 

と を 知った からであった。 船はシ ヤロンの ほうへ 別れ 

て 行った のであろう。 そう 思って わたしたち は シャロ 

ンに 着いた が、 やはり 船 を 見る ことなしに また 進まな 

むこう  けつまつ 

ければ ならなかった。 これが わたしの 夢想の 結末で 

あった。 

まぢか 

いよいよい けなくな つたこと は、 冬が いまや 目 近に 

せまって きた ことであった。 わたしたち は 目 も 見えな 


いような 雨と みぞれの 中 を みじめに 歩き回らなければ 

やどや 

ならなかった。 夜に なって わたしたちが きたない 宿屋 

ものお  ごや 

かまた は 物置き 小屋に つかれきって たどり 着く と、 も 

うは だまで 水が しみ 通って、 わたしたち はとても 笑顔 

をう かべ てね むる 元気 はな か つ た。 

ディジョン をた つてから、 コ J ^ド— ルの 山道 を こ 

ほね 

えたと きな ど は、 雨に ぬれて 骨まで もこお る 思い をし 

なさ 

た。 ジョ リク ー ル など は、 わたしと 同様い つも 情けな 

い 悲しそう な 顔 をして いた。 よけい 意地悪くな つてい 

た。 

もくてき 

親方の 目的 は 少しで も 早く パリへ 行き着く ことで 


しばい 

あった。 それ は 冬の あいだ 芝居 をして 回れる の は パリ 

だけであった。 わたしたち はもう ごくわず かの 金し か 

得られなかった ので、 汽車に 乗る こと もで きなかった。 

道み ちの 町 や 村で も、 日和の つごう さえよ ければ、 

►  J うぎ よう  しゅうにゅう 

ちょっとした 興行 を やって、 いくらか でも 収入 を 

かき 集めて、 出発す るよう にした。 寒さと 雨と で 苦し 

めら れ ながら、 でも シャ チョンまで はどうに かして 

やって来た。 

つめ  ふ 

シャ チョン をた つてから、 冷たい 雨の 降った あとで、 

風 は 北に 変わった。 

もういく 日 かしめ つぼい 日が 続いた あとで は、 わた 


したち も 顔に かみつく ようにぶ つかる 北 屈 を、 いっそ 

気持ちよ く 思って いたが、 まもなく 空 は 大きな 黒い 雲 

でお おわれて、 冬の 日 はすつ かり かくれて しまった。 

大雪の 近づいて いる ことが わか つていた。 

わたしたち がちよ つ とした 大きな 村に 着く まで はま 

だ 雪に もなら なかった。 でも 親方 は、 なんでも トル ァ 

の 町へ 早く 行こうと あせって いた。 そこ は 大きい 町 だ 

にち とうりゅう 

から、 ひじょうに 悪い 天気で 五、 六日 逗留しても、 少 

こうぎょう  つづ 

し は 興行 を 続けて 回る 見 こみが あった。 「早くと こに 

ばん やどや 

おはいり」 とその 晚 宿屋に 着く と 親方 は 言った。 「あ 

した はなんでも 早くから た つ の だ …… だが 雪に 降り こ 


めら れて はた まらない な あ」 

でも かれはす ぐに はと こに はいらなかった。 台所の 

ろ  さむ 

炉の すみに こし を かけて、 寒さで ひどく 弱って いる 

ジョ リク— ルを 暖めて いた。 さる は 毛布に くるまつ 

ていても、 やはり 苦しがって、 うめき 声 を やめな かつ 

た。 

あくる 日の 朝、 わたし は 言いつけられた とおり 早く 

起きた。 まだ 夜が 明けて はいなかった。 空 はまつ 暗な 

ひく た 

雲が 低く 垂れて、 星の かげ 一 つ 見えなかった。 ドア を 

開ける と、 はげしい 風が えんとつに ふき 入って、 危な 

は 、/ 

く ゆうべ K の 中に うずめた ほ だ 火 をまい 上げそう にし 


た。 

やどや  ていしゅ 

宿屋の 亭主 は 親方 の 顔 を 見て、 

「わたしが あなた だったら、 きょうは 出る どころ では 

ありません。 いまに ひどい ふぶきになります ぜ」 

「わたし は 急いでい るの だ」 と 親方 は 答えた。 「その 

大 ふぶきの 来る まえに トル ァ まで 行きたい と 思つ て い 

る」 

「六、 七 里 (約 二十 四〜 二十 八 キロ) もあります よ。 

一 時間 やそこら で 行ける ものです か」 

でも かまわず わたしたち は 出発した。 

親方 はジ ョ リク— ル をし つかり からだに だきしめて、 


自分の 温かみ を 少しで も 分けて やろうと した。 犬 は 固 

いこち こちな 道 を 歩く の を うれしがって、 先に 立って 

かけた。 親方 は ディジョンで わたしに ひつじの 毛皮 服 

を 買って くれたので、 わたし は 毛 を 裏にして しっかり 

着 こんだ。 これが こがらし でべ つたり からだに ふきつ 

けられて いた。 

わたしたち は 口 を 開く のが ひどく ふゆかい だ つたの 

で、 だまりこんで 歩きながら、 少しで も 暖まろう とし 

て 急いだ。 

もう 夜明けの 時間 をよ ほど 過ぎて いたが、 空 はま だ 

まつ 暗であった。 東の ほうに 白つ ぼい 帯の ような もの 


が 雪の 間に 流れて はいたが、 太陽 は 出て 来そう もな 

かった。 

のげ しき 

野 景色 を 見 わたす と、 いくらか 物が はっきり してき 

力ん ぼく 

た。 葉 を ふるった 木 も 見える し、 灌木 や 小 やぶの 中で 

かれつ 葉が がさがさ 風に 鳴って いた。 

往来に も 畑に も 出て いる 人はなかった。 車の 音 も 聞 

こえない し、 むちの 鳴る 音 も 聞こえなかった。 

ふと 北の 空に 青白い 筋が 見えた が、 だんだん 大きく 

なって こちらの ほうへ 向かって 来た。 そのと きわたし 

たち はきみ ような が あが あいう ささやき 声の ような 音 

を 聞いた。 それ はがん か 野の 白鳥の さけび 声であった 


ろう。 この 気ち がいじみ た 鳥の 群れ は、 わたしたちの 

頭の 上 を 飛んだ と 思う と、 もう 北から 南の ほうへ おも 

しろそう にかけ つて 行った。 かれらが 遠い 空の 中に 見 

えなくな ると、 やわらかな 雪片が 静かに 落ちて 来た。 

それ は 空中 を 遊び歩いて いるよう に 見えた。 

ちちゅう 

わたしたちが 通って 行く 道 は 喪中の ようにし ずんで 

いんき 

さびしかった。 あれき つて 陰気な 野原の 上に ただ 北風 

の はげしい うなり 声が 聞こえた。 雪片が 小さな ちょう 

ちょうの ように 目の前に ちらちらした。 絶えずく るく 

る 回って、 地べたに 着く ことがなかった。 

わたしたち はまた 少しし か 歩いて はいなかった。 雪 


の 降る まえに トル ァに 着く という こと は、 むずかしい 

ことに 思われた。 けれど わたし は 心配し なかった。 雪 

が 降り だせば 風が やんで、 かえ つ て 寒さ も ゆるむ だろ 

うと 思 つ た。 

わたし はま だ 雪 風と いう ものが どんな もの だかよ く 

知らなかった。 

しかし まもなく それが ほんとうに わかった。 しかも 

わたしに はけつ して 忘れる ことので きない もので あつ 

た。 

雲が 東北から むくむ く 集まって 来た。 そこの 空に か 

すかな 明る みが 見え たと 思う と、 やが て 雲の ふところ 


が 開いて、 どんどん 大きな 雪の かたまりが 落ちて 来た。 

もう 空中 をち ようちょう のように はまわなかった。 ふ 

いきお  ふ 

ん ぶんと すばらしい 勢いで 降って 来て、 わたしたち 

の 目鼻 を 開けられない ようにした。 

「とても トル ァ まで はだめ だ。 なんでも うち を 見つけ 

しだい 休む ことにしよう」 と 親方が 言った。 

わたし は 親方が そう 言う の を 聞いて うれし か つ たけ 

れ ども、 いったい うまく 休む うちが 見つかる であろう 

か。 まだ そこらが 白くなら ない まえに わたしが 見て お 

いたかぎ りで は、 一 けんもう ち は 見えなかった。 それ 

ばかりで はない。 おいおい 村に 近づいて いると いう 気 


配 も 見えなかった。 

わたしたちの 前に は 底知れぬ 黒い 森が 横たわつ てい 

つ つ  りょうがわ きゅうりょう 

た。 わたしたち を 包んで いる 両側 の 丘陵 もや はリ 

深い 森であった。 

雪 はいよ いよ はげしく 降って きた。 わたしたち はだ 

まって 歩いた。 親方 はお まけに ひつじの 毛皮 服 を 持ち 

上げて、 ジ ョ リク ー ルが 楽に 息ので きる ようにして 

や つ た。 ただと きどき 首 を 左右に 動かさなければ 息が 

できなかった。 

犬た ち ももう 先に 立 つ てかける ことができなかった。 

かれら はわた したち のか かとに ついて 歩いて、 早く 休 


ちと 

むう ち を 求めたがって いるよう な 顔 をして いたが、 そ 

れを あたえて やる ことができなかった。 

道 はいつ こうに はかどらなかった。 わたしたち はと 

まね  お 

ぼと ぼ 骨 を 折って 歩いた。 目 を 開けて はいられ なかつ 

た。 じくじく ぬれた 着物が こおりついた まま 歩いて 

行った。 もう 深い 森の 中にはい つていた が、 まっすぐ 

な 道で、 わたしたち はさえ ぎる ものの ない あらしに ふ 

きさら されて いた。 そのうち 風 はいくら か 静まった が 

雪の かたま リ はます ます 大きくな つて、 みるみる 積 

もった 

さが もの 

わたし は 親方が なに か 探し 物 をす るよう に、 おりお 


り 左の ほうへ 目 を 注ぐ の を 見た が、 かれはな にも 言わ 

なかった。 なに を かれは 見つけよう とする のであろう。 

わたし は 長い 道の 向こうば かりまつ すぐに 見て いた。 

この 森が もう ほどなくお しまいに なって、 人家が 現 

のぞ 

れ てき はしない かとい う 望み を かけて いた。 

とど かぎ りょうがわ 

だが 目の届く限り 両側 は 雪に うずま つ た 林で あ つ 

た。 前 はもう 二、 三 間 (四〜 五メ— トル) 先が 雪で ぼ 

ん やりく もっていた。 

あたた  まど  ふ 

わたし はこれ まで 暖 か い 台所の 窓ガラスに 雪の 降 

ると ころ を 見て いた。 その 暖かい 台所が どんなに か は 

るか 遠い ゆめの 世界の ように 思われる ことであろう。 


でも やはり 行く だけ は 行かなければ ならな か つ た。 

わたしたちの 足 はだん だん 深く 雪の 中に もぐりこんだ。 

そのと きふと、 なにも 言わずに 親方が 左手 を 指さした。 

なるほど、 わたし は ぼんやりと、 空き地の 中に 

ほった て ごや 

堀 立 小屋の ような もの を 見た。 

わたしたち は その 小屋に 通う 道 を 探さなければ なら 

なかった。 でも 雪が もう 深くな つて、 道と いう 道 をう 

ずめ てし まった ので、 これ は 困難な 仕事であった。 わ 

たした ち はやぶ の 中 を かけ 回つ て、 みぞ を こえて、 やつ 

とのこと で 小屋へ 行く 道 を 見つけて 中へ はいる ことが 

できた。 


まるた  つく 

その 小屋 は 丸太 やしば をつ かねて 造った もので、 屋 

根 も 木の えだの たば を 積み重ねて、 雪が 間から 流れ こ 

力た 

まない ように 固くな わで しめてあった。 

犬た ち は うれしがって、 元気よ く 先に 立って かけこ 

んだ、 ほえながら たびたび かわいた 土の 上 を ほこり を 

ころ まわ 

立てて 転げ回つ ていた。 

まんぞく 

わたしたちの 満足 も かれらに おとらず 大き か つ た。 

「こういう 森の 中の 木 を 切った あとに は、 きこりの 小 

屋が ある はず だと 思って いた」 と 親方が 言った。 「も 

うい くら 雪が 降っても かまわない ぞ」 

「そうです とも。 雪なん かいくら でも 降れ だ」 とわた 


しは大 いばりで 言った。 

しゅつにゅう  あな 

わたし は 戸口 —— というよりも 小屋に 出 入す る 穴 

てきとう  まど 

と いう ほうが 適当で、 そこに は ドア も 窓 もなか つ たが 

 そこまで 行って、 わたし は 上着と ぼうしの 雪 を は 

ら つた。 せっかくの かわいた 部屋 を ぬらす まいと 思つ 

たからで ある。 

やど こうぞう  かんたん  そな 

わたしたちの 宿の 構造 はしごく 簡単であった。 備え 

つけの 家具 も 同様で、 土の 山と、 二つ 三つ 大きな 石が 

いすの 代わりに 置いて ある だけであった。 それよりも 

ありがたかった の は、 部屋の すみに 赤 れんがが 五、 六 

まい  つ 

枚、 かまどの 形に 積んで あった ことで ある。 なによ リ 


もまず 火 を 燃やさなければ ならぬ。 

なによりも 火が いちばんの ごちそう だ。 

さて まき だが、 このうち で それ を 見つける こと は 

困難ではなかった。 

わたしたち はた だかべ や 屋根から まきを 引きぬ いて 

来れば よかった。 それ はわけ なくで きた。 

まもなく たき 火の 赤い ほのおが えんえんと 立 つ た。 

むろん 小屋 はけむ りで いっぱい になった が、 そんな こ 

とはい まの 場合 かまう ことではなかった。 わたしたち 

まつ  ねつ 

の 欲して いるの は 火と 熱で あ つ た。 

わたし は 両手 をつ いて、 腹ば いに なって 火 を ふいた 


犬 は 火の ぐるり を ゆうゆうと 取り巻いて、 首 をのば し 

て、 ぬれた 背中 を 火に かざして いた。 

ジョ リク— ル はやつ と 親方の 上着の 下からの ぞく だ 

けの 元気が 出て、 用心深く 鼻の 頭 を 外に 向けて そこら 

をな がめ 回した。 安全な 場所で ある こと を 確かめて 

まんぞく 

満足した らしく、 急いで 地べたに とび 下りて、 たき 火 

せんりょう 

の 前の いちばん 上等な 場所 を 占領して、 二 本の 小さ 

な ふるえる 手 を 火に かざした。 

親方 は 用心深い、 経験に 積んだ 人で あるから、 その 

しょく リ よう  つつ 

朝 わたしが 起き 出す まえに 道中の 食 料 を 包んで おい 

た。 パンが 一本と チ— ズ のかけ であった。 わたしたち 


まんぞく 

は みんな 食物 を 見て 満足した。 

なさ 

情けない ことに わたしたち はごく わずかし か 分けて 

もらえなかった。 それ はいつ まで ここにい なければ な 

ばんめし のこ 

ら ないか わからな いので、 親方が いくらか 晚 飯に 残し 

かくじ つ 

てお くほうが 確実 だと 考えた からであった。 

わたし はわかった が、 しかし 犬に はわから なかった。 

それで かれら はろ くろく 食べ もしない うちに パ ンが 

はいのう おさ 

背嚢に 納められ るの を 見る と、 前足 を 主人の ほうに 向 

けて、 その ひざがしら を 引つ かいた。 目 を じっと 背囊 

につけて、 中の 物 を ぜひ 開けさせようと いろいろの 身 

ぶり を やった。 けれども 親方 はまる でかまい つけな 


かった。 

背囊 はとうとう 開かれなかった。 犬 は あきらめ てね 

むる 決心 をした。 カピは 灰の 中に 鼻 をつつ こんでいた。 

わたし も かれらの 例に ならおうと 考えた。 けさ は 早 

かった。 いつやむ か、 見当の つかない 雪 を 見て くよ く 

よして いるよりも、 白鳥 号に 乗って、 ゆめの 国に でも 

遊んだ ほうが 気が 利いて いる。 

わたし は どのくらい ねむった か 知らなかった。 目が 

覚める と 雪が やんで いた。 わたし は 外 を ながめた。 雪 

は ひじょうに 深かった。 無理に 出て 行けば ひざの 上 ま 

で うずまりそう であ つ た。 


何時だろう。 

わたし は それ を 親方に たずねる ことができなかった。 

れい  しめ 

なぜなら 例の カピが 時間 を 示した 大きな 銀時計 は 売ら 

ばっきん さいばん  ひょう 

れて しまった。 かれは 罰金 や 裁判の 費用 を はらうた め 

にあり つたけ の 金を使って しまった。 そして ディ ジョ 

ンで わたしの 毛皮 服 を 買う ときに、 その 大きな 時計 も 

売って しまったの であった。 

時計 を 見る ことができない とすれば、 日の 加減で 知 

る ほか はない が、 なにぶん どんより している ので、 何 

時 だか 時間 を 推量 する のが 困難であった。 

なんの 物音 も 聞こえなかった。 雪 は あらゆる 生物の 


活動 を それなり こおらせて しまった ように 思われた。 

わたし は 小屋の 入口に 立って いると、 親方の 呼ぶ 声 

が 聞こえた。 

「これから 出て 行ける と 思う かな」 とかれ はたず ねた _ 

「わかりません。 あなたの いいように したいと 思い ま 

す」 

「そうか、 わたし はこ こにいる ほうがい いと 思う。 ま 

あま あ 屋根 は あるし、 たき 火 も あるの だから」 

それ はほんとう であった が、 同時に わたし は 食物の 

ない こと を 思い出した。 けれども わたし はなに も 言わ 

なかった。 


「どうせ また 雪 は 降って くるよ。 とちゅうで 雪に 会つ 

て はた まらない。 夜 はよ けい 寒くなる。 今夜 はこ こで 

くらす ほうが 無事 だ。 足の ぬれない だけで もい いじ や 

なレ 力」 

そうだ。 わたしたち はこの 小屋に 逗留す る ほか は 

ない。 胃ぶ くろの ひも を 固く しめてお く、 それだけの 

こと だ。 

ゆうはん  のこ 

夕飯に 親方が 残りの パン を 分けた。 おやおや、 もう 

わずかし かなかった。 すぐに 食べられて しまった。 わ 

たした ち はくず も 残さず、 がつがつして 食べた。 この 

まんし よく 

つましい 晚食 がすんだ とき、 犬 はまた さっきの よう 


にあと ねだり をす るだろう と 思って いたが、 かれら は 

まるで そんな こと はしなかった。 今度 も わたし は、 ど 

のく らい かれらが りこうで あるか 知った。 

親方が ナイフ を ズボンの かくしに しまう と、 これ は 

食事の すんだ 知らせであった から、 カピは 立ち上がつ 

て、 食物 を 入れた ふくろの におい を かいだ。 それから 

前足 を ふくろに のせて これに さわって みた。 この 二重 

ぎんみ  のこ 

の 吟味で、 もうな にも 食物の 残って いない ことが わ 

せき 

かった。 それで かれはた き 火の 前の 自分の 席に 帰って、 

ゼ ルピノと ド ルスの 顔 を ながめた。 その 顔つき は あき 

らか にどう もしん ぼうす る ほか はな ハょ という 意味 を 


しめ 

示して いた。 そこで かれは あきらめた というよ うに、 

ため息 を つ いて 全身 を 長な がとの ばした。 

「もうな にもない。 ねだっても だめ だよ」 かれは これ 

なかま 

を 大きな 声で 言った と 同様、 はっきりと 仲間の 犬た ち 

えとく 

に 会得 さしていた。 

な 力ま.  り 力い 

かれの 仲間 はこの ことば を 理解した らしく、 これ も 

やはりた め 息をつきながら たき 火の 前にす わ つた。 け 

れどゼ ルピノの ため息 はけつ して ほんとうに あきらめ 

たため 息ではなかった。 おなかの 減って いるう えに、 

ゼ ルビ ノはひ じょうに 大食らいであった。 だから これ 

ぎせ い 

はかれに と つ て は 大きな 犠牲であった。 


雪が また ずんずん 降り だしていた。 ずいぶんしつつ 

こく 降って いた。 わたしたち は 白い 地べたの しき 物が 

わかぎ 

高く 高く ふくれ 上がって、 しまいに、 小さな 若木 や 

か んぼく 

灌木が すっかり うずまって しまう の を 見た。 夜に なつ 

て も、 大きな 雪片が なお 暗い 空から ほの 明るい 地の 上 

にしき リ なしに 落ちて いた。 

わたした ちはいよ いよこ こへ ねむる とすれば、 なに 

よりいち ばんいい こと は、 できるだけ 早くね つく こと 

であった。 わたし は 昼間 火で かわかし ておいた 毛皮 服 

にくる まって まくらの 代わりにした。 平った い 石に 頭 

をのせ て、 たき 火の 前に 横にな つた。 


「おまえ はねむ るが いい」 親方が 言った。 「わたしの 

ねむる 番 になれば おまえ を 起こす から。 この 小屋で は 

けもの もな にも 心配な こと はない が、 二人のう ち 一人 

は 起きて いて、 火の 消えない ように 番をしなければ な 

ら ない。 用心して かぜをひかな いように 気をつけ なけ 

れ ばいけ ない。 雪が やむ とひ どい 寒さになる からな」 

わたし はさつ そくね むった。 親方が また わたし を 起 

こした ときには、 夜 はだい ぶふけ ていた。 たき 火 はま 

だ 燃えて いた。 雪 はもう 降って はいなかった。 

「今度 はわた しのね むる 番だ」 と 親方が 言った。 「火 

が 消えたら、 ここへ このと おりたく さん 採って おいた 


まきをく ベ れ ばい い」 

なるほど かれはた き 火の わきに 小え だ をた くさん 積 

み 上げて おいた。 わたしより ずっと 少しし かね むれな 

い 親方 は、 わたしが いちいち かべから まきをぬ くたん 

びに 音 を 立 て て 目を覚まさ せられる こと をい やが つ た _ 

それで わたし はかれの こしらえ ておいて くれた まきの 

山から 取って は、 そっと 音を立てずに 火に く ベれ はよ 

かった。 

たしかに これ はかし こい やり方で はあった けれど、 

なさ  けっか 

情けない ことに 親方 は、 これが どんな 意外な 結果 を 生 

むかさ とらなかった。 


かれはい まジョ リク ー ルを 自分の 外とう です つかり 

くるんだ まま、 たき 火の 前にから だ をのば した。 まも 

きそく 

なくし だいに 高く、 しだいに 規則正しい いびきで、 よ 

くねい つたこと が 知れた。 

そのと きわたし は そっと 立ち上がって、 つま 先で 歩 

いて、 外の 様子が どんな だか、 入口まで 出て 見た。 

とど 

草 もやぶ も 木 もみん な 雪に うまって いた。 日の 届く 

かぎり どこも 目が くらむ ような 白色で あ つ た。 空に は 

ぼつり ぼつり 星の 光が きらきら していた。 それ はずい 

ぶん 明るい 光で はあった が、 木の 上に 青白い 光 を 投げ 

ている の は 雪の 明かりであった。 もうず つと 寒くな つ 


ていた。 ひどく こおって いた。 すきまから はいる 空気 

ちちゅう  しず 

は 氷の ようであった。 喪中に いるよう な 静けさの 中に、 

雪の 表面の こおりつく 音が いく 度と なく 聞こえた。 

「ああ、 この 森のお くで 雪の 中に うめられて わたした 

ち はどう すれば いいの だ。 この 雪と 寒さの 中で、 この 

小屋で もなかったら どうな つたであろう」 

わたし は そ つ と 音の しないよ うに 出た ので あつたが、 

やはり 犬た ち を 起こして しまった。 中で もゼ ルビ ノは 

起き上がって わたしに ついて 来た。 夜の 荘厳 はかれに 

けしき 

とってなんでも なかった。 かれはし ばらく 景色 をな が 

めた が、 やがてたい くっして 外へ 出て 行こうと した。 


わたし はかれに 中にはい るよう に 令した。 ばかな 

犬よ。 この おそろしい 寒さの 中で うろつき 回る ょリは 

暖 かいたき 火の そばに おとなしく していた ほうが ど 

ふしょうぶしょう 

のく らいいい か 知れない。 かれは 不承不承に わたしの 

言う こと を 聞いた が、 しかし ひどく ふくれ つ 面 をして 

目 を じっと 入口に 向けて いた。 よほどし つっこい、 

いったん 思い立つ たこと を 忘れない 犬であった。 

わたし は、 まつ 白な 夜 を ながめながら まだ 二、 三分 

けしき 

そこに 立って いた。 それ は 美しい 景色で はあった し、 

おもしろ いと 思 つ たが、 なんとも 言えない さびし さ を 

感じた。 むろん 見まい と 思えば 目 をふさいで 中には 


いって、 その さびしい 景色 を 見ずに いる こと はでき る 

の だが、 白い ふしぎな 景色が わたしの 心 を とらえた の 

であった。 

とうとう わたし はまた たき 火の そばへ 帰って、 一一、 

三本 まきをた がいちが いに 火の 上に 組み合わせて、 ま 

くらの 代わりにした 石の 上に こし を かけた。 

親方 は おだやかに ねむって いた。 犬た ちと ジ ヨリ 

ク— ル もまた ねむって いた。 ほのおが 火の 中から 上つ 

ち  ま 

て、 ぴかぴか 火花 を 散らしながら 屋根の ほうまで 巻き 

上がった。 ぱちぱ ちいうた き 火の ほのおの 音 だけが 夜 

ちんもく やぶ 

の 沈黙 を 破る ただ 一 つの 音であった。 


長い あいだ わたし は 火 を ながめて いた けれど、 だん 

だん 我知らずう とうとし 始めた。 わたしが 外へ 出て ま 

きを こしらえる 仕事で もして いたら、 日 を 覚まして い 

られ たか もしれ なかった が、 なにもす る こ ともなく つ 

て 火に あたって いるので、 たまらなく ねむくな つてき 

た。 そのく せ しょっちゅう 自分で はいつ しょうけんめ 

い 目を覚ま している つもり にな つていた。 

ふと はげしい ほえ 声に わたし は 目が 覚めて、 とび 上 

がった。 まつ 暗であった。 わたし はかなり 長い あいだ 

ねむった らしく、 火 は ほとんど 消え かかって いた。 も 

う 小屋の 中に ほのおが 光って はいなかった。 


カピ はけた たまし く ほえた てて いた。 けれど ふしぎ 

な ことに ゼ ルピノの 声もド ルスの 声 もしなかった。 

「どうした。 どうした」 と 親方が 目を覚まして さけん 

だ。 

「知りません」 

「おまえ はねむ つていた の だな。 火 も 消えて いる」 

カピは 入口まで かけ 出して 行った が、 外へ とび 出 そ 

うと はしなかった。 出口で ゥゥ、 ゥゥ、 ほえて いた。 

「どうした。 どうしたと いうんだろう」 わたし は 今度 

は 自分に たずねた。 

カピの ほえ 声に 答えて、 二 声 三 声、 すごい 悲しそう 


なうな り 声が 聞こえた。 それ はド ルスの 声 だと わかつ 

た。 そのうな リ声は 小屋の 後ろから、 しかも ごく 近い 

きょ リ 

距離から 聞こえて 来た。 

わたし は 外へ 出ようと した。 けれど 親方 はわた しの 

肩に 手 をのせ て 引き止めた。 

「まあ まきをく ベ なさい」 かれは 命令の 調子で 言 つ た 

言いつけられた とおりに わたしが している と、 かれ 

は 火の 中から 一 本 小え だ を 引き出して、 火 を ふき 消し 

て、 燃えて いる 先 を 吹いた。 

かれは そのたい まつ を 手に 持った。 

「さあ、 行って 見て 来よう」 とかれ は 言った。 「わたし 


の あとに ついて おいで。 カピ、 先へ 行け」 

外へ 出ようと すると、 はげしい ほえ 声が 聞こえた。 

カピ はこ わがって、 あとじ さり をして、 わたしたちの 

間に 身 をす くめた。 

「おおかみ だ。 ゼ ルピノと ドル スは どこへ 行った ろ 

う」 

なに を わたしが 言えよう。 一 一 ひきの 犬 はわた しのね 

むって いる あいだに 出て 行った にちがいない。 ゼ ルビ 

ノ はわた しがね つくの を 待って、 ぬけ 出して 行った。 

そして ド ルスが、 その あとに ついて 行った の だ。 

おおかみが かれら を くわえた の だ。 親方が 犬の こと 


きょうふ 

をたず ねたと き、 かれの 声に は その 恐怖が あった。 

「たいまつ をお 持ち」 とかれ は 言った。 「あれら を 助 

けに 行かなければ ならない」 

村で わたし はよ くお おかみの おそろしい 話 を 開いて 

いた。 でも わたし はちゅう ちょす る こと はでき なかつ 

た。 わたし はたい まつ を 取りに かけて 帰って、 また 親 

方の あとに 続いた。 

けれども 外に は 犬 も 見えなければ おおかみ も 見えな 

かった。 雪の 上に ただ 二 ひきの 犬の 足 あとが ぼつぼつ 

残って いた。 わたしたち は その 足 あとに ついて 小屋の 

回リを 歩いた。 すると やや はなれて 雪の 中で なに かけ 


ものが 転がり 回 つ たような あとが あ つ た。 

「力 ピ、 行って 見て 来い」 と 親方 は 言った。 同時に か 

れはゼ ルピノと ドル スを 呼び寄せる 呼び子 を ふいた。 

けれど これに 答える ほえ 声 は 聞こえなかった。 森の 

ちんもく やぶ 

中の 重苦しい 沈黙 を 破る 物音 はさら にな か つ た。 カピ 

は 言い つけられた とおりに かけ 出そうと はしないで、 

しっかりと わたしたちに くっつい ていた。 いかにも 

きょうふ 

恐怖に たえない 様子であった。 いつも は あれほど 

じゅうじゅん 

従順で ゆうかんな カピ が、 もう 足 あとに ついて それ 

ゆうき 

から 先へ 行く だけの 勇気がなかった。 わたしたちの 回 

り だけ は 雪が きらきら 光って いたが、 それから 先 はた 


だ どんより と 暗かった。 

よ  こ  まよ いぬ 

もう 一 度 親方 は 呼び子 を ふいて、 迷い 犬 を 呼びた て 

た。 でも それに 答える 声はなかった。 わたし は 気が 気 

でなかった。 

「ああ、 かわいそうな ド ルス」 親方 はわた しの 心配し 

きってい る， J と を すっぱり 言つ た。 

「おおかみが つかまえて 行った の だ。 どうして あれら 

を 放して やった の だ」 

そう、 どうして  そう 言われて、 わたし は 答える 

ことばがなかった。 

「行って 探して 来なければ」 とわたし はしば らくして 


言った。 

わたし は 先に 立って 行こうと した けれど、 かれは わ 

たし を 引き止めた。 

「どこへ 探しに 行く つもり だ」 とかれ はたず ねた。 

「わかりません、 ほうぼう を」 

「この 暗がりで は、 どこに 行った かわかる もので はな 

い。 この 雪の 深い 中で ：：： 」 

それ はほんとう であった。 雪が わたしたちの ひざの 

上まで 積もって いた。 わたしたちの 二 本のたい まつ を 

いっしょにしても、 暗がり を 照らす こと はでき なかつ 

た。 


「ふえ を ふいても 答えない とすると、 遠方へ 行って し 

まってい るの だ」 とかれ は 言った。 

「わたしたち は、 むやみに 進む こと はならない。 おお 

かみ はわれ われにまで かかって 来る かもしれ ない。 今 

度 は 自分 を 守る ことができなくなる」 

うんめい  まか 

かわいそうな 犬 ども を、 その 運命の ままに 任せる と 

なさ 

いう こと は、 どんなに 情けない ことであった ろう。 

—— われわれの 二人の 友 だち、 それ もとり わけ わた 

しにと つての 友 だち であった。 それにな により 困った 

せきにん 

こと は、 それが わたしの 責任 だとい うこと であった。 

わたし はねむ りさえ しなかったら、 かれら も 出て 行き 


はしなかった。 

親方 は 小屋に 帰って 行った。 わたし は その あとに 続 

きながら、 一足 ごとに ふり 返って は、 立ち止まって 耳 

を 立てた。 

雪の ほかに はなに も 見えなかった。 なんの 声 も 聞 こ 

えなかった。 

こうして わたしたちが、 小屋に はいると、 もう 一 つ 

びっくり する ことが わたしたち を 待って いた。 火の 中 

いきお  も 

に 投げ こんで おいた えだは 勢 いよく 燃え上が つ て、 

小屋の すみずみの 暗い 所まで 照らして いた。 けれども 

ジョ リク ー ルは どこへ 行った か 見えなかった。 かれの 


着て いた 毛布 はたき 火の 前にぬ ぎ 捨てて あった。 けれ 

どかれ は 小屋の 中にはい なかった。 親方 も わたし も 呼 

んだ。 けれど かれは 出て 来なかった。 

親方の 言う に は、 かれの 目を覚ました ときには、 さ 

る はわき にいた。 だからい なくなつ たの は、 わたした 

ちが 出て 行った あとに ちがいなかった。 燃えて いるた 

いまつ を 雪の 積もった 地の 上に くつ つける ようにして、 

その 足 あと を 見つけ 出そうと した。 でもなん の 手が か 

リ もなかった。 

どこかた ばねた まきの かげに でも かくれて いるので 

はない かと 思って、 わたしたち はまた 小屋へ 帰って、 


しばらく 探し回った。 いく 度 もい く 度 も 同じす みずみ 

を 探した。 

わたし は 親方の 肩に 上って、 屋根に 葺 いて あるえ だ 

たばの 中 を 探して みた。 二度 も 三度 も 呼んで みた。 け 

れ どもなん の 返事 もなかった。 

親方 は ぷりぷり かんしゃく を 起こして いるよう で 

あった。 わたし はがつ かりして いた。 

わたし は 親方に、 おおかみが かれまで も 取って 行つ 

たので はない かとたず ねた。 

「いいや」 とかれ は 言った。 「おおかみ は 小屋の 中 ま 

では はいって は 来なかった だろう。 ゼ ルピノと ド ルス 


は 外へ 出た ところ を くわえられ たかと 思う が、 この 中 

まで ははい つて 来られまい。 たぶん ジョ リク— ル はこ 

わくな つて、 わたしたちの 外に 出て いる あいだに どこ 

へ かかくれ たにち がいない。 それ を わたし は 心配す る 

の だ。 この ひどい 寒さで は、 きっと かぜをひく であろ 

う。 寒さが あれに はなに より 効く の だから」 

「じゃあ どんどん 探して みまし ようよ」 

わたしたち はまた そこら を 歩き回った。 けれど まる 

でむ だであった。 

「夜の 明ける まで 待たなければ ならない」 と 親方が 

言った。 


「どの くら いで 明ける でしよう」 

「二 時間 か 三時 間だろう」 

親方 は 両手で 頭 をお さえて たき 火の 前にす わって い 

た。 

ゆうき 

わたし は それ を じゃます る 勇気がなかった、 わたし 

はかれの わきにつつ 立って、 ただと きどき 火の 中に え 

だ をく ベる だけであった。 一、 二度 かれは 立ち上がつ 

て 戸口へ 行って、 空 を ながめて はじつ と 耳 を かたむけ 

たが、 また 帰って来て すわった。 

わたし はかれが そんな ふうに だま つ て 悲しそう にし 

て いられる よりも、 かまわず わたしに おこりつ けて く 


れれ ばいい と 思った。 

三時 間 は のろのろ 過ぎた。 その 長いと いったら、 と 

て も 夜が おしまいになる 時がない のかと 思われた。 

でも 星の 光が いっか 空から うすれ かけて いた。 空が 

だんだん 明るく、 夜が 明け かかって いた。 けれども 明 

け 方に 近づく に 従 つ て、 寒さ はいよ いよ ひどくな つた。 

ほね 

戸口から はい つ て 来る 風が 骨まで こおる ようであった。 

これで ジョ リク ー ルを 見つけた としても、 かれは 生 

きている だろう か。 

きぼう 

見つけ 出す 希望が ほんと にある だろう か。 

きょう もまた 雪が 降り ださない とも かぎらない。 


でも 雪 はもう 来なかった。 そして 空に ばら 色の 光が 

こうてんき  よこく 

さして、 きょうの 好天気 を 予告す るよう であった。 

じゅ ち く 

すっかり 明るくな つて、 樹木の 形が はっきり 見える 

まう 

ようになった。 親方 も わたし もがつ かりして、 棒 を か 

かえて 小屋 を 出た。 

カピ はもう ゆうべ のように びくつ いて はいない よう 

であった。 目 をし つかり 親方に すえた まま、 いつでも 

合図し だ いで かけ 出す 仕度 をして いた。 

わたしたちが 下 を 向いて ジ ョ リク ー ル の 足 あと を 探 

し 回って いると、 力 ピが首 を 上に 上げて うれしそうに 

ほえ 始めた。 かれは わたしたちに 地べたで はなく、 上 


を 見ろ と い つ て 合図 をした ので あつ た。 

小屋の わきの 大きな かしの 木の またで、 わたしたち 

す 力た 

はなに か 黒い 小さな ものの うごめく 姿 を 見つけた。 

これが かわいそうな ジョ リク ー ル であった。 夜中に 

犬の ほえる 声に おびえて、 かれは わたしたちが 出て い 

る まに、 小屋の 屋根に よじ 上った。 そして そこから 一 

本の かしの 木の てつ べんに 登って、 そこ を 安全な 場所 

と 思って、 わたしたちの 呼ぶ 声に も 答えず、 じっと か 

らだを かがめて すわって いたのであった。 

かわいそうな 弱い 動物。 かれは こごえて しまったに 

ク vr ヽ *k ヽ o 
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やさ  よ 

親方が かれ を 優しく 呼んだ。 かれは 動かなかった。 

わたしたち はかれが もう 死んで いると 思った。 

数 分 間 親方 はかれ を 続けさ まに 呼んだ。 けれど さる 

はもう 生きて いるもの のよう ではな か つ た。 

しんぞう こうか いいた  ばつ 

わたしの 心臓 は 後悔で 痛んだ。 どれほど ひどく 罰せ 

られ たこと だろう。 

わたし はつぐな い をし なければ ならない。 

「登つ て つかまえて 来ましょう」 とわたし は 言った。 

「危ない よ」 

「いいえ、 だいじょうぶです。 わけなく できます よ」 

きけん 

それ はほんとう ではなかった。 それ は 危険で むず か 


しい 仕事であった。 大きな この 木 は 氷と 雪 を かぶって 

いるので、 それ はずい ぶん 困難な 仕事であった。 

わたし はごく 小さかった じぶんから 木登り をす る こ 

と を 習った。 それで この 術に は 熟練して いた。 わた 

し はとび 上がって、 いちばん 下の えだに とびついた。 

そして 木の えだ をす けて 雪が 落ちて 日の 中にはい つ て 

みき 

来たが、 でも どうやら 木の 幹 をよ じて、 いちばん しつ 

かりした えだに 手が かかった。 ここまで 登れば、 あと 

は 足 を ふみはずさな いように 気をつければ よか つ た。 

やさ 

わたし は 登りながら、 優しく ジョ リク ー ルに 話し か 

けた。 かれは 動かないで、 目 だけ 光らせて わたし を 見 


ていた。 

とど 

わたし は ほとんど 手の届く所へ 来て、 手 をのば して 

つかまえよ うとした。 すると ひょいと かれは ほかの え 

だに とび つ いてし ま つ た。 

わたし は そのえ だまで かれ を 追つ かけた けれど、 人 

なさ 

間の 情けな さ、 子どもで あっても、 木登り はさる に は 

かなわなかった。 

これで さるの 足が 雪で ぬれてい なかったら、 とても 

かれ をつ かまえる こと はでき そう もなかった。 かれは 

足の ぬれる こと を 好まなかった。 それで じきに わたし 

をから かう のがい やにな つ て、 えだから えだ へと とび 


下りて、 まっすぐに 主人の 肩に とび 下りた。 そして 上 

着の 裏に かくれた。 

ジ ョ リク ー ルを 見つける の はた いへんな ことで あつ 

たが それだけで はすまなかった。 今度 は 犬 を 探さな け 

れ ばなら なかった。 

もうす つかり 昼に なって いた。 わけなく ゆうべの 出 

来 事の あと をた どる ことができた。 雪の 中で わたした 

ち は 犬の 死んだ ことが わかった。 

わたしたち は 十 間 (約 十八 メ ー トル) ばかり かれら 

の 足 あと をつ ける ことができた。 かれら は 続いて 小屋 

からぬ け 出した。 ド ルスが、 ゼ ルピノの あとに 続いた。 


それから ほかの けものの 足 あとが 見えた。 一方に は 

おおかみ ども は 犬に とびかかって、 はげしく 戦った 

しるしが 残って いた。 こちらに はおお かみが えもの を 

つかんで ゆっくり 食べ て 歩いて 行った 足 あとが 残って 

いた。 もう そこに は、 そこ ここに 赤い 血が 雪の 上に こ 

ぼれ ている ほかに は、 犬の あと はなに も 残って いな 

かった。 

かわいそうな 二 ひきの 犬 は、 わたしの ねむって いる 

あいだに 死にに 行った のであった。 

でも わたしたち は できるだけ 早く 帰って、 ジ ヨリ 

ク ー ルを 温めて やらなければ ならなかった。 わたした 


ち は 小屋へ 帰った。 親方が さるの 足と 手 を 持って、 赤 

ん ぼう をお さえる ようにして、 たき 火に かざす と、 わ 

もうふ  ころ 

たし は 毛布 を 温めて、 その 中へ 転がす 仕度 をした。 け 

れ ども 毛布ぐ らいで は 足りなかった。 かれは 湯たん ぼ 

ちと 

と 温かい 飲み物 を 求めて いた。 

親方と わたし はたき 火の そばに すわって、 だまって 

まきの 燃える の を ながめた。 

「かわいそうに、 ゼ ルピノ は。 かわいそうに、 ド ルス 

ば」 

わたしたち は 代わり ばんこに こんな ことば を つぶや 

いた。 初めに 親方が、 つぎに はわた しが。 


あの 犬た ち は、 楽しい につけ 苦しい につけ、 わたし 

み ちづ 

たちの 友 だち であり、 道連れであった。 そして わたし 

にと つて は、 わたしの さびしい 身の上に とって は、 こ 

のうえない なぐさめであった。 

わたしが しっか リ 見張り をし なかった こと は、 どん 

なにく やしい ことだった ろう。 おおかみ はそう すれば 

小屋まで せめて は 来なかった ろうに。 火の 光に おそれ 

て 遠方に 小さくな つ ていたで あろうに。 

どうにかして いっそ 親方が ひどく わたし をし か つ て 

くれれば よかった。 かれが わたし を 打って くれれば よ 

かった。 


けれど かれはな にも 言わなかった。 わたしの 顔 を 見 

る ことす らしなかった。 かれは 火の 上に 首 をうな だれ 

たま ま、 おそらく 犬が なくなって、 これから どうしょ 

うか 考えて いるよう であつ た。 

ジョ リク ー ル氏 

夜明け まえの 予告 はちが わなかった。 

日が きら きら かがやき だした。 その 光線 は 白 い 雪の 

まん 

上に 落ちて、 まえの 晚 あれほど さびしく どんより して 


いた 森が、 きょうは 目が くらむ ほどの まば ゆ さ を も つ 

て かがやき 始めた。 

たびたび 親方 はかけ 物の 下に 手 を やって、 ジ ヨリ 

ク ー ルに さわって いたが、 この あわれな 小ざる はいつ 

こうに 温まって こなかった。 わたしが のぞきこん でみ 

ると、 かれのが たがた 身ぶ るい をす る 音が 聞こえた。 

かれの 血管の 中の 血が こおって いたので ある。 

「とにかく 村へ 行かなければ ならない。 さもないと 

ジョ リク— ルは 死ぬ だろう。 すぐ たつこと にしよう」 

毛布 はよ く 温まって いた。 それで 小ざる は その 中に 

くるまれて、 親方の チョッキの 下の すぐ 胸に 当たる 所 


へ 入れられた。 わたしたちの 仕度が できた。 

小屋 を 出て 行こうと して、 親方 は そこら を 見回しな 

がら 言った。 

やど だい 

「この 小屋に はずい ぶん 高い 宿 代 を はらった」 

こう 言った かれの 声 はふる えた。 

かれは 先に 立って 行った。 わたし は その 足 あとに 続 

いた。 わたしたちが 二、 三 間 (四〜 六メ— トル) 行く 

と、 カピを 呼んで やらなければ ならなかった。 かわい 

そうな 犬。 かれは 小屋の 外に 立った まま、 いつまでも 

なかま 

鼻 を、 仲間が おおかみに とられて 行った 場所に 向けて 

いた。 


大通りへ 出て 十分 間 ほど 行く と、 とちゅうで 馬車に 

ぎょしゃ 

会った。 その 御者 はもう 一時間ぐ らいで 村に 出られる 

と 言った。 これで 元気が ついた が、 歩く こと は 困難で 

も あり 苦しかった。 雪が わたしの こしまで ついた。 

たびたび わたし は 親方に ジョ リク ー ル のこと をたず 

ねた。 そのたん びに かれは、 小ざる はま だ ふるえて い 

ると 言った。 

やっとの ことで わたしたち はきれ いな 村の 白 屋根 を 

やどや 

見た。 わたした ちはいつ も 上等な 宿屋に とまった こと 

はなかった。 たいてい 行っても 追い出されそう もない、 

どうぜ いのこ  きちんやど 

同勢 残らずと めて くれそう な 木賃宿 を 選んだ。 


かんばん 

ところが 今度 は 親方が きれいな 看板の かかって いる 

宿屋へ はいった。 ドアが 開いて いたので、 わたし はき 

ら きら 光る 赤銅の なべが かか つ て、 そこから 湯気のう 

まそう に 上 つ ている 大きな かまど を 見る ことができた 

ああ、 その ス ー プが 空腹な 旅人に どんなに うまそう に 

にお つたこと であろう。 

親方 は 例の もっとも 『紳士』 らしい 態度 を 用いて、 

ぼうし を 頭に のせた まま、 首 を 後ろに あお 向けて、 

やどや  ていしゅ  あたた  もと  はじ 

宿屋の 亭主に いいね どこと 暖かい 火 を 求めた。 初め 

は 宿屋の 亭主 も わたしたちに 目 を くれよう ともしな 

かった。 けれども 親方の もっともらしい 様子が みごと 


あ つ ばく 

にかれ を 圧迫した。 かれは 女中に 言いつけて、 わたし 

ひとま 

たち を 一 間へ 通す ようにした。 

「早くね どこに おはいり」 と 親方 は 女中が 火 をたい て 

いる 最中 わたし 言った。 わたし はび つくりして かれ 

の 顔 を 見た。 なぜね どこに はいるの だろう。 わたし は 

ねどこ なんかに はいるよりも、 すわって なに か 食べた 

ほうがよ かった。 

「さあ 早く」 

でも 親方が くり 返した。 

服従す るより ほかにし かたがなかった。 寝台の 上 

に は 鳥の 毛の ふとんが あった。 親方が それ を わたしの 


あごまで 深く かけた。 

「少しで も 温まる ようにす るの だ」 とかれ は 言った。 

「おまえが 温まれば 温まる ほど い い の だ」 

わたしの 考えで は、 ジョ リク ー ル こそ わたしなん ぞ 

ょリは 早く 温まらなければ ならない。 わたしの ほう は 

いまではもう そんなに 寒く はなかった。 

わたしが まだ 毛の ふとんに くるま つて あつ たまろう 

ほね  お  まる 

と 骨 を 折って いると き、 親方 はジョ リク— ルを 丸く し 

て、 まるで 蒸し焼き にして 食べ るかと 思う ほど 火の 上 

で くるくる 回した ので、 女中 はすつ かりびつ くりした 

「あった まった か」 と 親方 はしば らくして わたしに た 


ずね た。 

「むれそう です」 

「それでい い」 かれは 急いで 寝台の そばに 来て、 ジョ 

リク ー ルを ねどこにつつ こんで、 わたしの 胸に くっつ 

けて、 しっか リ だいて いるよう にと 言った。 かわい そ 

うな 小ざる は、 い つもなら 自分の きらいな こと をされ 

ると 反抗す るく せに、 もうい ま は なにもかも あきらめ 

ていた。 かれは 見向き もしないで、 しっかり だかれて 

つめ 

いた。 けれども かれはもう 冷たく はなかった。 かれの 

からだ は 焼ける よう だ つ た。 

台所へ 出かけて 行った 親方 は、 まもなく あまく した 


ぶどう酒 を 一 ぱい 持って 帰って来た。 かれは ジ ヨリ 

ク ー ルにー 一 さじ 三 さじ 飲ませようと 試みた けれど、 

小ざる は 歯を食いしば つていた。 かれは ぴかぴか する 

目で わたしたち を 見ながら、 もうこの うえ 自分 を 責め 

て くれるな とたの むような 顔 をして いた。 それから か 

れ はかけ 物の 下から 片 うで を 出して、 わたしたちの ほ 

うへ さし 延べた。 

わたし はかれの 思って いる ことが わからなかった。 

せつめい 

それで ふしぎ そうに 親方の 顔 を 見る と、 こう 説明して 

くれた。 

わたしが まだ 来なかった じぶん、 ジョ リク— ルは 


肺炎に かかった ことがあった。 それで かれのう でに 針 

を さして 出血 させなければ ならなかった。 今度 病気に 

しらく 

なった の を 知って かれは また 刺絡 (血 を 出す こと) し 

て もらって、 先の ようによ くな りたい と 思う ので あつ 

た。 

しょさ 

かわいそうな 小ざる。 親方 はこれ だけの 所作で 深く 

感動した。 そしてよ けい 心配に なって きた。 ジ ヨリ 

ク ー ルが 病気 だとい うこと は あきらかであった。 しか 

す  さとう- 

も ひじょうに 悪く つて、 あれほど 好きな 砂糖 入リ のぶ 

どう 酒す らも 受けつ けようと はしな いのであった。 

「ルミ、 ぶどう酒 をお 飲み。 そしてと こに はいって お 


いで」 と 親方が 言った。 「わたし は 医者 を 呼んで 来る」 

わたし も やはり 砂糖 入リ の ぶ ど う 酒が 好きだ という 

はくじょう 

こと を 白状し なければ ならない。 それに わたし はた 

いへん 腹が減つ ていた。 それで 二度と 言いつけられる 

まも 待たず、 一 息に ぶどう酒 を 飲んで しまう と、 また 

毛ぶ とんの 中に もぐりこんだ。 からだの 温かみ に、 酒 

まで はいって、 それ こそ ほとんど 息が つまり そうで 

あった。 

親方 は 遠くへ は 行かなかった。 かれは まもなく 帰つ 

て 来た。 金 ぶちのめ がね を かけた 紳士 —— お 医者 を 連 

れて 来た。 さる だと 聞いて は 医者が 来て くれない かと 


思って、 ヴィ タリス は 病人が なんだ という こと を はつ 

きリ 言わなかった。 それで わたしが とこの 中にはい つ 

て、 トマトの ような 赤い 顔 をして いると、 医者 はわた 

しの 額が 手 を 当てて、 すぐ 「充血 だ」 と 言った。 

かれはよ ほど むずかしい 病人に でも 向かった ような 

ふうで 首 を ふ つ た。 

うっかりして まちがえられて、 血で も 取られて はた 

いへん だと 思って、 わたし はさ けんだ。 

「まあ、 ぼく は 病人ではありません」 

「病人で ない。 どうして、 この 子 はう わごと を 言って 

いる」 


わたし は 少し 毛布 を 上げて、 ジョ リク ー ルを 見せた。 

ま 

かれは その 小さな 手 を わたしの 首に 巻きつけ ていた。 

「病人 はこれ です」 とわたし は 言った。 

「さる か」 とかれ はさ けんで、 おこった 顔 をして 親方 

に 向かった。 「きみ はこん な 日に さる をみ せに わたし 

を 連れ出し たか」 

親方 は なかなか 容易な ことで まごつく ような、 まの 

れ、， ぉぢ 

ぬけた 男ではなかった。 ていねいに しかも 例の 大 ふう 

な 様子で、 医者 を 引き止めた。 それから かれは 事情 を 

説明して、 ふぶきの 中に 閉じ こめられ たこと や、 おお 

かみに こわがって ジョ リク ー ル がか しの木に とび 上 


がった こと、 そこで 死ぬ ほどこ ごえた こと を 話した。 

「病人 はたかが さるに すぎない のです が、 しかしなん 

という 天才であります か。 われわれに とって どれほど 

だいじな 友 だち であり、 仲間であります か。 どうして 

これほどの ふしぎな 才能 を 持った 動物 をた だの 獣医 や 

ま 力 

などに 任される もので はない。 村の 獣医と いう もの は 

ばかであって、 その代わり どんな 小さな 村で も、 医師 

といえば 学者 だとい うこと はだれ だつ て 知つ ている。 

ひょうさつ  よ 

医師の 標札 の 出て いる ドアの 呼び りん をお せば、 

ちしき  じさい 

知識が あり 慈愛 深 い 人に かならず 会う ことができる。 

さる は 動物で は あるが、 博物学 者に 従えば、 かれら は 


じんるい 

ひじょうに 人類に 近いので、 病気な ど は 人 もさる も 同 

じょうに あつかわれ ると 聞いて いる。 のみならず 学問 

上の 立場から 見ても、 人と さるが どうちが うか、 研究 

きょうみ 

してみ るの も 興味の ある ことではないでしょう か」 

こういう ふうに 説かれて、 医者 は 行き かけて いた 戸 

口から もど つ て 来た。 

ジョ リク— ルは たぶん このめが ね を かけた 人が 医者 

だとい うこと を さとった とみえて、 またう で をつ き 出 

した。 

しら < 

「ほらね」 と 親方が さけんだ。 「あのと おり 刺絡して 

いただく つもりで います」 


これで 医者の 足が 止まった。 

「ひじょうに おもしろい。 なかなか おもしろい 実験 

だ」 とかれ はつぶ やいた。 

一 とおり 診察して、 医者 は かわいそうな ジョ リク— 

ルが 今度 もや はり 肺炎に かかつ ている こと を 告げた。 

医者 はさる の 手 を 取って、 その 血管に 少しも 苦しませ 

ずに ラン セット (針) を さしこんだ。 ジョ リク— ルは 

なお  しらく 

これでき つと 治る と 思った。 刺絡 をす ませて、 医者 は 

やくざ い 

いろいろと 薬剤に そえて 注意 を あたえた。 わたし はも 

ち ろん とこの 中にはい つて はいなかった。 親方の 言い 

つけに 従って、 看護婦 を 務めて いた。 


かわいそうな ジョ リク ー ル。 かれは 自分 を 看護して 

くれる ので わたし を 好いて いた。 かれは わたしの 顔 を 

わら  やさ 

見て さびしく 笑った。 かれの 顔つき は ひじょうに 優し 

かった。 

いつも あれほど、 せっかちで、 かんしゃく 持ちで、 

だれに もいた ずらば かりして いたかれ が、 それ はもう 

じゅうじゅん 

おとなしく 従 順 であった。 

その後 毎日、 かれはい かに わたしたち をな つかし 

しめ  つと 

がって いるか を 示そうと 努めた。 それ はこれ までた び 

ぎせ い 

たび かれのいた ずらの 犠牲であった カピ に対して すら 

そうで あ つ た。 


肺炎の ふつうの 経過と して、 かれは まもなくせ きを 

ほっさ 

し 始めた、 この 発作の たび ごとに 小さな からだが はげ 

く ふるえる ので、 かれは ひどく これ を 苦しがった。 

わたしの 持って いた ありったけの 五ス ー で、 わたし 

むぎが し 

はかれに 麦 菓子 を 買って やった。 けれど これ はよ けい 

かれ を 悪く した。 

ほんのう 

かれの するどい 本能で、 かれは まもなくせ きをす る 

たんびに わたしが 麦 菓子 を くれる ことに 気が つ いた。 

かれは それ をい いこと にして、 自分の たいへん 好きな 

薬 を もらうた めに、 しじゅうせ きをした。 それで この 

薬 はかれ をよ けい 悪く した。 


かれの この くわだて を わたしが 見破る と、 もちろん 

むぎが し 

麦 菓子 を やる こと を やめた が、 かれは 弱らなかった。 

あいがん  もと 

まず かれは 哀願す るよう な 目つ きで それ を 求めた。 そ 

れで くれないと 見る と、 かれはと この 上に すわって 両 

むね 

手 を 胸の 上に 当てた まま、 からだ を ゆがめて、 ありつ 

たけの 力で せき をした。 かれの 額の 青筋が によ きん 

ととび 出して、 なみだが 目から 流れた。 そしての どの 

つまる まね をす るの が、 しまいに は 本物に なって、 も 

う 自分で おさえる ことができない ほど はげしく せきこ 

んだ。 

わたし はいつ も 親方が 一人で 出て 行った あと、 ジョ 


やど や のこ 

リク— ル といつ しょに 宿屋に 残って いた。 ある 朝 かれ 

やど ていしゅ  しゅくりょう 

が 帰って来 ると、 宿の 亭主が とどこおつ ている 宿料 

ょラ さゆう 

を 要求した こと を 話した。 かれが わたしに 金の 話 を 

したの はこれ が 初めてであった。 かれが わたしの 毛皮 

服 を 買うた めに 時計 を 売った と いう こと はほんの ぐう 

ぜんに わたしの 聞き出した ことであって、 そのほかに 

はかれの ふところ 具合が どんなに 苦しい か、 つ ぃぞ打 

ち 明けて もらった ことはなかった が、 今度 こそ かれは 

もうわず か 五十 ス— しか ふところに 残つ ていない こと 

を 話した。 

こうな つてた だ 一 つ 残った 手 だてと して は、 今夜 


こ i つぎよ 1 つ 

さっそく 一  興行 やる ほかにな いと かれは 考えて いた。 

ゼ ルビ ノもド ルス もジョ リク— ルも いない 興行。 ま 

あ、 そんな ことができる ことだろう か、 とわたし は 思 つ 

た。 

み つ 

それが できても できなくても、 どう 少なく 見積もつ 

て もす ぐ 四十 フランと いう 金 を こしらえなければ なら 

なお 

ない とかれ は 言った。 ジョ リク— ルの 病気 は 治して や 

ら なければ ならない し、 部屋に は 火がなければ ならな 

やど 

いし、 薬 も 買わなければ ならない し、 宿に も はらわな 

ければ ならない。 いったん 借りて いる 物 を 返せば、 あ 

と はまた 貸しても くれる だろう。 


この 村で 四十 フラン。 この 寒空と いい、 こんな あわ 

いちざ 

れ ない 一 座で なにが できよう。 

やど 

わたしが、 ジョ リク ー ル といつ しょに 宿に 待って い 

る あいだに 親方が さかり 場で 一 けん 見世物 小屋 を 見つ 

のてん  こうぎょう 

けた。 なにしろ 野天で 興行す るなん という こと はこ 

そうだん  こうこく 

の 寒さに できない 相談であった。 かれは 広告の びら を 

ま い 

書いて、 ほうぼうに はり 出したり、 二、 三枚の 板で か 

れは 舞台 を こしらえ たりした。 そして 思い切って 残り 

の 五十 ス— でろう そく を 買う と、 それ を 半分に 切って 

ま 、- 

明かり を 一 一倍に 使う くふう をした。 

わたしたちの 部屋の 窓から 見て いると、 かれは 雪の 


中 を 行ったり 来たりし ていた。 わたし は どんな 番組 を 

かれが 作る か、 心配であった。 

わたし はすぐ にこの 問題 を 解く ことができた。 とい 

うの は、 そのと き 村の 広告 屋が 赤い ぼうし を かぶ つ て 

やどや 

やって来て、 宿屋の 前に 止まった。 たいこ をそう ぞう 

しくた たいた あとで、 かれは われわれの 番組 を 読み 上 

げた。 

こうじょう 

その 口上 を 聞いて いると、 よくもき まりが 悪くな 

いと 思われる ほど 親方 は 思い切って 大げさな ふいち よ 

う をした。 なんでも 世界で もっとも 高名な 芸人が 出る 

きせい 

—— それ はカピ のこと であった —— それから 『希世の 


天才なる 少年 歌うたい』 が 出る。 その 天才 はわた しで 

あった。 

やまかん こうじょう 

それ はいいと して、 この 山勘 口上で 第一に おもし 

こうぎょう  にゅうじょうりょう 

ろい こと は、 この 興行に 決まった 入場料の なかつ 

ぎきょ うしん  しんら い 

たこと であった。 われわれ は 見物の 義侠心に 信頼する。 

見物 は 残らず 見て 聞いて かっさい をした あとで、 いく 

ここ ろざ し 

ら でもお 志 しだいに はらえば いいと いうので ある。 

これが わたしに は とっぴよう しもな くだい たんな や 

リ 方に 思われた。 だれが わたしたち を かっさい する 者 

があろう。 カピ はたし かに 高名に なっても いいだけ の 

こと はあった けれど、 わたしが …… わたしが 天才 だな 


どと は、 どこ をお せば そんな 音が 出る の だ。 

たいこの 音 を 聞く と、 カピは ほえた。 ジョ リク— ル 

はちょう どひ じょうに 悪かった 最中で あつたが、 や 

はり 起き上がろ うとした。 たいこの 音と カピの ほえ 声 

し ぱい 

を 聞く と、 芝居の 始まる 知らせで あると いう こと を さ 

と つ たようで あ つ た。 

わたし は 無理に かれ をね どこに おしもどさなければ 

れい  たいしょう 

ならなかった。 すると かれは 例の イギリスの 大将の 

ぐんぷく  きんすじ 

軍服 —— 金筋の はいった 赤い 上着と ズボン、 それから 

は ね 

羽根の ついた ぼうし を くれと いう 合図 をした。 かれは 

両手 を 合わせて ひざ をつ いて、 わたしに たのみ 始めた。 


いくらた のんでも、 なにもして もらえな いとみる と、 

かれはお こって 見せた。 それからとうと うしまい に は 

しばい 

なみだ を こぼして いた。 かれに 向かって、 今夜 芝居す 

るなん という 考え を 捨てなければ ならな いこと を 納得 

させる に は、 たいへんな 手数の かかる ことが わかって 

いた。 それよりも かくれて 出て 行く ほうがい いとわた 

し は 思 つ た。 

親方が 帰って来 ると、 かれは わたしに ハ ー プを 

►  J うぎ よう 

しょったり、 いろいろ 興行に 入りよう な もの を 用意 

する ように 言い つけた。 それが なんの 意味 だとい うこ 

と を 知っている ジョ リク ー ルは、 今度 は 親方に 向かつ 


せいきゅう  きぼ う 

て 請求 を 始めた。 かれは 自分の 希望 を 表すた めに 苦 

しい 声 をし ばリ 出したり、 顔をしかめたり、 からだ を 

曲げたり する よりいい ことはなかった。 かれの ほおに 

はほんと うにな みだが 流れて いたし、 親方の 手に おし 

つけたの は 心からの キッスであった。 

「おまえ も 芝居が したいの か」 と 親方 はたず ねた。 

「そうです とも」 とジ ョ リク— ル のから だ 全体が さけ 

んで いるよう に 思われた。 かれは 自分が もう 病人で な 

しめ 

いこと を 示す ために、 とび 上がろう とした。 でも わた 

したち は 外へ かれ を 連れ出せば、 いよいよ かれ を 殺す 

ほか はない こと をよ く 知っていた。 


わたしたち はもう 出て 行く 時刻に なった。 出かける 

まえに わたし は 長く 持つ ように いい 火 を こしらえて、 

ジョ リク— ルを 毛布の 中に すっかり くるんだ。 かれは 

また さけんで、 できるだけの 力で わたし を だきしめた。 

やっと わたしたち は 出発した。 

雪の 中 を 歩いて 行く と、 親方 はわた しに 今夜 はしつ 

かりやっても らいたい という こと を 話した。 もちろん 

い ち ざ  お も 

一座の 主な 役者た ちがいなくな つていて は、 いつもの 

ようにう まく いくはず はなかった が、 カピ とわたし と 

でお たがいにい つしょう けんめいに やれる だけ はやら 

なければ ならなかった。 なにしろ 四十 フラン 集めな け 


れ ばなら なかった。 

四十 フラン。 おそろしい ことであった。 できない 

そうだん 

相談であった。 

親方 はいろ いろな こと を 用意して おいた ので、 わた 

したち がすべ きいつ さ いのこと はろう そくの 火 をつ け 

る ことであった。 けれど これ はむ やみに つけて しまう 

こと もで きない。 見物が いっぱいになる まで は ひかえ 

しばい 

なければ ならない。 なにしろ 芝居の すむ までに 明かり 

がお しまいになる かもしれ ない のであった。 

わたしたちが いよいよ 芝居小屋に はい つたと き、 

広告 屋は たいこ をた たいて、 最後に もう 一度 村の 往来 


を 一 めぐりめ ぐり 歩いて いた。 

カピ とわたし の 仕度が できてから、 わたし は 外へ 出 

て、 柱の 後ろに 立って 見物の 来る の を 待って いた。 

たいこの 音 はだん だん 高くな つた。 もう それ はさ か 

リ 場に 近くな つ て、 ぶつぶつ 言う 人の 声 も 聞こえた。 

たいこの あとから は 子どもが おおぜい 調子 を 合わせて 

ついて 来た。 たいこ を 打ち やめる ことなしに、 広告 屋 

は 芝居小屋の 入口に ともって いる 一 一 つの 大きな かがり 

火の まん 中に 位置 をし めた。 こうなる と 見物 はた だ、 

ばせ き  しばい 

中にはい つて 場 席 を 取れば、 芝居 は 始められ るので 

あった。 


おやおや、 いつまで 見物の 行列 は 手間 を 取る ことで 

あろう。 それでも 戸口の たいこ は ゆかいそう にどん ど 

ん鳴リ 続けて いた。 村 じゅうの 子ども は 残らず 集まつ 

ている にち がいなかった。 けれど 四十 フランの 金 をく 

れる もの は 子どもではなかった、 ふところの 大きい、 

物お しみ をし ない 紳士が 来て くれなければ ならな か つ 

た。 

とうとう 親方 は 始める ことに 決心した。 でも 小屋 は 

とても いっぱいになる どころ ではなかった。 それでも 

わたしたち はろう そくと いう やっかいな 問題が あるの 

で、 このうえ 長く は 待てなかった。 


わたし はまず まつ 先に 現れて、 ハ— プ につれ て 二 

つ 三 つ 歌 を 歌わなければ ならな か つ た。 正直に 言えば 

ひんじゃく 

わたしが 受けた かっさい はごく 貧弱だった。 わたし 

は 自分 を 芸人 だと はち つ とも 思 つ てはいなかった けれ 

ど、 見物の ひどい 冷淡 さが わたし をが つか リさ せた。 

わたしが かれら を ゆかいに しえなかった とすると、 か 

れら はき つ とふと ころ を 開けて はくれ ないで あろう。 

わたし はわた しが 歌った 名誉の ためではなかった。 そ 

れは あわれな ジョ リク— ルの ためであった。 ああ、 わ 

こうふん  うちょうてん 

たし は どんなに この 見物 を 興奮 させ、 かれら を 有頂天 

にさせようと 願って いた ことだろう  けれども 


見物 席 はがら がらだった し、 その 少ない 見物 すら、 わ 

きせ い 

たし を 『希世の 天才』 だと 思って いない こと は、 わか 

りすぎ る ほど わか つ ていた。 

でも カピは 評判が よかった。 かれはい く 度 も アン 

こうぎょう  わ 

コ— ルを 受けた。 カピ のお かげで 興行が 割れる よう 

なかつ さいで 終わった。 かれら は 両手 をた たいた ばか 

あしびょうし 

りで なく、 足拍子 を ふみ 鳴らした。 

いよいよ 勝負の 決まる ときが 来た。 カピ はぼう し を 

口に くわえて、 見物の 中 を どうどう めぐりし 始めた。 

ばんそう  ぶとう 

その あいだ わたし は 親方の 伴奏で イス パ ニァ 舞踏 をお 

どった。 カピは 四十 フラン 集める であろう か。 見物に 


向か つ て はありつ たけの にこやかな 態度 を 示しながら、 

むね 

この 問題が しじゅう わたしの 胸 を 打った。 

わたし は 息が 切れて いた。 けれど カピが 帰って来る 

まで はやめない はずであった から、 やはりお どり 続け 

まい  ぎんか 

た。 かれは あわてなかった。 一枚の 銀貨 ももら えない 

とみる と、 前足 を 上げて その 人の かくし をた たいた。 

いよいよ かれが 帰って来 そうにす るの を 見て、 もう 

やめても いい かと 思った けれど、 親方 はや はり もっと 

やれと いう 目く ばせ をした。 

わたし はお どり 続けた。 そして 二足 三 足 カピの そば 

へ 行き かけて、 ぼうしが いっぱい になって いない こと 


を 見た。 どうして いっぱいになる どころ ではなかった。 

親方 はや はりみ いりの 少ない の を 見る と、 立ち上 

がって、 見物に 向かって 頭 を 下げた。 

しんし  きじょ 

「紳士なら びに 貴女が た。 じまんで は ございま せんが、 

ほんせき 

本 夕 は おかげさま を もちまして、 番組 どおりと どこお 

りなく 演じ 終わり ましたと ぞんじます。 しかし まだろ 

うそくの 火 も 燃えつ きません こと ゆえ、 みなさまのお 

この  まか 

好みに 任せ、 今度 は 一 番 てまえが 歌 を 歌って お聞きに 

入れようと 思います。 いずれ 一座の カピ丈 はもう 一 

しゅうぎ 

度おう かがいに つかわし ますから、 まだ ご 祝儀 をいた 

だきません かたから も、 今 S は たっぷりいた だけます 


よう、 まえもって ご用 意 を 願いた てまつ ります」 

親方 はわた しの 先生で はあった が、 わたし はま だほ 

ん とうに かれの 歌う の を 開いた ことはなかった。 いや、 

少なくとも その 晚歌 つたよう に 歌う の を 開いた ことが 

なかった。 かれは 二つの 歌 を 選んだ。 一 っはジ ヨセフ 

の 物語で、 一 つ は リシ ャ ー ル 獅子 王の 歌であった。 

わたし はほんの 子どもで あつたし、 歌の じょうずへ 

た を 聞き分ける 力がなかった が、 親方の 歌 はみ ように 

わたし を 動かした。 かれの 歌 を 聞いて いるう ちに、 目 

に はなみ だが いっぱい あふれた ので、 舞 4. 口の すみに 

引つ こんでいた。 


きリ 

そのな みだの 霧の 中から、 わたし は、 前列の こし か 

けにす わって いた 若い おくさんが いっしょうけんめい 

手 をた たいてい るの を 見た。 わたし はまえ から、 この 

ひゃくしょう 

人が 一 人、 今夜 小屋に 集ま つた 百姓 たちと ちが つ て 

わか  きふじん 

いる こと を 見つけた。 かの 女 は 若い 美しい 貴婦人で、 

その りっぱな 毛皮の 上着 だけで もこの 村 一 番の 金持ち 

にちがいない とわたし は 思った。 かの 女 はいつ しょに 

子ども を 連れていた。 その子 もむ ちゅうで カピ にかつ 

さいして いた。 ひじょう によく 似て いると ころ を 見れ 

ば、 それ はかの 女の むすこであった。 

初めの 歌が すむ と、 カピ はまた どうどうめぐり をし 


た。 ところが そのお くさん はぼう しの 中に なにも 入れ 

なかった の を 見て、 わたし はび つくりした。 

てまね 

親方が 第二の 曲 をす ませた とき、 かの 女 は 手招き を 

して わたし を 呼んだ。 

「わたし、 あなたの 親方さん とお 話しした いんです が 

ね」 とかの 女 は 言った。 

わたし はび つくりした。 (そんな ことより もな にか 

ぼうしの 中へ 入れて くれれば いい) とわたし は 思った。 

カピ はも どって 来た。 かれは 二度目の どうどうめぐり 

でまえよりも もっと わずか 集めて 来た。 

「あの 婦人が なに か 用が ある と言うの か」 と 親方が た 


ずね た。 

「あなたに お 話が したい そうです」 

「わたし はなに も 話す ことなん かない」 

「あの人 はなに もカピ にくれ ませんで した。 きっとい 

ま それ を くれようと いうんで しょう」 

「じゃあ、 カピを やって もらわせれ ばいい。 わたしの 

する- J とで はない」 

そうは 言いながら、 かれは 行く ことにして、 犬 を 連 

れて 行った。 わたし も かれらの あとに 続いた。 そのと 

ぼく  もうふ 

き 一 人の 僕 (下男) が 出て 来て、 ちょうちんと 毛布 を 

持って来た。 かれは 婦人と 子どもの わきに 立って いた。 


親方 は 冷淡に 婦人に あいさつ をした。 

「おじ やま をして すみませんでした。 けれど わたくし 

お祝い を 申し上げ たいと 思いました」 

でも 親方 は 一 言 も 言わずに、 ただ 頭 を 下げた。 

「わたくし も 音楽の 道の 者で ございま すので、 あなた 

ぎじ ゆ つ 

の 技術の 天才に はまった く 感動いた しました」 

技術の 天才。 うちの 親方が。 大道の 歌うたい、 犬 使 

いの 見世物 師が。 わたし は あっけに とられた。 

お  ぎじ ゆ つ 

「わたしの ような 老いぼれに なんの 技術が あります も 

のか」 とかれ は 冷淡に 答えた。 

「うるさい やっとお ぼしめ すでし ようが」 と 婦人 はま 


た 始めた。 

こうきしん 

「なるほど あなたの ような まじめな かたの 好奇心 を 

まんぞく 

満足 させて あげました こと はなに よりです」 とかれ は 

言った。 「犬 使いに して は 少し 歌が 歌える というので、 

あなた はび つくりし ておいで だけれ ど、 わたし はむか 

しから このと おりの 人間ではありませんでした。 これ 

でも 若い じぶんに はわた し は …… いや、 ある 大 音楽家 

の 下男でした。 まあおう むの ように、 わたし は 主人の 

ぉズ 

口 まね をして 覚えた のです ね。 それだけの ことです」 

婦人 は 答えなかった。 かの 女 は 親方の 顔 を まじま じ 

と 見た。 かれ も つぎほの ないような 顔 をして いた。 


「さようなら、 あなた」 とかの 女 は 外国な まりで 言つ 

て、 「あなた」 という ことばに 力を入れた。 

「さようなら。 それからもう 一度 今夜 味わわせ ていた 

だいた、 このうえない ゆかいに 対してお 礼 を 申し上げ 

ます」 こう 言って カピの ほう をの ぞいて、 ぼうしに 

きんか  まい 

金貨 を 一 枚 落とした。 

わたし は 親方が かの 女 を 戸口まで 送って 行く だろう 

と 思った けれど、 かれは まるで そんな こと はしな かつ 

た。 そして かの 女が もう 答えない 所まで 遠ざかる と、 

わたし はかれが そ つ と イタリア 語で、 ぶつぶ こごと を 

言って いるの を 聞いた。 


「あの人 は カピに 一 ルイ くれ ましたよ」 とわたし は 

言った。 そのと きかれ は 危なく わたしに げんこ を 一 つ 

くれそう にした けれど、 上げた 手 を わきへ 垂らした。 

「一 ルイ」 とかれ は ゆめから さめた ように 言った。 「あ 

あ、 そうだ、 かわいそうに、 ジョ リク— ル はどうした 

ろう。 わたし は 忘れて いた。 すぐ 行って やろう」 

やど 

わたし はそう そうに 切り上げて、 宿へ 帰った。 

やどや  へ や 

わたし はまつ 先に 宿屋の はしご を 上が つ て 部屋へ は 

いった。 火 は 消えて はいなかった が、 もう ほのお は 立 

たなかった。 

わたし は 手早く ろうそく をつ けた。 ジョ リク ー ルの 


声が ちっとも しないので、 わたし はび つくりした。 

リ くぐん たいしょう  ぐんぷく 

やがて かれが 陸軍 大将の 軍服 を 着て、 手足 をい つ 

ぱいに つっぱった まま、 毛布の 上に 横にな つてい るの 

を 見た。 かれはね むって いるよう に 見えた。 

やさ 

わたし はから だ を かがめて、 優しく かれの 手 を 取つ 

て 引き起こそう とした。 

つめ 

その 手 はもう 冷たかった。 

親方が そのと き 部屋に はいつ て 来た。 

わたし はかれの ほう を 見た。 

つめ 

「ジョ リク— ルが 冷た いんです よ」 とわたし は 言った。 

親方 は そばへ 来て、 やはりと この 上に のぞきこんだ。 


「死んだ の だ」 とかれ は 言った。 「こうなる はずで あつ 

た。 ルミ や、 おまえ を ミリガン 夫人の 所から 無理に 連 

れて 来たの は 悪かった。 わたし は 罰せられ たの だ。 ゼ 

ルピノ、 ド ルス、 それから 今度 はジョ リク ー ル …… だ 

が これ だけで はすむ まいよ」 

パリ 入り 

まだ パリから はよ ほど はなれて いた。 

わたしたち は 雪で うずま つ た 道 を どこまでも 歩いて 


まし 

行かなければ ならなかった。 朝から 晚 まで 北風に 顔 を 

打 たれながら、 とぼとぼ 歩いて 行かなければ ならな 

かった。 

この 長い さすらいの 旅 は どんなに つらかったろう。 

親方が 先に 立って 歩く。 続いて わたし、 その後から 力 

ピが ついて 来た。 こうして 一列に なって、 わたしたち 

は 何時間 も、 何時間 も、 ひと 言 も 口 をき かずに、 寒さ 

で 血の気の なくなった 顔 をして、 ぬれた 足と 空つ ぼな 

胃ぶ くろ を かかえて 歩き続けた。 とちゅうで 行き 会う 

人 はふり 返って、 わたしたちの 姿が 見た。 まさしく 

かれら はきみ ように 思ったら しかった。 この じいさん 


は、 子どもと 犬 を どこへ 連れて行く のであろう。 

ちんもく 

沈黙 はわた しにと つて、 つらく も あり 悲しく も 思わ 

れた。 わたし はしき りと 話 をしたかった けれど、 やつ 

と 口 を 切る と、 親方 はぶつつ り 手 短に 答えて、 顔 を ふ 

リ 向け もしなかった。 うれしい ことに カピ はもつ と 人 

づき (人 づき 合い) がよ かった。 それで わたしが 足 を 

引きずり 引きずり 歩いて 行く と、 ときどき かれのぬ く 

い 舌が 手に さわった。 かれは あたかもお 友 だち のカピ 

やさ 

が ここにつ いています よと いうよう に、 優しくな めて 

くれた。 そこで わたし もさす り 返して やった。 わたし 

たち はおた がいに 心持ち を さとり 合った。 おた がいに 


愛し 合って いた。 

わたしに とって は、 これが なによりの たよりで あつ 

たし、 カピも それ をせ めても の なぐさめ としてい るら 

しかった。 物に 感ずる 心 は 犬の 心 も 子どもの 心 もさし 

てちがいがなかった。 

こうして わたしが カピを かわいがって やる と、 カピ 

なかま 

も それに なぐさめられて、 いくらか ずつ 仲間 をな くし 

た 悲しみ を まぎらして ゆく ようであった。 でも 習慣 

いちざ 

の 力 はえら いもので、 ときどき 立ち止まって は、 一座 

なかま 

の 仲間が 後から 来る の を 待ちう ける ふうであった。 そ 

れ はかれが 以前 一座の 部長であった とき、 座員 を 前に 


す  てんこ  しゅうかん 

やり過ごして、 いちいち 点呼す る 習慣が あつたから 

である。 けれど それ もほんの 数秒 時間の ことで、 すぐ 

思い出す と、 もうだれ も 後から 来る はずがない と 思 つ 

たらしく、 すごすご 後から 追い着いて 来て、 ドル スも 

ゼ ルピノ も 来ません が、 それで やはりち がって はいな 

いのです というよ うに 親方 を ながめる のであった。 そ 

の 目つ きに は 感情 とちえ が あふれて いて、 見て いると 

こちら も 引き入れられる ように 思う ので あつ た。 

こんな こと は、 ちっとも 旅行 を ゆかいに する もので 

だ 3 

はなかった が、 わたしたちの 気 を まぎらす 種に はなつ 

た。 


のづら 

行く先 ざき の 野 面 はまつ 白な 雪で おおわれて、 空に 

は 日の 光 も 見えなかった。 いつも 青白い 灰色の 空で 

あった。 畑 をう つ 百姓の かげ も 見えなかった。 馬の 

いななき も 聞こえなければ、 牛のう なり も 聞こえな 

かった。 ただ 食に 飢えた からすが、 こずえの 上で 虫 を 

探し あぐねて 悲しそう に 鳴いて いた。 村で 戸 を 開けて 

いるう ち はなく つて、 どこも しんと 静まり返 つていた 

なにしろ 寒気が ひどい ので、 人間 は炉 のす みに ちぢ か 

ものお  ご や 

まってい るか、 牛小屋 や 物置き 小屋で こそこそ 仕事 を 

していた。 

でこぼこな、 やたらに すべる 道 を まっしぐら にわた 


したち は 進んで 行った。 

ばんめし 

夜 はう まや やひつ じ 小屋で 一 きれの パン、 晚 飯に は 

じつに 少ない 一 きれの パン を 食べて ねむった。 その 一 

きれが 昼飯と 晚飯を かねていた。 

ひつじ 小屋に 明かす ことので きる の は、 中での 楽し 

ばん  め  ちち 

ぃ晚 であった。 ちょうど 雌 ひつじが 子どもに 乳 を 飲ま 

せる 時節で、 ひつじ 飼いのう ちに は、 ひつじの 乳 を かつ 

ゆる 

てに しぼって 飲む こと を 許して くれる 者 もあった。 で 

も わたしたち は ひつじ 飼いに 向かって いきなり、 腹が 

減って 死にそう だと も 話しえなかった けれど、 親方 は 

例のう まい 口調で それと なしに、 「この 子ども はたい 


ちち  す 

へん ひつじの 乳が 好きな のです よ。 それと いうの が 赤 

子の じぶん 飲みつ けて いた ものです から、 それでよ け 

い 子どもの じぶんが 思い出される とみえます」 と いう 

き  め 

ように 言う のであった。 この 作り話の 効き目が い つも 

ある わけではなかった が、 たまに それが 当たる といい 

ひとばん  す 

一晩が 過ごされた。 そうだ、 わたし はほんと に ひつじ 

ちち  す 

の 乳 を 好いて いた。 だから これが もらえる と、 その あ 

くる 日 はずつ と、 元気に なった ように 感じた。 

パリに 近づく にしたがって、 いなか 道が だんだん 美 

しくなくなる のが、 きみょうに 思われた。 もう 雪 も 白 

く はない し、 かがやいても いなかった。 わたし は どん 


なに か パリ を ふしぎな 国の ように 言い聞かされて いた 

ことであろう。 そしてな にか とっぴょうしもない こと 

が 始まる と 思って いた。 それが なんで あるか、 はっき 

りと は 知らなかった。 わたし は 黄金の 木 や、 大理石の 

町 や 玉で かざった ご殿が そこに もこ こに も 建って いて 

も、 ちっとも おどろき はしなかった であろう。 

われわれの ような びんぼう 人が パリへ 行って、 いつ 

たいな にがで きる のであろう。 わたし はし じゅうそれ 

ゆうき 

が 気になりながら、 それ を 親方に 聞く 勇気が なか つ た。 

かれはず いぶん しずみき つ てふき げんら しか つ た。 

けれど ある 日とうと うかれの ほうから わたしの ほう 


へ 近づいて 来た。 そして かれの わたし を 見る目つ きで、 

このごろ しじゅう 知りたい と 思 つ ていた こと を 知る こ 

とがで きそう だと 感じた。 

ひゃくしょうや 

それ は ある 大きな 村から 遠くない 百姓家 にと ま つ 

た 朝の ことであった。 その 村はブ ァシ— • セン • レ— 

おうらい ひょうちゅう 

ジェ という 名で ある こと は、 往来の 標 柱で わかった。 

やど  ベ つそう 

さて わたしたち は 日の出 ごろ 宿 をた つて、 別荘のへ 

いに 沿って、 その ブァシ ー • セン. レ— ジェの 村 を 通 

リ ぬけて、 と ある 坂の 上に さしかかった。 その 坂の 

てっぺんから 見下ろす と、 目の前に は 果てし もな く大 

きな 町が 開けて、 いちめん もうもうと 立ち上が つ た 黒 


けむりの 中に、 所 どころ 建物の かげが 見えた。 

わたし はいつ しょう けんめい 目 を 見張って、 けむり 

しょうろう  とう 

やかす みの 中に ぼやけて いる 屋根 や 鐘楼 や 塔な どの 

ごたごたした 正体 を 見き わめようと 努めていた とき、 

ちょうど 親方が やって来た。 ゆるゆると 歩いて 来な が 

ら、 いままでの 話の あと を 続ける という ふうで、 

「これから わたしたちの 身の上 も 変わって くるよ。 も 

う 四時 間 も すれば パリ だから」 と 言った。 

「へえ、 では あすこに 遠く 見える のが、 パリなん です 

か」 とわたし は 問うた。 

「うん」 


親方が そう 言つ て 指さし をした とき、 ちょうど 日が 

， J ん じき 

かつと さして、 ちらりと 金色に かがやく 光が 目に は 

い つたよう に 思った。 

まったく そのと おりであった。 やがて 黄金の 木 を 見 

つける であろう。 

わか 

「わたしたち は パリへ 行ったら 別れようと 思う」 とか 

れ はと つ ぜん 言った。 

すぐに 空 はまた 暗くな つた。 黄金の 木 は 見えな く 

なった。 わたし は 親方に 目 を 向けた。 かれ もまた わた 

し を 見た。 わたしの 青ざめた 顔色と ふるえる くちびる 

と は、 わたしの ひの 中の あらし を はっきりと 頃して 


いた。 

「おまえ、 心配して いると みえる ね。 悲しい か。 わた 

しに はわ か つてい るよ」 

わか 

「別れ るんで すって」 わたし はやつ とつぶ やいた。 

「ああそう だよ。 別れなければ ね」 

こう 言った かれの 調子が わたしの 目に なみだ を さ 

ひさ  やさ 

そった。 もう 久しく わたし はこん な 優しい ことば を 聞 

かなかった。 

「ああ、 あなた はじつ にいい 人です」 とわたし はさけ 

んだ。 

「いや、 いい 子 はお まえ だよ。 じつに 親切ない い 子 だ- 


人間 は 一 生に しみじみ 人の 親切 を 感ずる ときが ある も 

の だ。 何事 もよ くいって いる ときには、 だれが 自分と 

いっしょに いるか、 ろくろく 考える ことなしに 世の中 

を 通って 行く。 けれど 物事が ちょいちょい うまくいか 

なくな リ、 悪い はめに は 落ちて くるし、 とりわけ 人間 

が 年を取って くると、 だれかに たよりた くなる もの だ _ 

わたしが おまえに たよる と 聞いたら、 びっくりす るか 

もしれ ない が、 でも それ はまった くだよ。 ただお まえ 

がわた しのことば を 聞き、 わたし を なぐさめて くれて 

なみだ を 流して くれる と、 わたし はた まらない ほどう 

れ しい。 わたし も 不幸せな 人間で あつたよ」 


わたし はなん と 言って いいかわから なかった。 わた 

し はた だかれの 手 を さすった。 

「しかも 不幸な ことに は、 わたしたち はおた がいの あ 

いだが だんだん 近づいて こようと いう じぶんに な つ て、 

別れなければ ならな い の だ」 

「でも あなた はわた し をた つた 一 人 パリへ 捨てて 行く 

のではないでしょう」 とわたし は こわごわ たずねた。 

「いいや、 けっして そんな こと はない。 おまえ はこの 

大きな 町で 自分 一人な にがで きょう。 わたし はお まえ 

けんり  お ぼ 

を 捨てる 権利がない の だ。 それ は 覚えて おいで。 わた 

やさ 

し は あの 優しい おくさんが、 おまえ を 引き取って 自分 


の 子に して 育てよう というの を、 聞かなかった。 あの 

日から わたし はお まえの ために できるだけ つくして や 

ぎ む 

る 義務が できた の だ。 だが わたし はい まの 場合、 なに 

もして やる ことができない。 それで わたし は 別れる の 

がいちばん いいと 考えた わけ だ。 それ もほんの しばら 

くの あいだ だ。 わたしたち はこの 時候の 悪い 二、 三 か 

月 だけ も 別れて いる ほうがい いの だ。 カピの ほか みん 

いちざ 

ない なくなって しまった 一座で は、 パリに いても なに 

がで きょう」 

かれの 名が 出る と、 かわいい カピ はわた したち の そ 

ばへ やって来た。 かれは 前足 を 右の 耳の 所へ 上げて、 


軍隊 風の 敬礼 をして、 それ を 胸に 置いて、 あたかも わ 

たした ち はかれの 誠実に 信頼す る ことができる という 

やさ 

ようであった。 親方 は 犬の 頭に 優しく 手 を 当て それ を 

おさえた。 

ぜんりょう ちゅうじ つ 

「そうだよ。 おまえ は 善良 な 忠実 な 友 だち だ。 けれ 

なさ 

ど 情けない ことに は ほかの ものが いないで は、 もうた 

いした こと はで きないの だ」 

「でも わたしの ハ ー プは …… 」 

「わたし もお まえのような 子どもが 二人 あれば、 うま 

ろうじん  つ 

く ゆく の だ。 けれど 老人が たった 一 人、 男の子 を 連れ 

たので は、 ろくな こと はない。 わたし はま だ 老いく ち 


たという ので もない。 まあいつ そめ くらにな るか、 足 

まね  お 

の 骨で も 折れて くれれば いいの だ。 だが まだ わたし は 

なさ 

人び との 足 を 止めさせ、 目 をつ けさせる ほど 情けない 

かみ きゅうじょ 

ありさま にもな つて はいない。 それにお 上の 救助 を 

受ける ような はずかし いこと はでき ない。 そこで わた 

し はお まえ を 冬の 終わりまで、 ある 親方の 所へ やろう 

と 心 を 決めた。 親方 はお まえ を ほかの 子どもたちの 

仲間に 入れて くれる だろう。 そこでお まえ はハ ー プを 

ひけば いいの だ」 

「そうして あなた は」 とわたし はたず ねた。 

「わたし は パリで は 顔 を 知られて いる。 たびたび こち 


らへは 来て いた ことがある。 このまえ おまえの 村へ 

行った とき も、 パリから 行った の だ。 大道で ハ ー プゃ 

ヴァイオリン を ひく イタリアの 子どもら にけ いこ をし 

こうこく  ほ 

て やる。 わたし はた だ 広告 を さえ すれば 欲しいだ けの 

弟子 は 集まる の だ。 そこで その あいだに ゼ ルピノと ド 

ルスの 代わりになる 犬 を 二 ひきし こもうと 思う。 それ 

から 春に なって ルミ、 また いっしょに 出かけよ うよ。 

ゆうき  にんたい ひつよう 

まあ 当分 は 勇気と 忍耐が 必要 だ。 わたしたち はこれ ま 

でち ようど つごうの 悪い、 si の 時節ば かり 通って 来た。 

きょ うぐう 

春に なれば だんだん 境遇 も 楽になる。 そこで わたし 

はお まえ を 連れて、 ドイツと イギリス を 回る つもり だ。 


そのうち おまえ も 大きくな るし、 考え も 進んで くる。 

わたし はお まえにた くさん のこと を 教えて、 りっぱな 

人間に してやる。 わたし は それ を ミリガン 夫人と やく 

そくした。 おまえに イギリス 語 を 教え だした の も その 

わけ だ。 おまえ は フランス語と イタリア 語 を 話す こと 

がで きる。 これ はお まえの 年 ごろの 子どもと して はえ 

らい こと だ。 おまえ はから だ もじよう ぶ だし、 どうし 

のぞ 

てこの 先、 運の 開ける 望み はじ ゆうぶん ある」 

たぶん 親方が こう 言って わたしの ために 計画して く 

れ たこと は、 みんない ちばんい いこと にち がいな かつ 

た。 けれど その ときには わたし はた だ 二つの こと だけ 


しか 考えられなかった。 

わたしたち は 別れなければ ならない。 そして わたし 

はよ その 親方の 所へ 行かなければ ならない。 

るろう 

流浪の あいだに わたし はいくた りかの 親方に 会った 

が、 いつも ほうぼうから やとい 入れて 使って いる 子 ど 

もた ちをひ どく 打ったり たたいた りする 者が 多かった 

ざんこく 

かれら は ひじょうに 残酷であった。 ひどく 口ぎ たな 

かった リ、 いつも 酔つ ばらって いた。 わたし はそう い 

う おそろしい 人間の 一 人に 使われなければ ならない の 

であろう か。 

それでもし 運よく 親切な 親方に 当たる としても、 こ 


へんか  はじ  ようぼ 

れ はまた 一 つの 変化であった。 初めが 養母、 それから 

親方、 それから また 一人 —— それ はいつ でもこう なの 

であろう か。 わたし は いつまでも その 人 を 愛して、 そ 

の 人と い つ しょに いる ことので きる 相手 を 見つける こ 

とがで きないの であろう か。 

だんだん わたし は 親方に 引きつ けられる ようにな つ 

ていた。 かれは ほとんど 父親と いう もの はこん な もの 

かと わたしに 思わせた。 

でも わたし はほんと うの 父親 を 持つ ことがない の だ。 

うち を 持つ ことがない の だ。 この 広い 世界に、 いつも 

ひと 

独りぼっち なの だ。 だれの 子で もない の だ。 


ゆうき 

わたしに も 言う こと はあった。 だが 親方 は 「勇気 を 

ちと 

持て」 とわたし に 求めた。 わたし はこのう え かれに 

くろう  くわ  のぞ 

苦労 を 加える こと を 望まな か つ た。 けれど つら いこと 

であった。 かれと 別れる の はまった くつら いこと で 

あった。 

かれ も 重ねて わたしに 泣きつ かれる のがうる さいと 

思った ように、 かまわず どんどん 歩き だした。 わたし 

は 引きずられる ようにして 後に 続いた。 

わたし は その後に ついて 行く と、 まもなく 橋 を わ 

たって 川 を こした。 その 橋 はこのう えなく きたなく つ 

て、 どろが 深く 積もって いた。 その上 を 黒い 石炭く ず 


のよう な 雪が かぶ さ つ て、 そこに ふみこむ とくる ぶし 

までず ぶりと はい つ た。 

つづ  しゅくば 

橋の たもと から は、 村 続きで せまい 宿場が あった。 

村が つきる と、 また 野原に なって、 野原に はこぎ たな 

い 家が 散らばつ ていた。 往来に は 荷車が しじゅう 行つ 

たリ 来たりし ていた。 わたし は、 親方の 右手に 寄り 

そって 歩いた。 カピは 後から ついて 来た。 

いよいよ 野原が おしまい になって、 わたしたち は果 

リ ようが わ 

てし のない 長い 町の 中にはい つた。 両側に は 見 わた 

すかぎ り 家が 建て こんでいた。 それ もボ ルド— や、 

ッ ー ル— ズゃ、 リヨンな どに 比べて は、 ずっと びん ぼ 


うらし い あわれな 小 家ば かりで あつ た。 

雪が ほうぼうに うず 高く 積み上げられ ていて、 黒く 

かた  はい  やさい 

固まった かたまりの 上に、 灰 やくさった 野菜 や、 いろ 

いろの きたない 廃物が 投げ捨てられ てあつた。 空気 は 

いやな においに むせる ようであった。 その 中 を 荷車が 

ごろごろ 通って 行く が、 人び と は それ をう まく かわし 

かわし 歩いて いた。 

「ここ は どこです」 とわたし は 言った。 

「パリ だよ」 

どこに 大理石の うちが あるか。 それから 黄金の 木が。 

そして りっぱに 着か ざった 人た ちが。 これが 見たい 見 


たいと あこがれ ていた パリで あつたか。 わたし はこん 

な 場所で、 親方に 別れて …… カピに 別れて、 この 冬 じゅ 

うくら さなければ ならなかった のか。 

まち 

ル— ルシ— ヌ 街の 親方 

と  ま 

いま、 わたしの ぐるり を 取り巻いて いるもの は、 気 

味の 悪い ものば かりで あつたが、 わたし はいつ しょう 

こうき  み は  しゅうい 

けんめい 好奇の の 目 を 見張って 新しい 周囲 を 見回した 

そのために いまの 身の上に さしせま つた だいじの こと 


わす 

は 忘れる くらいであった。 

パリの 町の 中に 深く はいれば はいる ほど、 見る もの 

おさな  むそう 

ごとに わたしの 幼 い 夢想と だんだん へだたる ように 

なった。 こおりついた みぞから は、 なんとも いえない 

くさ いいきれが 立って いた。 雪と 氷が いっしょに とけ 

かた  わ 

て 固まった いうす 黒い どろが、 荷車の 輪に はねとばさ 

あつ-' -. こ 

れて、 そこらの 小店の ガラス戸に 厚板の ようにへば リ 

ついていた。 確かに パリ はボ ルド— にもお よばな かつ 

た。 

くら 

これまで 通って 来た 町に 比べて は、 だいぶん りっぱ 

な 広い 町で、 いくらか きれいな 店 もな らんだ 通り を 長 


いこと 歩いて、 親方 はついと 右へ 曲がる と、 急に みす 

ぼらし い 町に 出た。 高い 黒い 家の ならんだ まん 中に、 

例の いやな においの するどぶ があった。 たくさん ある 

居酒屋の 店先 で、 おおぜいの 男女が が やが や 言 い なが 

ら、 お 酒 を 飲んで いた。 

まち  ふだ 

町の 角に は、 ル— ルシ ー ヌ 街と 書いた 札が 打って 

あった。 

あんない 

親方 は 案内 を 知っている らしく せまい 通りに こみ 合 

う 往来の 人の 群れ を 分けて 進んだ。 わたし は その そば 

に 寄り そって 歩いた。 

すたが みうしな 

「おい、 気をつけて、 わたしの 姿 を 見失わな いように」 


ひつよう 

と 親方が 注意した。 けれど かれの 注意 は 必要が なか つ 

た。 なぜと いって、 わたし はかれの 後に くっついて 歩 

いたう え、 おまけに かれの 上着の すそ をし つかりと お 

さえて いたのであった。 

わたしたち は 大きな 路地 をつつ 切って、 もう 一日 

じゅう 日の 光が けっして もれた ことのな いような、 き 

たなら しい、 じめじめした 一 けんの 家に はいった。 そ 

れ はこれ まで わたしの 見た かぎりの いちばん ひどい 家 

であった。 

「ガ ロフ オリさん はいる かね」 と 親方が、 ランプの 光 

で、 ぼろ を ドアに ぶら下げ ていた 男に たずねた。 


「知らね え や。 上がって 見て 来い」 とその 男 はうな つ 

た。 「はしごだんの いちはん てっぺん だ。 それお まえ 

の 鼻つ 先に 見え てるじ やない か」 

「ガ ロフ オリと いうの は、 ルミ、 おまえに 話した 親方 

だよ。 ここが 住まいだ」 階段 を 上がりながら 親方 はこ 

う 言った。 その 階段 は 厚い どろが こちこちに 積も つ て 

まち 

やや も するとす べつて 足 を 取られそう になった。 街と 

いい、 家と いい、 はしご 段と いい、 いよいよ わたし を 

安心させる 性, の ものではなかった。 いったい 今度の 

親方と いうの は どんな 男であろう。 

四 階の てっぺんに 上がって、 ドア をた たくこと なし 


こくもつ ぐら 

に 親方 はすぐ 前の ドア をお し 開けて、 穀物 倉の ような 

大きな 屋根裏の 部屋に はいった。 部屋の まん 中 はがら 

.p  i こ，' 

ん としていて、 四方の かべに ぐるりと 寝台 みんなで 十 

二なら ベて あった。 一度 は 白かった ことの あるかべ と 

天井が、 いまでは けむりと すすと ちりで よごれき つて、 

なんとも 知れない 色 をして いた。 かべの 上に はすみ で 

人間の 首 だの、 花や 鳥 だのが 落書きし てあつた。 

「ガ ロフ オリさん、 いるの かい」 と 親方が たずねた。 

「あんま リ暗 くって だれも 見えない。 ヴィ タリス だよ」 

かべに かけた うす 暗い ランプの 明かりです かすと、 

部屋に はだれ も いないら しかった。 すると 弱い のろの 


ろした 声が、 親方の ことばに 答えた。 

「ガ ロフ オリさん は 出かけ ましたよ。 二 時間 ほどし な 

ければ 帰りません よ」 

こう 言いながら 十三ば かりの 子どもが 出て 来た。 わ 

たし は その子の きみょうな 様子に おどろいた。 いまで 

も そのと き 見た とおり を 目に うかべ る ことができる。 

いわば 胴体が なくって、 足から すぐ 首が 生えて いるよ 

うに 見えた。 その 大きな 頭 は、 まるでつ り 合い もな に 

もとれて いなかった。 そんな ふうな からだつきで けつ 

して りっぱと は 言えなかった が、 その 顔に はしかし き 

やさ 

みょうに 人 を ひきつける ものが あった。 悲しみと 優し 


ひょうじょう 

みの 表情、 そして それから …… たより なげな 表情で 

どうじょう  あいて 

あった。 かれの 大きな 目 は 同情 を ふくんで、 相手の 

目 を ひきつけずに はおかない のであった。 

「確かに 二 時間 すれば 帰って来る のかね」 と 親方が た 

ずね た。 

ひるめし 

「確かです よ。 もう 昼飯の 時間です からね。 ここで 食 

べるの は ガロフ オリさん ばかりで すから」 

「そうかい。 もし その まえに 帰って来たら、 ヴィ タリ 

ス という 人が 来て、 二 時間た つとまた 来る と 言って 

帰った と 言 つてく ださい」 

「かしこまりました」 


わたし も 親方に ついて 行こうと すると、 かれは わた 

し を 止めた。 

「おまえ は ここにお いで」 とかれ は 言った。 「少し 休 

んで いるが いい」 

「  」 

「おお、 わたし は 帰って来 るよ」 とかれ はわた しの 心 

配そう な 顔つき を 見て 安心させる ように また 言った。 

れい ふくじゅう しゅうかん 

わたし は 例の 服従の 習慣から、 それ をい やと は 言え 

なかった。 

「きみ は イタリア 人 かい」 

親方の 重 い 足音が もう はし) J 段の 上に 聞こえな く 


なった ときに、 イタリア 語で 子どもが たずねた。 親方 

といつ しょに いる あいだに わたし は イタリア 語が ぼつ 

ぼつ わかって いたが、 まだ 自由に は 使えなかった。 

「いいえ」 と、 わたし は フランス語で 答えた。 

「おやおや、 つまらな いな あ。 きみが イタリア だとい 

いんだが な あ」 とかれ は 大きな 目で 見ながら、 ほんと 

に つまらな そうに 言った。 

「きみ は どこ」 

「リ ユッカ だよ。 きみ もそう だと、 いろいろ 聞きたい 

と 思った の だ」 

「ぼく は フランス 人です」 


「そう、 それ はいいね」 

「おや、 きみ は イタリア 人よりも、 フランス 人の ほう 

が 好きな の」 

「おお、 そうじゃない。 ぼくが それ はいいね と 言った 

の は、 きみの こと を 考えて 言った の だ。 だってき みが 

イタリア 人 だったら、 きっと ガロフ オリ 親方に 使われ 

にこ こへ やつ て 来たの だろう から、 そうすると 気の ど 

くだと 思つ てね」 

「じゃあ、 あの人 悪い 人なん です か」 

子ども は 答えなかった。 けれど わたしに あたえた 目 

つき はことば よりも 多く を 語った。 かれは この 話 を 続 


ける の を 好まない ように 炉の ほうへ 行った。 炉の たな 

の 上に 大きな なべが あった。 わたし は 火に 当たろうと 

思 つて そばへ 寄る と、 このな ベ がなん だか 変わ つ た 形 

をして いるのに 気がついた。 なべの ふたに はまつ すぐ 

くだ  じょうき 

な 管が つき出して、 蒸気がぬ ける ようにな つ ていた。 

じょう 

その ふた はちょうつ がいに なって いて、 一方に は 錠 

がか かっていた。 

「なぜ 錠が がかって いるの」 と、 わたし はふし ぎそう 

にたず ねた。 

「ぼくが ス ー プを 飲まない ように さ。 ぼく はなべ の番 

を 言いつ かってい る けれど、 親方 は ぼく を 信用し ない 


の だ」 

わたし は ほほえまずに はいられ なか つ た。 

すると かれは 悲しそう に 言った。 

「きみ は 笑う ね。 ぼくが 食い しん ぼ だと 思う からだろ 

きょ うぐう 

う。 でも きっとき みが ぼくの 境遇 だったら、 ぼくと 

同じ こと をした かもしれ ない よ。 ぼく はぶた ではない 

けれど、 腹が減つ ている。 だからな ベの 口から ス ー プ 

のにお いがたてば、 ますます 腹が減って くるの だ」 

「ガ ロフ オリさん はきみ にじゅう ぶん 食べ る もの をく 

れな いの」 

「ああ、 それが 罰なん だ…」 


「まあ …… 」 

「そうだ。 それに これ だけの こと は 話しても いい」 と 

少年 は 続けた。 「きみ ももし あの人 を 親方に 持 つん 

こころえ 

だったら、 心得に なること だからね。 ぼくの 名前 は マ 

チアと 言うよ。 ガロフ オリ は ぼくのお じさんだ。 ぼく 

の 母さん はいるが、 六 人の子 ども を かかえて いるし、 

たいへん びんぼうで くらしが たたな いでいる。 ガロ 

フ オリが 去年 来たと き、 ぼく を いっしょに 連れて 帰つ 

たの さ。 いったい ぼくより はつぎの 弟の レオナルド を 

連れて行きたかった の だ。 レオナルド は ぼくと ちがつ 

きりょう  ぶきりょう 

て 器量が い い の だからね。 お金 をもう ける に は 不器量 


では だめ だよ。 ぶたれ るか、 ひどく 悪口 を 言われる だ 

けだ。 でも ぼくの 母さん は レオナルドが 好きで 手ば な 

さない から、 やはり ぼくが 来る ことにな つたの だ。 あ 

あ、 うち を はなれて、 親兄弟 や、 小ち やな 妹に 別れる 

の は どんなに つら か つ たろう。 

お 

ガロフ オリ 親方 はこのう ち へ 子ども をた くさん 置い 

てあつて、 中にはえん とつそう じ も あれば、 紙く ず 拾 

いも ある。 „ 働く だけの 力の ない 者 は 町で 歌 を 歌った 

りこ じき をして いる。 ガロフ オリ は ぼくに 二 ひき 小さ 

な 白い はつかねずみ を くれて、 それ を 往来で 見世物に 

出させて、 毎晚 三十 ス— 持って 帰って来なければ なら 


ない と 言い わたした。 三十 ス— に ース— でも 不足が あ 

れば、 不足 だけむ ちで ぶたれ るの だ。 きみ、 三十 ス— 

まね  お 

もうける に はず い ぶ ん 骨が折れ る。 けれどぶ たれる の 

はもつ とつら い。 とりわけ ガロフ オリが 自分で 手 を 下 

ろす とき はよ けい 痛い の だ。 それで ぼく は 金 を 取る た 

めいろんな こと をして みるが、 よく 不足な ことがあつ 

た。 たいてい ほかの 子どもたちが 夜 帰って来て、 決め 

られた 金 を 持って来た とき、 ぼく は 自分の分に 足りな 

いと ガロフ オリ は 気ち がいの ようにお こった。 もう 一 

なかま 

人 仲間に やはり はつかねずみの 見世物 を 出す 子どもが 

ある。 このほう は 四十 ス— と 決められて いるの だが、 


ま いばん 

毎晚 きっと それだけの 金 を 持って 帰る。 そんなと きぼ 

く は その子が どんな ふうに して 金 をもう ける か 見た い 

と 思って、 いっしょ について 行った …… 」 

かれは ことば を 切った。 

「それで」 とわたし はたず ねた。 

「おお、 見物のお くさん たち は 決まって こう 言う の だ 

きれいな 子の ほうへ おやりよ。 みっともない 子どもの 

ほうで なく、 と。 そのみつ ともない 子どもと いうの は 

むろん ぼくだった。 そこで ぼく はもう その子と は 行か 

ない ことにした。 ぶたれ るの は 痛い けれど、 そんな こ 

と をし かも おおぜいの 人の 前で 言われる の はもつ と つ 


らい。 きみ はだれ から も、 おまえ はみ にくい と言われ 

たこと がない から 知るまい。 だが ぼく は …… さてとう 

とう ガロフ オリ は、 ぶっても たたいても ぼくに は 効き 

目がないの をみ て、 ほかの しかた を 考えた。 それ は 

まいばん  ばんめし  へ 

毎晚 ぼくの 晚 飯の いも を 減らす の だ。 きさまの 皮 はい 

くら ひっぱたいても 平気で 固い が、 胃ぶ くろ は ひも じ 

いだろうと 言った。 それ はつらい が、 でも ぼくの ねず 

みの 見世物 を 見て いる 往来の 人に 向かって、 どうか 一 

ス —ください、 くださらな いと、 今夜 はおい もが 食べ 

られ ません と は 言われな い。 人 はそんな こと を 言 つ 

たって、 なにも くれる もので はない よ」 


「じゃあ、 どうす ると くれる の」 

まんぞく 

「それ はきみ、 だれ だって 自分の 心 を 満足させる ため 

にくれ るの だ。 なんでもなく 人に 物 を くれる もので は 

ない よ。 その子 どもが かわいら しくって、 きれいで あ 

るか、 あるいは その 人た ちの 亡くした 子どもの こと を 

思い出させる とかいうなら くれる。 子ども はおな かが 

すいている からかわい そうだと 思って、 くれる 者 はな 

い。 ああ、 こんな ことで 長い あいだに ぼく は 世の中の 

人の 心持ちが わかって きた。 ねえ、 きょうは 寒い じ や 

な レカ」 

「ああ、 ひどい 寒さ だね」 


「ぼく はこ じき をして から、 だんだん 太れないで 青く 

なった」 と 少年 は 続いて 言った。 「ぼく はずい ぶん 青 

い 顔 をして いる。 それで ぼく はたびた び 人が、 あのび 

ん ぼう 人の子 ども はい まに 釗 えて 死ぬ だろうと 言 つ て 

いるの を 聞いた。 だが 苦しそう な 顔つき は、 楽しそう 

な 顔つきで はでき ない こと をして くれる。 その代わり 

ひじょうに ひも じい 目 を こらえなければ ならない。 と 

にかくお かげで だんだん ぼく を 気の どくがる 人が 近所 

にで きた。 みんな、 ぼくの もらいの 少ない ときには パ 

ンゃス ー プを めぐんで くれる。 これ は ぼくの いちばん 

うれしい ときで、 ガロフ オリに ぶたれ もしない し、 


晚 飯に いもが もらえな くっても、 どこかで なに か 昼飯 

にもら つて 食べて 来る から 苦しい こと もなかった。 け 

れど ある 日 ガロフ オリが、 ぼくが 水 菓子屋に もらった 

一 さらの ス ー プを 飲んで いると ころ を 見つける と、 な 

ばんめし 

ぜ ぼくが うちで 晚飯を もら わずに 平気 で 出て 行く か、 

その わけ を 初めて 知った。 それから は ぼくに うちで 

留守番 させて、 この ス— プの 見張り を 言いつけた。 毎 

やさ い 

朝 出て 行く まえに 肉と 野菜 をな べに 入れて、 ふたに 

じょう 

錠 を かってし まう。 そして ぼくの する こと は そのに 

えたつ の を 見る だけ だ。 ぼく はス— プ のにお い を かい 

でい る。 だが それだけ だ。 ス ー プ のにお いで は 腹 は 張 


ら ない。 どうして よけい 空腹になる。 ぼく はずい ぶん 

青い かい。 ぼく はもう 外へ 出ない から、 みんなが そう 

言う の を 聞かない し、 ここに は 鏡 もない の だから わ 

力、 らな レ」 

「きみ は ほかの 人よりか よけい 青い と は 思えない よ」 

とわたし は 言った。 

「ああ、 きみ は ぼく を 心配 させまい と 思つ てそう 言う 

の だ。 けれど ぼく はもつ ともつ と 青くな つて、 早く 病 

気になる ほうが うれし い の だ。 ぼく は ひじょうに 悪く 

なりたい の だ」 

わたし は あきれて、 かれの 顔 を ながめた。 


「きみ はわから ない の だ」 とかれ は あわれむ ような 

微笑 を ふくんで 言 つた。 「ひどく 加減が 悪く なれば み 

ん なが 世話 をして くれる。 さもなければ 死なせて くれ 

る。 ぼく を 死なせて くれれば なにもかもお しまいだ。 

もう 腹 を 減らす こと もない し、 ぶたれ る こ ともないだ 

ろう。 それに ぼくたち は 死ねば 天に のぼって 神様と 

いっしょに 住む ことになるの だ。 そうだ、 そう なれば 

ぼく は 天に のぼって、 上から 母さん や、 クリス チ ー ナ 

を 見下ろす ことができる。 神様に たのんで 妹 を 不幸せ 

にしない ようにして もらう こと もで きる。 だから ぼく 

は 病院へ やられれば うれしい と 思うよ」 


病院 —— というと わたし はむ やみに おそろしい 所 だ 

と 思い こんでいた。 わたし はいな か 道 を 旅 をして 来た 

あいだ、 どんなに 気分が 悪く 思う ときで も、 病院へ や 

られ るか もしれ ない と 思い出す とい つで も 力が 出て、 

無理に も 歩いた ものだった。 マ チアの こういう ことば 

にわたし はお どろかずに はいられなかった。 

「ぼく はいまで はずい ぶんから だの 具合が 悪くな つ て 

いる。 だが まだ ガロフ オリの じゃまに なるほど 悪く は 

なって いない」 と、 かれは 弱い、 ひきずる ような 声で 

話 を 続けた。 「でも ぼく はだん だん 弱くな つてき たよ。 

ありがた いこと に ガロフ オリ はまる つきり ぶ つ こと を 


やめずに いる。 八日 まえに も ぼくの 頭 を うんと ひどく 

ぶった。 おかげで このと おり はれ 上がった。 見た まえ、 

この 大きな こぶ を。 あいつ はきのう ぼくに、 これ はで 

きもの だと 言った。 そう 言った あの人の 様子 はなんだ 

か まじめだった。 おそろしく 痛む の だ。 夜になる とひ 

どく 目が くらんで まくらに 頭 を つける とぼく はうな つ 

たり 泣いたり する。 それが ほかの 子どもの じゃまに な 

るの を ガロフ オリ は ひどく きらって いる。 だから 二日 

か 三日の うちにい よいよ あの人 も ぼく を 病院へ やる こ 

せん じけいび よういん 

とに 決める だろうと 思う。 ぼく は 先に 慈恵 病院に いた 

ことがある。 お医者さん はかくし に 安いお 菓子 をい つ 


か ん ご ふ  あま  やさ 

も 入れて いるし、 看護婦の 尼さん たちが それ は 優しく 

話 をして くれる よ。 こう 言 うんだ。 ぼうや、 舌 をお 出 

しと か、 いい 子 だからね とかなんでも なに かしたい た 

ん びに、 『ああ、 おしよ』 と 言って くれる。 それが うち 

にいる 母さんと 同じ 調子なん だ。 ぼく はどう も 今度 は 

病院へ 行く ほど 悪くな つ ている と 思う」 

かれは そばへ 寄って 来て、 大きな 目で じっと わたし 

を 見た。 わたし はかれの 前に 真実 を かくす 理由 はな 

かった が、 しかし かれの 大きな ぎょろぎょろした 目 や、 

くぼんだ ほお や、 血の気の ない くちびるが どんなにお 

この 

そろし く 見える かとい うこと を、 かれに 語る こと を 好 


まなかった。 

「きみ は 病院へ 行かなければ ならない。 ずいぶん 悪い 

と 思うよ」 

「いよいよ かね」 

かれは 足 を 引きずりながら のろのろ 食卓 の ほう へ 

行って、 それ を ふき 始めた。 

「ガ ロフ オリが まもなく 帰って来る」 とかれ は 言った。 

「ぼくたち はもう 話 をして はいけ ない。 もうこれ だけ 

ぶたれ ている の だ。 このうえ よけいな ぐられ るの は 損 

せん 

だからね。 なにしろ このごろ いただく げんこ は 先より 

き  な 

もずつ と 効く からね。 人間 はなんでも 慣れつ こになる 


なんて 言う が、 それ はお 人よ しの 言う こと だよ」 

びっこ ひき ひき かれは 食卓の 回リを 回って、 さら 

かんじょう  まい 

やさ じなら ベ た。 勘定 すると 一 一十 枚 さらが あつ た。 

そうすると ガロフ オリ は 一 一十 人の子 ども を 使つ ている 

の だ。 でも 寝台 は 十二し か 見えなかった から、 かれら 

の ある 者 は 一 つの 寝台に 二人ね むる の だ。 それにと に 

かくなん という 寝台であろう。 なんとい うかけ 物で あ 

ろう。 かけ 物の 毛布 はう まやから、 もう 古くな つて 馬 

あ. i こ， i こ 

が 着ても 暖かく なくなった ような しろもの を、 持つ 

て 来たに ちがいない。 

「どこでも こんな もの かしら」 と、 わたし は あきれて 


たずねた。 

「なにが さ」 

「子ども を 置く 所 は、 どこでも こんな かしら」 

「そり や 知らない がね、 きみ はこ こへ は 来ない ほうが 

い いよ」 と、 少年 は 言った。 「どこか ほかへ 行く ように 

した まえ」 

「どこへ」 

「ぼく は 知らない。 どこでも かまわない。 ここより は 

いいから ねえ」 

どこへ といって、 どこへ わたし は 行こう。  ぼん 

やり 当ても なしに 考え こんでい ると、 ドアが あいて、 


一人の 子どもが 部屋の 中にはい つて 来た。 かれは 小 わ 

ふる ざ いもく 

きに ヴァイオリン を かかえて、 手に 大きな 古 材木 を 

持って いた。 わたし は ガロフ オリの 炉に たかれて いる 

古 材木の 出 所と 値段 も わか つたよう に 思 つ た。 

「その 木 を くれよ」 と マ チア は 子どもの ほうへ 寄って 

行った。 けれど 子ども は 材木 を 後ろに かくした。 

「う うん」 とかれ は 言った。 

「まきに す るんだ からお くれよ。 すると ス ー プが おい 

しくに える から」 

「きみ は ぼくが これ をス ー プを にる ために 持って来た 

と 田 a うか。 ぼく はきょうた つた 三十 六ス ー しかもら え 


ざいもく 

なかった。 だから この 材木 をぶ たれない おまじないに 

する の だ。 これで 四ス— の 不足の 代わりになる だろ 

う」 

「やっぱり やられる よ。 なんの 足しになる ものが。 

じゅん 

順 ぐり に やられ るんだ」 

きか い てき 

マ チア はそう 機械的に 言って、 あたかも この 子ども 

ばつ  まんぞく 

も 罰せられ ると 思う の  力 力れ に！^ 足 を あたえる もの ひ- 

やさ 

ようであった。 わたし はかれの 優しい 悲しそう な 目の 

うちに、 険しい 目つ きの 表れた の を 見て おどろいた。 

だれでも 悪い 人間と いっしょに いると、 いっか それに 

柳て くると いう こと は、 わたしが のちに 知った ことで 


あった。 

一人一人 子どもたち は 帰って来た。 てんでん に は 

いって 来る と、 ヴァイオリン、 ハ— プ、 ふえな ど 自分 

の 楽器 を 寝台の 上の くぎに かけた。 音 楽師で なく、 た 

だ 慣らした けものの 見世物 を やる 者 は、 小ね ずみ やぶ 

たねず み を かごの 中に 入れた。 

それから 重い 足音が はしご 段に ひびいて、 ねずみ 色 

の 外とう を 着た 小男が はいって 来た。 これが ガ ロフォ 

リ であった。 

はいって 来る しゅんかん、 かれは わたしに 目 をす え 

て、 それ はい やな 目つ きで にらめた。 わたし は ぞっと 


した。 

「この 子ども はなんだ」 と、 かれは 言った。 

マ チア はさつ そくてい ねいに ヴィ タリス 親方の 

こうじょう  つた 

口上 を かれに 伝えた。 

「ああ、 じゃあ ヴィ タリスが 来たの か」 とかれが 言つ 

た。 「なんの 用だろう」 

「わたし は ぞんじません」 と マ チアが 答えた。 

「おれ はき さまに 言つ ている ので はない。 この 子ども 

に 話して いるの だ」 

「親方が いずれも どって 来て、 用事 を 自分で 申し上げ 

るでしょう」 と、 わたし は 答えた。 


「はは あ、 この こぞう はことば の 値打ち を 知っている 

要らぬ こと は 言わぬ。 おまえ は イタリア 人で はない 

な」 

「ええ、 わたし は フランス 人です」 

ガロフ オリが 部屋に はいって 来た しゅんかん、 二人 

せき 

の 子どもが てんでん にかれ の両 わきに 席 をし めた。 そ 

して かれの ことばの 終わる の を 待って いた。 やがて 一 

ぼ う  ねだ い 

人が その フェルト 帽を とって、 ていねいに 寝台の 上に 

置く と、 もう 一人 はいす を 持ち出して 来た。 かれら は 

ぎ よ うぎ 

これ を 同じような もったいら しさと、 行儀よ さ を もつ 

てら こしょう おしょう 

て、 寺 小姓が 和尚さん にかし ずくよう にして いた。 ガ 


ロフ オリが こし を かける と、 もう 一人の 子どもが たば 

こ をつ めた パイプ を 持って来た。 すると 第 四の 子ども 

が マッチに 火 をつ けて さし 出した。 

「いおうく さい やい。 がきめ」 とかれ はさ けんで、 マツ 

チを炉 の 中に 投げ こんだ。 

この 罪人 は あわてて 過失 を つぐなう ために、 もう 一 

本の マッチ をと もして、 しばらく 燃やしてから 主人に 

それ を ささげた。 けれども ガロフ オリ は それ を 受け取 

ろうと はしな か つ た。 

「だめ だ。 とんちきめ」 とかれ は 言って、 あらつ ぼく 

子ども をつ きのけ た。 それから かれはもう 一人の 子 ど 


もの ほう を 向いて、 おせじ 笑い をしながら 言った。 

「リカルド、 おまえ はいい 子 だ。 マッチ をす つてお く 

れ」 

この 「いい 子」 は あわてて 言いつけ どおりに した。 

「さて」 と ガロフ オリ は 具合よ くいす に 納まって、 パ 

ィプを ふかしながら 言 つ た 。 

「おこ ぞうさん たち、 これから 仕事 だ。 マ チア、 帳面 

だ」 

こう 言われる まで もな く、 子どもたち は ガロフ オリ 

のま ゆの 動き 方 一 つに も 心 を 配って いた。 そのうえに 

ガロフ オリが わざわざ 口に 出して 用向き を 言い つけて 


くれる の は、 たいへんな 好意であった。 

ガロフ オリ は マ チアの 持って来た あかじみた 小さな 

はじ 

帳面に は 目 も くれなかった。 初めの いおうく さい マツ 

チを つけた 子どもに、 来い と 合図 をした。 

「おまえに はきのう 一 ス ー 貸して ある。 それ をき よう 

持って来る やくそくだった が、 いくら 持って来 たな」 

とラ わく 

子ども は 赤くな つて、 当惑 を 顔に 表して、 しばらく 

もじもじ していた。 

「一 ス— 足りません」 とかれ はやつ と 言った。 

「は あ、 おまえ は 一 ス— 足りない のかね。 それでい い 

の だね」 


「きのうの 一 ス —ではありません。 きょう 一 ス— 足リ 

ない のです」 

「それで ニス ー になる。 おれ はき さまの ような やつ を 

見た ことがない」 

「わたしが 悪 いんで はな いんです」 

い  わけ  きそく 

「言い訳 をし なさん な。 規則 は 知ってい るだろう。 着 

物 をぬ ぎなさい。 きのうの 分が 二つ、 きょうの 分が 二 

おうちゃく  ばつ 

つ。 合わせて 四つ。 それから 横着の 罰に 夕食の いも 

はやらない。 リカルド、 いい 子 や。 おまえ はいい 子 だ 

から、 気晴らし を させて やろう。 むち をお 取リ」 

二 本 目の マッチ をつ けた 子どもの リカルドが、 かべ 


むす め  え 

から 大きな 結び目の ある 皮 ひもの 二 本つ いた、 柄の 短 

いむち を 下ろした。 その あいだに ニス —足りない 子 ど 

も は 上着の ボタン を はずして いた。 やがて シャツまで 

ぬいで からだ を こしまで 現 した。 

「ちょっと 待て」 と ガロフ オリが いまいましい 微笑 を 

見せて 言った。 

なかま 

「たぶんき さま だけで は あるまい。 仲間の あると いう 

こと はいつ でも ゆかいな もの だし、 リカルドに たびた 

び 手数 を かけずに すむ」 

子どもたち は 親方の 前に 身動き もせずに 立 つていた 

が、 かれの 残酷な じょうだん を 開いて、 みんな 無理に 


笑わされた。 

「いちばん 笑った やつ はいちばん 足りない やつ だ」 と 

ガロフ オリが 言った。 「きっと それにち がいない。 い 

ちばん 大きな 声で 笑った の はだれ だ」 

れい  ざいもく 

みんな は 例の 大きな 材木 を 持って、 まつ 先に 帰って 

来た 子ども を 指さした。 

「こら、 きさま はいくら 足りない」 と ガロフ オリが せ 

めた。 

「わたしの せいではありません」 

「わたしの せいではありません なんかと 言う やつ は、 

一 つお まけに ぶって やろう。 いくら 足りない の だ」 


「わたし は 大きな 材木 を 一本 持って来ました。 りっぱ 

な 材木です」 

まう 

「それ もな にかになる。 だが パン屋へ 行って その 棒で 

パンに かえて もらって 来い。 いくらに かえて くれる か 

いくら 足りない の だ。 言って みろ」 

「わたし は 三十 六ス— 持って来ました」 

「この 悪者め、 四ス— 足りない ぞ。 それでいて、 そん 

な しゃあしゃあした 面 をして、 おれの 前につつ 立って 

いる。 シャツ を ぬげ。 リカルド や、 だんだん おもしろ 

くなる よ」 

ざいもく 

「でも 材木 は」 と 子どもが さけんだ。 


「晚 飯の 代わりに きさまに やる わ」 

この 残酷な じょうだんが 罰せられない はずの 子ども 

たちみん なを 笑わせた。 それから ほかの 子どもたち も 

かんじょう 

一人一人 勘定 をす ました。 リカルドが むち を 手に 

ぎせ いしゃ 

持って 立って いると、 とうとう 五 人までの 犠牲者が 一 

列に かれの 前に ならべられる ことにな つた。 

「な あ、 リカルド」 と ガロフ オリが 言った。 「おれ はこ 

んな ところ を 見る といつ も 気分が 悪くなる から、 見て 

いるの はい や だ。 だが 音 だけ は 聞け る。 その 音で お ま 

えのう での 力 を 聞き分ける ことができる。 いっしょう 

けんめいに やれよ。 みんなき さまた ちの パンの ために 


働く の だ」 

かれは 炉の ほうへ からだ を 向けた。 それ は あたかも 

ちょ うば つ 

かれが こういう 懲罰 を 見て いるに しのびな いという 

ようで あ つ た。 

わたし は 一人す みつこに 立って、 いきどおりと おそ 

れに ふるえて いた。 これが わたしの 親方に なろうと す 

る 男な ので ある。 わたし もこの 男に 言いつけられた 物 

を 持って 帰らなければ、 やはり リカルドに 背中 を 出さ 

ねばならなかった。 ああ、 わたし は マ チアが あれほど 

平気で 死ぬ こと を 口にして いる わけが わかった。 

ぴ しり、 第一 のむ ちが ふるわれて、 膚に 当たった と 


き、 もうな みだが わたしの 目にあ ふれ 出した。 わたし 

わす 

のい る こと は 忘れられ ていたと 思って いた けれど、 そ 

れは 考えち がいで、 ガロフ オリ は 目のお くから わたし 

を 見て いた。 

「人情の ある 子どもが いる」 とかれ はわた し を 指さ 

あくとう 

した。 「あの 子 はき さまら のよう な 悪党で はない。 き 

なかま  わら 

さまら は 仲間が 苦しんで いると ころ を 見て 笑つ て いる。 

この 小さな 仲間 を 手本に しろ」 

わたし は 頭の てつ ぺ ん から 足の つま 先まで ふるえた。 

ああ、 かれらの 仲間 か …… 。 

ぎせい  な  ごえ 

第二の むち をく つて 犠牲 は ひい ひい 泣き 声を立てた。 


三度 目に は 引き さかれる ような さけび 声 を 上げた。 ガ 

ロフ オリが 手 を 上げた。 リカルド はふり 上げた むち を 

なさ 

ひかえた。 わたし は ガロフ オリが さすがに 情け を 見せ 

るの だと 思った が、 そうではなかった。 

「きさまら の 泣き声 を 聞く の はおれに は どの くら い つ 

ぎせ い 

らいと 思う」 とかれ はね こなで 声で 犠牲に 向か つ て 言 

いかけた。 「むちが きさまら の 皮 を さくたん びに さけ 

び 声が おれの はらわた をつ き 破る の だ。 ちっと はおれ 

の 苦しい 心 も 察して、 気の どくに 思う がいい。 だから 

これから 泣き 声を立てる たんびに よけいに 一 つむち を 

くれる ことにする からそう 思え。 これ もき さまら が 悪 


なさ  おん 

い の だ。 きさまら が おれに 対してち つと でも 情け や 恩 

を 知っているなら、 だまって いろ。 さあ、 やれ、 リカ 

ルド」 

ぎせい  せなか 

リカルドが むち を ふり 上げた。 皮 ひも は 犠牲の 背中 

で くるくる 回つ た。 

「おつか あ。 おつか あ」 とその 子どもが さけんだ。 

ありがたい。 わたし はこのう えこの おそろしい 呵責 

を 見ずに すんだ。 なぜと いって このしゅん かん ドアが 

あいて、 ヴィ タリス 親方が はいって 来たから である。 

人目で かれは なにもかも 了解した。 かれは はしご 

段 を 上がりながら さけび 声 を 聞いた ので、 すぐ リカ ル 


ドの そばに かけ 寄って、 むち を 手から うばった。 それ 

から ガロフ オリの ほうへ くるりと 向いて、 うで 組み を 

した まま かれの 前につ つ 立った。 

これ はいかに もとつ さの あいだに 起こった ので、 し 

ばらく は ガロフ オリ も ぼかんと していた。 けれどもす 

ぐ 気を取り直して おだやかに 言った。 

「どうもお そろし いよう じ やない か。 なにね、 あの 子 

ども は 気が ちが つ ている の だ」 

「はずかしく はない か」 ヴィ タリスが さけんだ。 

「それ 見ろ、 わたし もそう いう こと だ」 と ガロフ オリ 

が つぶやいた。 


「よせ」 とヴ イタ リス 親方が 命令した。 「とぼける なよ。 

おまえの こと だ。 子どもで はない。 こんな 手向かいの 

できない かわいそうない 子どもら を いじめる というの 

は、 なんという ひきょうな やり方 だ」 

「この 老いぼれめ。 よけいな 世話を焼くな」 とガロ 

フ オリが 急に 調子 を 変えて さけんだ。 

「警察 もの だぞ」 とヴ イタ リスが 反抗した。 

「なに、 きさま、 警察で おどす のか」 と ガロフ オリが 

さけんだ。 

らんぼう  あいて  きせい 

「そうだ」 と、 わたしの 親方 は 乱暴な 相手の 気勢に は 

ち つ とも ひるまないで 答えた。 


「はは あ」 とかれ は あざ笑った。 「そんな ふうに お ま 

えさん は 言う の だな。 よしよ し、 おれに も 言う ことが 

ある ぞ。 おまえの した こと はなに も 警察に 関係 はない 

が、 おまえさんに 用の あると いう 人が 世間に は あるの 

だ。 おれが それ を 言えば、 おれが 一 度 名前 を 言えば… 

…はて はずかしが つ て 頭 を すぼめる の はだれ だろう な 

あ。 世間が 知りたがって いる その 名前 を 言い 回った だ 

けで も、 はじになる 人が どこかに いる ぞ」 

親方 はだ まっていた。 はじ だ。 親方の はじ だ。 なん 

だろう。 わたし はび つくりした。 けれど 考える ひまの 

ない うちに、 かれは わたしの 手 を 引っ張った。 


「さあ、 行こう、 ルミ」 とかれ は 言った、 そうして 戸 

口まで ぐんぐん わたし を 引っ張った。 

「まあ、 いいやな」 ガロフ オリが 今度 は 笑いながら さ 

けんだ。 「きみ、 話が あって 来たんだろう」 

「おまえなん ぞに 言う こと はなに もない」 

それなり、 もう ひと 言 も 言わずに、 わたしたち はは 

しご 段 を 下りた。 かれは まだし つかり わたしの 手 をお 

さえて いた。 なんという ほっとした 心持ちで、 わたし 

はかれに ついて 行ったろう。 わたし は 地獄の 口からの 

がれた。 わたしが 思い どおりに やれば、 親方の 首に 両 

手 を かけて、 強く 強く だきしめた ところで あつたろう- 


(つづく) 
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